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研
究

開
発

目
標

・
推

進
方

策
一

覧
表

（
標

記
例

）
 

 

①
 重

点
領

域
名

 
②

 研
究

開
発

分
野

名
 

③
 研

究
開

発
課

題
名

と
そ

の
概

要
 

④
 技

術
要

素
名

と
そ

の
概

要
 

⑤
 達

成
課

題
と

そ
れ

を
実

現
す

る
年

 
⑥

 諸
外

国
で

の
研

究
開

発
の

取
組

状
況

 

⑦
 諸

外
国

と
比

較
し

た
日

本
の

研
究

開
発

状
況

に
つ

い
て

、
下

記
の

分
類

に
よ

る
評

価
及

び
そ

の
簡

単
な

説
明

 

◎
：

日
本

が
先

行
 

○
：

諸
外

国
と

拮
抗

×
：

諸
外

国
が

先
行

⑧
 研

究
開

発
段

階
。

基
礎

・
開

発
・

実
用

の
3

段
階

で
評

価
 

⑨
 成

果
の

展
開

を
考

慮
し

た
国

際
標

準
化

の
重

要
度

に
つ

い
て

、
下

記
の

分
類

に
よ

る
評

価
及

び
そ

の
簡

単
な

説
明

 

◎
：

重
要

度
が

高
い

 
○

：
重

要
度

が
低

い
×

：
不

要
 

⑩
 技

術
課

題
の

難
易

度
を

下
記

の
五

段
階

で
評

価
 

難
、

や
や

難
、

標
準

、
や

や
易

、
易

 

⑪
 官

民
問

わ
ず

当
該

技
術

を
開

発
す

る
た

め
に

必
要

な
資

金
総

額
。

カ
ッ

コ
内

は
そ

の
対

象
と

し
て

い
る

期
間

 

⑫
 当

該
技

術
か

ら
開

発
さ

れ
る

製
品

の
国

内
及

び
海

外
の

予
想

市
場

規
模

。
カ

ッ
コ

内
は

予
測

の
対

象
年

 

⑬
 現

時
点

で
研

究
開

発
を

主
導

す
べ

き
主

体
、

主
導

的
に

資
金

を
提

供
す

べ
き

主
体

 

⑭
 産

学
官

の
役

割
分

担
・

連
携

方
策

、
諸

外
国

と
の

役
割

分
担

・
連

携
方

策
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新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

基

盤
 

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
＆

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク

環
境

に
お

け
る

多
彩

な
ユ

ー
ザ

ニ
ー

ズ
に

柔
軟

に
対

応
す

る
た

め
に

、
有

線
・

無
線

を
統

合
し

た
ア

ク
セ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

ペ
タ

ビ
ッ

ト
ク

ラ
ス

の
コ

ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

高
信

頼
・

高
品

質
で

提
供

し
つ

つ
、

統
合

的
に

運
用

す
る

た
め

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
技

術
及

び
制

御
技

術
を

実
現

す
る

。
 

2
0

1
5

年
：

多
様

な
品

質
の

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

こ
と

が
可

能
に

な
る

。
 

2
0

2
0

年
：

1
0

Ｇ
ビ

ッ
ト

級
の

光
ア

ク
セ

ス
サ

ー
ビ

ス
が

可
能

に
な

る
。

 

2
0

2
5

年
：

ペ
タ

ビ
ッ

ト
級

の
コ

ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

実
現

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
次

世
代

バ
ッ

ク
ボ

ー
ン

技
術

 

高
信

頼
・

高
品

質
な

バ
ッ

ク
ボ

ー
ン

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
、

運
用

に
向

け
た

、
分

散
型

バ
ッ

ク
ボ

ー
ン

構
築

技
術

、
複

数
事

業
者

間
で

帯
域

・
品

質
等

を
確

保
す

る
品

質
保

証
技

術
、

異
常

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
を

監

視
・

検
出

・
分

析
・

制
御

す
る

技
術

 

2
0

0
9

年
：

分
散

バ
ッ

ク
ボ

ー
ン

構
築

技
術

、
品

質
保

証
技

術
、

異
常

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
監

視
・

検
出

・
分

析
・

制
御

技
術

の
確

立
 

2
0

1
2

年
：

確
立

技
術

を
ベ

ー
ス

と
し

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ノ

ー
ド

、
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

支
援

ツ
ー

ル
等

の
実

現
 

 
 

 
 

 
 

＜
ル

ー
タ

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
1

年
：

1
,4

0
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
1

年
：

9
,4

5
0

億
円

 

 ＜
運

用
管

理
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
1

年
：

3
0

0
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
1

年
：

1
兆

5
0

0
0

億
円

 

（
ID

C
の

市
場

予
測

よ
り

）
 

 海
外

に
お

い
て

も
、

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
・

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
の

増
大

・
集

中
等

の
我

が
国

と

同
様

の
課

題
が

顕
在

化
し

て
い

く
に

伴
っ

て
、

国
内

外
の

機
器

・
サ

ー
ビ

ス
市

場
が

今

後
急

激
に

拡
大

。
特

に
、

バ
ッ

ク
ボ

ー
ン

向

け
の

ハ
イ

エ
ン

ド
ル

ー
タ

、
及

び
企

業
向

け

拠
点

ル
ー

タ
が

市
場

成
長

要
因

と
考

え
ら

れ
る

。
ル

ー
タ

市
場

と
運

用
管

理
ソ

フ
ト

ウ

ェ
ア

市
場

の
規

模
を

算
出

し
た

。
 

ま
た

、
世

界
市

場
は

、
9

0
億

米
ド

ル
で

あ
り

、
2

0
0

8
年

6
月

2
日

時
点

の
為

替
レ

ー
ト

を
適

用
し

、
1

米
ド

ル
＝

1
0

5
円

で
換

算
し

た
。

 

 
 

 
 

 
 

 
○

分
散

型
バ

ッ
ク

ボ
ー

ン
構

築
技

術
 ト

ラ
ヒ

ッ
ク

交
換

地
点

の
分

散

化
に

よ
り

通
信

設
備

へ
の

負
荷

を

軽
減

す
る

と
と

も
に

、
瞬

発
的

な
ト

ラ
ヒ

ッ
ク

の
急

増
等

に
対

応
す

る

高
信

頼
・

高
品

質
な

分
散

型
バ

ッ
ク

ボ
ー

ン
を

構
築

す
る

技
術

 

2
0

0
9

年
：

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
交

換
地

点
の

分
散

化
に

よ
り

通
信

設
備

へ
の

負
荷

を
軽

減
す

る
と

と
も

に
、

瞬
発

的
な

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
の

急
増

等
に

対
応

す
る

高
信

頼
・

高
品

質
な

分

散
型

バ
ッ

ク
ボ

ー
ン

を
構

築
す

る
技

術
の

確
立

 

2
0

1
2

年
：

確
立

技
術

を
バ

ッ
ク

ボ
ー

ン
設

備
構

成
，

相
互

接
続

点
の

検
討

へ
適

用
．

ま
た

障
害

時
の

迅
速

な
対

処
，

パ
ス

開
通

・
設

定
業

務
の

効
率

化
，

お
よ

び
そ

れ
ら

機

能
を

具
備

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ノ
ー

ド
等

の
実

現
 

 

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
・

ト
ラ

ヒ

ッ
ク

の
増

大
・

集
中

は
、

我
が

国
が

真
っ

先
に

直
面

し
た

課

題
で

あ
り

、
海

外
に

お
い

て
類

似
の

取
組

み
は

見
ら

れ
な

い
。

◎
 

海
外

に
お

い
て

類
似

の
取

組

は
見

ら
れ

な
い

。
 

開
発

 
◎

 

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
・

ト
ラ

ヒ

ッ
ク

の
増

大
・

集
中

に
対

す
る

取
り

組
み

に
関

す
る

世
界

的
な

先
導

性
を

維
持

す
る

た
め

に
容

量
拡

張
技

術
分

野
の

技
術

の
標

準
化

が
重

要
。

 

や
や

難
 

9
0

億
円

 

（
2

0
0

8
 

～
2

0
1

5
）

民
間

 
国

、
民

間
 

国
が

主
導

し
、

民
間

の
知

見
や

技
術

・
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
て

研

究
開

発
を

推
進

す
る

こ
と

が
必

要
。

 

ま
た

、
商

用
化

に
向

け
て

は
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
利

用
者

、
運

用

者
（

IS
P

等
）

を
含

め
た

オ
ー

プ
ン

な
環

境
で

、
運

用
検

証
を

実
施

す

る
こ

と
が

効
率

的
で

あ
る

。
 

  

研
究

開
発

成
果

を
実

装
し

た
設

備
の

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

の
基

本
仕

様
を

オ

ー
プ

ン
化

す
る

等
に

よ
り

、
当

該
研

究
開

発
に

よ
る

技
術

の
優

位
性

の
理

解
を

得

て
、

国
際

標
準

化
の

展
開

を
図

る
。

 

 

 
 

 
○

複
数

事
業

者
間

の
品

質
保

証
技

術
 サ

ー
ビ

ス
に

応
じ

て
複

数
事

業

者
間

で
低

限
必

要
と

な
る

帯

域
・

品
質

等
を

確
保

す
る

品
質

保
証

技
術

 

2
0

0
9

年
：

サ
ー

ビ
ス

に
応

じ
て

複
数

事
業

者
間

で
低

限
必

要
と

な
る

帯
域

・
品

質
等

を

確
保

す
る

品
質

保
証

技
術

の
確

立
 

2
0

1
2

年
：

多
様

な
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

に
応

じ
て

複
数

事
業

者
間

で
連

携
し

て
品

質
制

御
を

可
能

と
す

る
高

信
頼

・
高

機
能

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ノ

ー
ド

等
の

実
現

 

 

米
国

で
は

、
P

la
n

e
tL

a
b

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

、
大

規
模

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

上
で

の

品
質

情
報

に
関

す
る

情
報

共

有
の

た
め

の
プ

ロ
ト

コ
ル

の

研
究

等
が

あ
る

。
 

◎
 

海
外

に
お

い
て

は
、

我
が

国

の
よ

う
な

詳
細

な
デ

ー
タ

収

集
、

制
御

は
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。

 

開
発

 
◎

 

詳
細

デ
ー

タ
収

集
，

制
御

に

関
す

る
世

界
的

な
先

導
性

を
維

持
す

る
た

め
に

デ
ー

タ
収

集
分

野
の

技
術

の
標

準
化

が
重

要
。

や
や

難
 

 
民

間
 

国
、

民
間

 

 
 

 
○

異
常

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
の

検
出

・
制

御

技
術

 

通
常

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
運

用
で

は
見

ら
れ

な
い

異
常

ト
ラ

ヒ
ッ

ク

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

監
視

・
検

出
・

分
析

・
制

御
す

る
技

術
 

2
0

0
9

年
：

通
常

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
運

用
で

は
見

ら
れ

な
い

異
常

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
監

視
・

検
出

・
分

析
・

制
御

す
る

技
術

の
確

立
 

2
0

1
2

年
：

異
常

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
の

検
出

か
ら

制
御

ま
で

を
連

携
し

て
行

う
異

常
ト

ラ
ヒ

ッ
ク

対
策

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
支

援
ツ

ー
ル

の
実

現
 

 

米
国

で
は

ベ
ン

チ
ャ

ー

（
A

rb
o
r等

）
に

よ
る

異
常

ト

ラ
ヒ

ッ
ク

対
策

シ
ス

テ
ム

の

開
発

，
及

び
N

S
F（

全
米

科
学

財
団

）
の

助
成

ス
キ

ー
ム

に
よ

り
、

大
学

に
て

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
状

況
を

自
動

判
別

し
、

異
常

ト
ラ

ヒ
ッ

ク
の

検
出

，
分

析
を

行
う

技
術

等
の

研
究

が
行

わ

れ
て

い
る

。
 

◎
 

海
外

に
お

い
て

は
、

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
全

体
の

ス
ケ

ー
ラ

ブ
ル

な
測

定
や

検
出

か
ら

制
御

ま
で

の
連

携
を

視
野

に
入

れ
、

実
用

化
を

指
向

し
た

研
究

開
発

は
行

わ
れ

て
い

な
い

。
 

開
発

 
◎

 

ス
ケ

ー
ラ

ブ
ル

な
測

定
に

関

す
る

世
界

的
な

先
導

性
を

維
持

す
る

た
め

に
ト

ラ
ヒ

ッ
ク

監
視

分
野

の
技

術
の

標
準

化
が

重
要

や
や

難
 

 
民

間
 

国
、

民
間

 

    

3



新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

基

盤
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
次

世
代

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
 

IP
を

用
い

て
、

既
存

の
電

話
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

と
同

等
の

信
頼

性
を

持

つ
、

高
品

質
・

高
信

頼
か

つ
高

度
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

実
現

す
る

技
術

 

2
0

2
0

年
：

IP
を

用
い

て
、

既
存

の
電

話
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

同
等

の
信

頼
性

を
持

つ
、

高
品

質
・

高
信

頼
か

つ
高

度
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

実
現

す
る

オ
ー

ル
パ

ケ
ッ

ト
型

の
高

機
能

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
普

及
 

 

 
 

 
 

 
＜

ル
ー

タ
、

L
A

N
 
ス

イ
ッ

チ
、

そ
の

他
（

x
D

S
L
、

F
T

T
H

、
無

線
L
A

N
 
関

連
機

器
）

の
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

0
9

年
：

5
,2

0
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

0
9

年
：

2
6

,0
0

0
億

円
 

 国
内

市
場

に
つ

い
て

は
、

矢
野

経
済

研
究

所

資
料

を
参

照
。

世
界

市
場

は
、

国
内

市
場

の
5

倍
と

見
込

ん
で

い
る

。
 

 我
が

国
の

み
な

ら
ず

、
諸

外
国

に
お

い
て

次

世
代

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
向

け
た

動

き
が

本
格

化
し

て
お

り
、

国
内

外
の

機
器

・
サ

ー
ビ

ス
市

場
が

今
後

急
激

に
拡

大
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
○

機
能

分
散

型
IP

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

運
用

技
術

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

同
士

が
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の

資
源

情
報

を
相

互
に

共
有

し
、

効

率
的

な
運

用
を

可
能

と
す

る
技

術
 

2
0

1
0

年
：

モ
ジ

ュ
ー

ル
化

し
た

機
能

を
組

み
合

わ
せ

て
通

信
内

容
に

応
じ

た
転

送
機

能
を

柔
軟

に
構

築
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
運

用
技

術
の

確
立

 

 

既
存

電
話

網
の

次
世

代
IP

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
移

行
に

向
け

、
欧

米
、

中
韓

等
が

国
を

あ
げ

て
研

究
開

発
を

推
進

。
 

○
 

欧
米

、
中

韓
も

戦
略

的
な

取

組
を

実
施

し
て

お
り

、
拮

抗
。

開
発

 
◎

 

相
互

接
続

性
を

保
証

す
る

た
め

、
標

準
化

が
重

要
。

 

や
や

難
 

1
2

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）

民
間

、
独

法
 

 

国
、

民
間

 
複

数
の

技
術

の
融

合
に

よ
り

、

次
世

代
情

報
通

信
基

盤
の

構
築

が

可
能

と
な

る
た

め
、

業
界

横
断

的

な
「

次
世

代
IP

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
等

を
活

用
。

 

   

欧
州

、
米

国
に

対
抗

し
て

国
際

標
準

化
を

主
導

す
る

た
め

に
は

、

ア
ジ

ア
諸

国
と

の
地

域
連

携
、

特

に
、

中
韓

と
は

C
J
K

の
枠

組
み

を

通
じ

た
国

際
共

同
実

証
実

験
等

が

必
要

。
 

 
 

 
○

複
数

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
間

Q
o
S

制
御

技
術

 

複
数

の
IP

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

間
で

、
エ

ン
ド

・
エ

ン
ド

の
品

質
保

証

や
広

域
ト

ラ
ヒ

ッ
ク

制
御

を
実

現

す
る

た
め

の
基

盤
技

術
 

2
0

1
0

年
：

複
数

の
通

信
事

業
者

の
IP

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
固

定
・

移
動

通
信

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
間

に
お

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
で

実
現

さ
れ

る
様

々
な

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
維

持
し

て
シ

ー
ム

レ
ス

に
接

続
し

、
最

適
な

サ
ー

ビ
ス

提
供

を
可

能
と

す
る

技
術

の
確

立
 

  

○
 

欧
米

、
中

韓
も

戦
略

的
な

取

組
を

実
施

し
て

お
り

、
拮

抗
。

開
発

 
◎

 

国
内

・
海

外
の

複
数

事
業

者
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
跨

っ
て

エ
ン

ド

・
エ

ン
ド

で
品

質
を

保
証

す
る

た

め
に

、
標

準
化

が
重

要
。

 

や
や

難
 

民
間

、
独

法
 

国
、

民
間

 

 
 

 
○

大
容

量
ア

ク
セ

ス
収

容
技

術
 

様
々

な
ロ

ー
カ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

シ
ー

ム
レ

ス
に

接
続

す
る

こ

と
等

に
よ

り
超

高
速

ア
ク

セ
ス

環

境
を

実
現

す
る

技
術

 

2
0

1
0

年
：

固
定

・
移

動
通

信
が

融
合

さ
れ

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
や

、
ペ

タ
ビ

ッ
ト

級
の

バ
ッ

ク
ボ

ー
ン

と
1

0
ギ

ガ
ビ

ッ
ト

級
の

ア
ク

セ
ス

を
実

現
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

自
律

的
に

構
成

し
、

最
適

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
選

択
・

相
互

接
続

や
品

質
管

理
の

可
能

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
技

術
の

実
現

 

 

◎
 

F
T

T
H

等
の

超
高

速
ア

ク
セ

ス
技

術
は

日
本

が
先

行
。

 

開
発

 
◎

 

相
互

接
続

性
を

保
証

す
る

た
め

に
、

標
準

化
が

重
要

。
 

標
準

 

／
や

や
難

 

民
間

、
独

法
 

国
、

民
間

 

 
 

 
○

次
世

代
光

無
線

シ
ス

テ
ム

 

 
世

界
最

先
端

の
国

産
技

術
で

あ

る
光

無
線

通
信

を
活

用
し

、
超

高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

を
実

現

す
る

技
術

 

2
0

1
1

年
：

フ
ル

光
無

線
シ

ス
テ

ム
を

高
度

化
し

、
大

容
量

化
及

び
長

距
離

化
を

実
現

 
諸

外
国

に
お

い
て

次
世

代
光

無
線

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

研
究

開
発

は
行

わ
れ

て
い

な
い

。
 

◎
 

世
界

最
高

速
1

0
G

b
p
s
の

光

空
間

伝
送

に
成

功
（

2
0

0
6

年

）
し

て
お

り
、

日
本

が
先

行
。

開
発

 
◎

 

相
互

接
続

性
を

保
証

す
る

た
め

に
、

標
準

化
が

重
要

。
 

標
準

 
5

億
円

 

（
2

0
0

9
～

 

2
0

1
1

）

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
 

光
無

線
通

信
に

関
す

る
国

内
標

準
化

を
行

っ
て

い
る

高
速

光
空

間

通
信

網
推

進
協

議
会

及
び

光
無

線

通
信

シ
ス

テ
ム

推
進

協
議

会
等

を

活
用

し
、

産
学

官
が

連
携

す
る

こ

と
が

重
要

。
 

日
本

が
先

行
す

る
技

術
を

将
来

、
国

際
標

準
と

す
る

た
め

に
は

、

諸
外

国
と

の
連

携
が

必
要

。
 

 
 

 
○

大
容

量
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

収
容

・
制

御
技

術
 

 
1

0
0

G
b
/
4

0
G

b
イ

ー
サ

ネ

ッ
ト

を
収

容
し

、
障

害
監

視
/
復

旧

、
誤

り
訂

正
や

複
数

イ
ン

タ
フ

ェ

ー
ス

一
括

収
容

に
よ

り
信

頼
性

向

上
伝

送
距

離
延

長
や

、
高

機
能

化

を
実

現
す

る
技

術
 

2
0

1
0

年
：

 
IE

E
E

8
0

2
.3

b
a
 1

0
0

G
b
/
4

0
G

b
イ

ー
サ

ネ
ッ

ト
標

準
化

完
了

時
期

に
、

高
信

頼
化

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

制
御

用
論

理
/
高

速
外

部
入

出
力

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス

を
実

現
 

米
国

を
中

心
に

、
多

く
の

研

究
開

発
が

推
進

。
 

×
 

制
御

論
理

回
路

に
関

し
て

は
、

研
究

推
進

は
不

十
分

（
光

部
品

は
活

発
に

研
究

開
発

実
施

）
。

開
発

 
◎

 

相
互

接
続

性
の

保
証

、
な

ら
び

に

機
器

コ
ス

ト
低

減
に

よ
る

普
及

拡

大
の

た
め

、
標

準
化

が
必

要
。

 

や
や

難
 

2
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

2
0

1
0

）

民
間

、
独

法
 

国
、

 

民
間

 

「
超

高
速

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

開
発

推
進

協
議

会
」

(P
IF

) 
等

を
活

用
し

、
産

学
官

が
連

携
す

る
こ

と
が

重
要

。
 

国
際

標
準

化
に

お
い

て
は

、
米

国
の

標
準

化
機

関
が

主
導

し
て

お

り
、

諸
外

国
と

の
連

携
（

特
に

米

国
）

が
必

要
。
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新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

基
盤

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

 

現
状

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
け

る
伝

送
容

量
、

伝
送

品
質

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
、

信
頼

性
、

有
線

と
無

線
の

統
合

等
の

諸
問

題
を

、
既

存
技

術
の

延
長

で
は

な
く

、
新

し
い

ア
プ

ロ
ー

チ
で

解
決

す
る

た
め

の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

技
術

 

2
0

1
5

年
：

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

限
界

を
克

服
し

、
ユ

ー
ザ

ー

か
ら

の
多

種
多

様
な

要
求

に
応

え
、

自
由

自
在

に

最
適

な
品

質
や

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

等
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
る

、
新

し
い

世
代

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
を

創
出

す
る

。
 

《
米

国
》

 

■
F
IN

D
 

・
将

来
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
の

確
立

を
目

指

す
N

S
F
の

研
究

フ
ァ

ン
ド

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

 

・
既

存
技

術
を

前
提

と
し

な
い

ア
プ

ロ
ー

チ
。

 

・
包

括
的

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

設
計

研
究

に
重

点

化
。

 

・
採

択
時

は
小

規
模

な
多

数
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

り
構

成
さ

れ
、

萌
芽

的
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

1
年

実
施

し
た

後
選

抜
し

て
最

終
的

に
残

っ
た

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
を

G
E

N
Iで

実
証

。
 

・
2

0
0

6
年

度
は

2
6

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
計

1
2

百
万

$
【

予
算

規
模

4
0

百
万

$
$

、
期

間
未

定
】

 

■
G

E
N

Iイ
ニ

シ
ア

チ
ブ

 

・
P

la
n

e
t 

L
a
b
の

成
果

を
継

承
（

テ
ス

ト
ベ

ッ
ト

）
。

 

独
創

的
な

多
種

の
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

に
対

応
す

る
た

め
に

プ
ロ

グ
ラ

マ
ブ

ル
で

あ
る

。
 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
課

題
の

克
服

に
向

け
、

サ
ー

ビ
ス

・
ア

ー

キ
テ

ク
チ

ャ
な

ど
を

根
本

か
ら

見
直

し
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

起
こ

す
こ

と
を

狙
い

と
し

て
い

る
。

 

・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
、

モ
バ

イ
ル

・
ワ

イ
ヤ

レ
ス

・
セ

ン
サ

ー
ネ

ッ

ト
な

ど
の

テ
ー

マ
を

扱
う

。
 

・
N

S
F
の

大
規

模
設

備
構

築
の

た
め

の
予

算
枠

で
の

予
算

確
保

を

目
指

し
て

い
る

。
国

際
的

な
連

携
も

指
向

。
【

予
算

規
模

3
6

7

百
万

$
（

2
0

0
9

～
2

0
1

3
年

）
】

 

 《
欧

州
》

 

■
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

 

・
欧

州
域

内
の

大
学

や
企

業
の

技
術

力
や

競
争

力
確

保
を

目
的

と

し
た

研
究

開
発

へ
の

助
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

 

・
F
P

7
（

第
7

次
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
で

IC
T

分
野

（
予

算
9

,1
0

0
百

万
€
）

に
設

定
さ

れ
て

い
る

7
つ

の
課

題
の

う
ち

、
将

来
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

を
扱

う
課

題
1

「
P

e
rv

a
s
iv

e
 a

n
d
 T

ru
s
te

d
 N

e
tw

o
rk

 a
n

d
 S

e
rv

ic
e
 

In
fr

a
s
tr

u
c
tu

re
s
」

の
予

算
は

、
2

0
0

7
～

2
0

0
8

年
に

5
8

0

百
万
€

。
 

＜
主

な
関

連
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
＞

 

1
．

未
来

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
：

 
 

2
0

0
百

万
€

 

2
．

サ
ー

ビ
ス

と
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

：
1

2
0

百
万
€

 

3
．

セ
キ

ュ
ア

で
信

頼
で

き
る

イ
ン

フ
ラ

：
9

千
万
€

 

4
．

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
し

た
メ

デ
ィ

ア
：

8
5

百
万
€

 

■
G

ÉA
N

T
2

 

・
欧

州
委

員
会

の
資

金
拠

出
に

よ
り

、
欧

州
全

域
を

カ
バ

ー
す

る

ギ
ガ

ビ
ッ

ト
研

究
開

発
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
「

G
ÉA

N
T

2
」
を

構
築

。

・
E

U
加

盟
3

4
カ

国
の

学
術

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
N

R
E

N
)を

相

互
接

続
し

、
欧

州
の

3
,0

0
0

を
超

え
る

学
術

研
究

機
関

が
研

究

活
動

に
関

す
る

最
新

の
重

要
情

報
等

を
 

共
有

可
能

 

・
欧

州
委

員
会

に
け

る
G

ÉA
N

T
2

関
連

の
予

算
は

、
 

2
0

0
4

年

9
月

か
ら

4
年

間
で

、
計

9
3

百
万
€

。
 

・
2

0
0

8
年

よ
り

、
 
G

ÉA
N

T
3

に
移

行
し

、
大

容
量

化
・

高
度

化
を

図
る

方
向

性
準

備
中

。
 

 
 

 
 

 
関

連
市

場
と

し
て

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

器
市

場
等

を
想

定
。

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

4
,0

0
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

4
.7

兆
円

 

 
 

新
し

い
概

念
の

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
意

図
し

て
い

る
事

か
ら

、
異

分
野

も

含
め

広
く

知
恵

を
求

め
る

必
要

が
あ

る
。

 

こ
の

た
め

、
「

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
が

2
0

0
7

年
1

1
月

に
設

立
さ

れ
て

い
る

。
当

フ

ォ
ー

ラ
ム

を
活

用
す

る
等

に
よ

り
、

産
学

官
連

携
の

強

化
を

図
り

つ
つ

A
ll 

J
a
p

a
n

の
研

究
開

発
を

戦
略

的
に

推
進

す
る

。
 

 
こ

の
際

、
利

害
が

異
な

り

短
期

解
を

求
め

が
ち

な
企

業
意

見
を

ま
と

め
、

過
度

な

基
礎

的
や

学
術

的
研

究
に

な
ら

な
い

様
、

実
現

に
向

け

て
主

導
し

て
ゆ

く
組

織
が

必
要

で
、

こ
の

両
者

の
中

間

的
立

場
を

取
り

う
る

独
法

が
こ

れ
を

担
う

。
 

将
来

の
新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

い
て

日
本

が
孤

立
し

な
い

た

め
に

、
既

存
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と

の
上

位
互

換
性

を
保

つ
こ

と
を

考

慮
に

い
れ

る
と

と
も

に
、

欧
米

の

研
究

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

連

携
を

適
宜

図
る

必
要

が
あ

る
。

こ

れ
に

よ
り

結
果

と
し

て
日

本
が

世

界
を

リ
ー

ド
し

て
い

く
。

こ
れ

に

辺
り

、
2

0
0

7
年

4
月

に
E

U
と

政

府
間

の
IC

T
研

究
フ

ォ
ー

ラ
ム

を

開
催

し
、

具
体

的
な

協
力

関
係

を

構
築

し
た

。
こ

れ
に

引
き

続
き

、

欧
米

等
の

諸
外

国
と

「
新

世
代

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」

等
を

活
用

し
て

連
携

を
図

っ
て

い

く
。

 

ま
た

、
産

学
官

に
お

け
る

、
世

界
に

通
用

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
の

人
材

育
成

を

図
る

た
め

、
研

究
開

発
段

階
か

ら

海
外

の
大

学
、

研
究

機
関

、
企

業

等
と

の
研

究
開

発
、

標
準

化
に

お

け
る

連
携

の
強

化
を

推
進

す
る

。

 

 
 

 
○

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
要

素
技

術
 

 
情

報
の

伝
達

効
率

の
飛

躍
的

向

上
や

故
障

時
の

自
動

復
旧

を
可

能

と
す

る
技

術
や

ID
ポ

ー
タ

ビ
リ

テ

ィ
技

術
等

 

2
0

1
5

年
：

 

・
 

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
連

動
し

、
動

的
に

ト
ラ

フ
ィ

ッ

ク
や

経
路

を
制

御
す

る
技

術
の

確
立

 

・
 

微
細

な
デ

ー
タ

や
大

容
量

な
コ

ン
テ

ン
ツ

を
高

い
電

力
効

率
で

伝
送

す
る

技
術

の
確

立
 

・
 

障
害

発
生

時
に

相
互

接
続

さ
れ

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

の
連

携
に

よ
り

瞬
時

に
復

旧
さ

れ
る

技
術

の
確

立
 

・
 

い
つ

で
も

利
用

者
が

求
め

る
サ

ー
ビ

ス
を

実
現

す
る

端
末

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

技
術

の
確

立
 

○
 

民
間

、
研

究
機

関
等

に
お

い
て

、
課

題

抽
出

、
基

本
技

術
の

検
討

。
 

基
礎

 
◎

 

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク

の
相

互
接

続
性

を
確

保
。

 

 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

相
互

接
続

す
る

た
め

に
、
物

理
的

な
信

号
レ

ベ
ル

(メ
デ

ィ
ア

)か

ら
通

信
手

順
(プ

ロ
ト

コ
ル

)ま
で

幅
広

い
部

分
で

標
準

化
が

必
要

。

 

難
 

3
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

 

＜
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

器
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

3
0

0
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

3
.6

兆
円

 

 

2
0

2
0

年
の

国
内

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

器
市

場

3
0

0
0

－
6

0
0

0
億

円
（

エ
ン

ド
ユ

ー
ザ

端
末

を
除

く
）

の
中

、
5

0
％

が
新

世
代

と
想

定
。

 

 

2
0

2
0

年
世

界
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
器

市
場

1
2

兆
円

（
エ

ン
ド

ユ
ー

ザ
端

末
を

除
く

）
の

中
、

3
0

％

を
新

世
代

と
想

定
。

 

 ち
な

み
に

、
エ

ン
ド

ユ
ー

ザ
端

末
ま

で
を

含
め

た

場
合

の
市

場
は

 

 
 

 
1

.3
5

兆
円

（
国

内
) 

と
な

る
（

2
.7

兆
円

x
0

.5
）

。
 

独
法

 

（
独

法

が
牽

引

役
）

 

国
、

民
間

 

 
 

 
○

仮
想

化
技

術
 

 
新

た
な

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
の

検

証
基

盤
の

提
供

と
設

計
原

理
に

基

づ
く

要
素

技
術

の
選

択
・

統
合

・
最

適
化

を
行

う
技

術
 

2
0

1
5

年
：

 

・
 

様
々

な
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

要
求

に
対

し
、
必

要
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
パ

ラ
メ

ー
タ

(帯
域

、
遅

延
等

)を
設

定
し

、
最

適
な

仮
想

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
自

動
的

に
設

計

す
る

技
術

の
確

立
 

・
 

次
々

と
生

成
さ

れ
る

無
数

の
仮

想
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

要
求

す
る

リ
ソ

ー
ス

と
実

際
の

リ
ソ

ー
ス

を
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

自
律

的
に

最
適

化
す

る
技

術
の

確
立

 

○
 

民
間

、
研

究
機

関
等

に
お

い
て

、
課

題

抽
出

、
基

本
技

術
の

検
討

。
 

基
礎

 
◎

 

国
際

標
準

の
先

導

的
立

場
を

確
保

。
 

利
用

者
が

異
な

る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
存

在
を

意
識

さ
せ

ず
に

利
用

で
き

る
様

異
な

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

一
つ

に
見

せ
か

け
る

た
め

の
技

術
の

標
準

化
が

必
要

。
 

難
 

8
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

＜
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
管

理
シ

ス
テ

ム
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

5
0

0
億

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

6
0

0
0

億
円

 

 

2
0

2
0

年
の

国
内

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
管

理
シ

ス
テ

ム
市

場
5

0
0

－
1

0
0

0
億

円
の

中
、

5
0

％
が

新
世

代

と
想

定
。

 

 

世
界

市
場

に
つ

い
て

は
6

0
0

0
億

円
=
3

.6
兆

円
*
 

( 
5

0
0

 /
 3

0
0

0
 )

 

独
法

 

（
独

法

が
牽

引

役
）

 

 

国
、

民
間

 

 
 

 
○

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
（

設
計

原
理

）
 

 
新

た
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

や
評

価
手

法
の

開
発

・
検

証
 

2
0

1
5

年
：

多
様

な
要

求
に

応
え

、
共

通
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

基

盤
と

な
る

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・

ア
ー

キ
テ

ク

チ
ャ

の
確

立
 

◎
 

（
独

）
情

報
通

信
研

究
機

構
(N

IC
T

)

の
研

究
者

グ
ル

ー
プ

が
中

心
と

な
り

、
新

た
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ

の
確

立
と

、
そ

れ
に

基
づ

い
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

設
計

図
の

作
成

を
目

的
と

し
た

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「

A
K

A
R

I」
が

立
ち

上
げ

ら
れ

た
。

A
K

A
R

Iプ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、

議
論

を
重

ね
、

2
0

0
7

年
4

月
に

、
新

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
の

原
理

と
手

法
、

基
本

構
成

、
そ

の
検

証
の

た
め

の
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
に

対
す

る
要

求
条

件

等
か

ら
な

る
「

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
A

K
A

R
I概

念
設

計

書
」

を
取

り
ま

と
め

、
公

表
。

 

基
礎

 
◎

 

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク

の
相

互
接

続
性

を
確

保
。

 

 
複

数
種

の
新

世
代

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
相

互
接

続
を

容
易

と
す

る
た

め
に

ア
ー

ク
テ

ク
チ

ャ
の

標
準

化
す

る
必

要
。

 

難
 

8
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

＜
関

連
計

測
機

器
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

3
0

0
億

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

3
6

0
0

億
円

 

 ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

の
開

発
な

ら

び
に

そ
の

実
用

展
開

時
に

必
要

と
な

る
評

価
・

計
測

機
器

市
場

と
し

て
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
器

市
場

の

1
0

％
を

想
定

。
 

独
法

 

（
独

法

が
牽

引

役
）

 

国
、

民
間

 

 
 

 
○

社
会

イ
ン

フ
ラ

（
分

散
電

源
、

交

通
、

等
）

を
制

御
す

る
た

め
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

技
術

 

 
故

障
せ

ず
、

障
害

に
強

く
、

介
入

さ
れ

ず
等

、
イ

ン
フ

ラ
の

性
質

上
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

要
求

さ
れ

る
事

項

を
満

た
す

技
術

。
 

2
0

1
5

年
：

社
会

イ
ン

フ
ラ

を
制

御
し

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
効

率

化
、

渋
滞

の
軽

減
や

安
全

性
を

向
上

す
る

た
め

の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

を
実

現
 

《
米

国
》

 

・
自

律
分

散
制

御
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

に
基

づ
く

交
通

制
御

方
式

（
O

P
A

C
, 
R

H
O

D
E

S
等

）
の

実
証

実
験

開
発

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
最

近
で

は
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

技
術

を
組

み
合

わ
せ

た
事

故
対

策
な

ど
の

研
究

開
発

に
も

取
り

組
ん

で
い

る
。

 

 《
欧

州
》

 

・
渋

滞
の

軽
減

や
安

全
性

の
向

上
の

た
め

、
日

本
よ

り
早

く
自

律

分
散

制
御

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
(U

T
O

P
IA

)の
実

証
実

験
を

行
っ

た
実

績
が

あ
る

が
、

導
入

事
例

は
な

い
。

最
近

で
は

、
道

路
交

通

だ
け

で
な

く
、

鉄
道

な
ど

も
含

め
た

交
通

機
関

の
統

合
や

p
a
rk

 

a
n

d
 r

id
e
、
s
h

a
re

d
 s

p
a
c
e
の

考
え

を
取

り
入

れ
た

交
通

空
間

と
公

共
空

間
の

分
離

な
ど

、
政

策
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

に
も

取
り

組

ん
で

い
る

。
 

 
 

 
◎

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

型
自

律
分

散
制

御
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

に
基

づ
く

信
号

制
御

技

術
で

は
欧

米
よ

り
先

行
し

て
お

り
、

M
O

D
E

R
A

T
O

,R
O

N
D

O
等

、
導

入
実

績
も

多
い

。
今

後
は

、
環

境
負

荷
軽

減
の

た
め

の
制

御
技

術
開

発
推

進
が

必
要

。

基
礎

 
○

 

信
頼

性
等

の
面

で
、

新
世

代
N

W
と

の
連

携
要

。
 

 
こ

れ
ら

制
御

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

独
立

し
て

存
在

す
る

可
能

性
も

あ
る

が
、
充

分
な

信
頼

性
が

必
要

で
あ

り
、
連

携
を

取
っ

て
開

発
す

る
必

要
が

あ
る

。

難
 

1
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

＜
交

通
管

理
シ

ス
テ

ム
（

通
信

機
器

）
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

2
0

0
億

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

9
0

0
億

円
 

 

国
内

市
場

に
つ

い
て

は
2

0
2

0
年

の
交

通
管

理
シ

ス
テ

ム
の

イ
ン

フ
ラ

市
場

（
1

8
0

0
億

円
）

の
1

/
9

を
想

定
。

 

 

世
界

市
場

に
つ

い
て

は
2

0
2

0
年

交
通

管
理

シ
ス

テ
ム

世
界

市
場

8
0

0
0

億
円

の
1

/
9

を
想

定
。

 

 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
、

民
間

 
社

会
イ

ン
フ

ラ
を

制
御

す
る

観
点

で
は

信
頼

性
が

必
要

で
あ

る
が

、
そ

の
要

求

内
容

は
通

信
事

業
者

で
は

な
く

、
警

察
(交

通
管

制
)や

電
力

会
社

(電
源

)が
持

っ
て

い
る

事
か

ら
新

世
代

N
W

推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
を

通
じ

て
、

産
官

学
の

幅
広

い
連

携

が
必

要
。

 

地
球

温
暖

化
問

題
と

も
関

連
す

る
た

め
、

幅
広

い
国

際
連

携
が

欠

か
せ

な
い

。
欧

米
諸

国
と

は
、

意

見
交

換
に

よ
る

開
発

の
促

進
、

ア

ジ
ア

諸
国

へ
は

、
成

果
を

展
開

す

る
な

ど
の

国
際

連
携

が
必

要
。

 

5



 
 

新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

基

盤
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
 

超
大

容
量

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

実
現

の
た

め
の

ノ
ー

ド
技

術
、

伝

送
技

術
及

び
ア

ク
セ

ス
網

に
関

す
る

技

術
 

2
0

1
0

年
：

 

・
 ユ

ー
ザ

ー
主

導
で

E
n

d
-
to

-
E

n
d

の
高

速
大

容
量

通
信

が
で

き
る

、
新

世
代

の

超
高

速
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

実
現

す
る

た
め

の
要

素
技

術
の

確
立

 

・
 全

光
化

に
よ

る
超

高
速

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
超

低
消

費
電

力
化

す

る
た

め
の

基
礎

技
術

の
確

立
 

2
0

1
5

年
：

 

・
 ユ

ー
ザ

ー
主

導
で

E
n

d
-
to

-
E

n
d

の
高

速
大

容
量

通
信

が
で

き
る

、
新

世
代

の

超
高

速
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

実
現

 

・
 全

光
化

に
よ

る
超

高
速

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
超

低
消

費
電

力
化

す

る
た

め
の

要
素

技
術

の
確

立
 

2
0

2
0

年
：

全
光

化
に

よ
る

超
高

速
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

超
低

消
費

電
力

化

の
実

現
 

《
米

国
》

 

■
米

国
国

防
総

省
高

等
研

究
計

画
局

（
D

A
R

P
A

）
 

・
D

O
D

-
N

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
2

0
0

4
年

～
2

0
0

8
年

、
総

額
約

1
6

.8
百

万
$

）
 

 
1

0
0

T
b
p
s
級

の
光

電
子

融
合

ル
ー

タ
の

実
現

を
目

標

と
し

た
研

究
開

発
 

 ・
M

ic
ro

s
ys

te
m

s
 T

e
c
h

n
o
lo

g
y 

O
ff

ic
e
 (

M
T

O
)プ

ロ

グ
ラ

ム
 

 
W

D
M

技
術

等
個

別
の

要
素

技
術

の
研

究
開

発
等

 

例
：

C
h

ip
-
s
c
a
le

 W
a
v
e
le

n
g
th

 D
iv

is
io

n
 

M
u

lt
ip

le
x
in

g
（

C
S

-
W

D
M

）
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
2

0
0

2

年
～

2
0

0
5

年
、

総
額

4
0

百
万

$
）

 

 ・
E

le
c
tr

o
n

ic
 &

 P
h

o
to

n
ic

 I
n

te
g
ra

te
d
 C

ir
c
u

it
s
 

o
n

 S
ili
c
o
n

 (
E

P
IC

) 
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
2

0
0

6
～

2
0

0
9

年
、

総
額

4
3

百
万

$
）

 

 ■
○

N
S

A
（

N
a
ti
o
n

a
l 
S

e
c
u

ri
ty

 A
g
e
n

c
y）

 

・
大

規
模

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

（
L
S

N
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

光
透

過
性

・
高

密
度

波
長

分
割

多
重

等
の

研
究

開
発

を

実
施

 

 

《
欧

州
》

 

・
F
P

7
の

も
と

で
、

産
官

学
が

連
携

し
な

が
ら

、
コ

ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
か

ら
ア

ク
セ

ス
系

ま
で

の
光

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

・
波

長
の

動
的

な
制

御
・

運
用

を
始

め
と

し
た

多
数

の

研
究

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
 

・
IC

T
分

野
（

予
算

9
,1

0
0

百
万
€
）

の
中

で
例

え
ば

「
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
部

品
と

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

」
作

業
プ

ロ
グ

ラ
ム

は

0
.9

億
ユ

ー
ロ

（
2

0
0

7
-
2

0
0

8
年

）
の

予
算

配
分

と
な

っ
て

い
る

。
 

 《
ア

ジ
ア

》
 

■
韓

国
 

G
w

a
n

g
ju

 F
T

T
H

 S
e
rv

ic
e
 F

ie
ld

-
 

tr
ia

l 
(2

0
0

5
年

～
2

0
0

8
年

、
総

事
業

費
1

0
0

m
il 

U
S

D
) 

 

W
D

M
-
P

O
N

方
式

に
よ

り
大

1
0

G
b
p
s
の

F
T

T
H

を

目
指

し
て

い
る

（
1

ユ
ー

ザ
ー

あ
た

り
1

0
0

M
b

p
s
～

1
．

2
5

G
b
p
s
を

確
保

）
 

 ■
中

国
 

“
8

6
3

”
p
ro

g
ra

m
に

お
い

て
、

光
バ

ー
ス

ト
ス

イ
ッ

チ

ン
グ

、
波

長
変

換
技

術
、

光
メ

モ
リ

等
の

研
究

開
発

を
、

ま

た
、

”
9

7
3

”
p
ro

g
ra

m
に

お
い

て
光

M
E

M
S

、
超

高
速

光
情

報
処

理
技

術
等

の
研

究
開

発
を

推
進

。
こ

の
他

、

N
S

F
C

(N
a
ti
o
n

a
l 
N

a
tu

ra
l 
S

c
ie

 

n
c
e
 F

o
u

n
d
a
ti
o
n

 i
n

 C
h

in
a
)等

の
フ

ァ
ン

ド
に

よ
る

研
究

開
発

を
推

進
。

 

光
バ

ー
ス

ト
ス

イ
ッ

チ
ン

グ
、
光

グ
リ

ッ
ド

等
の

研
究

開
発

等
。

ま
た

、
バ

ッ
ク

ボ
ー

ン
は

2
.5

G
b
p
s
か

ら
1

0
G

b
p
s

の
W

D
M

に
移

行
中

 

 
 

 
 

 
＜

光
伝

送
装

置
（

Ｓ
Ｄ

Ｈ
／

Ｓ
ｏ

ｎ

ｅ
ｔ

、
Ｗ

Ｄ
Ｍ

、
Ｐ

Ｏ
Ｎ

、
ル

ー
タ

）
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
1

年
：

7
0

0
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
1

年
：

2
.5

兆
円

 

 た
だ

し
、

ル
ー

タ
に

つ
い

て
は

、

ハ
イ

エ
ン

ド
・

ミ
ド

ル
レ

ン
ジ

を
光

関
連

部
分

と
し

て
想

定
。

 

 
 

現
在

、
超

高
速

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

開
発

推
進

協
議

会
(P

IF
) 

等
と

連

携
し

て
標

準
化

の
推

進
に

向
け

検
討

を
進

め
て

い
る

。

今
後

、
国

内
外

で
の

技
術

普

及
や

実
用

化
に

向
け

て
、

光

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

ト
分

野
、

光

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

制
御

分
野

、

超
高

速
イ

ー
サ

ネ
ッ

ト
分

野
、

光
ア

ク
セ

ス
分

野
等

に

お
い

て
、

更
に

連
携

を
強

化

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

  

標
準

化
等

に
お

い

て
は

、
国

際
連

携
の

実

施
が

必
要

で
あ

る
が

、

製
品

化
に

お
い

て
は

、

競
争

関
係

に
あ

る
。

P
IF

に
お

い
て

、
中

国
及

び
韓

国
の

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

フ
ォ

ー
ラ

ム
と

研
究

開
発

の
協

力
を

行
う

覚
書

を
締

結
し

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、
今

後
も

標
準

化
等

の
た

め
に

は
光

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

ト
分

野
、
光

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

制
御

分
野

、

超
高

速
イ

ー
サ

ネ
ッ

ト
分

野
、
光

ア
ク

セ
ス

分
野

等
に

お
い

て
、
米

国
・

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
だ

け

で
な

く
中

国
や

韓
国

な
ど

ア
ジ

ア
諸

国
も

含
め

て
よ

り
一

層
の

海
外

と
の

連
携

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
 

 
○

超
大

容
量

光
ノ

ー
ド

技
術

 

 
光

-
電

気
技

術
の

相
補

的
融

合
に

よ
り

1
0

0
T

b
p
s
級

の
コ

ア
ル

ー

タ
実

現
の

た
め

の
技

術
 

2
0

0
9

年
：

1
0

0
T

b
p
s
級

ル
ー

タ
の

た
め

の
要

素
技

術
を

確
立

 

2
0

1
5

年
：

1
0

0
T

b
p
s
級

ル
ー

タ
を

実
用

化
 

◎
 

3
D

-
M

E
M

S
に

よ
る

世

界
小

・
速

切
替

・
多

チ

ャ
ン

ネ
ル

の
光

ス
イ

ッ
チ

を
開

発
。

 

(2
0

0
5

年
当

時
) 

基
礎

 
○

 

次
世

代
の

国
際

標
準

技
術

を
確

保
す

る
た

め

に
、

標
準

化
に

積
極

的

に
参

加
。

 

難
 

5
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

2
0

1
5

）

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
、

民
間

 
 

 
○

光
波

長
ユ

ー
テ

ィ
リ

テ
ィ

技
術

 

高
効

率
・

高
品

質
・

大
容

量
リ

ン

ク
伝

送
や

ボ
ー

ダ
レ

ス
光

パ
ス

制

御
管

理
を

実
現

す
る

た
め

の
技

術
 

2
0

1
0

年
：

1
0

0
G

b
p
s
超

級
の

高
効

率
長

距
離

光
リ

ン
ク

技
術

お
よ

び
光

3
R

技
術

、

1
0

0
0

ノ
ー

ド
以

上
の

大
規

模
光

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

制
御

管
理

技
術

を
確

立
 

2
0

1
5

年
：

高
効

率
・

高
品

質
・

大
容

量
リ

ン
ク

、
光

3
R

技
術

、
大

規
模

光
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク

制
御

管
理

シ
ス

テ
ム

を
実

用
化

 

2
0

2
0

年
：

大
規

模
全

光
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

実
用

化
 

○
 

4
0

G
b
p
s
長

距
離

光
リ

ン
ク

の
開

発
で

日
本

は
先

行
し

、
商

用
網

導
入

が
始

ま

り
つ

つ
あ

る
。

テ
ス

ト
ベ

ッ

ド
網
（

J
G

N
2

）
で

G
M

P
L
S

を
先

行
導

入
し

、
学

術
網

（

S
IN

E
T

3
）

で
マ

ル
チ

レ
イ

ヤ
制

御
を

先
行

導
入

。
 

基
礎

 
○

 

光
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
制

御
技

術
標

準
化

貢
献

、

光
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
ト

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
標

準
化

貢

献
な

ど
、

次
世

代
の

国

際
標

準
技

術
を

確
保

す

る
た

め
に

、
標

準
化

に

積
極

的
に

参
加

。
 

や
や

難
 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
、

民
間

 
 

 
○

光
波

長
ア

ク
セ

ス
技

術
 

エ
ン

ド
ユ

ー
ザ

間
で

大
容

量
デ

ー
タ

を
効

率
的

に
伝

送
す

る
た

め

の
波

長
多

重
ア

ク
セ

ス
技

術
等

 

 

2
0

1
0

年
：

1
0

0
G

b
p
s
級

の
光

ア
ク

セ
ス

基
本

技
術

を
確

立
、

国
際

標
準

の
提

案
 

2
0

1
5

年
：

次
世

代
の

テ
ラ

ビ
ッ

ト
L
A

N
国

際
標

準
技

術
の

獲
得

 

 
 

 
 

 
 

○
 

現
状

の
バ

ッ
ク

ボ
ー

ン

波
長

多
重

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
1

0
G

物
理

層
論

理
デ

バ

イ
ス

の
シ

ェ
ア

は
国

内
で

は
国

産
、

米
国

で
は

米
国

製

が
先

行
し

て
い

る
が

、

4
0

G
b
p
s
の

開
発

は
W

A
N

向
け

に
日

本
が

先
行

し
、

導

入
が

始
ま

り
つ

つ
あ

る
。

基
礎

 
◎

 

4
0

/1
0

0
G

b
E

標
準

化
貢

献
を

足
掛

り
に

、
次

世
代

の
国

際
標

準
技

術

を
先

行
確

保
し

、
そ

の
標

準
化

を
先

導
す

る
。

 

や
や

難
 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
、

民
間

○
光

ア
ク

セ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技

術
の

効
率

化
・

高
機

能
化

・
長

距
離

化
技

術
 

 
1

0
G

b
p
s
級

の
ユ

ー
ザ

ア
ク

セ

ス
を

低
価

格
・

高
効

率
で

実
現

す
る

と
と

も
に

、
F
T

T
H

長
距

離
化

を
行

う
た

め
の

技
術

 

2
0

0
9

年
：

IE
E

E
に

お
い

て
、

1
0

G
E

P
O

N
の

標
準

化
 

2
0

1
0

年
：

1
0

G
ア

ク
セ

ス
シ

ス
テ

ム
の

構
成

技
術

を
確

立
 

F
T

T
H

長
距

離
化

を
達

成
（

(～
1

0
0

k
m

) 

2
0

1
5

年
：

ア
ク

テ
ィ

ブ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
の

確
立

等
に

よ
り

、
ア

ク
セ

ス
網

の
長

距

離
化

 

○
 

F
T

T
H

技
術

開
発

、
導

入

は
日

本
が

先
行

。
1

G
b
p

s

（
現

行
）

か
ら

1
0

G
b
p
s
へ

の
移

行
の

検
討

開
始

。
国

内

現
行

シ
ス

テ
ム

の
光

部
品

は
国

内
製

で
あ

る
が

、
シ

ス

テ
ム

主
要

部
品

は
外

国
企

業
の

寡
占

状
態

。
 

基
礎

 
◎

 

世
界

を
先

導
す

る
技

術
力

で
標

準
化

を
主

導

す
る

こ
と

に
よ

り
、

世
界

市
場

に
日

本
の

先
端

技

術
を

活
用

し
た

シ
ス

テ

ム
の

シ
ュ

ア
拡

大
を

図

る
上

で
重

要
。

さ
ら

に
世

界
に

先
駆

け
て

1
0

G
光

ア
ク

セ
ス

な
ど

の
次

世

代
光

ア
ク

セ
ス

製
品

投

入
を

初
に

行
う

こ
と

に
よ

る
、

デ
フ

ァ
ク

ト
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
獲

得
も

重

要
。

 

や
や

難
 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
、

民
間
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○
全

光
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
基

盤
技

術
 

 
光

パ
ケ

ッ
ト

ル
ー

タ
ー

へ
適

用

可
能

な
超

小
型

・
超

省
電

力
の

光

R
A

M
技

術
 

2
0

1
0

年
：

入
出

力
4

b
it
の

光
R

A
M

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

を
作

成
 

2
0

1
5

年
：

全
光

ル
ー

タ
実

現
の

た
め

の
技

術
の

確
立

 

2
0

2
0

年
：

全
光

ル
ー

タ
を

実
用

化
 

◎
 

光
ビ

ッ
ト

メ
モ

リ
の

た

め
の

A
lG

a
A

s
 

フ
ォ

ト

ニ
ッ

ク
結

晶
及

び

In
G

a
A

s
P

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

結
晶

に
お

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ

世
界

高
Q

値
を

実
現

。

基
礎

 
○

 

現
時

点
で

は
、

世
界

先
端

で
の

取
り

組
み

で
あ

り
、

標
準

化
を

行

え
る

段
階

で
は

な
い

が
、

技
術

が
確

立
さ

れ

る
頃

に
は

、
標

準
化

が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

。

難
 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
、

民
間

○
極

限
光

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ

ム
技

術
 

 
超

低
消

費
電

力
ノ

ー
ド

（
ピ

コ

W
/
b
p
s
）

実
現

の
た

め
の

技
術

 

2
0

1
0

年
：

超
低

消
費

電
力

ノ
ー

ド
構

成
等

の
基

礎
技

術
の

確
立

 

2
0

1
5

年
：

超
高

速
ス

ケ
ー

ラ
ブ

ル
光

ス
イ

ッ
チ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

技
術

の
確

立
 

2
0

2
0

年
：

全
光

ル
ー

タ
を

実
用

化
 

◎
 

 
光

パ
ケ

ッ
ト

を
電

気
信

号
に

変
換

し
な

い
で

光
信

号
の

ま
ま

で
処

理
す

る
光

パ
ケ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

を
世

界
で

初
め

て
開

発
。

世
界

高
の

1
6

0
G

b
p
s
の

入
出

力
速

度

を
達

成
。

 

基
礎

 
○

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ノ
ー

ド
に

お
け

る
超

高
速

化

及
び

超
低

消
費

電
力

化

の
た

め
、

全
光

ル
ー

タ

の
標

準
化

が
将

来
必

要

と
な

る
。

 

難
 

独
法

 
国

、
民

間

○
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
リ

ン
ク

技
術

の

研
究

開
発

 

 
次

世
代

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

規
格

（

1
0

0
G

b
E

）
お

よ
び

そ
の

広
域

ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
ト

等
の

実
用

化
の

た

め
の

技
術

 

2
0

1
0

年
：

IE
E

E
に

お
い

て
、

既
存

W
D

M
技

術
を

拡
張

し
た

1
0

0
G

b
E

の
標

準
化

 

2
0

1
2

年
：

IE
E

E
に

お
い

て
、

新
世

代
の

1
0

0
G

b
E

の
標

準
化

、
IT

U
-
T

に
お

い
て

、

1
0

0
G

サ
ー

ビ
ス

の
広

域
伝

送
技

術
の

標
準

化
お

よ
び

そ
れ

を
具

現
化

す
る

基
本

技
術

の
実

現
 

○
 

超
高

速
伝

送
向

け
ア

ナ
ロ

グ
信

号
補

償
技

術
、

高
性

能

誤
り

訂
正

技
術

、
超

高
速

光

チ
ャ

ネ
ル

L
S

Iを
実

現
。

日

本
の

潜
在

技
術

力
は

高
い

が
、

シ
ス

テ
ム

主
要

部
品

は

外
国

企
業

の
開

発
が

先
行

。

基
礎

 
◎

 

国
際

標
準

化
を

積
極

的
に

進
め

、
戦

略
的

に

製
品

を
投

入
。

 

や
や

難
 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
、

民
間
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新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
モ

ビ

リ
テ

ィ
 

「
モ

バ
イ

ル
」

を
核

に
宇

宙
か

ら
地

上
の

す

み
ず

み
ま

で
を

シ
ー

ム
レ

ス
に

カ
バ

ー
す

る
ス

ー
パ

ー
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

環
境

を
実

現
す

る
目

標
に

、
こ

れ
ま

で
の

電
波

の
利

用
の

効
率

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

新
た

な
電

波
の

利
用

形
態

を
開

拓
し

て
ゆ

く
。

 

 

2
0

1
2

年
：

安
全

運
転

支
援

シ
ス

テ
ム

の
実

現
・

全
国

展
開

 

2
0

1
5

年
：

ユ
ー

ザ
が

意
識

な
く

電
波

資
源

を
有

効
利

用
で

き
る

シ
ス

テ
ム

の
実

現
及

び
ス

ー
パ

ー
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

通
信

技
術

の
実

現
 

2
0

1
8

年
：

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
意

識
し

な
い

ハ
ン

ド
オ

ー
バ

ー
環

境
の

実
現

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
電

波
資

源
の

開
発

技
術

 

現
在

逼
迫

す
る

周
波

数
帯

に
お

け
る

周
波

数
利

用
効

率
向

上
技

術
・

周
波

数
共

同
利

用
技

術
及

び
未

利
用

周
波

数
帯

の

開
拓

や
当

該
周

波
数

帯
へ

の
移

行
促

進

す
る

た
め

の
技

術
 

2
0

2
0

年
：

周
波

数
逼

迫
の

解
消

、
周

波
数

を
有

効
利

用
す

る
基

盤
技

術
の

確
立

 
 

 
 

 
 

 
＜

電
波

コ
ア

産
業

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
3

年
：

2
8

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
1

年
：

3
3

6
兆

円
 

 
 国

内
市

場
に

つ
い

て
は

、
情

報
通

信
審

議

会
資

料
「

中
長

期
に

お
け

る
電

波
利

用
の

展

望
と

行
政

が
果

た
す

べ
き

役
割

－
 
電

波
政

策
ビ

ジ
ョ

ン
－

」
（

2
0

0
3

年
7

月
）

を
参

照
。

 

 
 な

お
、

無
線

コ
ア

産
業

は
、

電
波

そ
の

も

の
を

事
業

活
動

の
中

心
に

す
え

て
い

る
産

業
の

こ
と

で
あ

り
、

例
え

ば
、

無
線

通
信

・

放
送

事
業

、
無

線
通

信
・

放
送

機
器

製
造

業

が
該

当
す

る
。

 

  
世

界
市

場
に

つ
い

て
は

、
世

界
市

場
に

お

け
る

携
帯

電
話

、
無

線
L
A

N
等

、
各

種
無

線
・

放
送

事
業

の
構

成
が

将
来

、
現

時
点

で

の
日

本
の

よ
う

な
構

成
と

同
じ

に
な

る
と

仮
定

し
、

現
在

の
日

本
の

携
帯

電
話

加
入

者

数
1

億
台

に
対

し
、

2
0

1
1

年
の

世
界

の
携

帯
電

話
需

要
予

測
は

1
2

億
台

（
野

村
総

研

資
料

）
と

、
1

2
倍

に
な

る
と

見
な

し
、

2
8

兆
円

×
1

2
 

=
3

3
6

兆
円

と
算

出
。

 

               

 
 

 
 

 
 

 
○

周
波

数
利

用
効

率
向

上
技

術
・

周

波
数

共
同

利
用

 

周
囲

の
電

波
利

用
環

境
に

自
律

的
に

適
応

す
る

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無

線
な

ど
高

度
な

電
波

の
共

同
利

用

の
た

め
の

技
術

 

2
0

0
9

年
：

 

・
 空

間
多

重
用

ア
ダ

プ
テ

ィ
ブ

ア
レ

ー
技

術
の

確
立

 

・
 無

線
環

境
認

識
技

術
の

確
立

 

2
0

1
0

年
：

周
囲

の
電

波
利

用
環

境
に

自
律

的
に

適
応

す
る

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

な
ど

高
度

な
電

波
の

共
同

利
用

の
た

め
の

技
術

を
確

立
 

2
0

1
2

年
：

チ
ュ

ー
ナ

ブ
ル

フ
ィ

ル
タ

ー
、

C
M

O
S

ワ
ン

チ
ッ

プ
等

R
F
回

路
構

成
技

術

の
確

立
 

2
0

1
5

年
：

ユ
ー

ザ
が

意
識

す
る

こ
と

な
く

、
電

波
資

源
を

有
効

に
利

用
す

る
シ

ス
テ

ム
の

実
現

 

 

高
度

な
周

波
数

共
用

技
術

は
各

国
で

研
究

開
発

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

技
術

や
、

第
4

世

代
移

動
通

信
シ

ス
テ

ム
や

無
線

L
A

N
の

技
術

と
し

て
M

IM
O

技
術

等
の

空
間

軸

上
周

波
数

有
効

利
用

技
術

、
複

数
の

無

線
通

信
方

式
、

周
波

数
帯

を
サ

ポ
ー

ト

す
る

マ
ル

チ
モ

ー
ド

通
信

機
技

術
な

ど

が
欧

米
を

中
心

に
研

究
開

発
が

進
め

ら

れ
て

い
る

。
 

 

V
H

F
帯

, 
U

H
F

帯
、

3
.6

G
H

z
帯

な

ど
の

ラ
イ

セ
ン

ス
帯

を
使

っ
た

周
波

数

共
用

化
技

術
の

研
究

開
発

や
標

準
化

（
IE

E
E

8
0

2
.2

2
, 

8
0

2
.1

1
y
）

が
米

国
を

中
心

に
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 

送
信

用
の

高
温

超
伝

導
フ

ィ
ル

タ
技

術
の

研
究

開
発

に
つ

い
て

は
米

国
や

中

国
を

中
心

と
し

て
進

め
ら

れ
て

い
る

。

 
 

○
 

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

技
術

に

つ
い

て
は

、
IT

U
-
R

 W
P

8
A

に
新

研
究

課
題

を
提

案
、

空
間

軸
上

周
波

数
有

効
利

用
技

術
に

つ
い

て
は

、
M

IM
O

技
術

の
研

究
開

発
、

マ
ル

チ
モ

ー
ド

通
信

機
に

つ
い

て
は

、
R

F
フ

ロ
ン

ト

エ
ン

ド
や

ベ
ー

ス
バ

ン
ド

技
術

の
研

究
開

発
な

ど
、

夫
々

研
究

開
発

が
進

ん
で

お
り

欧
米

と
拮

抗
し

て
い

る
。

尚
、

マ
ル

チ
モ

ー
ド

通
信

機
の

一
形

態
と

し

て
、

平
時

と
非

常
時

で
通

信
方

式
を

切
替

る
こ

と
に

よ
る

、
よ

り
効

率
的

な
周

波
数

共
用

化
技

術
も

検
討

さ
れ

て
い

る
。

 

 

×
 

ラ
イ

セ
ン

ス
帯

の
周

波
数

共

用
化

技
術

に
つ

い
て

は
、

免
許

者
の

信
号

を
検

出
す

る
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

の
研

究
開

発
は

米
国

が
先

行
し

て
い

る
。

 

 

○
 

送
信

用
の

高
温

超
伝

導
フ

ィ

ル
タ

技
術

に
つ

い
て

は
、

米
国

や
中

国
で

同
様

の
デ

バ
イ

ス
の

実
用

化
が

検
討

さ
れ

て
い

る
。

基
礎

 
◎

 

IT
U

及
び

民
間

標
準

化

機
関

（
IE

E
E

な
ど

）
に

お
け

る
無

線
通

信
方

式

な
ど

の
標

準
化

が
必

要
。

や
や

難
 

1
4

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
1

）

 

民
間

、
独

法
 

国
 

周
波

数
共

用
化

技
術

を
促

進
す

る

に
は

、
技

術
の

研
究

開
発

の
み

な
ら

ず
、

法
律

や
経

済
な

ど
横

の
連

携
も

図
り

つ
つ

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
、
国

が
先

導
し

つ
つ

、
大

学
、
N

IC
T

な
ど

の
研

究
機

関
、

民
間

な
ど

と
連

携
を

図
り

つ
つ

研
究

開
発

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 

国
内

だ
け

で
は

な
く

、
ど

こ
の

国
で

も

利
用

可
能

な
技

術
と

す
る

た
め

に
、

サ
ー

ビ
ス

・
シ

ス
テ

ム
の

観
点

か
ら

の
実

用
化

の
諸

条
件

の
明

確
化

と
そ

れ
に

対
す

る

賛
同

国
獲

得
が

必
要

で
あ

る
。

 

日
本

と
し

て
は

、
欧

米
を

は
じ

め
と

し

て
、

IE
E

E
8

0
2

委
員

会
、

IE
E

E
1

9
0

0

委
員

会
、

S
D

R
フ

ォ
ー

ラ
ム

な
ど

国
際

的
な

標
準

化
団

体
や

業
界

団
体

を
主

体

と
し

た
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
で

活
発

に
活

動

し
て

い
る

国
際

標
準

化
組

織
に

情
報

収

集
を

主
眼

に
参

画
し

て
い

る
。

 

 
今

後
、

技
術

の
国

際
標

準
化

を
図

る
に

は
、

国
主

導
の

も
と

民
間

が
連

携
し

た
枠

組
み

に
て

、
サ

ー
ビ

ス
・

シ
ス

テ
ム

検
討

に
基

づ
く

技
術

を
積

極
的

に
提

案
す

る

こ
と

が
有

効
。

 

 
 

 
○

未
利

用
周

波
数

帯
へ

の
移

行
促

進
技

術
 

高
い

周
波

数
帯

へ
の

移
行

や
、

 

未
利

用
周

波
数

帯
の

利
用

を
促

進
す

る
機

器
の

小
型

化
、

省
電

力

化
、

低
廉

化
等

に
資

す
る

基
盤

技
術

な
ら

び
に

新
た

な
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン

ド
ア

ク
セ

ス
制

御
技

術
 

2
0

0
9

年
：

 

・
 6

5
n

m
プ

ロ
セ

ス
に

よ
る

S
i 
C

M
O

S
技

術
の

実
用

化
 

・
 S

IP
実

装
技

術
の

実
用

化
 

・
 ミ

リ
波

帯
で

の
効

率
3

0
％

、
出

力
1

0
W

級
G

a
N

増
幅

器
の

実
現

 

2
0

1
1

年
：

未
利

用
周

波
数

帯
の

利
用

を
促

進
す

る
機

器
の

小
型

化
、

省
電

力
化

、
低

廉
化

等
に

資
す

る
基

盤
技

術
を

確
立

 

2
0

1
2

年
：

 

・
 S

i 
G

e
回

路
技

術
の

確
立

 

・
 ミ

リ
波

帯
で

の
効

率
4

0
％

、
出

力
1

0
W

級
G

a
N

増
幅

器
の

実
現

 

2
0

1
5

年
：

 

低
廉

で
使

い
勝

手
の

良
い

ミ
リ

波
帯

無
線

デ
バ

イ
ス

を
製

造
・

利
用

で
き

る
環

境
の

実
現

 

   

ミ
リ

波
デ

バ
イ

ス
の

う
ち

、
In

P
系

H
E

M
T

技
術

、
G

a
N

系
H

E
M

T
技

術

は
、

米
国

で
軍

事
面

を
中

心
に

研
究

。

 

C
M

O
S

に
よ

る
ミ

リ
波

デ
バ

イ
ス

技

術
は

、
2

0
0

6
年

頃
か

ら
欧

米
、

韓
国

、

台
湾

等
を

中
心

に
研

究
。

 

 

ミ
リ

波
帯

無
線

装
置

の
高

能
率

化
、

省
電

力
化

、
小

型
化

及
び

ア
ン

テ
ナ

技

術
等

に
つ

い
て

は
欧

米
で

研
究

。
 

 

ミ
リ

波
帯

の
ア

ク
セ

ス
制

御
技

術
に

つ
い

て
は

、
衛

星
系

の
、

多
元

ア
ク

セ

ス
技

術
の

研
究

は
あ

る
が

、
広

帯
域

の

特
徴

を
活

か
し

き
れ

て
い

な
い

。
ま

た
、

固
定

系
W

iM
A

X
, 

F
W

A
で

ミ
リ

波
帯

を
用

い
る

高
速

大
容

量
シ

ス
テ

ム
の

開

発
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

◎
 

In
P

系
H

E
M

T
技

術
、

G
a
N

系
H

E
M

T
技

術
は

、
世

界
高

水
準

で
あ

る
が

、
実

用
化

M
M

IC
技

術
は

米
国

と
拮

抗
。

 

◎
 

C
M

O
S

に
よ

る
ベ

ー
ス

バ

ン
ド

部
の

高
速

化
技

術
は

欧
米

に
先

行
し

て
開

発
。

 

 

○
 

高
能

率
化

、
省

電
力

化
、

小

型
化

及
び

ア
ン

テ
ナ

技
術

等
の

開
発

は
欧

米
レ

ベ
ル

と
ほ

ぼ
同

等
 

 

○
 

ミ
リ

波
帯

の
ア

ク
セ

ス
制

御

技
術

に
つ

い
て

は
、

中
継

用
の

ミ
リ

波
U

W
B

/
レ

ー
ダ

、

T
D

M
A

等
の

研
究

あ
り

。
高

効

率
な

多
元

接
続

研
究

は
今

後
の

課
題

。
 

基
礎

 
◎

 

ミ
リ

波
無

線
デ

バ
イ

ス
の

高
出

力
化

等
に

関

し
て

は
IE

E
E

お
よ

び

IE
C

等
に

お
け

る
標

準
化

が
必

要
。

 

 

ミ
リ

波
無

線
デ

バ
イ

ス
・

材
料

の
測

定
評

価
法

に
関

し
て

は
IE

E
E

お
よ

び
IE

C
等

に
お

け
る

標
準

化
が

必
要

。
 

 

ミ
リ

波
帯

の
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

ア
ク

セ
ス

制

御
技

術
は

、
通

信
シ

ス
テ

ム
と

し
て

実
用

化
す

る

た
め

に
、

IT
U

、
IE

E
E

等

に
お

け
る

標
準

化
が

必

要
。

 

や
や

難
 

 2
1

0
億

円
 

（
2

0
0

８
～

2
0

1
5

）

  

民
間

、
独

法
 

国
 

ミ
リ

波
の

基
礎

的
研

究
に

つ
い

て

は
、

こ
れ

ま
で

N
IC

T
が

そ
の

役
割

を

担
う

形
で

実
施

し
て

い
る

。
 

低
廉

で
使

い
勝

手
の

良
い

ミ
リ

波

帯
無

線
デ

バ
イ

ス
、

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
ア

ク
セ

ス
制

御
の

各
技

術
の

確
立

な
ら

び
に

シ
ス

テ
ム

の
実

用
化

の
た

め
に

は
、

技
術

的
に

は
依

然
大

き
な

リ
ス

ク
が

あ
り

、
か

つ
、

市
場

が
顕

在
化

し
て

い
な

い
た

め
、

国
が

先
導

し
つ

つ
、

大
学

、
研

究
機

関
、

民
間

等
と

連
携

を
図

り
つ

つ
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

幾
つ

か
の

ミ
リ

波
デ

バ
イ

ス
技

術
に

つ
い

て
、

我
が

国
は

競
争

力
を

有
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

・
シ

ス
テ

ム
の

観
点

か
ら

の
実

用
化

の
諸

条
件

の
明

確

化
と

そ
れ

を
加

味
し

た
当

該
技

術
に

つ

い
て

先
導

的
地

位
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

W
ir
e
le

s
s
 

P
A

N
に

つ
い

て
は

、
現

在
、

N
IC

T
主

導
の

も
と

民
間

か
ら

の
参

画
に

よ
る

IE
E

E
委

員
会

で
の

標
準

化
が

推
進

さ
れ

つ
つ

あ
る

。
 

 

今
後

は
欧

米
を

は
じ

め
韓

国
、

台
湾

等

の
ミ

リ
波

研
究

が
進

ん
で

い
る

国
及

び

民
間

企
業

と
、

情
報

共
有

や
わ

が
国

の
技

術
へ

の
賛

同
を

目
的

と
し

て
、

相
補

関
係

に
基

づ
く

共
同

研
究

等
に

よ
る

協
力

体

制
を

構
築

し
、

IE
E

E
や

IIT
U

な
ど

の
国

際
標

準
化

を
推

進
し

て
い

く
こ

と
が

必

要
で

あ
る

。
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新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の
 

研
究

段
階

 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
モ

ビ

リ
テ

ィ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
高

度
道

路
交

通
シ

ス
テ

ム
（

IT
S

）
技

術
 IT

S
（

In
te

lli
g
e
n

t 
T

ra
n

s
p
o
rt

 

S
ys

te
m

s
）

と
は

、
「

人
」

と
「

道
路

」

と
「

車
両

」
と

を
一

体
の

シ
ス

テ
ム

と
し

て
構

築
し

、
渋

滞
、

交
通

事
故

、
環

境
悪

化
等

道
路

交
通

問
題

の
解

決
を

図
る

シ

ス
テ

ム
技

術
で

、
車

両
単

独
で

の
安

全
運

転
支

援
の

た
め

の
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

、
路

車
、

車
車

間
協

調
型

の
安

全
運

転
支

援
の

た
め

の
無

線
通

信
技

術
、

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
、

プ
ロ

ー
ブ

技
術

な
ど

広
範

囲
の

技
術

か
ら

な
る

シ
ス

テ
ム

技
術

。
 

  

2
0

1
2

年
：

D
S

R
C

周
波

数
帯

（
5

.8
G

H
z
帯

）
や

U
H

F
帯

の
周

波
数

を
利

用
し

て
、

多
数

の
移

動
す

る
車

両
が

同
時

に
高

い
信

頼
性

で
リ

ア
ル

タ
イ

ム
性

の
高

い
車

車

間
通

信
を

実
現

す
る

た
め

の
通

信
技

術
と

し
て

、
 

・
適

応
的

車
車

間
通

信
、

車
群

通
信

技
術

、
車

車
間

通
信

用
自

律
分

散
多

重
ア

ク
セ

ス
制

御
技

術
の

確
立

 

・
高

精
度

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
含

む
セ

ン
サ

プ
ロ

ー
ブ

技
術

の
確

立
 

・
路

車
間

通
信

に
よ

る
イ

ン
フ

ラ
協

調
安

全
運

転
支

援
シ

ス
テ

ム
の

実
現

 

・
車

両
、

歩
行

者
等

の
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

の
確

立
 

・
数

十
m

以
上

の
遠

方
の

物
体

を
分

解
能

2
0

c
m

以
下

で
検

出
す

る
こ

と
に

よ

り
、

歩
行

者
検

出
や

車
間

距
離

制
御

等
に

有
効

な
、

7
9

G
H

z
帯

を
利

用
す

る
車

載
用

高
分

解
能

ミ
リ

波
レ

ー
ダ

ー
シ

ス
テ

ム
の

実
現

 

 

2
0

1
７

年
：

端
末

（
「

人
」

）
の

位
置

を
数

十
c
m

の
精

度
で

端
末

側
で

特
定

す
る

シ
ス

テ

ム
、

「
ク

ル
マ

」
の

密
度

に
関

わ
ら

ず
情

報
を

直
近

の
「

ク
ル

マ
」

に
瞬

時
か

つ
確

実
に

情
報

を
伝

え
る

シ
ス

テ
ム

の
実

現
 

安
全

運
転

を
支

援
す

る
た

め
の

IT
S

関
連

技
術

に
つ

い
て

は
欧

州
(P

re
v
e
n

n
t）

・
米

国

（
V

II）
を

中
心

に
研

究
開

発
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

ア
ジ

ア
（

中
国

、
韓

国
）

も
研

究
開

発
に

着
手

。
 

◎
 

安
全

運
転

を
支

援
す

る
た

め
の

IT
S

関
連

技
術

に
つ

い
て

は
、
産

官

学
の

連
携

会
議

に
て

実
証

実
験

を

行
う

段
階

で
、

日
本

が
一

歩
先

行

し
て

い
る

。
 

 

ミ
リ

波
レ

ー
ダ

ー
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

商
用

化
に

向
け

た
技

術

開
発

が
行

わ
れ

て
お

り
、

他
セ

ン

サ
と

組
み

合
わ

せ
て

、
一

部
実

用

化
の

段
階

で
日

本
が

先
行

し
て

い

る
。

 

開
発

 
◎

 

レ
ー

ダ
ー

の
高

分
解

能
化

技
術

や
、

車
路

車
間

通
信

／
車

車
間

通
信

技

術
に

お
け

る
無

線
通

信

方
式

等
に

つ
い

て
、

IT
U

及
び

民
間

標
準

化
機

関

（
IE

E
E

等
）

に
お

け
る

標
準

化
が

必
要

。
 

や
や

難
 

2
5

億
円

 

（
2

0
0

9
～

 

2
0

1
2

）

＜
先

進
安

全
運

転
対

策
シ

ス
テ

ム
市

場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

８
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

2
4

兆
円

 

 （
出

展
：

電
気

通
信

技
術

審
議

会
答

申
及

び
三

菱
総

研
資

料
）

 

民
間

、
独

法
 

国
 

IT
S

は
統

一
し

た
方

式
を

用
い

る
必

要

が
あ

る
。

種
々

異
な

る
方

式
か

ら
一

つ
の

方
式

を
選

び
そ

れ
に

統
一

す
る

た
め

に

は
、

官
民

一
体

と
な

っ
た

連
携

会
議

を
設

立
し

、
関

係
省

庁
が

主
導

し
て

民
間

企
業

や
大

学
、

N
IC

T
な

ど
の

研
究

機
関

と
連

携
し

て
IT

S
を

推
進

す
る

こ
と

が
必

要
。

 

IT
S

関
連

技
術

に
つ

い
て

は
、

諸
外

国

に
お

い
て

販
売

さ
れ

る
自

動
車

へ
の

組

込
が

予
想

さ
れ

る
事

か
ら

我
が

国
の

国

際
競

争
力

の
確

保
及

び
日

本
と

同
じ

方

式
の

普
及

促
進

の
観

点
か

ら
、

国
際

標
準

化
や

国
際

連
携

等
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
欧

米
を

は
じ

め
と

し
て

研
究

や
国

際
標

準
化

に
積

極
的

な
国

及
び

民
間

企

業
と

連
携

し
、

同
じ

方
式

を
普

及
さ

せ
る

方
策

に
つ

い
て

検
討

が
必

要
。

 

 
 

 
○

高
精

度
端

末
位

置
特

定
技

術
 

歩
行

者
・

自
転

車
の

交
通

事
故

死
亡

者
の

大
幅

な
削

減
を

図
る

た

め
に

、
「

人
」

の
位

置
を

高
精

度

に
特

定
し

、
そ

の
情

報
を

無
線

で

直
接

ま
た

は
他

の
端

末
を

中
継

す

る
こ

と
に

よ
り

「
ク

ル
マ

」
等

に

伝
え

る
技

術
。

 

現
在

、
交

通
事

故
死

亡
者

の

4
0

%
以

上
が

歩
行

者
、

自
転

車
で

あ
り

、
ク

ル
マ

側
か

ら
の

ミ
リ

波

レ
ー

ダ
ー

で
は

検
出

で
き

な
い

隠

れ
た

場
所

に
い

る
歩

行
者

や
自

転

車
の

存
在

を
ク

ル
マ

側
に

つ
た

え

る
こ

と
に

よ
り

事
故

防
止

を
図

る

必
要

が
あ

る
。

 

2
0

1
５

年
：

端
末

（
「

人
」

）
の

位
置

を
数

十
c
m

の
精

度
で

端
末

側
で

特
定

で
き

る
技

術
、

な
ら

び
に

、
そ

の
位

置
情

報
を

直
接

電
波

の
届

か
な

い
場

所
に

い
る

車
両

等
に

他
の

端
末

を
中

継
す

る
こ

と
に

よ
り

、
瞬

時
に

通
知

す
る

技
術

の
確

立
。

 

2
0

1
７

年
：

実
用

化
・

商
用

化
（

チ
ッ

プ
化

さ
れ

、
携

帯
電

話
等

に
装

着
さ

れ
る

）
。

 

 

電
子

タ
グ

、
衛

星
（

G
L
O

N
A

S
S

、
G

a
lil
e
o
、

次

世
代

G
P

S
）
等

を
用

い
た

位
置

特
定

技
術

の
開

発
が

進
め

ら

れ
て

い
る

。
 

米
国

で
超

小
型

半
導

体
リ

ン
グ

レ
ー

ザ
ジ

ャ
イ

ロ
の

研

究
開

発
が

行
わ

れ
て

い
る

。
ジ

ャ
イ

ロ
と

加
速

度
セ

ン
サ

に

よ
り

外
部

信
号

を
用

い
な

い

自
立

的
な

位
置

情
報

検
出

が

可
能

と
な

る
 

◎
 

電
子

タ
グ

、
B

lu
e
to

o
th

、
運

輸
多

目
的

衛
星

M
T

S
A

T
、

準
天

頂
衛

星
等

を
用

い
た

位
置

特
定

技

術
の

研
究

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。

測
位

用
ジ

ャ
イ

ロ
、

ナ
ビ

ゲ
ー

シ

ョ
ン

技
術

で
は

、
日

本
が

先
行

し

て
い

る
。

 

 

半
導

体
を

レ
ー

ザ
媒

質
と

す
る

リ
ン

グ
レ

ー
ザ

で
ジ

ャ
イ

ロ
機

能

を
実

現
し

て
い

る
の

は
日

本
の

み

で
あ

る
。

 

基
礎

 
◎

 

位
置

特
定

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

し
て

普

及
さ

せ
る

た
め

に
、

国
際

標
準

化
が

必
要

。
 

難
 

 

2
5

億
円

 

（
2

0
0

9
～

 

2
0

1
4

）

ま
た

、
上

記
の

先
進

安
全

運
転

対
策

シ
ス

テ
ム

市
場

に
加

え
、

2
0

1
7

年
以

降
、

機

能
搭

載
L
S

Iの
市

場
が

、
国

内
市

場
に

つ

い
て

は
1

0
0

0
億

円
/
年

、
世

界
市

場
に

つ
い

て
は

2
兆

円
/
年

の
規

模
で

形
成

さ

れ
る

。
 

 [算
出

根
拠

] 

-
携

帯
電

話
1

0
億

台
/
世

界
・

年

x
2

,0
0

0
円

/
チ

ッ
プ

＝
2

兆
円

／
世

界

・
年

 

-
携

帯
電

話
5

,0
0

0
万

台
/
国

内
・

年

x
2

,0
0

0
円

/
チ

ッ
プ

＝
0

.1
兆

円
／

国

内
・

年
 

 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
 

交
通

弱
者

の
安

全
に

関
す

る
も

の
で

あ
る

た
め

、
関

係
省

庁
が

主
導

し
て

民
間

企
業

、
大

学
、

N
IC

T
等

が
連

携
し

た
研

究
開

発
及

び
普

及
促

進
の

推
進

が
必

要
。

従
来

は
、

連
携

が
不

十
分

で
あ

り
、

技

術
の

先
端

性
、

国
際

競
争

力
は

高
い

と
は

言
え

な
い

。
 

こ
の

た
め

、
今

後
は

連
携

を
積

極
的

に

行
い

、
ま

た
、

研
究

成
果

の
オ

ー
プ

ン
化

が
必

要
。

 

我
が

国
の

国
際

競
争

力
の

確
保

及
び

普
及

促
進

の
観

点
か

ら
、

本
技

術
を

支
え

る
測

位
方

式
や

通
信

方
式

等
の

国
際

標

準
化

や
国

際
連

携
が

必
要

。
 

従
来

、
こ

の
分

野
で

は
、

D
S

R
C

等

一
部

を
除

き
、

標
準

化
や

国
際

連
携

は
あ

ま
り

積
極

的
に

は
行

っ
て

き
て

い
な

い
。

こ
の

た
め

、
欧

米
を

は
じ

め
と

し
て

研

究
や

国
際

標
準

化
に

積
極

的
な

国
及

び

民
間

と
の

連
携

方
策

に
つ

い
て

検
討

が

必
要

。
 

 
 

 
○

次
世

代
高

信
頼

多
元

無
線

ア
ク

セ
ス

技
術

 

「
ク

ル
マ

」
の

安
全

運
転

支
援

の
た

め
に

、
「

ク
ル

マ
」

の
密

度

に
関

わ
ら

ず
、

緊
急

情
報

、
走

行

情
報

、
交

通
情

報
等

を
、

高
信

頼

に
瞬

時
に

情
報

交
換

す
る

た
め

の

新
た

な
多

元
無

線
ア

ク
セ

ス
技

術

。
 現

在
主

と
し

て
検

討
さ

れ
て

い

る
C

S
M

A
等

を
ベ

ー
ス

と
し

た
車

間
通

信
方

式
で

は
、

「
ク

ル
マ

」

の
密

度
が

高
く

な
る

と
、

事
故

に

巻
き

込
ま

れ
る

可
能

性
の

高
い

直

近
の

ク
ル

マ
で

さ
え

瞬
時

に
確

実

な
情

報
交

換
を

行
う

こ
と

が
で

き

な
い

。
 

2
0

1
5

年
：

渋
滞

し
た

交
差

点
に

お
い

て
も

、
「

ク
ル

マ
」

の
密

度
に

関
わ

ら
ず

、
事

故
に

巻
き

込
ま

れ
る

可
能

性
の

あ
る

前
後

左
右

の
直

近
の

「
ク

ル
マ

」
に

対
し

て
、

瞬
時

に
し

か
も

確
実

に
情

報
を

伝
え

る
新

た
な

多
元

無
線

ア
ク

セ
ス

技
術

の

確
立

。
 

2
0

1
７

年
：

実
用

化
・

商
用

化
（

チ
ッ

プ
化

さ
れ

、
車

載
機

器
に

装
備

さ
れ

る
）

。
 

 

産
学

官
を

あ
げ

て
、

安
全

運

転
支

援
の

た
め

の
通

信
技

術

の
開

発
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

○
 

産
学

官
を

あ
げ

て
、

安
全

運
転

支
援

の
た

め
の

通
信

技
術

の
開

発

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
特

に
、

安

全
運

転
支

援
に

向
け

た
C

S
M

A
ベ

ー
ス

の
車

車
間

間
通

信
技

術
の

具

体
的

な
仕

様
検

討
や

実
証

実
験

を

世
界

に
先

行
し

て
行

っ
て

い
る

。

基
礎

 
◎

 

「
ク

ル
マ

」
市

場
の

国

際
化

に
対

応
す

る
た

め

に
、

国
際

標
準

化
が

必
要

。
 

難
 

2
5

億
円

 

（
2

0
0

9
～

 

2
0

1
4

）

ま
た

、
上

記
の

先
進

安
全

運
転

対
策

シ
ス

テ
ム

市
場

に
加

え
、

2
0

1
7

年
以

降
、

機

能
搭

載
車

載
機

の
市

場
が

、
国

内
市

場
に

つ
い

て
は

3
0

0
0

億
円

/
年

、
世

界
市

場

に
つ

い
て

は
2

.8
兆

円
/
年

の
規

模
で

形

成
さ

れ
る

。
 

 [算
出

根
拠

] 

-
 
ク

ル
マ

生
産

台
数

（
5

6
0

0
万

/
世

界

・
年

）
ｘ

5
万

円
/
車

載
機

器
＝

2
.8

兆
円

／
世

界
・

年
 

-
ク

ル
マ

生
産

台
数

（
5

7
0

万
/
国

内
・

年
）

ｘ
5

万
円

/
車

載
機

器
＝

0
.3

兆
円

／

国
内

・
年

 

 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
 

 
「

ク
ル

マ
」

の
安

全
に

関
す

る
も

の
で

あ
る

た
め

、
関

係
省

庁
が

主
導

し
て

民
間

企
業

、
大

学
、

N
IC

T
等

と
連

携
し

た
研

究
開

発
及

び
普

及
促

進
の

推
進

が
必

要
。

 
従

来
は

連
携

が
不

十
分

で
あ

り
、

技
術

の
先

端
性

、
国

際
競

争
力

が
高

い
と

は
言

え
な

い
。

 

こ
の

た
め

、
連

携
を

積
極

的
に

行
い

、

ま
た

、
研

究
成

果
の

オ
ー

プ
ン

化
が

必
要

。
 

「
ク

ル
マ

」
は

国
際

的
市

場
で

あ
り

、

国
際

競
争

力
の

確
保

及
び

普
及

促
進

の

観
点

か
ら

、
本

技
術

を
支

え
る

通
信

方
式

等
の

国
際

標
準

化
や

国
際

連
携

等
が

必

要
で

あ
る

。
 

従
来

、
こ

の
分

野
で

は
、

D
S

R
C

等

一
部

を
除

き
、

標
準

化
や

国
際

連
携

は
あ

ま
り

積
極

的
に

は
行

っ
て

き
て

い
な

い
。

こ
の

た
め

、
欧

米
を

は
じ

め
と

し
て

研

究
や

国
際

標
準

化
に

積
極

的
な

国
及

び

民
間

と
の

連
携

方
策

に
つ

い
て

検
討

が

必
要

。
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新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
モ

ビ

リ
テ

ィ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
次

世
代

移
動

通
信

シ
ス

テ
ム

技
術

 

家
庭

、
オ

フ
ィ

ス
、

移
動

時
な

ど
、

い

つ
で

も
ど

こ
で

も
大

量
の

情
報

を
高

品

質
に

交
換

・
活

用
で

き
る

超
高

速
モ

バ
イ

ル
通

信
を

実
現

す
る

技
術

。
 

2
0

1
0

年
：

高
速

移
動

時
で

1
0

0
M

b
p
s
、

低
速

移
動

時
ま

た
は

ノ
マ

デ
ィ

ッ
ク

時
で

1
G

b
p
s
の

伝
送

速
度

を
有

す
る

第
4

世
代

移
動

通
信

シ
ス

テ
ム

技
術

の
開

発
 

2
0

1
5

年
：

高
速

移
動

時
で

ギ
ガ

ビ
ッ

ト
ク

ラ
ス

、
オ

フ
ィ

ス
環

境
で

数
十

ギ
ガ

ビ
ッ

ト
ク

ラ
ス

の
ス

ー
パ

ー
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

移
動

通
信

を
可

能
と

す
る

技
術

と
し

て
、

以
下

の
技

術
等

を
実

現
 

・
移

動
環

境
に

応
じ

て
大

容
量

デ
ー

タ
を

低
コ

ス
ト

で
効

率
的

か
つ

安
定

的

に
伝

送
す

る
超

高
速

無
線

ア
ク

セ
ス

技
術

 

・
柔

軟
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

を
可

能
に

す
る

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

無
線

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
技

術
 

・
電

波
環

境
に

応
じ

て
使

用
す

る
周

波
数

や
通

信
方

式
を

選
択

し
周

波
数

の

利
用

率
を

向
上

さ
せ

る
技

術
 

・
様

々
な

無
線

技
術

を
制

御
す

る
機

能
を

融
合

し
た

端
末

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー

ム
技

術
 

 

ス
ー

パ
ー

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
環

境

を
構

築
す

る
次

世
代

移
動

通
信

シ
ス

テ
ム

技
術

に
つ

い
て

は
、

欧
米

を
中

心
に

研
究

開
発

が
進

め
ら

れ
て

い

る
。

 

○
 

我
が

国
事

業
者

、
ベ

ン
ダ

ー
が

IT
U

-
R

に
お

い
て

新
研

究
課

題
を

提
案

す
る

な
ど

、
欧

米
と

拮
抗

し

て
い

る
。

 

開
発

 
◎

 

引
き

続
き

、
我

が
国

事
業

者
、
ベ

ン
ダ

ー
等

が
主

導
し

、
多

元
接

続

方
式

、
変

調
方

式
等

に

つ
い

て
、

IT
U

及
び

民

間
標

準
化

機
関

に
お

け
る

標
準

化
が

必
要

。

第
3

世
代

に
続

き
、

第

4
世

代
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
も

既
存

機
関

で
の

標
準

化
が

進
め

ら
れ

る
予

定
、
そ

の
後

の
シ

ス
テ

ム
標

準
化

に
つ

い
て

も
ス

キ
ー

ム
の

継
続

性
が

求
め

ら
れ

る
。

 

難
 

1
5

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
1

）

＜
次

世
代

移
動

通
信

シ
ス

テ
ム

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

4
.5

兆
円

 

2
0

2
0

年
：

9
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

4
9

.1
兆

円
 

2
0

2
0

年
：

9
0

兆
円

 

 情
報

通
信

白
書

並
び

に
2

G
と

3
G

の

移
動

通
信

加
入

者
数

の
統

計
値

を
ベ

ー

ス
に

推
定

。
 

民
間

、
独

法
 

国
 

次
世

代
移

動
通

信
シ

ス
テ

ム
は

期

待
さ

れ
る

市
場

規
模

も
大

き
く

、
産

学
官

総
力

を
挙

げ
て

取
り

組
む

べ
き

分
野

で
あ

る
。

シ
ス

テ
ム

規
模

が
大

き
く

な
り

，
国

内
事

業
者

や
ベ

ン
ダ

ー
が

単
独

で
牽

引
す

る
こ

と
が

難
し

く
な

る
傾

向
に

あ
る

部
分

に
つ

い
て

は
、
国

が
先

導
し

つ
つ

、
大

学
、
N

IC
T

な
ど

の
研

究
機

関
、

民
間

な
ど

と
連

携
を

図
り

つ
つ

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

IT
U

及
び

民
間

標
準

化
機

関
に

お
け

る
標

準
化

が
、

実
用

化
に

あ
た

っ
て

の
重

要
な

要

素
で

あ
る

。
賛

同
国

の
獲

得
と

、
効

率
的

な

研
究

開
発

を
実

現
す

る
た

め
、

欧
米

を
は

じ

め
と

し
た

研
究

や
国

際
標

準
化

に
積

極
的

な
国

々
、

及
び

民
間

と
の

連
携

方
策

に
つ

い

て
検

討
が

必
要

。
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新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の
 

研
究

段
階

 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
モ

ビ

リ
テ

ィ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
異

種
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ー
ム

レ
ス

接

続
技

術
 

固
定

IP
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

多
様

な
ワ

イ
ヤ

レ
ス

／
モ

バ
イ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の
統

合
（

F
M

C
）

に
よ

り
、

シ
ー

ム
レ

ス
で

ス
ケ

ー
ラ

ブ
ル

な
接

続
環

境
を

実

現
す

る
た

め
の

技
術

 

2
0

1
0

年
：

 
・

各
種

モ
バ

イ
ル

網
の

IP
化

や
固

定
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

モ
バ

イ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
統

合
（

F
M

C
 :
 F

ix
e
d
 M

o
b
ile

 C
o
n

v
e
rg

e
n

c
e
）

等
に

よ
り

シ
ー

ム
レ

ス
な

接
続

環
境

を
実

現
。

 

・
 フ

ェ
ム

ト
セ

ル
／

高
機

能
ア

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

等
に

よ
る

、
各

種
モ

バ
イ

ル
網

と
固

定
網

と
の

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
の

標
準

化
や

制
度

改
正

な
ど

。
 

・
 異

種
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
間

で
の

Q
o
S

の
制

御
・

管
理

や
ト

ラ
ヒ

ッ
ク

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

管
理

な
ど

を
実

現
す

る
技

術
を

確
立

。
 

・
 単

一
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
オ

ペ
レ

ー
タ

内
で

複
数

無
線

シ
ス

テ
ム

間
の

ロ
ー

ド
バ

ラ
ン

ス
や

ス
ム

ー
ズ

な
マ

イ
グ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

技
術

の
確

立
 

・
 端

末
主

導
で

複
数

無
線

シ
ス

テ
ム

を
シ

ー
ム

レ
ス

に
切

り
替

え
て

使
用

す
る

技
術

の
確

立
。

 

2
0

1
5

年
：

 

・
 モ

バ
イ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

衛
星

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
固

定
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
な

ど
広

帯
域

か
ら

小
電

力
に

渡
る

さ
ま

ざ
ま

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

混
在

す
る

な
か

、
シ

ー

ム
レ

ス
ハ

ン
ド

オ
ー

バ
技

術
を

実
現

。
こ

れ
に

よ
り

、
ユ

ー
ザ

は
、

一
台

の
高

機

能
ア

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
よ

り
、

様
々

な
場

面
で

必
要

な
コ

ン
テ

ン
ツ

を
常

に
適

な
状

態
で

享
受

可
能

。
 

2
0

1
7

年
：

 

・
 コ

グ
ニ

テ
ィ

ブ
無

線
技

術
な

ど
を

利
用

し
、

異
種

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
混

在
す

る
中

、

ユ
ー

ザ
は

、
一

台
の

高
機

能
ア

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に
よ

り
、

様
々

な
場

面
で

必
要

な

コ
ン

テ
ン

ツ
を

常
に

適
な

状
態

で
享

受
で

き
る

環
境

を
実

現
。

 

・
 コ

グ
ニ

テ
ィ

ブ
無

線
技

術
を

利
用

し
て

使
用

可
能

周
波

数
帯

を
検

知
し

、
適

な

無
線

ア
ク

セ
ス

を
自

由
に

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

周
波

数
資

源
の

有
効

利
用

を

図
る

技
術

の
実

現
。

 

2
0

1
8

年
：

 

・
 ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

意
識

し
な

い
Q

o
S

シ
ー

ム
レ

ス
ハ

ン
ド

オ
ー

バ
環

境
、

サ
ー

ビ

ス
シ

ー
ム

レ
ス

ハ
ン

ド
オ

ー
バ

環
境

の
実

現
。

 

・
 複

数
オ

ペ
レ

ー
タ

間
で

リ
ソ

ー
ス

の
共

存
制

御
を

行
う

技
術

の
確

立
 

 

 

F
M

C
に

関
し

て
は

、
英

国

B
ri
ti
s
h

 T
e
le

c
o
m

の
「

B
T

 

F
u

s
io

n
」

で
、

無
線

L
A

N
と

G
S

M
の

デ
ュ

ア
ル

モ
ー

ド
端

末
で

F
M

C
を

実
現

。
フ

ラ
ン

ス

の
N

e
u

f 
C

e
g
e
te

lや
F
T

、
ま

た
ド

イ
ツ

の
D

T
で

も
、
デ

ュ
ア

ル
モ

ー
ド

端
末

に
よ

り
、

F
M

C

サ
ー

ビ
ス

を
実

現
。

 

○
 

我
が

国
の

事
業

者
は

、
フ

ェ

ム
ト

セ
ル

を
用

い
た

F
M

S
の

実
証

実
験

評
価

中
で

あ
る

。
 

基
礎

 
◎

 

モ
バ

イ
ル

網
や

固

定
網

を
含

む
異

種
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

論
理

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
等

に
つ

い
て

、
標

準
化

が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

。

難
 

1
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
2

）

＜
異

種
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ー
ム

レ
ス

接
続

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

6
兆

円
 

2
0

2
0

年
：

6
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

6
5

.5
兆

円
 

2
0

2
0

年
：

6
5

.5
兆

円
 

 

情
報

通
信

白
書

並
び

に
固

定
通

信
加

入
者

数
の

統
計

値
を

ベ
ー

ス
に

推
定

。
 

 

  

民
間

、
独

法
 

国
 

異
種

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
シ

ー
ム

レ
ス

化
を

実
現

す
る

要
素

技
術

の

研
究

開
発

は
、

相
互

運
用

可
能

な

環
境

で
の

実
証

実
験

な
ど

が
想

定

さ
れ

る
た

め
、

国
が

先
導

し
つ

つ
、

大
学

、
N

IC
T

な
ど

の
研

究
機

関
、

民
間

な
ど

と
連

携
を

図
り

つ
つ

実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

異
種

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
シ

ー
ム

レ
ス

化
は

、
当

然
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

も
対

応
す

る
べ

き
と

考
え

ら

れ
、

1
国

の
1

社
な

ど
閉

じ
た

世
界

で
研

究
開

発
が

進
め

ら
れ

る
も

の
で

は
な

く
、

欧
米

を
は

じ
め

と
し

た
、

研
究

開
発

や
国

際
標

準
化

に
積

極
的

な
国

及
び

民
間

、
政

府
等

と
の

連
携

方
策

に
つ

い
て

も
検

討

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
。
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新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の
 

研
究

段
階

 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
モ

ビ

リ
テ

ィ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
新

世
代

衛
星

通
信

シ
ス

テ
ム

技
術

 

地
上

基
幹

網
に

匹
敵

す
る

大
容

量
衛

星
通

信
を

実
現

す
る

こ
と

に
よ

り
、

我
が

国
の

み
な

ら
ず

ア
ジ

ア
・

太
平

洋
地

域
の

デ
ジ

タ
ル

環
境

を
高

度
化

す
る

地
上

通

信
シ

ス
テ

ム
と

の
連

携
の

と
れ

た
新

世

代
宇

宙
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
 

2
0

1
0

年
：

高
速

衛
星

ル
ー

テ
ィ

ン
グ

技
術

、
コ

ヒ
ー

レ
ン

ト
光

通
信

技
術

、
再

構
成

通
 

信
技

術
等

の
開

発
 

2
0

1
5

年
：

１
０

０
G

b
p

s
級

の
高

速
衛

星
通

信
技

術
、

超
高

感
度

光
通

信
方

式
、

量
子

鍵
配

信
技

術

等
の

開
発

 

2
0

3
0

年
：

量
子

宇
宙

通
信

技
術

の
開

発
 

 
 

 
 

 
 

関
連

市
場

と
し

て
、

超
高

速
衛

星

通
信

市
場

等
を

想
定

。
 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
,5

0
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
,6

0
0

億
円

 

 
 

 
 

 
 

 
○

超
高

速
衛

星
通

信
基

盤
技

術
 

 
災

害
時

等
に

も
対

策
機

関
間

で
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

画
像

伝
送

等
の

通
信

手
段

を
確

保
可

能
と

す
る

1
0

0
 G

b
p
s
級

容
量

の

超
高

速
衛

星
通

信
技

術
 

2
0

1
0

年
：

高
速

衛
星

ル
ー

テ
ィ

ン
グ

技
術

の
開

発
 

多
値

変
調

等
の

高
速

デ
ー

タ
伝

送
技

術
の

開
発

 

2
0

1
5

年
：

1
0

0
G

b
p
s
級

の
高

速
衛

星
通

信
技

術
の

開
発

 

 
 

 
 

 
コ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

ア
ク

テ
ィ

ブ
フ

ェ
ー

ズ
ド

ア
レ

イ
技

術
の

開
発

 

 

米
国

で
6

2
2

M
b
p
s
の

デ

ー
タ

伝
送

を
試

験
的

に
実

施
。

 

○
 

2
0

0
8

年
2

月
に

打
ち

上

げ
ら

れ
た

き
ず

な

(W
IN

D
S

)の
伝

送
容

量
は

世
界

最
高

レ
ベ

ル

（
1

.2
G

b
p
s
）

。
 

他
の

部
分

に
つ

い
て

は
拮

抗
。

 

基
礎

 
◎

 

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
の

標

準
化

が
重

要
。

 

や
や

難
 

1
3

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

2
0

1
5

）

＜
超

高
速

衛
星

通
信

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

9
0

0
億

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
,0

0
0

億
円

 

 

防
災

・
減

災
の

社
会

的
便

益
と

共

に
高

速
・

大
容

量
衛

星
通

信
の

実
現

に
よ

る
既

存
市

場
拡

大
・

新
規

市
場

開
拓

が
期

待
で

き
る

。
 

独
法

、

民
間

 

国
 

基
礎

・
基

盤
的

な
技

術
か

ら
製

造

的
な

技
術

ま
で

様
々

な
技

術
が

関

わ
っ

て
い

る
た

め
、

N
IC

T
等

の
公

的
研

究
機

関
と

民
間

企
業

と
の

連

携
が

必
要

で
あ

る
。

 

更
に

研
究

開
発

成
果

の
民

間
事

業
へ

の
活

用
を

促
進

す
る

た
め

に
、

利
用

実
証

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

着
実

な

推
進

が
必

要
で

あ
る

。
 

研
究

開
発

成
果

の
普

及
促

進
の

た
め

、
ア

ジ
ア

地
域

の
国

と
の

連
携

が
有

効
。
こ

れ
に

よ
り

市
場

拡
大

が

期
待

。
 

具
体

的
に

は
、
デ

ジ
タ

ル
デ

バ
イ

ド
地

域
対

策
と

し
て

の
活

用
等

が

有
望

。
 

 
 

 
○

光
・

ミ
リ

波
な

ど
デ

ー
タ

中

継
技

術
 

 
災

害
時

等
、

観
測

衛
星

か
ら

の
高

精
細

画
像

な
ど

大
容

量
デ

ー
タ

を
瞬

時
に

伝
送

す
る

技
術

 

2
0

1
0

年
：

ミ
リ

波
ア

ク
テ

ィ
ブ

フ
ェ

ー
ズ

ド
ア

レ
ー

の
開

発
 

 
 

 
 

 
適

応
型

ミ
リ

波
ス

ポ
ッ

ト
ビ

ー
ム

技
術

の
開

発
 

 
 

 
 

 
コ

ヒ
ー

レ
ン

ト
光

通
信

技
術

の
開

発
 

 
 

 
 

 
S

バ
ン

ド
マ

ル
チ

ア
ク

セ
ス

技
術

の
開

発
 

2
0

1
5

年
：

1
.5

μ
m

帯
光

通
信

装
置

の
開

発
 

 
 

 
 

 
超

高
感

度
通

信
方

式
の

開
発

 

T
e
rr

a
-
S

A
R

で
ド

イ
ツ

が
光

衛
星

通
信

装
置

を
実

証

中
（

1
.0

6
μ

m
帯

）
。

 

○
 

光
衛

星
通

信
技

術
は

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

。
他

の
部

分

に
つ

い
て

は
拮

抗
（

ミ
リ

波

は
開

発
実

績
あ

り
）

。
 

基
礎

 
 

◎
 

デ
ー

タ
形

式
の

標
準

化

が
重

要
。

 

や
や

難
 

1
2

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

2
0

1
5

）

 

＜
光

・
ミ

リ
波

衛
星

通
信

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

3
0

0
億

円
 

 

防
災

・
減

災
の

社
会

的
便

益
と

共

に
ミ

リ
波

・
光

は
未

開
拓

の
周

波
数

帯
で

あ
る

た
め

新
規

市
場

開
拓

が
期

待
で

き
る

。
 

独
法

、
 

民
間

 

国
 

相
互

運
用

性
の

確
保

の
た

め
、
米

国
・

欧
州

と
の

共
同

研
究

が
重

要
。

 
 

 
○

衛
星

通
信

再
構

成
技

術
 

 
セ

キ
ュ

ア
で

堅
牢

な
衛

星
通

信
・

監
視

技
術

 

2
0

1
0

年
：

再
構

成
通

信
技

術
の

開
発

 

高
精

度
軌

道
上

衛
星

監
視

技
術

の
開

発
 

2
0

1
5

年
：

無
人

飛
行

体
等

か
ら

高
精

細
画

像
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

伝
送

技
術

、
量

子
鍵

配
信

技
術

の

開
発

 

2
0

3
0

年
：

量
子

宇
宙

通
信

技
術

の
開

発
 

再
構

成
通

信
の

研
究

開
発

が
国

際
的

に
注

目
。

量
子

鍵

配
信

技
術

は
欧

州
が

一
歩

リ

ー
ド

。
 

○
 

再
構

成
通

信
技

術
は

日
本

が
リ

ー
ド

。
 

基
礎

 
○

 

必
要

が
あ

る
も

の
に

つ

い
て

は
標

準
化

。
 

難
 

9
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

2
0

3
0

)

＜
衛

星
通

信
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

3
0

年
：

3
0

0
億

円
 

 

セ
キ

ュ
ア

で
堅

牢
な

衛
星

通
信

・

監
視

技
術

の
実

現
に

よ
る

既
存

市
場

拡
大

・
新

規
市

場
開

拓
が

期
待

で
き

る
。

 

独
法

 
国

 
量

子
鍵

配
信

で
は

欧
州

、
飛

行
体

か
ら

の
画

像
伝

送
で

は
米

国
が

先

行
し

て
お

り
連

携
が

有
効

。
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新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

新
IC

T
パ

ラ
ダ

イ
ム

創
出

 

光
・

量
子

通
信

技
術

、
ナ

ノ
IC

T
と

い
っ

た

高
度

に
先

端
的

・
先

進
的

な
技

術
分

野
の

研
究

開
発

を
通

し
て

、
こ

れ
ま

で
と

は
全

く
異

な
る

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

パ
ラ

ダ
イ

ム
を

生
み

出
す

こ
と

で
、
2

0
年

後
の

日
本

の
糧

と
な

る
IC

T
の

「
種

」
を

つ
く

る
。

 

2
0

2
5

年
：

革
新

的
な

IC
T

技
術

を
実

現
す

る
新

し
い

原
理

な
ど

に
基

づ
く

要
素

技
術

の
確

立
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
量

子
情

報
通

信
技

術
 

極
め

て
高

い
安

全
性

を
保

証
さ

れ
た

量
子

暗
号

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
や

、
電

子
や

光
の

粒
子

の
量

子
的

性
質

を
用

い

た
超

大
容

量
通

信
を

可
能

と
す

る
量

子

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
実

現
に

必

要
な

技
術

 

2
0

1
5

年
：

量
子

通
信

装
置

の
特

性
検

証
装

置
開

発
、

光
子

ゲ
ー

ト
技

術
の

確
立

。
 

2
0

2
0

年
：

都
市

圏
量

子
暗

号
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

実
現

、
超

電
導

単
一

光
子

検
出

シ
ス

テ
ム

の
標

準
化

、

量
子

メ
モ

リ
の

開
発

。
 

2
0

2
5

年
：

量
子

分
散

処
理

技
術

の
開

発
、

超
電

導
量

子
デ

バ
イ

ス
技

術
に

よ
る

量
子

情
報

通
信

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
の

実
用

化
 

2
0

3
0

年
：

情
報

通
信

の
大

容
量

化
と

高
秘

匿
性

を
確

保
す

る
量

子
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

実
現

 

 
 

 
 

 
 

関
連

市
場

と
し

て
、

計
測

機
器

（
G

P
S

等
）

市
場

を
想

定
。

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

6
0

0
億

円
規

模
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

5
,0

0
0

億
円

規
模

 

 

 
 

 
 

 
 

 
○

量
子

暗
号

技
術

 

量
子

暗
号

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
実

現
の

た
め

の
基

礎
と

な
る

量
子

符

号
化

技
術

、
量

子
相

関
制

御
技

術
、

光
子

検
出

技
術

等
 

2
0

1
0

年
：

都
市

圏
量

子
暗

号
シ

ス
テ

ム
の

実
現

 
 

2
0

2
0

年
：

都
市

圏
量

子
暗

号
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

実
現

 

 
 

 
 

 
中

継
器

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

安
全

性
向

上
技

術
の

確
立

 

無
線

に
よ

る
グ

ロ
ー

バ
ル

量
子

暗
号

技
術

基
盤

の
確

立
 

2
0

2
5

年
：

ゲ
ー

ム
・

オ
ー

ク
シ

ョ
ン

な
ど

分
散

量
子

情
報

処
理

技
術

の
開

発
 

2
0

3
0

年
：

情
報

通
信

の
大

容
量

化
と

高
秘

匿
性

を
確

保
す

る
量

子
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

実
現

 

≪
米

国
≫

 

D
o
D

 
（

国
防

総
省

）
, 
N

S
A

（
国

家
安

全

保
障

局
）

が
有

線
と

無
線

の
量

子
暗

号
の

研

究
開

発
を

推
進

。
国

家
機

密
の

研
究

課
題

に

移
行

。
 

 ≪
欧

州
≫

 

F
P

6
に

お
い

て
、

2
0

0
4

年
4

月
か

ら
量

子
暗

号
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
を

目
指

す
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

開
始

 

 ■
S

E
C

O
Q

C
 

・
4

1
研

究
機

関
、

1
2

カ
国

参
加

の
共

同

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
単

一
光

子
量

子
暗

号
、

コ
ヒ

ー
レ

ン
ト

型
量

子
暗

号
や

ワ
イ

ヤ

レ
ス

量
子

暗
号

を
含

む
多

様
な

方
式

を

カ
バ

ー
し

て
研

究
開

発
を

実
施

 

 ≪
中

国
≫

 

都
市

圏
量

子
暗

号
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
や

宇
宙

量
子

通
信

の
研

究
開

発
を

実
施

 

◎
 

屋
外

で
の

世
界

高
速

・
長

の
量

子
鍵

配
送

に
成

功
。

 

基
礎

 
◎

 

安
全

性
評

価
基

準
を

策
定

し
、

国
内

の
暗

号
標

準
化

組
織

C
R

Y
P

T
R

E
C

で
の

認

証
、

次
に

IS
O

, 
IT

U
で

順

次
標

準
化

を
進

め
る

必

要
が

あ
る

。
 

難
 

3
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

3
0

）

 

＜
装

置
及

び
関

連
シ

ス
テ

ム
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

 
5

0
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

 
3

,1
5

0
億

円
 

 

2
0

3
0

年
：

1
.2

6
兆

円
 

 2
0

1
5

年
に

お
け

る
世

界
市

場
は

、

C
o
m

m
e
rc

ia
l 
P

ro
s
p
e
c
ts

 f
o
r 

Q
u

a
n

tu
m

 I
n

fo
rm

a
ti
o
n

 

P
ro

c
e
s
s
in

g（
Q

IP
 I
R

C
（

Q
u

a
n

tu
m

 

In
fo

rm
a
ti
o
n

 P
ro

c
e
s
s
in

g
 

In
te

rd
is

c
ip

lin
a
ry

 R
e
s
e
a
rc

h
 

C
o
lla

b
o
ra

ti
o
n

）
）

を
参

照
し

、
3

0

億
米

ド
ル

、
ま

た
、

年
1

0
%

の
成

長
を

仮
定

し
て

、
2

0
3

0
年

に
お

け
る

市
場

規

模
は

1
2

0
億

米
ド

ル
と

算
出

し
た

。
さ

ら
に

、
2

0
0

8
年

6
月

2
日

時
点

の
為

替

レ
ー

ト
を

適
用

し
、

1
米

ド
ル

＝
1

0
5

円

で
換

算
し

た
。

 

大
学

、
民

間
、

独
法

 

国
・

民
間

 
量

子
暗

号
技

術
開

発
で

は
有

効

性
・

経
済

性
を

実
証

す
る

方
策

が

必
要

で
あ

る
。

 

そ
の

た
め

、
N

IC
T

が
開

催
し

て

い
る

量
子

IC
T

運
営

会
議

に
よ

っ

て
産

学
官

の
情

報
交

換
を

行
っ

て

い
る

。
 

今
後

も
技

術
動

向
、

推
進

方
策

、

提
言

、
普

及
啓

発
等

の
情

報
共

有

の
た

め
産

学
官

連
携

が
必

要
。

ま

た
、

市
場

育
成

の
た

め
、

産
官

学

連
携

量
子

技
術

シ
ョ

ー
ケ

ー
ス

が

有
効

で
あ

る
。

 

 

IP
A

、
N

IC
T

､
A

IS
T

が
主

催
し

て

い
る

国
際

会
議

U
Q

C
（

U
p

d
a
ti
n

g
 

Q
u

a
n

tu
m

 C
ry

p
to

g
ra

p
h

y）
シ

リ
ー

ズ
を

通
じ

て
安

全
性

評
価

基
準

の
策

定
、

標
準

化
作

業
を

進
め

る
。

 
○

量
子

計
測

標
準

技
術

 

量
子

技
術

評
価

の
た

め
の

計
測

技
術

 

2
0

1
0

年
：

通
信

波
長

帯
超

伝
導

単
一

光
子

検
出

素
子

作
製

技
術

の
確

立
 

2
0

1
5

年
：

量
子

通
信

装
置

の
特

性
検

証
技

術
の

開
発

 

G
H

z
級

の
速

度
で

非
古

典
光

計
測

可
能

な
高

感
度

単
一

光
子

検
出

シ
ス

テ
ム

開
発

 

 
 

 
 

 
原

子
・

光
子

の
量

子
効

果
を

利
用

し
た

 
超

高
感

度
電

磁
計

測
技

術
開

発
 

2
0

2
0

年
：

超
伝

導
単

一
光

子
検

出
シ

ス
テ

ム
の

標
準

化
と

製
品

化
 

2
0

2
5

年
：

超
伝

導
量

子
デ

バ
イ

ス
技

術
に

よ
る

量
子

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
実

用
化

 

 
 

 
 

 
超

高
精

度
量

子
計

測
技

術
の

実
用

化
 

 

≪
米

国
≫

 

N
IS

T
（

国
立

標
準

技
術

研
究

所
）

や
J
P

L

（
ジ

ェ
ッ

ト
推

進
研

究
所

）
、

M
IT

（
マ

サ

チ
ュ

ー
セ

ッ
ツ

工
科

大
）

等
で

高
速

・
高

感

度
光

子
検

出
技

術
の

研
究

開
発

を
実

施
。

N
IS

T
は

量
子

通
信

装
置

の
特

性
評

価
標

準

に
向

け
研

究
開

発
を

始
め

て
い

る
。

 

N
S

F（
全

米
科

学
財

団
）

、
D

A
R

P
A
（

国

防
高

等
研

究
計

画
局

）
等

で
、

原
子

や
光

子

量
子

効
果

を
利

用
し

た
新

し
い

電
磁

計
測

技
術

の
開

発
を

支
援

 

 

○
 

世
界

速
の

時
間

応
答

を
も

つ
カ

ロ
リ

メ
ー

タ
型

超
伝

導
光

子
計

数
器

を
開

発
。

基
礎

 
◎

 

量
子

計
測

分
野

で
は

標
準

化
が

重
要

。
量

子
暗

号
シ

ス
テ

ム
、

量
子

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ

ム
の

装
置

認
証

に
も

関

係
す

る
の

で
商

業
的

に

も
重

要
に

な
る

。
 

難
 

 
＜

関
連

計
測

機
器

（
G

P
S

等
）

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
0

0
億

円
 

2
0

3
0

年
：

4
0

0
億

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

2
,3

0
0

億
円

 

2
0

3
0

年
：

8
,4

0
0

億
円

 

 2
0

1
5

年
及

び
2

0
3

0
年

に
お

け
る

世
界

市
場

は
、

そ
れ

ぞ
れ

2
1

.5
億

米
ド

ル
、

8
0

億
米

ド
ル

で
あ

り
、

2
0

0
8

年

6
月

2
日

時
点

の
為

替
レ

ー
ト

を
適

用

し
、

1
米

ド
ル

＝
1

0
5

円
で

換
算

し
た

。
 

大
学

、
民

間
、

独
法

 

国
・

民
間

 
求

め
ら

れ
る

技
術

仕
様

を
明

確

に
す

る
こ

と
が

有
効

で
あ

る
。

 

N
IC

T
が

開
催

し
て

い
る

量
子

IC
T

運
営

会
議

に
お

け
る

技
術

動

向
、

推
進

方
策

、
提

言
、

普
及

啓

発
等

の
情

報
共

有
は

有
効

で
あ

る
。

 
 

 

さ
ら

に
、

標
準

化
を

担
う

官
側

研
究

機
関

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

で

の
開

発
目

標
の

明
確

化
に

よ
る

産

官
学

連
携

推
進

が
必

要
。

 

 

 
○

量
子

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

 

量
子

情
報

の
伝

送
経

路
制

御
、

蓄

積
、

中
継

な
ど

高
度

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

能
を

実
現

す
る

た
め

の
量

子

デ
バ

イ
ス

技
術

、
量

子
回

路
技

術
、

量
子

シ
ス

テ
ム

技
術

 

2
0

1
5

年
：

光
子

ゲ
ー

ト
技

術
の

確
立

、
多

数
の

ゲ
ー

ト
か

ら
な

る
量

子
ゲ

ー
ト

回
路

技
術

の
確

立
 

光
子

-
電

子
間

、
光

子
-
原

子
間

等
で

の
量

子
メ

デ
ィ

ア
変

換
技

術
の

開
発

 

量
子

中
継

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
の

確
立

 

2
0

2
0

年
：

量
子

メ
モ

リ
の

開
発

 

光
子

当
た

り
の

伝
送

効
率

を
量

子
極

限
ま

で
上

げ
る

た
め

の
量

子
符

号
化

技
術

の
開

発
、
量

子

中
継

技
術

の
開

発
 

2
0

3
0

年
：

情
報

通
信

の
大

容
量

化
と

高
秘

匿
性

を
確

保
す

る
量

子
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

実
現

 

 

≪
米

国
≫

 

N
S

F
（

全
米

科
学

財
団

）
、

D
A

R
P

A
（

国

防
高

等
研

究
計

画
局

）
等

が
、

量
子

計
算

分

野
及

び
量

子
光

学
分

野
の

研
究

開
発

を
総

合
的

に
推

進
 

 ≪
欧

州
≫

 

F
P

6
に

お
い

て
、

S
C

A
L
A

（
光

と
原

子
に

よ
る

ス
ケ

ー
ラ

ブ
ル

量
子

計
算

）
、

Q
A

P

（
量

子
ビ

ッ
ト

応
用

）
、

E
u

ro
S

Q
IP

（
超

伝
導

量
子

情
報

プ
ロ

セ
ッ

サ
ー

）
な

ど
の

総

合
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

推
進

。
F
P

7

（
2

0
0

7
-2

0
1

3
）

で
も

同
様

課
題

を
戦

略
的

に
推

進
。

 

○
 

原
子

を
用

い
た

量

子
状

態
の

蓄
積

な
ど

は
米

国
で

提
案

さ
れ

た
も

の
だ

が
、
実

証
実

験
で

は
同

水
準

に
あ

る
。
コ

ヒ
ー

レ
ン

ト
光

を
用

い
た

量
子

ゲ
ー

ト
の

よ
う

に
新

規
の

提
案

も
日

本
人

研
究

者
か

ら
な

さ
れ

、
日

米

欧
で

実
現

を
目

指
し

た
研

究
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

基
礎

 
×

 

基
礎

技
術

開
発

の
た

め
標

準
化

の
議

論
に

そ

ぐ
わ

な
い

。
 

難
 

 
＜

装
置

及
び

関
連

シ
ス

テ
ム

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

 
5

0
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

 
3

,1
5

0
億

円
 

2
0

3
0

年
：

1
.2

6
兆

円
 

 2
0

1
5

年
に

お
け

る
世

界
市

場
は

、

C
o
m

m
e
rc

ia
l 
P

ro
s
p
e
c
ts

 f
o
r 

Q
u

a
n

tu
m

 I
n

fo
rm

a
ti
o
n

 

P
ro

c
e
s
s
in

g（
Q

IP
 I
R

C
（

Q
u

a
n

tu
m

 

In
fo

rm
a
ti
o
n

 P
ro

c
e
s
s
in

g
 

 
 

 
 

In
te

rd
is

c
ip

lin
a
ry

 R
e
s
e
a
rc

h
 

C
o
lla

b
o
ra

ti
o
n

）
）

を
参

照
し

、
3

0

億
米

ド
ル

、
ま

た
、

年
1

0
%

の
成

長
を

仮
定

し
て

、
2

0
3

0
年

に
お

け
る

市
場

規

模
は

1
2

0
億

米
ド

ル
と

算
出

し
た

。
さ

ら
に

、
2

0
0

8
年

6
月

2
日

時
点

の
為

替

レ
ー

ト
を

適
用

し
、

1
米

ド
ル

＝
1

0
5

円

で
換

算
し

た
。

 

 実
用

化
さ

れ
る

場
合

は
量

子
暗

号
技

術
と

一
体

と
な

る
の

で
市

場
規

模
と

し

て
同

額
を

記
入

し
た

。
 

大
学

、
民

間
、

独
法

 

国
・

民
間

 
基

礎
研

究
と

し
て

あ
ら

ゆ
る

可

能
性

を
検

討
す

る
と

同
時

に
有

望

な
も

の
を

見
出

す
目

利
き

が
必

要
。

 

現
在

の
S

C
O

P
E

な
ど

に
よ

る

大
学

で
の

研
究

へ
の

助
成

は
有

効

で
あ

る
が

、
さ

ら
に

戦
略

的
な

研

究
協

力
体

制
の

構
築

が
必

要
で

あ

る
。
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新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の
 

研
究

段
階

 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
産

学
官

の
連

携
 

国
際

連
携

方
策

 

新
IC

T
パ

ラ
ダ

イ
ム

創
出

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
ナ

ノ
・

バ
イ

オ
IC

T
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
 

ナ
ノ

技
術

の
優

れ
た

特
性

を
活

か
す

こ

と
で

実
現

可
能

と
な

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
の

超
高

機
能

化
に

関
し

、
素

子
レ

ベ
ル

か

ら
シ

ス
テ

ム
ま

で
研

究
開

発
を

総
合

的
か

つ
体

系
的

に
実

施
し

て
、

次
世

代
の

高
度

情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
必

要
な

要
素

技
術

を
開

発
す

る
。

 

2
0

1
5

年
：

信
号

の
揺

ら
ぎ

等
を

積
極

的
に

活
用

す
る

情
報

処
理

技
術

を
確

立
、

バ
イ

オ
モ

デ

ル
に

基
づ

く
圧

縮
・

処
理

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

の
リ

バ
ー

ス
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
実

現

等
 

2
0

2
0

年
：

環
境

に
シ

ー
ム

レ
ス

に
適

応
す

る
超

低
電

力
消

費
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

実
現

、
分

子

通
信

デ
バ

イ
ス

の
デ

ー
タ

圧
縮

・
処

理
技

術
の

確
立

等
 

2
0

2
5

年
：

低
消

費
電

力
で

高
性

能
な

通
信

経
路

制
御

技
術

及
び

セ
ン

サ
ー

シ
ス

テ
ム

技
術

の

開
発

 

 

国
際

特
許

に
お

け
る

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

関
連

特
許

6
3

2
4

件
。

こ
の

う
ち

関
連

技
術

で
は

自
己

組
織

化

2
5

3
件

、
分

子
デ

バ
イ

ス
1

6
件

、
分

子
集

合
体

1
5

件
、

分
子

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

7
2

件
、

分
子

モ
ー

タ
ー

5
件

、

分
子

セ
ン

サ
9

件
、

デ
ン

ド
リ

マ
ー

6
6

件
、

量
子

ド
ッ

ト
1

2
0

件
、

量
子

効
果

2
6

件
な

ど
。

（
平

成
1

5
年

度

文
部

省
委

託
「

ナ
ノ

バ
イ

オ
研

究
動

向
調

査
」

）
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
結

晶
は

、
2

0
0

3
年

か
ら

2
0

0
6

年
に

か
け

て
日

本
か

ら
の

出
願

は
年

間
約

1
5

0
件

で
、
2

位
の

米
国

の
ほ

ぼ
2

倍
。

（
平

成
1

9
年

旭
リ

サ
ー

チ
セ

ン
タ

ー
「

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

技
術

動
向

調
査

報
告

書
」

）
 

 ≪
米

国
≫

 

・
国

家
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
戦

略
（

2
0

0
0

年
1

月
～

）

の
下

、
コ

ー
ネ

ル
大

学
：

N
a
n

o
b

io
te

c
h

n
o
lo

g
y 

C
e
n

te
r 

（
N

B
T

C
）

 
、

C
N

F
 
（

C
o
rn

e
ll 

N
a
n

o
S

c
a
le

 
S

c
ie

n
c
e
 &

 T
e
c
h

n
o
lo

g
y 

F
a
c
ili
ty

）
、

C
C

M
R

 
（

C
o
rn

e
ll 

C
e
n

te
r 

fo
r 

M
a
te

ri
a
ls

 R
e
s
e
a
rc

h
）

 
、

C
N

S
（

C
e
n

te
r 

fo
r 

N
a
n

o
s
c
a
le

 S
ys

te
m

s
 i
n

 I
n

fo
rm

a
ti
o
n

 

te
c
h

n
o
lo

g
y）

な
ど

の
複

数
の

研
究

セ
ン

タ
ー

を
設

置
。

 

・
A

C
I（

米
国

競
争

力
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

：
2

0
0

6
）

に

お
い

て
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
は

代
表

的
研

究
分

野
と

し
て

第
一

例
に

提
示

 

 ≪
欧

州
≫

 

F
P

7
に

お
い

て
 

・
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
予

算
規

模
：

3
,4

7
5

百
万

€ 
・

公
募

プ
ロ

グ
ラ

ム
：

課
題

3
（

部
品

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

）

の
中

で
、

マ
イ

ク
ロ

・
ナ

ノ
・

バ
イ

オ
融

合
を

目
的

と

す
る

「
マ

イ
ク

ロ
/
ナ

ノ
シ

ス
テ

ム
」

で
予

算
規

模
：

8
,3

百
万

€、
次

世
代

の
ナ

ノ
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
部

品
及

び
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
統

合
」

で
予

算
規

模
：

8
,6

百
万

€ 
・

公
募

プ
ロ

グ
ラ

ム
：

F
E

T
（

未
来

・
先

進
研

究
）

の
1

番
目

を
「

ナ
ノ

ス
ケ

ー
ル

情
報

通
信

デ
バ

イ
ス

と
シ

ス

テ
ム

」
と

し
、

予
算

規
模

：
2

0
百

万
€ 

 

≪
英

国
≫

 

M
N

T
（

M
ic

ro
 a

n
d
 N

a
n

o
te

c
h

n
o
lo

g
y 

M
a
n

u
fa

c
tu

ri
n

g
 I
n

it
ia

ti
v
e
 

（
2

0
0

3
-
2

0
0

8
）

基
礎

研
究

サ
イ

ド
か

ら
産

業
へ

技
術

移
転

を
集

中
的

に

支
援

。
 

 ≪
中

国
≫

 

科
学

技
術

省
の

ナ
ノ

テ
ク

プ
ロ

グ
ラ

ム
予

算
：

3
0

0
百

万
元

で
、

ナ
ノ

材
料

、
ナ

ノ
構

造
の

作
製

、
自

己
組

織
化

、

及
び

機
能

化
な

ど
に

取
り

組
む

。
 

   

 
 

 
 

 
＜

B
E

A
N

S
（

ナ
ノ

バ
イ

オ
と

メ
カ

ロ
ト

ニ
ク

ス
を

融
合

、
自

律
分

散
で

機
能

す
る

デ
バ

イ

ス
・

シ
ス

テ
ム

）
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

7
,4

0
0

億
円

 

 産
業

競
争

力
懇

談
会

（
2

0
0

7
年

4
月

報

告
）

に
よ

る
と

、
B

E
A

N
S

の
国

内
市

場
は

2
0

1
5

年
で

約
2

兆
4

,0
0

0
億

円
と

予
測

さ

れ
て

お
り

、
こ

の
う

ち
情

報
通

信
分

野
が

約

7
,4

0
0

億
円

で
あ

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
○

ナ
ノ

IC
T

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

 

ナ
ノ

技
術

の
優

れ
た

特
性

を
活

か
す

こ
と

で
実

現
可

能
と

な
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
技

術
の

超
高

機
能

化
に

関
し

、
素

子
レ

ベ
ル

か
ら

シ
ス

テ
ム

ま
で

研
究

開
発

を

総
合

的
か

つ
体

系
的

に
実

施
し

て
、

次
世

代
の

高
度

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の

構
築

に
必

要
な

要
素

技
術

を
開

発
 

（
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
結

晶
光

L
S

I技
術

）
 

（
超

伝
導

・
光

デ
バ

イ
ス

技
術

）
 

（
分

子
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
技

術
）

 

（
半

導
体

ナ
ノ

構
造

光
デ

バ
イ

ス
技

術
）

 

2
0

1
0

年
：

 

・
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
結

晶
光

素
子

の
混

載
に

よ
る

S
iフ

ォ
ト

ニ
ク

ス
光

通
信

ノ
ー

ド
光

IC
の

超
省

電
力

化
・

高
集

積
化

基
盤

技
術

の
確

立
 

・
通

信
波

長
帯

超
伝

導
単

一
光

子
検

出
素

子
作

製
技

術
の

確
立

 

・
低

消
費

エ
ネ

ル
ギ

ー
超

伝
導

・
光

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

作
製

技
術

の
確

立
 

・
極

低
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
高

精
度

な
分

子
ナ

ノ
光

素
子

や
光

ﾅ
ﾉ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾌ
ｪ
ｰ
ｽ
等

の
基

盤
技

術
を

確

立
 

・
原

子
・

分
子

数
個

レ
ベ

ル
の

物
質

構
造

、
素

反
応

を
極

限
的

検
出

、
制

御
す

る
た

め
の

基

盤
技

術
を

確
立

 

・
分

散
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
の

統
合

や
超

低
電

力
消

費
を

目
指

し
た

、
ノ

イ
ズ

・
ゆ

ら
ぎ

な
ど

を

積
極

的
に

活
用

す
る

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

を
開

発
 

・
半

導
体

ナ
ノ

構
造

光
デ

バ
イ

ス
技

術
に

よ
る

、
光

ー
光

ス
イ

ッ
チ

、
波

形
整

形
、

波
長

変

換
等

の
光

高
機

能
デ

バ
イ

ス
基

盤
技

術
の

確
立

 

 2
0

1
5

年
：

 

・
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
結

晶
サ

ブ
ミ

リ
長

超
小

型
光

増
幅

素
子

の
内

蔵
に

よ
る

光
IC

の
光

無
損

失
化

技
術

を
開

発
 

・
単

一
光

子
検

出
シ

ス
テ

ム
開

発
と

量
子

暗
号

鍵
配

布
フ

ィ
ー

ル
ド

実
験

の
実

施
 

・
光

-
単

一
磁

束
量

子
変

換
実

験
を

と
お

し
た

高
速

動
作

の
実

証
 

・
光

素
子

の
ナ

ノ
ス

ケ
ー

ル
動

作
に

お
け

る
新

機
能

開
拓

と
極

低
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
分

子
情

報

処
理

モ
デ

ル
を

構
築

 

・
生

体
各

種
感

覚
に

即
す

環
境

情
報

や
反

応
を

高
感

度
、

高
確

度
に

検
出

す
る

原
子

・
分

子

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
を

確
立

 

・
新

世
代

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

向
 
け

、
信

号
の

ゆ
ら

ぎ
な

ど
を

積
極

的
に

活
用

す
る

情
報

処
理

技
術

を
確

立
 

 2
0

2
0

年
：

 

・
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
結

晶
光

増
幅

素
子

の
複

数
搭

載
で

光
ノ

ー
ド

IC
を

無
損

失
大

規
模

化
す

る
技

術
を

確
立

 

・
光

ノ
ー

ド
L
S

Iの
プ

ラ
グ

ア
ン

ド
プ

レ
イ

技
術

、
通

信
制

御
技

術
の

開
発

 

・
超

伝
導

単
一

光
子

検
出

シ
ス

テ
ム

の
標

準
化

と
製

品
化

 

・
分

子
の

相
補

性
に

基
づ

く
自

律
的

分
子

素
子

ｽ
ｹ
ｰ
ﾙ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
技

術
を

確
立

 

・
原

子
・

分
子

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
に

基
づ

く
高

機
能

M
M

I,B
M

I技
術

開
発

と
展

開
。

携
帯

端
末

で
の

活
用

等
環

境
セ

ン
シ

ン
グ

の
実

現
 

・
環

境
に

シ
ー

ム
レ

ス
に

適
応

し
、

全
て

の
ユ

ー
ザ

ー
に

快
適

な
制

御
を

も
た

ら
す

超
低

電

力
消

費
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
の

開
発

 

 2
0

2
5

年
：

 

・
光

ノ
ー

ド
L
S

Iに
搭

載
可

能
な

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

結
晶

超
高

速
光

-
光

ス
イ

ッ
チ

素
子

の
開

発
 

・
超

伝
導

量
子

デ
バ

イ
ス

技
術

に
よ

る
量

子
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

実
用

化
 

・
超

伝
導

・
光

デ
バ

イ
ス

技
術

の
超

高
速

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

応
用

 

・
IC

T
リ

ソ
ー

ス
と

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
融

合
に

よ
る

バ
リ

ア
フ

リ
ー

か
つ

安
心

・
安

全
な

社

会
を

実
現

 

・
自

己
組

織
的

・
自

律
的

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

と
し

て
の

ナ
ノ

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

の
出

現
 

・
環

境
に

シ
ー

ム
レ

ス
に

適
応

し
、

全
て

の
ユ

ー
ザ

ー
に

快
適

 
な

制
御

を
も

た
ら

す
超

低

電
力

消
費

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

の
 
確

立
 

・
ナ

ノ
ス

ケ
ー

ル
動

作
に

お
け

る
新

機
能

開
拓

に
よ

り
、

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
消

費
電

力

を
低

減
し

、
消

費
電

力
や

サ
イ

ズ
が

数
十

分
の

一
か

ら
百

分
の

一
程

度
へ

低
減

し
た

通
信

経
路

制
御

技
術

の
開

発
 

○
 

フ
ォ

ト
ニ

ッ
ク

結
晶

光

素
子

の
開

発
で

は
諸

外
国

に
比

べ
て

高
い

競
争

。
シ

リ

コ
ン

フ
ォ

ト
ニ

ク
ス

回
路

へ
の

集
積

化
で

は
同

程
度

。

 

○
 

世
界

最
高

の
超

伝
導

単

一
磁

束
量

子
（

S
F
Q

）
回

路

技
術

を
確

立
し

、
光

を
用

い

た
S

F
Q

回
路

へ
の

入
出

力

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

 

○
 

海
外

、
日

本
と

も
基

盤
技

術
開

発
は

こ
れ

か
ら

の
状

態
で

大
き

な
差

は
無

い
。

 

○
 

世
界

最
高

性
能

の
超

伝

導
単

一
光

子
検

出
器

作
製

技
術

を
確

立
し

つ
つ

、
そ

れ

を
用

い
た

量
子

暗
号

鍵
配

布
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
実

験
に

成
功

。
 

 

基
礎

 
○

 

光
ノ

ー
ド

L
S

I
の

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

規
格

は
標

準
化

が
必

要
。

 

 

○
 

超
伝

導
回

路
へ

の

光
入

出
力

の
標

準
化

が
必

要
。

 

 

○
 

分
子

フ
ォ

ト
ニ

ッ

ク
技

術
の

現
段

階
で

の
標

準
化

の
必

要
性

は
低

い
。
研

究
開

発
の

進
展

に
応

じ
て

再
検

討
。

 

 

○
 

単
一

光
子

検
出

シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
検

出
方

式
の

標
準

化
は

必
要

。
 

や
や

難
 

3
0

0
億

円

（
2

0
0

8
～

2
0

2
5

）

富
士

経
済

（
超

微
細

技
術

開
発

産
業

発
掘

戦
略

調
査

H
1

7
経

産
省

委
託

）
に

よ
る

と
、

ナ
ノ

テ
ク

関
連

市
場

の
中

で
、
セ

ン
サ

関
連

市
場
（

以

下
す

べ
て

国
内

市
場

規
模

予
測

）
2

0
2

0
年

1
,4

0
0

億
円

、
2

0
3

0
年

4
,5

5
0

億
円

、
環

境
分

野
へ

の
製

品
化

が
期

待
さ

れ
る

極
微

量
分

析
セ

ン
サ

市
場

2
0

2
0

年
1

5
0

億
円

、

2
0

3
0

年
2

5
0

億
円

、
人

体
装

着
可

能
な

セ

ン
サ

（
ウ

エ
ア

ラ
ブ

ル
サ

ン
サ

）
市

場
2

0
2

0

年
2

0
0

億
円

、
2

0
3

0
年

2
,5

0
0

億
円

。
 

 同
上

富
士

経
済

調
査

よ
り

、
量

子
メ

モ
リ

市
場

2
0

3
0

年
4

,5
0

0
億

円
、

量
子

コ
ン

ピ
ュ

ー

タ
市

場
2

0
3

0
年

5
,0

0
0

億
円

、
光

集
積

回

路
市

場
2

0
3

0
年

5
,0

0
0

億
円

。
 

 光
集

積
回

路
は

光
ノ

ー
ド

の
市

場
を

ほ
ぼ

引
き

継
ぐ

可
能

性
あ

り
。

そ
の

場
合

、
世

界
市

場
は

国
内

市
場

の
約

5
倍

で
、

2
0

3
0

年
に

2
5

,0
0

0
億

円
。

 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
・

民
間

デ
バ

イ
ス

と
シ

ス
テ

ム
の

仕

様
の

摺
り

合
わ

せ
を

研
究

開
発

の
初

期
段

階
か

ら
行

う
こ

と

が
、

早
期

の
実

用
化

と
標

準
化

で
国

際
的

な
主

導
権

を
得

る
た

め
に

重
要

。
 

  

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

通
信

に
有

効

な
技

術
の

早
期

開
発

と
、

そ
の

早
期

の
適

用
を

促
進

す
る

た

め
、

関
連

す
る

デ
バ

イ
ス

技
術

や
シ

ス
テ

ム
技

術
の

開
発

、
及

び
導

入
シ

ナ
リ

オ
の

策
定

を
連

携
し

て
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た
め

、
国

際
会

議
の

開
催

等
に

よ
り

欧
米

諸
国

は
も

と
よ

り
、

本
技

術
の

積
極

的
な

導
入

が
望

ま
れ

る
中

国
、

イ
ン

ド
や

ア
ジ

ア
地

域
で

の
連

携
も

強
化

す
る

こ
と

が
重

要
。

 

 
基

礎
技

術
開

発
の

段
階

で

は
、

デ
バ

イ
ス

技
術

か
ら

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

技
術

に
至

る
広

範
な

領
域

で
多

数
の

候
補

技
術

が
発

生
す

る
。

そ
の

た
め

、
主

要
な

国
内

の
研

究
機

関
を

国
際

的
な

研
究

開
発

拠
点

と
し

て
強

化
す

る
こ

と
に

よ

り
、

新
規

技
術

の
早

期
取

り
込

み
を

容
易

に
し

、
技

術
集

約
の

主
導

を
有

利
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 
 

 
○

バ
イ

オ
IC

T
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
 

・
生

体
機

能
解

析
を

通
し

て
、

ナ
ノ

技
術

や
IC

T
技

術
と

の
融

合
に

よ
る

生
物

情
報

を
利

用
し

た
セ

ン
サ

技
術

の
研

究
開

発
 

・
分

子
を

用
い

た
情

報
の

コ
ー

デ
ィ

ン

グ
・

選
別

・
輸

送
に

よ
る

超
低

エ
ネ

ル

ギ
ー

で
高

機
能

な
バ

イ
オ

型
ナ

ノ
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
に

よ
る

分
子

通
信

技
術

の
研

究
開

発
 

・
状

況
・

環
境

の
変

化
を

自
律

的
に

判
断

し
柔

軟
に

情
報

通
信

を
行

う
生

物
に

学
ぶ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

の
研

究
開

発
 

な
ど

の
萌

芽
的

情
報

通
信

技
術

の
研

究

開
発

 

 

2
0

1
0

年
：

 

・
細

胞
・

生
体

機
能

分
子

の
機

能
再

構
築

技
術

の
開

発
 

 2
0

1
5

年
：

 
 

・
バ

イ
オ

モ
デ

ル
に

見
ら

れ
る

デ
ー

タ
圧

縮
や

デ
ー

タ
処

理
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

リ
バ

ー
ス

エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
の

実
現

 

・
圧

縮
・

処
理

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

を
シ

リ
コ

ン
ベ

ー
ス

の
ハ

ー
ド

ウ
エ

ア
で

実
現

 

・
分

子
機

能
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
の

実
現

 

・
シ

リ
コ

ン
の

微
細

加
工

技
術

と
有

機
分

子
と

の
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
の

確
立

 

・
細

胞
・

分
子

と
シ

リ
コ

ン
と

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
タ

イ
プ

の
生

体
・

環
境

セ
ン

サ
技

術
の

一

部
実

用
化

 

 
 

 
 

 
 

 

2
0

2
0

年
：

 

・
細

胞
・

分
子

と
シ

リ
コ

ン
と

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
タ

イ
プ

の
生

体
・

環
境

セ
ン

サ
技

術
の

確

立
 

・
分

子
通

信
デ

バ
イ

ス
の

デ
ー

タ
圧

縮
・

処
理

技
術

の
確

立
 

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

を
可

能
と

す
る

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

の
確

立
 
 

・
分

子
機

能
評

価
ベ

ン
チ

の
整

備
 

・
分

子
を

用
い

た
符

号
化

・
復

号
化

技
術

，
選

別
・

輸
送

の
要

素
技

術
の

確
立

 

≪
米

国
≫

 

国
家

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

戦
略

（
2

0
0

0
年

1
月

～
）

 

下
、

ナ
ノ

バ
イ

オ
研

究
施

設
で

あ
る

N
B

T
C

 

（
N

a
n

o
b

io
te

c
h

n
o
lo

g
y 

C
e
n

te
r）

は
、

C
O

E
 
に

指
定

さ
れ

た
大

学
が

数
多

く
集

ま
っ

て
ナ

ノ
バ

イ
オ

の

研
究

を
実

施
。
特

に
ナ

ノ
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

分
野

に

お
け

る
デ

バ
イ

ス
へ

の
応

用
に

注
力

。
 

 ≪
欧

州
≫

 

F
P

7
に

お
い

て
、

 

・
公

募
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
「

バ
イ

オ
技

術
と

情
報

通
信

技
術

の
融

合
」

を
謳

う
。

2
0

百
万
€

 

・
公

募
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
F
E

T
（

未
来

・
先

進
研

究
）

の
3

番
目

を
「

バ
イ

オ
技

術
と

情
報

通
信

技
術

の
融

合

（
B

io
-
IC

T
 C

o
n

v
e
rg

e
n

c
e
）

」
と

し
、

テ
ー

マ
中

に
「

B
io

-
In

s
p

ir
e
d

 S
tr

a
te

g
ie

s
 o

f 
G

ro
w

th
, 

D
e
v
e
lo

p
m

e
n

t 
a
n

d
 E

v
o
lu

ti
o
n

」
を

掲
げ

る
。

予

算
規

模
：

2
0

百
万
€

  

 

◎
 

日
本

は
、

生
体

機
能

解

析
、

特
に

ナ
ノ

バ
イ

オ
ロ

ジ

ー
に

関
す

る
研

究
で

世
界

の
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

成
果

を
挙

げ
て

い
る

。
 

 

C
S

T
P

の
基

本
計

画
の

中

で
も

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

超

高
感

度
バ

イ
オ

セ
ン

サ

ー
・

ブ
レ

イ
ン

ー
マ

シ
ン

イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
技

術
が

重
要

な
研

究
開

発
課

題
と

し
て

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
。

 

 

生
体

分
子

セ
ン

サ
の

構

築
や

分
子

通
信

技
術

の
要

素
技

術
の

開
発

で
、

基
礎

か

基
礎

 
○

 

脳
情

報
通

信
技

術

と
分

子
デ

バ
イ

ス
の

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

と
な

る
バ

イ
オ

セ
ン

サ
技

術
で

、
符

号
化

・

復
号

化
・

伝
送

方
式

で

の
標

準
化

が
必

要
。

難
 

1
8

0
億

円

（
2

0
0

8
～

2
0

2
5

）

2
0

1
5

年
 

ナ
ノ

メ
デ

ィ
シ

ン
に

お
け

る
、

傷
害

や
病

気
を

受
け

た
組

織
、

神
経

な
ど

を
分

子
レ

ベ
ル

で
治

療
す

る
素

材
、

デ
バ

イ
ス

開
発

 

4
0

0
億

円
 

（
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
は

も
っ

と
大

き
い

で
あ

ろ

う
。

関
連

研
究

の
D

D
S

で
は

す
で

に
4

兆
円

市

場
と

な
っ

て
い

る
。

G
lo

b
a
l 
In

fo
rm

a
ti
o
n

 

In
c
の

報
告

書
）

 

 2
0

2
0

年
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
け

る
環

境
・

生
体

セ
ン

サ
 

1
0

0
0

億
円

 

（
バ

イ
オ

・
化

学
セ

ン
サ

の
2

0
0

7
の

市
場

予

想
 

4
0

億
ド

ル
 
株

式
会

社
デ

ー
タ

リ
ソ

ー
ス

レ
ポ

ー
ト

）
 

  

大
学

、
民

間
、

独
法

 

国
 

N
IC

T
が

先
導

的
役

割
を

担

う
形

で
初

期
段

階
の

分
子

通

信
・

生
物

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

研
究

を
実

施
し

て
い

る
。

 

民
間

・
大

学
等

で
分

子
通

信

技
術

開
発

へ
の

意
識

が
高

ま
っ

て
き

て
い

る
が

、
開

発
リ

ス
ク

が
高

い
こ

と
、

革
新

的
で

あ
る

こ
と

、
た

く
さ

ん
の

研
究

課
題

を
含

む
こ

と
か

ら
、

今
後

、
本

格
的

着
手

の
た

め
に

は
、

国
が

中
心

と
な

っ
て

国
内

の
リ

ソ
ー

ス
を

有
効

に
活

用
す

る
連

携
施

策
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

。
 

息
の

長
い

研
究

を
行

い
、

そ
れ

ぞ
れ

の
フ

ェ
ー

ズ
で

産
学

官
連

携
に

よ
っ

て
応

用
技

術
を

生
み

出
す

取
り

組
み

が
、

国
際

競
争

力
の

観
点

で
重

要
で

あ
る

。
ま

た
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

市
場

、
光

デ
バ

イ
ス

市
場

で
B

R
IC

S
市

場
が

急
速

に
拡

大
し

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
国

際
会

議
の

開
催

等
に

よ
り

欧
米

諸
国

は
も

と
よ

り
、

中
国

、
イ

ン
ド

や
ア

ジ
ア

地
域

で
の

連
携

も
強

化
。
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 2
0

2
5

年
：

 

・
産

業
用

分
子

セ
ン

サ
の

実
用

化
。

同
セ

ン
サ

に
よ

る
高

性
能

セ
ン

サ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の

開
発

 

・
自

己
組

織
的

・
自

律
的

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

と
し

て
の

ナ
ノ

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

の
出

現
 

・
超

低
エ

ネ
ル

ギ
ー

で
自

己
制

御
可

能
な

バ
イ

オ
モ

デ
ル

に
よ

る
分

子
通

信
シ

ス
テ

ム
技

術

の
確

立
 
 

・
生

体
分

子
セ

ン
シ

ン
グ

の
評

価
・

支
援

の
た

め
の

高
時

空
間

分
解

能
を

持
つ

高
精

度
計

測

シ
ス

テ
ム

の
確

立
 

・
自

己
組

織
性

・
自

律
性

を
有

す
る

セ
ン

サ
ー

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

    

ら
実

用
ま

で
広

い
ス

ペ
ク

ト
ル

で
研

究
開

発
が

進
行

中
。

 

 

D
D

S
に

関
し

て
は

バ
イ

オ
・

ナ
ノ

開
発

の
創

薬
メ

ー

カ
ー

に
よ

り
積

極
的

に
研

究
開

発
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

 

独
自

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を

立
ち

上
げ

て
い

る
他

国
と

の
競

合
と

い
う

増
大

し
つ

つ
あ

る
圧

力
の

下
に

あ
る

。

先
進

性
と

競
争

力
を

有
す

る
研

究
領

域
で

、
諸

外
国

に

よ
る

キ
ャ

ッ
チ

ア
ッ

プ
を

受
け

る
前

に
研

究
開

発
を

推
進

す
る

こ
と

が
必

要
。

富
士

経
済

（
超

微
細

技
術

開
発

産
業

発
掘

戦
略

調
査

H
1

7
経

産
省

委
託

）
に

よ
る

と
、

バ
イ

オ
セ

ン
サ

市
場

規
模

予
測

2
0

2
0

年
4

0
0

億

円
、

2
0

3
0

年
8

0
0

億
円

。
 

  

 
 

 
○

生
体

内
外

無
線

通
信

技
術

 

・
生

体
に

導
入

し
た

超
小

型
の

電
子

タ

グ
、

カ
プ

セ
ル

、
ロ

ボ
ッ

ト
等

と
IC

T

技
術

と
の

組
み

合
わ

せ
に

よ
り

、
個

体

認
識

、
医

療
情

報
取

得
、

高
度

治
療

な

ど
を

行
う

医
工

連
携

技
術

の
研

究
開

発
 

2
0

0
8

年
：

生
体

内
外

で
無

線
伝

送
す

る
た

め
の

超
小

型
ア

ン
テ

ナ
、

1
G

H
z
 
内

外
の

周
波

数
帯

に
お

け
る

生
体

内
外

広
帯

域
電

波
伝

搬
モ

デ
ル

の
開

発
 

2
0

1
0

年
：

通
信

方
式

等
の

生
体

内
及

び
生

体
外

近
傍

で
の

無
線

伝
送

の
基

礎
技

術
の

確
立

 

2
0

1
3

年
：

安
全

性
の

確
認

。
製

品
化

･
量

産
化

技
術

の
確

立
 

･
欧

米
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

等
の

医
療

、
福

祉
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
し

た
研

究
開

発
 

･
カ

ナ
ダ

、
北

欧
等

の
通

信
イ

ン
フ

ラ
ス

ト
ラ

ク
チ

ャ
を

用
い

た
ユ

ビ
キ

タ
ス

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
公

的
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

H
-
h

e
a
rt

h
等

あ
り

。
 

○
 

IC
T

を
コ

ア
技

術
と

す
る

医
工

連
携

領
域

の
研

究
開

発
は

あ
ま

り
見

当
た

ら
な

い
。

 

開
発

 
○

 

ボ
デ

ィ
エ

リ
ア

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

（
B

A
N

）
、

イ
ン

プ

ラ
ン

ト
セ

ン
サ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

の
標

準
化

が
必

要
。

 

や
や

難
 

1
0

0
億

円

（
2

0
0

8
～

2
0

1
3

）

日
本

の
医

療
機

器
市

場
（

約
2

兆
円

）
の

一
部

が
IC

T
応

用
機

器
に

置
換

り
、

製
品

･
サ

ー
ビ

ス

の
実

用
化

後
に

2
0

0
0

億
円

程
度

。
 

 

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
･
民

間
様

々
な

技
術

の
複

合
に

よ
り

シ

ス
テ

ム
は

成
り

立
つ

た
め

、
そ

の
効

率
的

研
究

開
発

と
標

準

化
、
法

制
化

の
推

進
の

た
め

に
、

産
学

官
連

携
コ

ン
ソ

シ
ア

ム
等

の
活

用
は

必
須

。
 

市
場

を
国

外
に

も
求

め
た

場

合
、

海
外

の
同

種
の

コ
ン

ソ
シ

ア
ム

活
動

と
の

ア
ラ

イ
ア

ン
ス

の
促

進
が

必
要

。
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新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の
 

研
究

段
階

 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

新
IC

T
パ

ラ
ダ

イ
ム

創
出

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

技
術

 

電
磁

波
の

未
踏

領
域

を
利

用
す

る
た

め

の
技

術
で

あ
り

、
こ

れ
に

よ
り

、
超

高
速

・

大
容

量
通

信
の

実
現

を
目

指
す

。
 

2
0

1
5

年
：

数
十

G
b

p
s

の
無

線
技

術
の

開
発

 

2
0

2
0

年
：

数
十

G
b

p
s

の
無

線
技

術
を

実
用

化
 

2
0

2
5

年
：

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
帯

の
高

度
な

利
用

技
術

の
開

発
及

び
光

フ
ァ

イ
バ

通
信

技

術
と

無
線

(T
H

z
)の

融
合

の
実

現
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
○

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
波

通
信

技
術

 

 
ミ

リ
波

で
は

帯
域

が
不

足
す

る
超

高

速
・

大
容

量
通

信
の

実
現

を
目

指
し

た
基

盤
技

術
開

発
 

2
0

1
5

年
：

数
十

G
b

p
s

の
無

線
技

術
の

開
発

 

2
0

2
0

年
：

数
十

G
b

p
s

の
無

線
技

術
を

実
用

化
 

2
0

2
5

 年
：

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
帯

の
高

度
な

利
用

技
術

の
開

発
、

光
フ

ァ
イ

バ
通

信
技

術

（
有

線
）

と
無

線
（

T
H

z
）

の
融

合
を

実
現

 

≪
米

国
≫

 

■
T

F
A

S
T

 
（

T
e
c
h

n
o
lo

g
y 

fo
r 

F
re

q
u

e
n

c
y 

A
g
ile

 

D
ig

it
a
lly

 S
yn

th
e
s
iz

e
d
 T

ra
n

s
m

it
te

r）
 

・
2

0
0

7
年

ま
で

の
計

画
で

、
予

算
は

F
Y

0
6

：
1

2
億

円
、

F
Y

0
7

：
1

2
.1

億
円

 

・
キ

ャ
リ

ア
周

波
数

が
数

百
G

H
z

の
超

高
速

通
信

、
フ

ェ
ー

ズ
ド

ア
レ

ー
ア

ン
テ

ナ
送

信
機

の
超

高
速

IC
開

発
。

 

 ■
T

H
O

R
 
（

T
e
ra

-
H

e
rt

z
 O

p
e
ra

ti
o
n

a
l 

R
e
a
c
h

-
b
a
c
k
/
O

p
ti
c
a
l 
&

 R
F
 C

o
m

b
in

e
d
 L

in
k
 

E
x
p

e
ri
m

e
n

t 
P

ro
g
ra

m
）

 

・
予

算
：

F
Y

0
3
：

1
1

.9
億

円
、
F
Y

0
4
：

4
1

.7
億

円
、
F
Y

0
5
：

2
9

.4
億

円
 

・
戦

場
な

ど
で

の
広

帯
域

通
信

手
段

と
し

て
未

開
拓

周
波

数
帯

の
電

波
の

利
用

が
検

討
さ

れ
て

お
り

、
D

e
fe

n
s
e
 

A
d
v
a
n

c
e
d
 R

e
s
e
a
rc

h
 P

ro
je

c
ts

 A
g
e
n

c
y 

（
D

A
R

P
A

）
が

支
援

、
陸

上
、

海
上

、
航

空
機

等
を

広
帯

域
で

接
続

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

の
開

発
を

支
援

。
 

 ≪
欧

州
≫

 

F
P

5
、

F
P

6
に

お
い

て
、

2
0

0
0

年
以

降
、

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
波

の
安

全
性

検
討

、
医

療
、

通
信

応
用

を
目

指
し

た
研

究
が

活
発

化
。

 

 ■
W

A
N

T
E

D
 
（

W
ir
e
le

s
s
 A

re
a
 N

e
tw

o
rk

in
g
 o

f 

T
e
ra

h
e
rt

z
 E

m
it
te

rs
 a

n
d

 D
e
te

c
to

rs
 

・
2

0
0

0
～

2
0

0
3

年
の

計
画

、
2

.9
6

億
円

3
6

ヶ
月

 

・
1

～
1

0
T

H
z

の
広

帯
域

半
導

体
発

振
器

や
検

波
器

を
開

発

し
、

テ
ラ

ビ
ッ

ト
級

W
A

N
の

可
能

性
を

検
討

。
 

 ■
N

A
N

O
-
T

E
R

A
 
（

B
a
lli
s
ti
c
 N

a
n

o
d
e
v
ic

e
s
 F

o
r 

T
e
ra

h
e
rt

z
 D

a
ta

 P
ro

c
e
s
s
in

g
）

 

・
2

0
0

2
～

2
0

0
4

年
、

3
6

ヶ
月

の
計

画
。

予
算

は
2

.1
億

円
、

フ
ラ

ン
ス

を
中

核
と

す
る

。
 

・
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

帯
信

号
処

理
デ

バ
イ

ス
の

研
究

。
 

 ■
S

U
P

E
R

-
A

D
C

 
（

A
/
D

 c
o
n

v
e
rt

e
r 

in
 

s
u

p
e
rc

o
n

d
u

c
to

r-
s
e
m

ic
o
n

d
u

c
to

r 
h

yb
ri
d
 

te
c
h

n
o
lo

g
y）

 

・
2

0
0

2
～

2
0

0
5

年
、

4
2

ヶ
月

の
計

画
、

予
算

は
6

1
億

円
、

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

を
中

核
と

す
る

。
 

・
高

温
超

伝
導

体
と

半
導

体
と

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
に

よ
る

超
高

速
A

D
変

換
器

の
実

現
を

目
指

し
た

研
究

。
 

 ■
T

e
ra

h
e
rt

z
 C

o
m

m
u

n
ic

a
ti
o
n

s
 L

a
b
 T

e
c
h

n
ic

a
l 

U
n

iv
e
rs

it
y 

o
f 

B
ra

u
n

s
c
h

w
e
ig

  

・
2

0
0

5
か

ら
の

計
画

で
、

予
算

は
不

明
、

ド
イ

ツ
を

中
核

と

す
る

。
 

・
3

0
0

G
H

z
 の

キ
ャ

リ
ア

周
波

数
を

使
用

し
た

無
線

シ
ス

テ

ム
の

開
発

に
向

け
、

ア
ン

テ
ナ

、
リ

フ
レ

ク
タ

、
無

線
チ

ャ

ネ
ル

な
ど

の
検

討
を

進
め

て
い

る
。

ま
た

、
連

続
波

キ
ャ

リ

ア
の

代
わ

り
に

1
0

0
G

H
z
-
3

T
H

z
 
の

成
分

を
ふ

く
む

パ

ル
ス

電
波

を
用

い
て

、
音

声
信

号
や

の
正

弦
波

信
号

（
5

G
H

z
）

の
伝

送
実

験
を

行
っ

て
い

る
。

 

○
 

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
波

発
生

、
検

出
技

術
分

野
が

急
成

長
中

。

国
際

的
に

も
、

デ
バ

イ
ス

か

ら
計

測
応

用
・

通
信

応
用

ま

で
広

範
囲

の
領

域
で

競
争

が
激

化
。

主
要

な
国

際
会

議

（
IR

-
M

M
W

･
T

H
z
）

で
の

論
文

投
稿

数
で

は
、

日
本

、

米
国

、
欧

州
が

同
等

程
度

。

1
0

G
b
p
s
（

キ
ャ

リ
ア

は

1
2

5
G

H
z
）

の
無

線
技

術

を
N

T
T

が
開

発
。

 

基
礎

 
◎

 

周
波

数
標

準
構

築
の

た

め
の

実
測

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

が
存

在
し

な
い

領
域

で
あ

る
の

で
、

緊
急

に
そ

れ
を

構

築
し

、
IT

U
-
R

で
の

標
準

化

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

領
域

の
利

用
に

よ
っ

て
初

め
て

可
能

に
な

る
各

種
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

や
超

高
速

・
大

容

量
無

線
を

世
界

に
先

駆
け

て
確

立
し

、
実

用
化

、
標

準

化
す

る
こ

と
が

1
0

年
後

の

当
該

分
野

の
国

際
競

争
力

確
保

の
た

め
に

は
極

め
て

重
要

。
 

難
 

2
5

0
億

円

（
2

0
0

8
～

2
0

2
5

）

＜
IT

応
用

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

3
,8

0
0

億
円

 

 

ま
た

、
そ

の
他

の
分

野
へ

の
応

用

を
を

含
め

る
と

7
,0

0
0

億
円

強

（
2

0
1

5
年

）
の

国
内

市
場

規
模

が

見
込

ま
れ

る
。

 

 さ
ら

に
、

間
接

効
果

を
含

め
る

と
、

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
技

術
が

も
た

ら
す

経
済

効
果

は
総

計
で

は
2

兆
円

（
国

内
：

2
0

1
5

年
度

）
と

な
る

。
 

 以
上

に
つ

い
て

は
、

総
務

省
テ

ラ

ヘ
ル

ツ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
動

向
調

査
報

告
書

（
2

0
0

5
年

3
月

）
に

基
づ

く
。
 

独
法

 
国

 

 

技
術

動
向

、
推

進
方

策
、

提

言
、

普
及

啓
発

等
の

情
報

共
有

の
た

め
産

学
官

連
携

が
必

要
。

官
の

研
究

所
が

ハ
イ

リ
ス

ク

な
研

究
開

発
の

最
先

端
部

分
を

担
い

、
そ

こ
で

の
成

果
を

技
術

移
転

し
て

産
業

界
が

市
場

を
広

げ
て

い
く

と
い

う
形

が
必

要
。

そ
の

た
め

の
情

報
交

換
な

ど
の

場
と

し
て

、
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
な

ど
を

活
用

す
る

。
 

標
準

に
関

し
て

海
外

と
連

携
を

し
つ

つ
も

、
日

本
独

自
で

進
め

る

こ
と

が
必

要
。
一

方
で

米
国

N
IS

T
,

英
国

N
P

L
、

ド
イ

ツ
P

T
B

な
ど

と

協
力

し
、

各
種

標
準

や
標

準
化

へ

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

作
る

こ

と
が

重
要

。
こ

の
た

め
、

ま
ず

は

欧
州

の
N

P
L
、

P
T

B
と

組
ん

で
枠

踏
み

を
つ

く
る

こ
と

が
有

効
。

 

各
種

測
定

手
順

の
構

築
に

向
け

て
、

各
々

の
研

究
機

関
で

取
得

し

た
デ

ー
タ

の
相

互
比

較
を

行
い

、

そ
の

後
の

標
準

物
質

の
制

定
や

、

計
測

機
器

の
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ

確
保

に
向

け
た

方
策

を
議

論
し

て

ゆ
く

必
要

が
あ

る
た

め
、

国
際

会

議
の

開
催

等
に

よ
り

、
海

外
と

の

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
も

重
要

。

 

16



新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の
 

研
究

段
階

 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

新
IC

T
パ

ラ
ダ

 

イ
ム

創
出

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
脳

情
報

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

技
術

 

脳
内

の
情

報
処

理
や

情
報

表
現

を
，

高

精
度

か
つ

非
侵

襲
的

に
計

測
す

る
技

術

と
モ

デ
ル

化
す

る
技

術
を

基
礎

と
し

て
、

さ
ま

ざ
ま

な
脳

情
報

を
復

号
化

す
る

こ

と
を

可
能

に
す

る
。

復
号

化
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
行

う
技

術
を

発
展

さ
せ

る
こ

と

に
よ

り
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

等
情

報
通

信
に

用
い

る

メ
デ

ィ
ア

を
よ

り
脳

内
情

報
に

忠
実

に

動
作

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

最
終

的
に

は
脳

内
の

情
報

を
非

侵
襲

で
取

り
出

し
、

直
接

的
に

通
信

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
 

ま
た

、
通

信
技

術
の

進
歩

に
と

も
な

う

情
報

の
量

的
増

大
の

中
で

、
感

性
や

創
造

性
と

い
っ

た
人

間
の

有
す

る
重

要
な

特

性
が

受
け

る
影

響
に

つ
い

て
、

脳
活

動
計

測
を

通
じ

て
評

価
し

、
弊

害
の

指
摘

や
支

援
技

術
を

開
発

す
る

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
量

的
技

術
に

バ
ラ

ン
ス

す
る

質

的
評

価
技

術
を

確
立

す
る

。
 

 

2
0

1
2

 
年

：
 

・
近

赤
外

光
計

測
と

電
場

計
測

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
同

時
計

測
 

・
脳

内
情

報
復

号
化

の
た

め
の

各
種

分
析

方
法

の
確

立
 

・
運

動
、

感
覚

、
注

意
、

感
情

、
行

動
選

択
、

意
味

理
解

、
ひ

ら
め

き
に

関

わ
る

脳
内

機
構

の
特

定
 

2
0

1
5

 
年

：
 

・
近

赤
外

光
計

測
と

電
場

計
測

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
同

時
計

測
の

精
緻

化
 

・
運

動
、

感
覚

、
注

意
、

感
情

、
行

動
選

択
、

意
味

理
解

、
ひ

ら
め

き
に

関

わ
る

脳
内

機
構

の
モ

デ
ル

化
 

・
運

動
、

感
覚

、
注

意
、

行
動

選
択

に
関

わ
る

復
号

化
手

法
の

確
立

 

2
0

2
0

 
年

：
 

・
モ

デ
ル

に
基

づ
く

脳
内

情
報

や
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
予

測
 

・
感

情
、

ス
ト

レ
ス

、
意

味
理

解
、

ひ
ら

め
き

の
復

号
化

手
法

の
確

立
 

2
0

2
5

 
年

：
 

・
脳

活
動

を
マ

イ
ク

ロ
メ

ー
ト

ル
、

ミ
リ

秒
単

位
で

測
定

す
る

新
原

理
の

開

発
 

・
モ

デ
ル

に
基

づ
き

、
適

切
に

情
報

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

技
術

の
開

発
 

・
脳

情
報

伝
達

に
最

適
な

情
報

表
現

方
法

の
確

立
 

・
非

侵
襲

で
一

般
向

け
の

安
価

な
脳

直
結

型
リ

ア
ル

タ
イ

ム
通

信
イ

ン
タ

ー

フ
ェ

ー
ス

の
開

発
・

実
用

化
 

・
脳

情
報

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
か

ら
情

報
提

示
シ

ス
テ

ム
を

評
価

す
る

技
術

の

確
立

 

 
  

≪
米

国
≫

 

■
N

IH
（

国
立

衛
生

研
究

所
）

 

脳
関

連
予

算
は

、
2

0
0

6
年

で
約

4
8

億
3

,0
百

万

$
。

N
IH

総
年

間
予

算
の

約
1

6
.9

%
に

相
当

し
、

が
ん

へ
の

研
究

開
発

投
資

に
匹

敵
。

こ
の

予
算

を

元
に

1
6

の
研

究
所

の
連

携
に

よ
り

神
経

科
学

イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
を

立
上

げ
た

。
 

 ■
N

S
F
（

国
立

科
学

財
団

）
 

従
来

技
術

を
融

合
し

た
ナ

ノ
・

バ
イ

オ
・

イ
ン

フ

ォ
・

コ
グ

ノ
（

N
B

IC
）

と
い

う
研

究
開

発
を

推
進

。

 ≪
英

国
≫

 

医
学

研
究

会
議

（
M

R
C

）
の

神
経

科
学

予
算

（
2

0
0

5
年

）
は

約
1

0
7

百
万

￡
で

M
R

C
予

算
の

約
2

1
％

を
占

め
、

優
先

度
7

位
ま

で
の

研
究

領
域

の
4

領
域

が
神

経
科

学
分

野
。

【
H

1
9

年
5

月
脳

科
学

研
究

の
推

進
に

関
す

る
懇

談
会

報
告

書
】

 

 ≪
そ

の
他

≫
 

O
E

C
D

の
下

部
組

織
IN

C
F
で

ニ
ュ

ー
ロ

イ
ン

フ

ォ
マ

テ
ィ

ッ
ク

ス
の

観
点

か
ら

脳
イ

メ
ー

ジ
ン

グ

デ
ー

タ
を

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し

よ
う

と
い

う
試

み

が
な

さ
れ

て
い

る
が

、
情

報
通

信
へ

の
応

用
の

観

点
は

殆
ど

な
い

。
 

 
 

 
 

 
関

連
市

場
と

し
て

、
脳

直
結

型
汎

用
情

報
入

力
装

置
、

脳
直

結
型

リ
ア

ル
タ

イ
ム

通
信

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

装
置

を
想

定
。

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
5

年
：

7
,0

0
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
5

年
：

1
.2

兆
円

 

 
 

脳
情

報
通

信
の

実
現

の
た

め
に

は
、

非
常

に
多

額
の

研
究

資
金

を

要
し

、
リ

ス
ク

が
高

く
、
か

つ
様

々

な
研

究
開

発
要

素
を

含
ん

で
い

る

こ
と

か
ら

、
本

格
的

な
着

手
の

た

め
に

は
国

に
よ

る
研

究
開

発
を

進

め
る

必
要

が
あ

る
。

 

研
究

開
発

を
よ

り
効

率
的

に
進

め
る

た
め

に
は

、
す

で
に

そ
の

役

割
を

担
う

形
で

初
歩

的
な

研
究

開

発
を

実
施

し
て

お
り

、
国

際
的

に

も
高

い
実

績
を

有
し

て
い

る
国

内

研
究

機
関

の
研

究
開

発
成

果
を

積

極
的

に
活

用
す

る
こ

と
が

適
当

で

あ
る

。
 

非
侵

襲
脳

活
動

計
測

器
の

開
発

に
お

い
て

は
、

世
界

を
先

導
す

る

国
内

企
業

の
投

資
を

活
用

す
る

こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

B
N

Iの
開

発
に

つ
い

て
は

、
大

学
等

の
数

理
科

学
、

生
理

学
の

研

究
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

活
用

す
る

必

要
が

あ
る

。
ま

た
，

 

文
部

科
学

省
関

連
施

策
と

連
携

し
、

そ
の

成
果

を
活

用
す

る
こ

と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

技
術

的
な

側
面

か
ら

み
る

と
、

長

期
間

を
要

す
る

難
し

い
研

究
開

発
で

は
あ

る
も

の
の

、
い

く
つ

か
の

分
野

で
我

が
国

は
競

争
力

を
有

し
て

お

り
、

諸
外

国
に

模
倣

さ
れ

な
い

内
に

国
内

の
研

究
リ

ソ
ー

ス
を

有
効

に
活

用
し

て
研

究
開

発
を

進
め

る
こ

と
を

優
先

す
る

。
 

 
 

 
○

脳
活

動
非

侵
襲

計
測

技
術

 

脳
活

動
の

高
精

度
計

測
の

た
め

光
・

電
場

・
磁

場
計

測
を

高
度

化
す

る
技

術
。

 

よ
り

高
精

度
に

か
つ

非
侵

襲
的

に
脳

内
情

報
を

計
測

す
る

た
め

、
各

種
計

測
機

器
（

光
、

電
場

、
磁

場
等

）

の
高

度
化

を
行

う
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
の

機
器

を
組

み
合

わ
せ

て
同

時

計
測

し
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

通
信

に
よ

る
分

散
処

理
と

組
み

合
わ

せ
て

高

度
の

統
計

処
理

に
よ

る
統

合
を

行

い
、

正
確

な
脳

活
動

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

計
測

す
る

。
 

2
0

1
2

年
：

近
赤

外
光

計
測

と
電

場
計

測
の

オ
ン

ラ
イ

ン
同

時
計

測
に

よ
る

脳
内

情

報
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

計
測

 

2
0

1
5

年
：

上
記

シ
ス

テ
ム

で
の

脳
内

活
動

の
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
、

ミ
リ

秒
単

位
で

の

推
定

 

2
0

2
0

年
：

複
数

モ
ダ

リ
テ

ィ
ー

の
脳

活
動

計
測

に
最

適
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
造

の

構
築

 

2
0

2
5

年
：

脳
活

動
を

マ
イ

ク
ロ

メ
ー

ト
ル

、
ミ

リ
秒

単
位

で
測

定
す

る
新

原
理

の

開
発

 

 

海
外

に
お

い
て

は
目

立
っ

た
取

組
は

な
い

。
近

赤

外
光

計
測

は
日

本
が

最
も

進
ん

で
お

り
、

製
品

開

発
を

行
っ

て
い

る
の

は
日

本
の

み
で

あ
る

。
 

 
 

 
◎

 

組
み

合
わ

せ
た

測
定

方

法
は

我
が

国
独

自
の

ア
イ

デ
ア

。
 

基
礎

 
◎

 

計
測

し
た

脳
内

活
動

の
効

率
的

な
符

号
化

の

標
準

化
が

必
要

。
 

難
 

1
2

0
0

億
円

 

（
2

0
0

8
〜

 

2
0

2
5

）

＜
高

精
度

オ
ン

ラ
イ

ン
マ

ル
チ

モ
ー

ダ
ル

同
時

計
測

装
置

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
5

年
：

5
0

0
億

円
 

 高
精

度
オ

ン
ラ

イ
ン

マ
ル

チ
モ

ー

ダ
ル

同
時

計
測

装
置

と
は

、
光

，
電

場
，

磁
場

な
ど

複
数

の
計

測
方

法
を

組
み

合
わ

せ
，

高
精

度
・

オ
ン

ラ
イ

ン
で

脳
活

動
を

計
測

す
る

装
置

の
こ

と
。

 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
、

民
間

 

 
 

○
脳

情
報

モ
デ

ル
化

技
術

 

 
脳

情
報

の
推

定
と

モ
デ

ル
化

す

る
技

術
。

 

脳
に

お
け

る
情

報
処

理
の

様
式

と
表

現
を

脳
活

動
や

行
動

デ
ー

タ

で
解

明
し

、
情

報
が

表
現

さ
れ

て
い

る
脳

の
場

所
を

特
定

。
モ

デ
ル

を
構

築
す

る
こ

と
で

、
脳

情
報

通
信

（
復

号
化

・
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
技

術
）

に
必

要
な

基
礎

情
報

を
提

供
す

る
。

 

2
0

1
2

年
：

運
動

、
感

覚
、

注
意

、
感

情
、

行
動

選
択

、
意

味
理

解
、

ひ
ら

め
き

に

関
わ

る
脳

内
機

構
の

特
定

 

2
0

1
5

年
：

上
記

の
脳

内
機

構
の

モ
デ

ル
化

 

2
0

2
0

年
：

モ
デ

ル
に

基
づ

く
脳

内
情

報
や

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

予
測

 

2
0

2
5

年
：

モ
デ

ル
に

基
づ

き
、

適
切

に
情

報
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
技

術
の

開

発
 

  

視
覚

や
運

動
の

脳
内

機
構

の
モ

デ
ル

化
は

米
国

、

英
国

で
も

行
わ

れ
て

い
る

が
、

注
意

、
感

情
、

行

動
選

択
、

ひ
ら

め
き

な
ど

高
次

機
能

に
つ

い
て

は

始
ま

っ
た

ば
か

り
。

 

◎
 

計
算

理
論

に
基

づ
い

た

脳
情

報
モ

デ
ル

化
技

術
は

我
が

国
が

世
界

を
リ

ー
ド

。

基
礎

 
○

 

脳
情

報
の

モ
デ

ル
や

モ
デ

ル
化

手
法

の
標

準

化
が

必
要

。
 

難
 

4
5

0
億

円
 

（
2

0
0

8
〜

 

 
 

2
0

2
5

）

＜
脳

情
報

通
信

の
基

礎
と

な
る

さ
ま

ざ
ま

な
モ

デ
ル

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
5

年
：

5
0

0
億

円
 

 脳
情

報
通

信
の

基
礎

と
な

る
さ

ま

ざ
ま

な
モ

デ
ル

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
と

は
、

運
動

、
感

覚
、

注
意

、
感

情
、

行
動

選
択

、
意

味
理

解
、

ひ
ら

め
き

に
関

わ
る

脳
情

報
の

モ
デ

ル
を

標
準

化
さ

れ
た

形
式

で
登

録
し

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

こ
と

。
 

 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
 

 
 

○
脳

情
報

復
号

化
技

術
 

脳
活

動
を

、
主

と
し

て
オ

フ
ラ

イ

ン
で

復
号

化
し

、
脳

情
報

を
読

み
取

る
技

術
。

 

脳
内

情
報

の
処

理
と

伝
達

を
担

う
神

経
回

路
網

に
お

け
る

情
報

の

復
号

化
技

術
を

開
発

し
、

現
行

の
情

報
通

信
網

で
適

切
に

脳
情

報
を

伝

達
す

る
た

め
の

情
報

表
現

方
法

を

確
立

す
る

。
 

2
0

1
2

年
：

脳
内

情
報

復
号

化
の

た
め

の
各

種
分

析
方

法
の

確
立

 

2
0

1
5

年
：

運
動

、
感

覚
、

注
意

、
行

動
選

択
に

関
わ

る
復

号
化

手
法

の
確

立
 

2
0

1
7

年
：

感
情

、
ス

ト
レ

ス
、

意
味

理
解

、
ひ

ら
め

き
の

復
号

化
手

法
の

確
立

 

2
0

2
5

年
：

脳
情

報
伝

達
に

最
適

な
情

報
表

現
方

法
の

確
立

 

 

脳
情

報
復

号
化

の
試

み
は

海
外

（
お

も
に

米
国

、

英
国

、
オ

ラ
ン

ダ
）

で
も

開
始

さ
れ

て
間

も
な

い
。

◎
 

非
侵

襲
脳

活
動

計
測

に

基
づ

く
復

号
化

は
日

本
が

世
界

を
リ

ー
ド

。
 

基
礎

 
◎

 

復
号

化
・

伝
送

方
法

等

に
標

準
化

が
必

要
（

音
声

C
O

D
E

C
, 
M

P
E

G
等

と

同
様

）
。

 

難
 

3
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
〜

 

2
0

2
5

）

＜
脳

直
結

型
汎

用
情

報
入

力
装

置

（
非

侵
襲

・
一

般
向

け
）

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
5

年
：

2
,0

0
0

億
円

 

 脳
直

結
型

汎
用

情
報

入
力

装
置

（
非

侵
襲

・
一

般
向

け
）

と
は

、
正

確
に

脳
内

の
さ

ま
ざ

ま
な

情
報

（
注

意
、

感
情

、
ス

ト
レ

ス
、

意
味

理
解

な
ど

高
次

認
知

表
現

を
含

む
）

を
復

号
化

し
て

機
械

に
入

力
で

き
る

装
置

の
こ

と
。

 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
 

17



 
 

○
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
技

術
 

 
脳

内
情

報
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で

機
械

（
人

工
四

肢
、

ロ
ボ

ッ
ト

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
）

が
理

解
で

き
る

言
語

に
置

き
換

え
る

た
め

の
適

切
な

符

号
化

方
式

及
び

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー

ス
（

B
N

I: 
B

ra
in

 N
e
tw

o
rk

 

In
te

rf
a
c
e
）

の
開

発
。

 

2
0

1
5

年
：

障
害

者
の

補
助

な
ど

限
定

さ
れ

た
用

途
で

簡
単

な
操

作
が

で
き

る
通

信

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

の
開

発
 

2
0

1
7

年
：

脳
内

情
報

の
符

号
化

方
式

の
開

発
 

2
0

2
5

年
：

非
侵

襲
で

一
般

向
け

の
安

価
な

脳
直

結
型

リ
ア

ル
タ

イ
ム

通
信

イ
ン

タ

ー
フ

ェ
ー

ス
の

開
発

・
実

用
化

 

米
国

で
は

、
1

9
9

0
年

代
後

半
か

ら
、

D
A

R
P

A

と
N

IH
が

B
M

I（
ブ

レ
イ

ン
マ

シ
ン

イ
ン

タ
フ

ェ

ー
ス

）
研

究
に

年
間

数
十

億
円

か
ら

百
億

円
に

達

す
る

研
究

予
算

を
1

0
年

以
上

に
わ

た
っ

て
投

資

し
て

い
る

。
 

○
 

 
単

独
の

測
定

方
法

に
よ

る
簡

単
な

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

は
米

独
等

で
臨

床
実

験
中

だ
が

、
複

数
手

法
の

統

合
を

利
用

し
た

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

は
日

本
に

強
み

が
あ

る
。

 

 

基
礎

 
◎

 

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

の
標

準
化

が
必

要
（

IS
O

, 

IE
E

E
等

）
。

 

難
 

6
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
〜

 

2
0

2
5

）

＜
脳

直
結

型
リ

ア
ル

タ
イ

ム
通

信
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
装

置
（

非
侵

襲
・

一
般

向
け

）
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
5

年
：

1
,0

0
0

億
円

 

 脳
直

結
型

リ
ア

ル
タ

イ
ム

通
信

イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
装

置
（

非
侵

襲
・

一
般

向
け

）
と

は
、

（
ロ

ボ
ッ

ト
や

人
工

四
肢

な
ど

，
主

に
運

動
制

御
に

関
わ

る
装

置
を

，
脳

活
動

で
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

制
御

す
る

た
め

の
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
の

こ
と

。
 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
 

 
 

○
脳

情
報

の
評

価
技

術
 

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

わ

る
脳

情
報

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

作

成
し

、
そ

れ
に

基
づ

き
情

報
提

示
シ

ス
テ

ム
を

評
価

す
る

技
術

。
 

感
情

、
ス

ト
レ

ス
、

意
味

理
解

、

創
造

性
、

注
意

に
関

連
す

る
脳

情
報

を
特

定
し

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

作
成

し
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
基

づ
き

、
情

報
提

示
シ

ス
テ

ム
の

わ
か

り
や

す

さ
、

ユ
ー

ザ
ー

に
与

え
る

ス
ト

レ
ス

や
、

ユ
ー

ザ
ー

に
生

じ
る

ひ
ら

め
き

や
創

造
性

を
定

量
的

に
評

価
す

る

技
術

を
開

発
す

る
。

 

 

2
0

1
2

年
：

感
情

、
ス

ト
レ

ス
、

注
意

、
意

味
理

解
、

創
造

性
に

関
連

す
る

脳
活

動

の
特

定
 

2
0

2
0

年
：

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
わ

る
脳

情
報

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

作
成

 

2
0

2
5

年
：

脳
情

報
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

か
ら

情
報

提
示

シ
ス

テ
ム

を
評

価
す

る
技

術

の
確

立
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
わ

る
感

情
、

ス
ト

レ

ス
、

意
味

理
解

、
創

造
性

な
ど

主
観

に
関

わ
る

脳

研
究

は
、

脳
活

動
の

非
侵

襲
計

測
技

術
の

進
歩

に

伴
っ

て
、

海
外

で
も

精
力

的
に

進
め

ら
れ

て
い

る
。

◎
 

脳
情

報
の

デ
ー

タ
ベ

ー

ス
か

ら
情

報
提

示
シ

ス
テ

ム
を

評
価

す
る

ア
イ

デ
ア

は
我

が
国

独
自

。
 

基
礎

 
◎

 

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

作
成

の
た

め
に

は
脳

情
報

デ

ー
タ

の
標

準
化

が
必

要

で
あ

る
。

 

難
 

4
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
〜

 

2
0

2
5

）

＜
情

報
ス

ト
レ

ス
、

感
性

情
報

評
価

シ
ス

テ
ム

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
5

年
：

1
,0

0
0

億
円

 

 

情
報

ス
ト

レ
ス

、
感

性
情

報
評

価

シ
ス

テ
ム

と
は

、
感

情
や

ス
ト

レ
ス

に
関

す
る

脳
情

報
の

復
号

化
技

術
を

利
用

し
て

、
情

報
の

受
け

手
の

ス
ト

レ
ス

や
感

情
の

状
態

を
評

価
す

る
シ

ス
テ

ム
の

こ
と

。
 

 

＜
人

間
に

優
し

い
情

報
提

示
評

価
支

援
シ

ス
テ

ム
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
5

年
：

1
,0

0
0

億
円

 

 人
間

に
優

し
い

情
報

提
示

評
価

支

援
シ

ス
テ

ム
と

は
、

情
報

ス
ト

レ
ス

、

感
性

情
報

評
価

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

て
、

ス
ト

レ
ス

を
与

え
ず

、
快

適
な

情
報

提
示

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

評
価

す
る

シ
ス

テ
ム

の
こ

と
。

 

 

＜
創

造
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
評

価
支

援
シ

ス
テ

ム
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
5

年
：

1
,0

0
0

億
円

 

 創
造

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

評

価
支

援
シ

ス
テ

ム
と

は
、

意
味

理
解

や
ひ

ら
め

き
に

関
す

る
脳

情
報

の
復

号
化

技
術

を
応

用
し

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

場
の

参
加

者
が

よ
り

創
造

的
な

状
態

に
向

か
う

こ
と

を
評

価
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
の

こ
と

。
 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
、

民
間
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新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の
 

研
究

段
階

 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に
 

必
要

な
資

金
 

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
産

学
官

の
連

携
 

国
際

連
携

方
策

 

ユ
ビ

キ
タ

ス
プ

ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

 

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

誰
で

も
、
そ

の
場

の
状

況
に

応
じ

た
必

要
な

情
報

通
信

サ
ー

ビ

ス
を

簡
単

に
利

用
可

能
に

す
る

共
通

基
盤

（
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
）

を
生

み
出

す
。

混

在
す

る
様

々
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

や
、

大
規

模
・

複
雑

化
す

る
シ

ス
テ

ム
を

意
識

せ

ず
、
ユ

ー
ザ

が
自

由
に

創
意

工
夫

し
て

新
し

い
サ

ー
ビ

ス
を

生
み

出
せ

る
環

境
を

実
現

す
る

。
 

2
0

1
2

年
：

ユ
ー

ザ
が

簡
単

に
ユ

ビ
キ

タ
ス

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
で

き
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
普

及
が

開
始

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
ユ

ビ
キ

タ
ス

サ
ー

ビ
ス

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

技
術

 

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

誰
で

も
、

そ
の

場
の

状
況

に
応

じ
た

必
要

な
情

報
通

信

サ
ー

ビ
ス

を
簡

単
に

利
用

可
能

と
す

る
た

め
の

端
末

技
術

及
び

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
技

術
を

開
発

し
、

混
在

す
る

様
々

な
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

や
、

大
規

模
・

複
雑

化
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

意
識

せ
ず

、
ユ

ー
ザ

が
自

由
に

創
意

工
夫

し
て

新
し

い
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
を

生
み

出
す

こ

と
が

可
能

と
な

る
よ

う
な

環
境

を
実

現
す

る
。

 

2
0

1
0

年
：

高
速

無
線

、
有

線
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

上
位

に
ユ

ビ
キ

タ
ス

の
共

通
イ

ン
フ

ラ
と

な
る

サ
ー

ビ
ス

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
構

築
し

、
社

会
シ

ス
テ

ム
、

サ
ー

ビ
ス

な
ど

が
効

果

的
に

相
互

作
用

で
き

る
た

め
の

基
盤

を
開

発
す

る
。

 

2
0

1
5

年
：

サ
ー

ビ
ス

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
お

い
て

、
ユ

ー
ザ

の
状

況
に

応
じ

た
ユ

ー
ザ

と
サ

ー
ビ

ス
の

つ
な

が
り

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
）

を
動

的
に

形
成

・
運

用
す

る
た

め
の

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
技

術
を

確
立

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

関
連

市
場

と
し

て
、

ユ
ビ

キ
タ

ス
サ

ー
ビ

ス
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム

市
場

及
び

広
域

デ
ー

タ
セ

ン
シ

ン

グ
市

場
を

想
定

。
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

4
.2

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
5

兆
円

 

 
 

 
 

 
 

 
○

ユ
ビ

キ
タ

ス
サ

ー
ビ

ス
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
技

術
 

 
様

々
な

セ
ン

サ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

等
が

収
集

し
た

多
種

多
様

な
情

報
（

状
況

情
報

）
を

広
く

共
有

化
し

て
、

簡
単

便
利

に
利

用
可

能
と

す
る

と
と

も
に

、
状

況
情

報
や

デ
ー

タ
の

流
れ

か
ら

対
象

と
な

る
人

/
も

の

の
置

か
れ

た
環

境
を

的
確

に
推

定
し

、
利

用
者

が
必

要
と

す
る

情
報

・
サ

ー
ビ

ス
を

発
見

・
合

成
し

、
提

供
す

る
た

め
の

技
術

を
確

立
 

・
状

況
情

報
配

信
技

術
 

 
様

々
な

シ
ス

テ
ム

に
ま

た
が

っ
て

状
況

情
報

を
共

有
化

し
、

い
つ

で
も

簡
単

・
効

率
的

に
利

用
可

能
と

す
る

技
術

、
ま

た
、

状
況

情
報

の
所

有
者

（
人

/
物

）
と

利
用

者
が

異
な

る
場

合
の

情
報

共
有

を
適

切
に

制
限

す
る

技

術
 

・
状

況
情

報
及

び
デ

ー
タ

ス
ト

リ
ー

ム
処

理
技

術
 

 
様

々
な

状
況

情
報

や
デ

ー
タ

ス
ト

リ
ー

ム
か

ら
対

象
と

な
る

人
/
も

の

の
環

境
を

的
確

に
認

識
し

、
利

用
者

が
必

要
と

す
る

最
適

な
情

報
や

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
可

能
と

す
る

技
術

 

2
0

1
0

年
：

ユ
ビ

キ
タ

ス
サ

ー
ビ

ス
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
技

術
が

開
発

さ
れ

、
様

々
な

シ
ス

テ
ム

に
ま

た
が

っ
て

状
況

情
報

を
共

有
し

、
い

つ
で

も
簡

単
・

効
率

的
に

状
況

情
報

が
利

用

可
能

に
な

る
情

報
配

信
技

術
や

、
様

々
な

状
況

情
報

や
デ

ー
タ

ス
ト

リ
ー

ム
か

ら
対

象

と
な

る
人

/
も

の
の

環
境

を
的

確
に

認
識

し
、

利
用

者
が

必
要

と
す

る
最

適
な

情
報

や

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
が

可
能

と
な

る
状

況
情

報
及

び
デ

ー
タ

ス
ト

リ
ー

ム
処

理
技

術
を

確
立

。
 

2
0

1
5

年
：

ユ
ビ

キ
タ

ス
サ

ー
ビ

ス
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
技

術
が

世
の

中
に

普
及

し
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

上
で

提
供

さ
れ

る
ユ

ビ
キ

タ
ス

サ
ー

ビ
ス

が
出

現
。

 

≪
欧

州
≫

 

「
F
P

7
」

の
中

で
、

ユ
ビ

キ
タ

ス

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
イ

ン
フ

ラ
や

サ

ー
ビ

ス
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

研

究
開

発
を

進
め

て
い

る
。

 

 ≪
ア

ジ
ア

≫
 

■
韓

国
 

「
u

-
IT

8
3

9
戦

略
」

の
中

で
、

R
F
ID

や
U

S
N

に
関

す
る

研
究

開

発
や

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

を
推

進
中

。
 

○
 

個
別

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

は
日

本
が

先
行

し
た

が
韓

国
な

ど
が

精
力

的
な

取
組

み
を

実
施

。

開
発

／
実

用
◎

 

運
用

母
体

の
異

な
る

ユ
ビ

キ
タ

ス

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー

ム
間

で
状

況
情

報

な
ど

を
国

内
外

を

問
わ

ず
ト

ラ
ン

ス

ペ
ア

レ
ン

ト
に

交

換
す

る
こ

と
が

求

め
ら

れ
る

た
め

、

研
究

成
果

を
広

く

活
用

す
る

上
で

、

国
際

的
な

標
準

化

は
極

め
て

有
効

、

か
つ

重
要

で
あ

る
。

 

や
や

難
 

1
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）
 

＜
ユ

ビ
キ

タ
ス

サ
ー

ビ
ス

プ
ラ

ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

3
.6

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
3

兆
円

 

 世
界

市
場

に
つ

い
て

は
、

2
0

0
7

年
に

お
け

る
日

本
と

世
界

の
P

C
台

数
比

が
1

8
倍

、
日

本
に

比
べ

て
の

普
及

フ
ァ

ク
タ

ー
を

0
.

２
と

仮
定

し
て

算
出

。
3

.6
兆

X
１

８
X

0
.2

=
1

3
兆

円
と

な
る

。
 

民
間

、
大

学
 

国
、

民
間

ユ
ビ

キ
タ

ス
サ

ー
ビ

ス

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
開

発
し

た
技

術
が

よ
り

早
く

世
の

中
へ

普
及

促
進

さ
せ

る
た

め
に

「
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
等

の
協

力
を

得
て

産

学
官

の
連

携
を

推
進

す
る

こ
と

が
有

効
。

 

ユ
ビ

キ
タ

ス
サ

ー
ビ

ス

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

は
社

会
基

盤
で

あ
り

、
そ

の
基

盤

の
普

及
に

は
そ

れ
を

活
用

し
た

サ
ー

ビ
ス

を
普

及
が

不
可

欠
で

あ
る

。
ユ

ビ
キ

タ

ス
サ

ー
ビ

ス
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
単

体
で

の
研

究
開

発
活

動
だ

け
で

な
く

、
同

様

の
研

究
開

発
活

動
を

行
っ

て
い

る
E

U
研

究
開

発
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
F
P

7
）

等
、

国

内
外

を
問

わ
ず

広
く

連
携

す
る

こ
と

が
有

効
で

あ
る

。

 
 

 
○

ユ
ビ

キ
タ

ス
セ

ン
シ

ン
グ

デ
ー

タ
透

過
技

術
 

 
様

々
な

情
報

を
利

用
し

て
ユ

ー
ザ

の
生

活
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

に

は
、

ユ
ー

ザ
を

取
り

巻
く

環
境

に
偏

在
す

る
ユ

ビ
キ

タ
ス

セ
ン

シ
ン

グ
デ

ー
タ

を
柔

軟
に

利
用

可
能

と
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

そ
こ

で
、

ユ
ー

ザ
が

常
に

携
帯

す
る

端
末

（
携

帯
電

話
な

ど
）

と
そ

の
周

囲
の

複
数

の
セ

ン
サ

で
構

成
し

た
小

規
模

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
P

A
N

：
P

e
rs

o
n

a
l 
A

re
a
 

N
e
tw

o
rk

）
内

の
デ

ー
タ

の
利

用
に

加
え

、
近

傍
の

P
A

N
内

の
デ

ー
タ

や
遠

隔
の

P
A

N
内

の
デ

ー
タ

も
、

そ
れ

ら
の

所
在

を
意

識
す

る
こ

と
な

く

透
過

的
に

利
用

可
能

に
す

る
技

術
を

確
立

。
 

・
P

A
N

間
自

動
構

成
技

術
 

 
近

隣
の

P
A

N
間

通
信

を
成

立
さ

せ
る

た
め

の
自

動
構

成
技

術
 

・
近

隣
・

遠
隔

の
セ

ン
シ

ン
グ

デ
ー

タ
探

索
・

収
集

技
術

 

 
P

A
N

間
で

セ
ン

シ
ン

グ
デ

ー
タ

を
共

有
・

提
供

可
能

と
す

る
技

術
。

ま

た
、

利
用

し
た

い
所

望
の

セ
ン

シ
ン

グ
デ

ー
タ

の
所

在
を

指
定

す
る

こ
と

な
く

透
過

的
に

デ
ー

タ
を

利
用

可
能

と
す

る
技

術
。

 

2
0

1
0

年
：

携
帯

電
話

な
ど

を
中

心
に

構
成

し
た

複
数

の
P

A
N

が
協

調
す

る
こ

と
で

、
様

々
な

と

こ
ろ

に
遍

在
す

る
ユ

ビ
キ

タ
ス

セ
ン

シ
ン

グ
デ

ー
タ

を
利

用
可

能
と

す
る

ユ
ビ

キ
タ

ス
セ

ン
シ

ン
グ

デ
ー

タ
透

過
技

術
を

確
立

。
 

2
0

1
5

年
：

ユ
ビ

キ
タ

ス
セ

ン
シ

ン
グ

デ
ー

タ
透

過
技

術
が

世
の

中
に

普
及

し
、

様
々

な
と

こ
ろ

に
遍

在
す

る
ユ

ビ
キ

タ
ス

セ
ン

シ
ン

グ
デ

ー
タ

を
利

用
す

る
多

種
・

多
様

な
サ

ー
ビ

ス

が
提

供
さ

れ
る

。
 

  

セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

関
わ

る
標

準
化

団
体

で
あ

る
Z

ig
B

e
e

ア
ラ

イ
ア

ン
ス

や
米

国
U

C
L
A

の

C
E

N
S

（
C

e
n

te
r 

fo
r 

E
m

b
e
d
d
e
d

 N
e
tw

o
rk

e
d
 

S
e
n

s
in

g
）

で
は

セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

た
め

の
通

信
プ

ロ
ト

コ

ル
の

研
究

開
発

を
進

め
て

い
る

。

○
 

セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

に
関

す
る

技
術

は
日

本
で

も
企

業
・

大
学

に
お

い
て

研

究
開

発
が

進
め

ら
れ

て
い

る
が

、
携

帯
端

末
を

中
心

に

構
成

し
た

P
A

N
の

協
調

利

用
は

実
現

さ
れ

て
お

ら
ず

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
 

開
発

 
◎

 

P
A

N
間

協
調

に

よ
る

セ
ン

シ
ン

グ

デ
ー

タ
の

共
有

を

行
う

た
め

に
は

、

国
際

的
な

標
準

化

が
重

要
。

 

や
や

難
 

3
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）
 

＜
広

域
デ

ー
タ

セ
ン

シ
ン

グ
市

場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.5

5
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

2
兆

円
 

 ユ
ビ

キ
タ

ス
セ

ン
シ

ン
グ

デ
ー

タ
透

過
技

術
の

実
用

化
に

よ
り

、

ユ
ー

ザ
の

日
常

生
活

に
関

わ
る

ユ

ビ
キ

タ
ス

セ
ン

シ
ン

グ
デ

ー
タ

を

柔
軟

に
利

用
可

能
と

す
る

携
帯

電

話
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

が
実

現
。

市

場
規

模
は

携
帯

電
話

の
契

約
者

数

（
現

在
の

約
半

分
を

想
定

）
、

セ

ン
サ

、
サ

ー
ビ

ス
料

金
（

3
つ

の
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の

サ
ー

ビ
ス

は
約

半
分

の
ユ

ー
ザ

が

利
用

す
る

場
合

）
、

通
信

料
金

等

か
ら

算
出

し
、

2
0

1
5

年
に

お
け

る
国

内
市

場
を

0
.5

5
兆

円
と

予

測
。

世
界

市
場

に
つ

い
て

は
、

上

記
と

同
様

に
仮

定
し

て
算

出
。

0
.5

5
X

1
8

X
0

.2
=
2

兆
円

と
な

る
。

 

民
間

 
国

、
民

間
ユ

ビ
キ

タ
ス

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
や

セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
分

野
で

は
、

実

用
化

の
促

進
の

た
め

、
基

盤

技
術

か
ら

利
用

技
術

ま
で

広
く

技
術

開
発

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
産

官
学

で

連
携

し
、

企
業

、
大

学
を

含

め
関

連
機

関
で

進
め

ら
れ

て
い

る
研

究
の

成
果

を
広

く
か

つ
有

効
に

統
合

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

Z
ig

B
e
e
ア

ラ
イ

ア
ン

ス

が
P

A
N

に
お

け
る

通
信

プ

ロ
ト

コ
ル

を
中

心
に

標
準

化
し

て
い

る
。

そ
こ

で
の

活

動
に

よ
っ

て
、

他
の

海
外

企

業
（

テ
レ

コ
ム

イ
タ

リ
ア

、

フ
ラ

ン
ス

テ
レ

コ
ム

等
）

と

の
連

携
を

推
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
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新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の
 

研
究

段
階

 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に
 

必
要

な
資

金
 

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体

資
金

提

供
主

体
産

学
官

の
連

携
 

国
際

連
携

方
策

 

ユ
ビ

キ
タ

ス
プ

ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

●
個

人
認

証
・

課
金

シ
ス

テ
ム

技
術

 

IC
カ

ー
ド

、
電

子
タ

グ
、

情
報

家
電

な

ど
の

様
々

な
ユ

ビ
キ

タ
ス

ア
プ

ラ
イ

ア

ン
ス

（
端

末
）

を
用

い
、

相
互

運
用

性
が

確
保

さ
れ

た
安

全
な

認
証

、
課

金
を

実
現

す
る

基
盤

技
術

を
開

発
す

る
 

2
0

1
0

年
：

IC
カ

ー
ド

、
電

子
タ

グ
、

情
報

家
電

な
ど

の
様

々
な

ユ
ビ

キ
タ

ス
ア

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

（
端

末
）

間
に

お
い

て
、

迅
速

な
相

互
接

続
性

や
、

信
頼

性
の

高
い

相
互

認
証

・
相

互
運

用
性

が
確

保
さ

れ
る

。
 

2
0

1
5

年
：

ユ
ー

ザ
か

ら
の

ニ
ー

ズ
と

そ
れ

に
見

合
っ

た
サ

ー
ビ

ス
を

適
宜

結
び

つ
け

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

形
成

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

た
め

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

抜
本

的
に

向
上

さ
せ

た
認

証
・

課
金

シ
ス

テ
ム

が
構

築
さ

れ
る

。
さ

ら
に

、
安

全
性

の
高

い
通

信
、

サ
ー

ビ
ス

情
報

を
ア

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
で

取
捨

選
択

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
 

2
0

2
0

年
：

国
際

的
な

相
互

運
用

性
を

確
保

し
た

個
人

認
証

、
課

金
シ

ス
テ

ム
基

盤
技

術
の

確
立

 

 
水

平
型

の
サ

ー
ビ

ス
統

合
の

軸
と

し
て

、
シ

ン
グ

ル
サ

イ
ン

オ
ン

を
軸

と
し

た
統

合
認

証
技

術
の

開
発

が
標

準
化

団
体

の
O

A
S

IS
や

、
リ

バ
テ

ィ
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
な

ど
の

業
界

団
体

を
中

心
と

し
て

進
め

ら
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

統
合

認
証

技
術

に
お

い
て

は
、
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

ポ
リ

シ
ー

に
応

じ

た
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

実
現

の
た

め
に

、
利

用
者

の
情

報
を

統
語

的
に

管
理

す
る

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
イ

管
理

技
術

も
包

含
し

て
い

る
。

 

 
W

E
B

ベ
ー

ス
の

認
証

技
術

と
い

て
U

R
L
ベ

ー
ス

の
O

p
e
n

ID
な

ど
の

分
散

認
証

技
術

が
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
サ

ー
ビ

ス
等

で
の

利
用

が
進

め
ら

れ
て

い
る

も

の
の

ID
生

成
に

あ
た

り
厳

密
な

ユ
ー

ザ
確

認
を

行
わ

な
い

た
め

に
課

金
と

の

連
携

は
行

わ
れ

て
い

な
い

。
 

○
 

高
い

相
互

運
用

性
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

Id
e
n

ti
ti
y
の

統
一

管
理

基
盤

の
実

現
を

目
指

し
、

O
A

S
IS

や
L
A

P
な

ど
の

団
体

に
積

極
的

に
参

加
し

て
標

準
制

定

に
寄

与
し

て
い

る
。

こ
の

外
、

総

務
省

を
中

心
に

集
中

管
理

型
の

認

証
基

盤
の

構
築

に
関

す
る

研
究

・

開
発

が
進

め
ら

れ
て

き
た

。
 

各
種

ユ
ビ

キ
タ

ス
端

末
の

能
力

や

サ
ー

ビ
ス

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ

シ
ー

を
考

慮
し

て
最

適
な

認
証

方

式
に

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

す
る

研
究

・

開
発

が
行

わ
れ

て
い

る
。

 

認
証

：
 

開
発

／
実

用

課
金

：
 

開
発

 

◎
 

統
合

認
証

技

術
、

ア
イ

デ
ン

テ

ィ
テ

イ
管

理
技

術

が
標

準
化

技
術

を

ベ
ー

ス
に

お
い

て

い
る

現
状

を
踏

ま

え
る

と
国

際
的

な

標
準

化
は

不
可

欠

と
な

る
。

 

課
金

シ
ス

テ
ム

に

お
け

る
ト

ー
タ

ル

シ
ス

テ
ム

と
し

て

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ

評
価

基
準

の
国

際

レ
ベ

ル
で

の
統

一

化
が

必
要

と
な

る
。

 

難
 

1
0

0
億

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）
 

関
連

市
場

と
し

て
、

下
記

の
機

器
群

市

場
に

加
え

、
両

技
術

要
素

に
関

わ
る

サ
ー

ビ
ス

の
市

場
も

想
定

さ
れ

、
そ

の
規

模
は

以
下

の
通

り
。

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

4
8

0
億

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

4
,8

0
0

億
円

 

 

本
サ

ー
ビ

ス
を

月
額

2
0

0
円

、

2
0

1
5

年
に

お
け

る
普

及
フ

ァ
ク

タ
を

0
.2

と
仮

定
し

、
 

1
億

人
 
X

 2
0

0
円

/
月

 
X

 1
2

ヶ
月

X
0

.2
 =

 4
8

0
億

と
算

出
。

（
た

だ
し

、

本
サ

ー
ビ

ス
は

基
盤

で
あ

る
た

め
、

こ
れ

自
身

で
の

市
場

は
あ

ま
り

大
き

く
な

ら

な
い

。
関

連
す

る
市

場
も

考
え

る
と

莫
大

な
規

模
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

が
、

予
測

は
難

し
い

。
）

ま
た

、
世

界
に

お
い

て
は

、

普
及

が
遅

れ
る

と
考

え
、

世
界

市
場

は
、

国
内

市
場

の
約

1
0

倍
と

見
込

ん
だ

。
 

 

そ
の

結
果

、
本

研
究

開
発

課
題

全
体

で

は
、

以
下

の
市

場
が

見
込

ま
れ

る
。

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

2
,6

0
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

2
.6

兆
円

 

民
間

、
国

国
、

民
間

こ
れ

ま
で

の
産

学

官
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

成
果

を
活

か
し

た
り

、

取
組

み
を

国
内

外
に

ア
ピ

ー
ル

す
る

な
ど

連
携

を
密

に
す

る
こ

と
で

、
国

際
競

争
力

を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
、
開

発
技

術
の

国
際

標
準

化
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
ま

た
「

安

心
・

安
全

イ
ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

推
進

協
議

会
」
等

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
活

用
す

る
こ

と
で

も
こ

う
し

た
連

携
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

認
証

基
盤

の
実

現
・

活
用

に
あ

た
っ

て

は
端

末
・

機
器

が
国

を

ま
た

い
で

使
用

さ
れ

る
こ

と
も

想
定

し
、
国

際
標

準
化

団
体

と
の

連
携

を
推

進
さ

せ
る

こ
と

が
有

効
。

 

 
 

 
○

決
済

イ
ン

フ
ラ

間
お

よ
び

異
種

ア
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
間

に
お

け
る

相

互
運

用
性

の
確

立
技

術
 

 
国

内
・

国
際

を
問

わ
ず

、
イ

ン
フ

ラ
間

に
渡

り
決

済
機

能
が

相
互

接

続
さ

れ
て

、
ど

こ
に

い
っ

て
も

、
ど

ん
な

ア
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
を

用
い

て

も
決

済
を

可
能

と
す

る
技

術
。

 

2
0

1
0

年
：

 
異

な
る

決
済

イ
ン

フ
ラ

間
に

お
け

る
決

済
端

末
の

相
互

接
続

が
確

保
さ

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

複
数

の
課

金
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
相

互
運

用
が

実
現

。
 

プ
リ

ペ
イ

ド
方

式
の

電
子

決
済

シ
ス

テ
ム

の
イ

ン
フ

ラ
整

備
が

進
展

す
る

。
 

N
F
C

（
N

e
a
r 

F
ie

ld
 C

o
m

m
u

n
ic

a
ti
o
n

）
へ

の
対

応
に

よ
り

非
接

触
IC

カ

ー
ド

規
格

間
の

相
互

接
続

が
実

現
。

 

2
0

1
5

年
：

各
種

決
済

イ
ン

フ
ラ

、
課

金
シ

ス
テ

ム
間

に
お

け
る

相
互

運
用

性
が

確
保

。
 

2
0

2
0

年
：

国
際

間
で

の
統

一
的

な
決

済
サ

ー
ビ

ス
（

電
子

現
金

な
ど

）
を

可
能

と
す

る
相

互
運

用
性

の
確

保
 

≪
欧

州
≫

 

■
ド

イ
ツ

 

R
M

V
が

N
F
C

を
用

い
た

携
帯

電
話

に
よ

る
交

通
系

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
。

 

 ■
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
 

ド
イ

ツ
と

同
様

の
方

式
が

試
験

運
用

中
。

 

 ■
フ

ラ
ン

ス
 

IC
カ

ー
ド

の
保

険
証

の
配

布
が

始
ま

り
、

カ
ー

ド
を

使
っ

た
認

証
に

よ
っ

て
、

個
人

の
医

療
情

報
に

ア
ク

セ
ス

可
能

と
な

っ
て

い
る

。
 

 ≪
ア

ジ
ア

≫
 

■
韓

国
 

L
G

 
T

e
le

c
o
m

が
B

a
n

k
 O

n
と

い
う

携
帯

電
話

に
金

融
チ

ッ
プ

を
挿

入
す

る
こ

と
で

プ
リ

ペ
イ

ド
、
ポ

ス
ト

ペ
イ

ド
サ

ー
ビ

ス
が

利
用

で
き

る
サ

ー
ビ

ス

が
普

及
し

て
い

る
。

現
在

1
7

行
が

提
携

し
て

い
る

。
ま

た
、

T
-
m

o
n

e
yと

呼
ば

れ
る

S
IM

チ
ッ

プ
を

携
帯

電
話

に
挿

入
し

て
利

用
す

る
交

通
系

サ
ー

ビ

ス
が

あ
る

。
 

○
 

モ
バ

イ
ル

コ
マ

ー
ス

分
野

に
お

け
る

実
用

化
技

術
に

関
し

て
は

日

本
が

先
行

し
て

い
る

が
、

国
際

的

な
相

互
運

用
性

に
つ

い
て

は
今

後

の
課

題
 

モ
バ

イ
ル

P
K

Iに
基

づ
き

、
モ

バ
イ

ル
事

業
者

、
サ

ー
ビ

ス
プ

ロ
バ

イ

ダ
間

で
相

互
運

用
が

可
能

と
な

る

モ
バ

イ
ル

認
証

基
盤

の
研

究
・

開

発
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

 
ま

た
N

F
C

に
つ

い
て

は
欧

州
で

着
実

に
検

討
が

進
捗

し
て

い
る

。

開
発

／
実

用
◎

 

ユ
ビ

キ
タ

ス
ア

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

に

お
け

る
相

互
運

用

性
に

関
し

て
は

国

際
的

な
標

準
化

が

重
要

 

現
行

の
ク

レ
ジ

ッ

ト
決

済
端

末
な

ど

と
同

様
に

、
ユ

ビ

キ
タ

ス
ア

プ
ラ

イ

ア
ン

ス
に

関
す

る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技

術
適

合
制

度
が

必

要
と

な
る

。
 

や
や

難
 

2
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）
 

＜
ポ

ー
タ

ブ
ル

決
済

端
末

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

3
2

0
億

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

3
,2

0
0

億
円

 

 2
0

0
7

年
に

お
け

る
国

内
市

場
が

2
0

0
億

円
で

あ
り

、
年

率
6

%
成

長
を

仮

定
し

て
、

2
0

1
5

年
に

お
い

て
は

3
2

0

億
円

を
想

定
。

 

, ＜
相

互
運

用
性

を
確

保
す

る
決

済
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
,0

0
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
兆

円
 

 

両
市

場
と

も
に

、
世

界
に

お
い

て
は

、

普
及

が
遅

れ
る

と
考

え
、

世
界

市
場

は
、

国
内

市
場

の
約

1
0

倍
と

見
込

ん
だ

。
 

 （
た

だ
し

、
こ

こ
で

決
済

に
よ

っ
て

生
じ

る
マ

ー
ケ

ッ
ト

は
算

出
に

入
れ

て
い

な

い
）

 

民
間

、
大

学
 

国
、

民
間

ま
た

、
開

発
し

た
技

術
が

よ
り

早
く

世
の

中
へ

普
及

促
進

さ
せ

る
た

め
に
「

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
や

決

済
シ

ス
テ

ム
等

に
関

す
る

検
討

を
行

っ
て

い
る
「

モ
バ

イ
ル

IT
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
等

の
協

力

を
得

て
こ

れ
ま

で
の

取
組

み
や

成
果

を
国

内
外

に
ア

ピ
ー

ル
す

る
な

ど
産

学
官

の
連

携
を

推
進

す
る

こ
と

が
有

効
。

 

 

ユ
ビ

キ
タ

ス
サ

ー

ビ
ス

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
国

際
標

準
化

を
見

据
え

て
、
フ

ォ
ー

ラ
ム

間
の

連
携

に
よ

る
調

整
や

、
そ

の
作

業

部
会

を
活

用
す

る
こ

と
が

必
要

。
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○
個

人
認

証
技

術
 

一
般

に
、

バ
イ

オ
メ

ト
リ

ク
ス

や

認
証

デ
バ

イ
ス

を
活

用
し

て
、

個
人

が
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
認

証
を

受

け
ら

れ
る

技
術

 

2
0

1
5

年
：

個
人

属
性

保
証

（
担

保
）

や
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

関
す

る
考

え
方

が
整

理
さ

れ
、

シ
ス

テ
ム

整
備

が
進

む
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
0

2
0

年
：

C
-
S

連
携

型
認

証
に

基
づ

く
セ

キ
ュ

ア
な

国
際

間
で

の
決

済
サ

ー
ビ

ス
や

そ
の

相
互

運
用

技
術

が
確

立
し

、
実

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
提

供
開

始
。

 

バ
イ

オ
メ

ト
リ

ク
ス

認
証

を
積

極
的

に
活

用
す

る
た

め
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

-

サ
ー

バ
（

C
-
S

）
連

携
型

の
バ

イ
オ

メ
ト

リ
ク

ス
認

証
な

ど
が

研
究

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
匿

名
認

証
技

術
な

ど
の

検
討

も
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

○
 

個
人

属
性

の
保

証
に

関
し

て

は
、

現
時

点
で

は
各

課
金

決
済

シ

ス
テ

ム
個

々
の

基
準

で
行

わ
れ

て

い
る

。
 

ま
た

、
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
プ

ラ
イ

バ

シ
ー

や
追

跡
不

可
能

性
な

ど
各

種

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

を
考

慮
し

た
匿

名

認
証

技
術

が
学

際
レ

ベ
ル

で
検

討

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

基
礎

／
開

発
◎

 

国
際

的
な

相
互

運
用

性
を

実
現

す

る
た

め
に

は
、

各

国
間

で
異

な
る

プ

ラ
イ

バ
シ

ー
ル

ー

ル
や

プ
ラ

イ
バ

シ

ー
の

考
え

方
に

ま

で
踏

み
込

ん
だ

検

討
が

必
要

。
ま

た
、

C
-
S

連
携

型
に

お

い
て

は
、

国
際

間

の
認

証
サ

ー
ビ

ス

も
想

定
さ

れ
る

た

め
、

生
体

認
証

の

シ
ス

テ
ム

と
し

て

の
国

際
的

な
評

価

基
準

を
作

成
す

る

必
要

が
あ

る
。

 

難
 

1
0

0
億

円

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）
 

 

＜
個

人
認

証
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

8
0

0
億

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

8
,0

0
0

億
円

 

 

国
内

市
場

に
つ

い
て

は
、

2
0

1
0

年
に

お
い

て
4

0
0

億
円

(B
S

C
調

査
)と

見
込

ま
れ

て
お

り
、

同
様

の
成

長
を

見
込

ん
で

算
出

。
世

界
市

場
に

つ
い

て
は

、
2

0
0

6

年
に

お
い

て
は

世
界

/
日

本
の

市
場

比
率

が
約

1
0

倍
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

約

8
0

0
0

億
円

と
算

出
。

 

国
、

大

学
、

民
間

国
、

民
間

C
-
S

連
携

型
の

バ

イ
オ

メ
ト

リ
ク

ス
認

証
方

式
の

基
本

研
究

は
、
国

内
に

お
い

て
も

積
極

的
に

成
さ

れ
て

い
る

が
、
産

業
界

で
は

自
ら

の
商

品
や

ﾏ
ｰ
ｹ
ｯ
ﾄ

戦
略

に
沿

っ
た

研
究

を
個

別
に

、
ま

た
大

学

で
も

要
素

技
術

を
そ

れ
ぞ

れ
個

別
に

研
究

す
る

な
ど

に
よ

り
、
利

便
性

・
事

業
性

な
ど

の

面
で

実
用

化
研

究
ま

で
に

は
到

っ
て

い
な

い
。
産

官
学

連
携

の
研

究
体

制
を

構
築

し
、
実

用
化

に
向

け
て

技
術

検
討

を
加

速
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
。

 

個
人

認
証

に
お

い
て

は
、
本

人
性

の
保

証
が

重
要

で
あ

り
、
公

的
な

認
証

技
術

と
の

連
携

が
必

要
と

な
る

。
 

IS
O

な
ど

で
バ

イ

オ
メ

ト
リ

ク
ス

認
証

に
使

用
す

る
テ

ン
プ

レ
ー

ト
の

共
通

化
や

、

保
護

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

標
準

化
な

ど
の

検
討

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、

各
標

準
化

団
体

と
連

携
を

図
る

こ
と

が
必

要
。
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新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の
 

研
究

段
階

 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
産

学
官

の
連

携
 

国
際

連
携

方
策

 

ユ
ビ

キ
タ

ス
プ

ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
ユ

ビ
キ

タ
ス

端
末

技
術

 

ユ
ー

ザ
に

身
近

な
端

末
で

、
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
、

ユ
ー

ザ
の

状
況

に
応

じ
た

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
サ

ー
ビ

ス

を
提

供
で

き
る

端
末

技
術

の
開

発
 

2
0

1
0

年
：

・
ユ

ビ
キ

タ
ス

端
末

技
術

の
確

立
 

・
電

子
タ

グ
リ

ー
ダ

/
ラ

イ
タ

機
能

 

・
シ

ー
ム

レ
ス

機
能

 

・
M

2
M

通
信

機
能

 

2
0

1
5

年
：

ユ
ビ

キ
タ

ス
端

末
サ

ー
ビ

ス
普

及
及

び
低

価
格

M
2

M
通

信
端

末
の

出
現

 

 
 

 
 

 
 

関
連

市
場

と
し

て
、

R
F
ID

携
帯

端
末

市
場

、
シ

ー
ム

レ
ス

端
末

市
場

及
び

無
線

M
2

M
グ

ロ
ー

バ

ル
市

場
を

想
定

。
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

3
.5

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

2
9

兆
円

 

 

R
F
ID

携
帯

端
末

市
場

と
シ

ー
ム

レ
ス

端
末

市

場
と

の
間

で
は

、
重

複
が

存
在

す
る

た
め

、
上

記

の
金

額
は

、
こ

れ
ら

３
市

場
の

合
計

金
額

と
一

致

し
な

い
。

 

 
 

 
 

 
 

 
○

電
子

タ
グ

リ
ー

ダ
／

ラ
イ

タ
機

能
付

小
型

携
帯

端
末

技
術

 

 
身

近
な

端
末

で
、

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

電
子

タ
グ

や

セ
ン

サ
を

用
い

た
多

様
な

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
可

能
と

す
る

技
術

の
確

立
 

2
0

1
0

年
：

ユ
ビ

キ
タ

ス
端

末
技

術
の

開
発

 

2
0

1
5

年
：

ユ
ビ

キ
タ

ス
端

末
の

普
及

 

 
個

別
ユ

ビ
キ

タ
ス

技

術
は

日
本

が
先

行
し

た

が
、

韓
国

が
精

力
的

な
取

組
み

を
行

っ
て

お
り

、

E
T

R
Iに

よ
る

チ
ッ

プ
開

発
、

携
帯

機
試

作
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

○
 

個
別

ユ
ビ

キ
タ

ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

は
日

本
が

先
行

的
に

取
組

み
。

 

開
発

／
実

用
 

○
 

IS
O

/
IE

C
 

J
T

C
1

/
S

C
3

1
に

て

モ
バ

イ
ル

R
F
ID

の
標

準
化

を
検

討
。

 

難
 

8
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

＜
R

F
ID

携
帯

端
末

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.7

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

7
.5

兆
円

 

 国
内

で
は

2
0

1
5

年
に

は
年

間
7

0
0

0
万

台
の

端
末

需
要

が
あ

る
と

推
定

さ
れ

、
う

ち
２

割
が

タ

グ
リ

ー
ダ

機
能

が
あ

る
と

仮
定

し
て

算
出

。
5

万

X
1

4
0

0
万

台
=
０

．
７

兆
円

と
な

る
。

 

世
界

で
は

2
0

1
5

年
に

は
年

間
1

5
億

台
の

マ

ー
ケ

ッ
ト

が
あ

り
、

そ
の

１
割

タ
グ

リ
ー

ダ
機

能

が
あ

る
と

仮
定

し
て

算
出

。
５

万
x
１

5
0

0
0

万
台

=
7

.5
兆

円
と

な
る

 

電
子

タ
グ

R
/
W

機
能

搭
載

に
よ

る
端

末
、

及
び

電
子

タ
グ

自
体

の
需

要
、

販
売

の
拡

大
の

み
な

ら

ず
、

本
技

術
導

入
に

よ
る

新
規

サ
ー

ビ
ス

事
業

の

創
出

、
拡

大
等

に
も

大
き

く
貢

献
し

、
市

場
効

果

も
極

め
て

大
き

い
。

 

民
間

、
大

学
 

国
、

民
間

ユ
ビ

キ
タ

ス
端

末
の

実

現
に

は
、

超
小

型
モ

ジ
ュ

ー

ル
化

技
術

等
に

関
す

る
専

門
知

識
・

研
究

設
備

を
有

す

る
大

学
や

メ
ー

カ
ー

、
そ

れ

に
サ

ー
ビ

ス
提

供
主

体
と

な
り

得
る

携
帯

電
話

事
業

者
等

、
並

び
に

民
間

の
利

害

調
整

を
行

う
官

が
一

体
と

な
っ

て
検

討
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
産

産
学

官

が
連

携
し

て
進

め
て

い
く

こ
と

が
有

効
。

 

ユ
ビ

キ
タ

ス
端

末
の

国
際

標
準

化
を

見
据

え

て
、

フ
ォ

ー
ラ

ム
間

の
連

携
に

よ
る

調
整

や
、

そ
の

作
業

部
会

を
活

用
す

る

こ
と

が
必

要
。

（
IS

O
/
IE

C
 

J
T

C
1

/
S

C
3

1
や

IT
U

等
に

積
極

的
な

寄
与

が

有
効

。
）

 

 
 

 
○

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
・

シ
ー

ム
レ

ス
端

末
技

術
 

 
F
M

C
の

拡
大

に
向

け
た

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
・

シ
ー

ム

レ
ス

端
末

技
術

の
確

立
。

 

通
信

方
式

の
違

い
を

認
識

す
る

だ
け

で
な

く
、

各
種

サ
ー

ビ
ス

を
統

合
で

き
る

イ
ン

テ
リ

ジ
ェ

ン
ト

な
端

末

技
術

。
 

2
0

0
8

年
以

降
：

F
M

C
の

拡
大

 

2
0

1
0

年
 

シ
ー

ム
レ

ス
技

術
の

確
立

・
標

準
化

（
N

W
機

能
含

む
）

 

2
0

1
5

年
 

シ
ー

ム
レ

ス
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

 

 
端

末
と

し
て

は
海

外

メ
ー

カ
ー

が
先

行
。

 

○
 

F
M

C
サ

ー
ビ

ス
に

関
し

て
は

欧
米

等
が

先
行

し
て

い
る

状
況

に
あ

る
。

 

し
か

し
、
技

術
力

に

関
し

て
は

日
本

も
高

く
、
諸

外
国

と
拮

抗
し

て
い

る
。

 

実
用

 
◎

 

 
通

信
分

野
は

グ
ロ

ー
バ

ル
化

が
進

展
し

て
お

り
、
国

際
標

準
化

の
獲

得
が

そ
の

後
の

国
際

競
争

力
に

大
き

な
影

響
を

与
え

る
状

況
に

あ
る

。
 

 
F
M

C
等

に
お

け
る

シ
ー

ム
レ

ス
化

技
術

は
通

信
分

野
で

核
と

な
る

技
術

で
あ

り
、
国

際
標

準
化

す
る

意
義

は
高

い
。

 

標
準

 
1

0
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
1

）

（
シ

ー
ム

レ
ス

化
部

分
の

み
）

＜
シ

ー
ム

レ
ス

端
末

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

2
.5

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
5

兆
円

 

 国
内

で
は

2
0

1
5

年
に

は
年

間
7

0
0

0
万

台
の

端
末

需
要

が
あ

る
と

推
定

さ
れ

、
う

ち
7

割
が

シ

ー
ム

レ
ス

機
能

が
あ

る
と

仮
定

し
て

算
出

。
５

万

X
5

0
0

0
万

台
=
2

.5
兆

円
と

な
る

。
 

世
界

で
は

2
0

1
5

年
に

は
年

間
1

5
億

台
の

マ

ー
ケ

ッ
ト

が
あ

り
、

そ
の

２
割

が
シ

ー
ム

レ
ス

と

仮
定

し
て

算
出

。
5

万
x
3

0
0

0
0

万
台

=
1

5
兆

円

と
な

る
。

 

F
M

C
の

拡
大

に
伴

い
、

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
・

シ

ー
ム

レ
ス

端
末

の
市

場
は

既
存

の
携

帯
端

末
を

置

換
す

る
も

の
と

な
る

た
め

、
市

場
規

模
は

極
め

て

大
き

い
。

 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

民
間

シ
ー

ム
レ

ス
化

の
実

現

に
お

い
て

は
、

民
間

業
者

間

の
利

害
関

係
の

調
整

が
必

要
で

あ
る

た
め

、
学

官
を

加

え
た

産
学

官
全

体
で

の
取

り
組

み
が

望
ま

し
い

。
 

シ
ー

ム
レ

ス
化

の
実

現
に

は
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

側
の

機
能

が
重

要
で

あ

る
。

こ
の

た
め

、
ユ

ビ
キ

タ
ス

端
末

の
国

際
標

準

化
を

見
据

え
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

側
機

能
の

標
準

化

な
ど

も
含

め
て

、
IT

U
等

へ
の

積
極

的
な

寄
与

が

必
要

。
 

 
 

 
○

モ
ノ

通
信

向
け

ユ
ビ

キ
タ

ス
端

末
技

術
 

 
家

庭
や

個
人

向
け

端
末

に
加

え
て

モ
ノ

向
け

の
通

信

端
末

を
開

発
す

る
。

特
に

R
F
ID

が
不

得
意

と
す

る
屋

外
・

面
的

展
開

、
長

距
離

通
信

可
能

な
端

末
技

術
 

～
2

0
0

9
年

：
R

F
ID

の
普

及
 

2
0

1
1

年
：

屋
外

も
含

め
た

面
的

展
開

可
能

な
モ

ノ
通

信
向

け
ユ

ビ
キ

タ
ス

サ
ー

ビ
ス

 

 
 

 
 

 
 

･
単

機
能

、
専

用
端

末
 

 

･
自

動
車

、
自

転
車

、
ペ

ッ
ト

に
装

着
で

き
る

小
型

端
末

 

･
長

電
池

寿
命

端
末

 

2
0

1
5

年
：

低
価

格
・

使
い

切
り

可
能

な
端

末
 

 
海

外
で

は
既

存
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

を
使

っ
た

モ

ノ
通

信
向

け
研

究
開

発

が
活

発
化

。
超

小
型

の
通

信
モ

ジ
ュ

ー
ル

（
m

o
te

）

な
ど

を
活

用
し

た
研

究

が
盛

ん
。

 

○
 

 
M

o
te

を
用

い
た

各

種
セ

ン
サ

ー
の

開
発

や
適

用
が

進
め

ら
れ

て
い

る
ほ

か
、

独
自

O
S

に
よ

っ
て

ア
ル

タ

イ
ム

性
を

確
保

し
て

い
る

例
も

あ
り

。
 

開
発

／
実

用
 

◎
 

端
末

価
格

の
低

減

の
た

め
国

際
標

準
化

は
必

須
。

 

標
準

 
6

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

 ※
端

末
v
e
r.
1

の
開

発
費

2
0

億
円

（
開

発
直

接
費

1
0

億
円

、

そ
の

他
の

費
用

1
0

億
円

）
 

 
V

e
r.
3

ま
で

開
発

す
る

と
し

て
6

0
億

円
を

計
上

 

＜
無

線
M

2
M

グ
ロ

ー
バ

ル
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
1

年
：

0
.8

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
1

年
：

8
兆

円
 

※
用

途
別

内
訳

は
以

下
の

通
り

。
 

A
M

R
：

4
.5

兆
円

 

テ
レ

マ
テ

ィ
ク

ス
：

1
兆

円
 

そ
の

他
：

2
.5

兆
円

 

※
地

域
別

内
訳

は
以

下
の

通
り

。
 

北
米

：
3

兆
円

 

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
：

2
.5

兆
円

 

ア
ジ

ア
：

1
.6

兆
円

 

日
本

：
0

.8
兆

円
 

民
間

 
民

間
モ

ノ
通

信
向

け
ユ

ビ
キ

タ
ス

端
末

は
環

境
・

防
災

等
、

公
共

性
の

高
い

分
野

で

活
用

さ
れ

る
可

能
性

が
高

い
。

よ
っ

て
、

ブ
ロ

ー
ド

バ

ン
ド

通
信

と
比

較
し

て
相

当
の

低
価

格
化

が
要

求
さ

れ
、

リ
ス

ク
の

高
い

ビ
ジ

ネ

ス
に

な
る

と
考

え
ら

れ
る

。

こ
の

た
め

、
学

官
の

呼
び

か

け
の

下
、

産
が

主
導

す
る

体

制
が

望
ま

し
い

 

 
端

末
価

格
の

低
減

の

た
め

国
際

標
準

化
は

必

須
で

あ
り

、
IT

U
-
R

等
へ

の
積

極
的

な
寄

与
が

必

要
。

 

 

22



新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の
 

研
究

段
階

 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
プ

ラ
ッ

ト

フ
ォ

ー
ム

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
●

著
作

権
管

理
基

盤
技

術
 

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

コ
ン

テ
ン

ツ
を

含
む

全

て
の

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
の

著
作

権
者

に
と

っ
て

、
そ

の
著

作
権

に
基

づ
く

利
用

制
限

の
付

与
や

変
更

が
容

易
に

行
え

、
利

用
者

に
と

っ
て

は
、

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

コ
ン

テ
ン

ツ
の

利
活

用
が

自
由

に
行

え
る

柔
軟

(f
le

x
ib

le
)で

か
つ

更
新

(r
e
n

e
w

a
l)

可
能

な
新

し
い

著
作

権
管

理
基

盤
を

生
み

出
す

こ
と

に
よ

っ
て

、
健

全
な

コ
ン

テ
ン

ツ
流

通
を

促
進

す
る

。
 

2
0

1
2

年
：

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
向

け
D

R
M

基
盤

技
術

の
実

用
化

に
向

け
た

技
術

開
発

、

及
び

技
術

評
価

完
了

 

2
0

1
5

年
：

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
向

け
D

R
M

基
盤

技
術

の
確

立
。

普
及

段
階

へ
移

行
。

 

 

商
用

コ
ン

テ
ン

ツ
向

け
の

D
R

M
技

術
と

し
て

は
、

各
ベ

ン
ダ

ー
固

有
の

独
自

D
R

M
と

並
行

し
て

、
M

a
rl
in

 

D
R

M
 
や

、
O

M
A

 

（
O

p
e
n

M
o
b
ile

A
lli
a
n

c
e
）

D
R

M

な
ど

の
標

準
技

術
に

基
づ

く
オ

ー
プ

ン
な

D
R

M
が

開
発

さ
れ

て
お

り
、

実

用
化

段
階

を
迎

え
て

い
る

が
、

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

コ
ン

テ
ン

ツ
向

け
に

関
し

て
は

初
期

の
研

究
段

階
に

留
ま

っ
て

い
る

。
 

○
 

商
用

コ
ン

テ
ン

ツ
向

け

D
R

M
技

術
開

発
の

レ
ベ

ル
は

諸
外

国
と

同
様

で
あ

る
が

、
民

生
機

器
の

実
装

面
で

は
、

世
界

に
先

駆
け

て
市

販
D

T
V

で
の

D
R

M
付

き
H

D
動

画
配

信
を

実

現
す

る
な

ど
、

先
進

的
な

試
み

が
な

さ
れ

て
い

る
部

分
も

あ

る
。

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

コ
ン

テ
ン

ツ
向

け
に

関
し

て
は

諸
外

国
と

同
様

の
状

況
で

あ
る

が
、

今
後

の
発

展
が

望
ま

れ
る

。
 

開
発

 
◎

 

公
平

な
競

争
環

境

を
作

り
出

す
観

点
で

国
際

標
準

化
は

重
要

で
あ

る
。

 

や
や

難
 

1
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
2

）

＜
市

場
損

失
防

止
効

果
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

8
0

0
億

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
兆

円
 

 D
R

M
が

な
い

た
め

に
不

正
に

コ
ピ

ー

さ
れ

て
被

る
損

害
は

2
0

0
６

年
で

も
音

楽
、

映
画

を
合

わ
せ

て
世

界
で

1
0

0
億

ド
ル

と
言

わ
れ

て
お

り
、

2
0

2
0

年
ま

で

に
少

な
く

見
積

も
っ

て
も

1
2

0
0

億
ド

ル
（

1
2

.7
兆

円
）

の
累

積
損

失
が

懸
念

さ
れ

る
。

年
間

あ
た

り
で

は
約

1
兆

円
と

見
込

ま
れ

る
。

ま
た

、
国

内
で

は
現

在
年

間
約

8
0

0
億

（
7

億
ド

ル
）

の
売

り
上

げ

の
オ

ー
ダ

で
あ

る
。

 

 ま
た

、
D

R
M

分
に

関
し

て
は

、
コ

ン

テ
ン

ツ
市

場
の

数
%

と
予

想
さ

れ
る

こ

と
か

ら
、

1
0

0
円

/
月

X
0

.３
億

人
X

1
2

 

=
 3

6
0

億
円

（
2

0
2

0
年

）
の

市
場

が
見

込
ま

れ
る

。
 

民
間

 
民

間
 

技
術

開
発

は
、

民
間

が
主

体
と

な
っ

て
進

め
る

こ
と

が
見

込
ま

れ

る
が

、
D

R
M

に
係

る
相

互
認

証
機

能
お

よ
び

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

更
新

機

能
に

係
る

P
K

I認
証

局
な

ど
の

イ

ン
フ

ラ
整

備
に

対
し

て
は

、
国

を

中
心

と
し

た
官

学
の

支
援

が
望

ま

し
い

。
 

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
は

国
境

を
ま

た
い

で
流

通
す

る
と

い
う

特

徴
が

あ
る

た
め

、
海

外
の

標
準

化

団
体

、
及

び
業

界
団

体
と

の
連

携

が
必

要
で

あ
る

。
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新
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の
 

研
究

段
階

 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
プ

ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
空

間
情

報
基

盤
技

術
 

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

ユ
ー

ザ
の

居
場

所
に

関
連

し
た

情
報

や
、

ユ
ー

ザ
が

指
定

し
た

任
意

の
場

所
の

情
報

を
、

詳
細

な
場

所
を

特
定

で
き

る
コ

ー
ド

（
空

間
コ

ー

ド
）

を
介

し
て

地
理

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

か
ら

取
り

出
し

て
利

用
可

能
と

す
る

技

術
を

開
発

す
る

。
 

2
0

1
0

年
：

ユ
ビ

キ
タ

ス
空

間
情

報
基

盤
の

開
発

 

2
0

1
5

年
：

実
用

化
・

空
間

情
報

サ
ー

ビ
ス

の
普

及
 

【
韓

国
】

 

Ｉ
S

O
／

T
C

2
1

1
に

お
い

て
、

U
B

G
I（

ユ
ビ

キ
タ

ス
地

理
情

報

分
野

）
ワ

ー
キ

ン
グ

・
グ

ル
ー

プ

設
立

を
提

案
。

昨
年

１
１

月
に

承

認
。

 
 

U
‐

P
o
s
it
io

n
（

ユ
ビ

キ
タ

ス
位

置
情

報
識

別
標

準
）

、

な
ど

を
推

進
。

 

個
別

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

は
日

本
が

先
行

し
た

が
韓

国
な

ど
が

精
力

的
な

取
組

み
を

実
施

。

 
 

 

 
4

2
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

＜
G

IS
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
0

年
：

6
.1

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
0

年
：

2
1

.9
兆

円
 

 

国
内

市
場

の
内

訳
は

以
下

の
通

り
。

 

 
国

 
 

 
 

 
 

8
3

7
億

円
 

 
自

治
体

 
 

 
2

,7
7

9
億

円
 

 
民

間
業

務
 

 
3

6
,4

8
3

億
円

 

 
カ

ー
ナ

ビ
 
 
 
1

0
,7

1
6

億
円

 

 
携

帯
端

末
 

 
 
9

,7
2

0
億

円
 

 
家

庭
 

 
 

 
 

8
3

7
億

円
 

 
 世

界
市

場
と

し
て

、
2

0
0

7
年

の
日

本
と

世
界

の
P

C
台

数
比

が
1

8
倍

、
日

本
に

比
べ

て
の

普
及

フ
ァ

ク
タ

ー
を

0
.２

と
仮

定
し

て
と

し
て

、
6

.1
兆

X
1

8
X

0
.2

=
2

1
.9

兆
円

 

  

 
ユ

ビ
キ

タ
ス

空
間

基
盤

の
実

現
に

は
、

実
用

化
の

促
進

の
た

め
、

基
盤

技
術

か
ら

利
用

技
術

ま
で

広
く

技
術

開
発

を
推

進

す
る

必
要

が
あ

る
。

産
学

官
で

連
携

し
、

企
業

、
大

学
を

含
め

関
連

機
関

で
進

め
ら

れ
て

い
る

研
究

の
成

果
を

広
く

か
つ

有

効
に

統
合

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

地
理

空
間

情
報

に
つ

い
て

は
、

IT
U

、
IS

O

等
の

国
際

標
準

化
団

体
に

お
い

て
標

準
化

が
検

討
さ

れ
て

お
り

、
北

米
、

欧
州

、
韓

国

な
ど

広
く

連
携

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

 
 

 
○

複
数

位
置

検
出

方
式

の
統

合
利

用
技

術
 

G
P

S
、

電
子

タ
グ

、
セ

ン
サ

ー

等
を

利
用

し
た

複
数

の
位

置
検

出
方

式
を

統
合

し
、

屋
外

か
ら

屋

内
ま

で
広

範
囲

で
の

位
置

検
出

を
可

能
と

す
る

技
術

。
 

  

2
0

1
0

年
：

複
数

位
置

検
出

方
式

の
統

合
利

用
技

術
の

開
発

 

2
0

1
5

年
：

標
準

化
・

共
通

基
盤

の
普

及
 

位
置

情
報

を
各

種
の

サ
ー

ビ

ス
に

共
通

的
に

提
供

す
る

よ
う

な
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
は

な
い

。

 

○
 

測
位

技
術

に
つ

い
て

は

諸
外

国
と

同
等

の
水

準
に

あ
る

。
 

開
発

 
◎

 

共
通

基
盤

の
競

争
力

維
持

の
た

め
に

も
標

準

化
は

重
要

。
 

標
準

 
民

間
、

大

学
 

国
、

民
間

 

 
 

 
○

G
IS

連
携

技
術

 

 
 

地
図

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

等
の

情

報
を

空
間

コ
ー

ド
に

関
連

づ
け

、

検
索

・
利

用
可

能
に

す
る

と
と

も

に
、

人
が

理
解

し
や

す
い

各
種

場

所
表

現
と

空
間

コ
ー

ド
と

を
相

互
に

変
換

す
る

た
め

の
空

間
表

現
技

術
。

 

2
0

1
0

年
：

G
IS

連
携

技
術

の
開

発
 

2
0

1
5

年
：

標
準

化
・

共
通

基
盤

の
普

及
 

 
緯

度
経

度
か

ら
住

所
へ

の
変

換
や

、
住

所
か

ら
緯

度
経

度
へ

の

変
換

の
機

能
（

ジ
オ

コ
ー

デ
ィ

ン

グ
と

呼
ば

れ
る

）
に

よ
る

サ
ー

ビ

ス
は

北
米

･
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

を
中

心

に
開

始
さ

れ
て

い
る

。
 

○
 

屋
外

を
対

象
と

し
た

ジ

オ
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
は

、
一

部
で

利
用

可
能

。

開
発

 
◎

 

地
理

空
間

情
報

は
グ

ロ
ー

バ
ル

サ
ー

ビ
ス

を

前
提

に
置

く
こ

と
が

不

可
欠

で
あ

り
、

国
際

標
準

化
の

獲
得

が
そ

の
後

の

国
際

競
争

力
に

大
き

な

影
響

を
与

え
る

状
況

に

あ
る

。
 

 

標
準

 
民

間
、

大

学
 

国
、

民
間
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IC
T

安
心

・
安

全
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に
 

必
要

な
資

金
 

（
概

算
）

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
産

学
官

の
連

携
 

国
際

連
携

方
策
 

セ
キ

ュ
ア

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
 

悪
意

あ
る

通
信

か
ら

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
守

る

通
信

技
術

、
認

証
・

暗
号

技
術

を
実

現
す

る
と

と
も

に
、

災
害

時
や

非
常

時
に

お
け

る
通

信
を

維
持

す
る

技
術

を
開

発
す

る
こ

と
で

、
安

心
・

安
全

な
通

信
イ

ン
フ

ラ
を

実
現

す
る

。
 

2
0

1
1

年
：

悪
意

の
あ

る
通

信
の

遮
断

の
実

現
 

2
0

1
5

年
：

 

・
非

常
時

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
技

術
の

実
現

 

・
セ

キ
ュ

ア
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

網
管

理
の

実
現

 

・
災

害
時

に
も

確
実

な
通

信
を

確
保

で
き

る
地

上
／

衛
星

共
用

モ
バ

イ
ル

通
信

技
術

の
実

現
 

・
次

世
代

暗
号

の
実

現
 

2
0

2
0

年
：

 

・
成

り
す

ま
し

対
策

技
術

の
実

現
 

・
情

報
資

産
管

理
基

盤
技

術
の

実
現

 

・
耐

量
子

計
算

機
暗

号
の

実
現

 

2
0

2
5

年
：

次
々

世
代

暗
号

技
術

の
実

現
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
非

常
時

衛
星

・
地

上
通

信
技

術
 

 
災

害
時

の
被

災
者

・
状

況
に

関
す

る
情

報
の

収
集

や
配

信
を

可
能

と
す

る
技

術
、

通
信

回
線

確
保

を
実

現
す

る
マ

ル
チ

シ

ス
テ

ム
ア

ク
セ

ス
に

関
す

る
技

術
及

び

全
国

ど
こ

で
も

、
災

害
時

等
に

も
携

帯
電

話
か

ら
通

信
を

行
う

た
め

の
技

術
 

2
0

1
0

年
 
: 

 

・
大

災
害

時
の

輻
輳

や
基

地
局

損
壊

等
が

あ
る

環
境

下
で

も
、

残
存

の
様

々
な

通
信

資
源

を
有

効
活

用
し

多
く

の
携

帯
電

話
が

使
え

る
た

め
の

、
非

常
時

通
信

の
共

通
基

盤
制

御
技

術
の

確
立

、
お

よ
び

基
地

局
を

用
い

な
い

ア
ド

ホ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
人

対
人

の
通

信
及

び
遠

隔
制

御
の

実
現

 

・
災

害
時

に
被

災
者

救
出

・
支

援
や

状
況

把
握

に
必

要
な

情
報

を
収

集
・

配
信

可
能

と
す

る
技

術
の

開
発

や
、

事
業

者

を
ま

た
が

っ
て

正
常

な
基

地
局

に
ア

ク
セ

ス
し

通
信

で
き

る
マ

ル
チ

シ
ス

テ
ム

ア
ク

セ
ス

を
可

能
に

す
る

基
本

技

術
を

開
発

 

2
0

1
5

年
：

 

・
多

数
の

ノ
ー

ド
が

存
在

す
る

状
況

で
の

ア
ド

ホ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
や

D
T

N
（

D
e
la

y 
T

o
le

ra
n

t 
N

e
tw

o
rk

）
技

術
の

開
発

お
よ

び
、

無
線

L
A

N
や

近
距

離
無

線
に

よ
る

管
理

不
要

の
ア

ド
ホ

ッ
ク

通
信

基
地

局
設

備
の

実
現

 

・
携

帯
電

話
、

無
線

L
A

N
、

近
距

離
無

線
、

W
iM

A
X

な
ど

複
数

の
通

信
手

段
を

具
備

し
た

D
T

N
（

D
e
la

y 
T

o
le

ra
n

t 

N
e
tw

o
rk

）
中

継
局

設
備

お
よ

び
各

種
モ

バ
イ

ル
機

器
で

の
非

常
用

通
信

基
盤

対
応

端
末

の
実

現
 

・
全

国
ど

こ
で

も
、

災
害

時
等

に
も

携
帯

電
話

か
ら

通
信

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
た

 
 

め
の

、
大

型
展

開
衛

星
通

信
シ

ス
テ

ム
技

術
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

中
継

技
術

、
高

効
 

率
デ

バ
イ

ス
技

術
等

の
開

発
 

 

 
 

 
 

 
 

関
連

市
場

と
し

て
、

非
常

時
ケ

ア
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

市
場

、
地

上
／

衛
星

共
用

携
帯

電
話

シ
ス

テ
ム

市
場

等
を

想
定

。
 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
.5

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

3
.0

兆
円

 

 

 
 

 
 

 
 

 
○

非
常

時
通

信
網

構
築

技
術

 

災
害

時
に

、
被

災
者

救
出

・
支

援

や
状

況
把

握
に

必
要

な
情

報
を

収

集
・

配
信

可
能

と
す

る
防

災
・

減
災

技
術

 

2
0

1
0

年
：

 

・
大

災
害

時
の

輻
輳

や
基

地
局

損
壊

等
が

あ
る

環
境

下
で

も
、

残
存

の
様

々
な

通
信

資
源

を
有

効
活

用
し

多
く

の
携

帯
電

話
が

使
え

る
た

め
の

、
共

通
基

盤
制

御
技

術
の

確
立

 

・
基

地
局

を
用

い
な

い
ア

ド
ホ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
人

対
人

の
通

信
及

び
遠

隔
制

御
の

実
現

 

2
0

1
5

年
：

 
 

・
多

数
の

ノ
ー

ド
が

存
在

す
る

状
況

で
の

ア
ド

ホ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
や

D
T

N
（

D
e
la

y 
T

o
le

ra
n

t 
N

e
tw

o
rk

）
技

術
の

開
発

 

・
非

常
時

通
信

の
共

通
基

盤
技

術
に

基
づ

く
通

信
設

備
な

ら
び

に
端

末
の

実
現

 

・
無

線
L
A

N
や

近
距

離
無

線
に

よ
る

管
理

不
要

の
ア

ド
ホ

ッ
ク

通
信

基
地

局
設

備
の

実
現

 

・
携

帯
電

話
、

無
線

L
A

N
、

近
距

離
無

線
、

W
iM

A
X

な
ど

複
数

の
通

信
手

段
を

具
備

し
た

D
T

N
（

D
e
la

y 
T

o
le

ra
n

t 

N
e
tw

o
rk

）
中

継
局

設
備

の
実

現
 

・
携

帯
電

話
を

初
め

と
す

る
各

種
モ

バ
イ

ル
機

器
で

の
非

常
用

通
信

基
盤

対
応

端
末

の
実

現
 

非
常

時
に

エ
ン

ド
ツ

ー
エ

ン
ド

の

接
続

性
が

保
証

で
き

な
い

状
況

に
お

い
て

も
情

報
伝

達
を

可
能

と
す

る

D
T

N
と

い
う

技
術

が
あ

る
。

D
T

N
に

つ
い

て
は

欧
米

、
特

に
E

U
で

盛
ん

に

研
究

が
な

さ
れ

て
お

り
、

H
a
g
g
le

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

2
0

0
6

～
）

な
ど

E
U

 

F
P

6
の

支
援

に
よ

る
研

究
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

が
立

ち
上

が
っ

て
い

る
。

 

○
 

ア
ド

ホ
ッ

ク
網

を
用

い
た

帰
宅

困
難

者
支

援

へ
の

実
証

実
験

な
ど

、
ア

ド
ホ

ッ
ク

網
が

総
務

省

関
東

通
信

局
な

ど
で

既

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。

D
T

N
に

関
す

る
研

究

は
日

本
で

は
ま

だ
十

分

に
は

た
ち

あ
が

っ
て

い

な
い

。
 

基
礎

 
○

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

制

御
基

盤
技

術
の

標
準

化
。
特

に
非

常
時

の
端

末
と

し
て

携
帯

端
末

を
想

定
し

た
場

合
、
本

邦
訪

問
中

の
ユ

ー
ザ

が
有

す
る

ロ
ー

ミ
ン

グ
端

末
の

収
容

の
た

め
に

は
技

術
の

標
準

化
が

必
要

で
あ

る
が

、

ロ
ー

ミ
ン

グ
端

末
の

比
率

は
小

さ
い

の
で

国
際

標
準

化
の

重
要

度
は

そ
う

高
く

は
な

い
。

 

や
や

難
 

2
5

億
円

程
度

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）
 

＜
非

常
時

ケ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.1

兆
円

 

2
0

2
0

年
：

0
.2

兆
円

 

2
0

2
5

年
：

0
.2

兆
円

 

（
2

0
1

5
年

、
ユ

ー
ザ

数
5

0
0

0
万

人
×

本
機

能
（

H
W

/
S

W
）

拡
充

コ
ス

ト

1
0

0
0

円
=
5

0
0

億
円

。
サ

ー
バ

側
合

計

コ
ス

ト
も

同
規

模
と

見
積

も
り

と
し

た
。

2
0

2
0

年
に

は
、

ユ
ー

ザ
数

が
1

億
人

に

増
加

、
サ

ー
バ

数
も

比
例

し
て

増
加

。

2
0

2
5

年
は

ユ
ー

ザ
数

変
わ

ら
ず

1
億

人
を

想
定

。
）

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.1

兆
円

 

2
0

2
0

年
：

0
.4

兆
円

 

2
0

2
5

年
：

2
兆

円
 
 

（
2

0
1

5
年

の
国

内
と

同
じ

根
拠

。

2
0

2
0

年
は

、
ユ

ー
ザ

数
4

億
人

想
定

。

2
0

2
5

年
に

は
ユ

ー
ザ

数
1

0
億

人
を

想

定
。

）
 

 

非
常

通
信

網
の

構
築

に
よ

り
、

災
害

時

に
利

用
可

能
な

通
信

回
線

が
確

保
さ

れ
、

迅
速

・
的

確
な

対
応

が
可

能
と

な
る

こ
と

に
よ

り
、

相
当

の
社

会
的

便
益

が
期

待
で

き
る

。
具

体
的

に
は

、
災

害
が

予
測

で
き

な
い

た
め

予
め

こ
の

基
盤

に
対

応
し

た

携
帯

電
話

等
の

端
末

を
大

半
の

国
民

に

持
た

せ
る

こ
と

が
本

技
術

を
活

用
す

る

た
め

に
は

有
効

で
あ

り
、

そ
の

規
模

は
大

き
い

。
但

し
携

帯
電

話
の

端
末

へ
の

機
能

拡
充

で
行

え
る

こ
と

か
ら

、
利

用
者

数
の

割
に

は
効

率
的

な
技

術
展

開
が

可
能

で

あ
る

。
 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
、

民
間

技
術

の
性

質
上

、
民

間
企

業
で

の
取

組
は

限
ら

れ
て

い
る

た
め

、
国

及
び

N
IC

T

に
お

い
て

継
続

的
に

研
究

開
発

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

更
に

研
究

開
発

し
た

技

術
の

普
及

を
図

る
た

め
、

防

災
関

連
機

関
、

民
間

企
業

、

大
学

と
連

携
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

実
際

に
災

害
等

を
想

定

し
た

ア
ド

ホ
ッ

ク
技

術
の

実
証

な
ど

は
日

本
が

進
ん

で
い

る
。

こ
の

た
め

独
自

で

の
研

究
開

発
で

進
展

さ
せ

る
こ

と
が

有
効

で
あ

る
。

一
方

D
T

N
技

術
に

関
し

て
は

欧
米

、
特

に
ケ

ン
ブ

リ

ッ
ジ

大
な

ど
E

U
の

研
究

機

関
が

進
展

し
て

お
り

、
そ

の

応
用

と
し

て
の

非
常

通
信

網
基

盤
技

術
の

確
立

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

研
究

機

関
と

の
連

携
の

考
慮

が
必

要
で

あ
る

。
 

 
 

 
○

防
災

・
減

災
基

盤
技

術
 

 
災

害
時

の
被

災
者

・
状

況
に

関
す

る
情

報
収

集
・

配
信

技
術

 

2
0

1
0

年
 
: 
セ

ン
サ

ー
等

に
よ

り
、

災
害

時
に

被
災

者
救

出
・

支
援

や
状

況
把

握
に

必
要

な
情

報
を

収
集

・
配

信
可

能
と

す
る

技

術
を

開
発

す
る

。
 

 

米
国

F
E

M
A

な
ど

欧
米

に
お

い
て

も
取

組
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

○
 

米
国

と
同

等
レ

ベ
ル

で
あ

る
。

 

基
礎

 
○

 

災
害

情
報

共
有

プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

標
準

化
 

や
や

難
 

2
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）
 

＜
関

連
セ

ン
サ

ー
・

端
末

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
0

0
億

円
 

（
約

2
,0

0
0

自
治

体
×

@
5

0
0

万
円

）
 

 災
害

時
の

被
災

者
の

迅
速

な
救

出
や

状

況
の

的
確

な
把

握
に

よ
り

、
被

害
の

軽

減
・

最
小

化
が

可
能

と
な

る
。

 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
、

民
間

現
在

、
研

究
開

発
し

た
技

術
の

普
及

等
の

た
め

、
防

災

関
連

機
関

、
民

間
企

業
、

大

学
と

連
携

を
行

っ
て

い
る

。

 
民

間
企

業
の

取
組

は
限

ら
れ

て
お

り
、

上
記

連
携

を

ベ
ー

ス
に

国
及

び
N

IC
T

に

お
い

て
今

後
も

継
続

的
に

大
き

な
災

害
に

見
舞

わ
れ

や
す

く
復

興
が

困
難

な
、

フ

ィ
リ

ピ
ン

、
ベ

ト
ナ

ム
、

イ

ラ
ン

等
、

ア
ジ

ア
地

域
の

国
々

と
の

間
で

重
点

的
に

連
携

を
推

進
す

る
。

そ
の

た

め
、

国
際

消
防

救
助

隊
の

活

動
効

率
化

の
た

め
の

IC
T

技
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研
究

開
発

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

 

 

術
の

研
究

開
発

を
実

施
す

る
。

 

 
 

 
○

重
要

通
信

確
保

技
術

 

災
害

時
の

通
信

回
線

確
保

を
実

現
す

る
マ

ル
チ

シ
ス

テ
ム

ア
ク

セ

ス
に

関
す

る
技

術
 

2
0

1
0

年
：

激
甚

災
害

時
で

も
、

重
要

通
信

や
緊

急
通

信
を

高
信

頼
に

確
保

す
る

た
め

の
無

線
ア

ク
セ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

耐
災

害
性

の
向

上
技

術
と

し
て

、
普

段
接

続
す

る
事

業
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

基
地

局
が

輻
輳

や
故

障
な

ど
し

た
場

合

に
、
他

の
事

業
者

の
正

常
な

基
地

局
に

ア
ク

セ
ス

し
通

信
で

き
る

マ
ル

チ
シ

ス
テ

ム
ア

ク
セ

ス
を

可
能

に
す

る
基

本

技
術

を
開

発
す

る
。

 

  

米
国

で
は

、
N

C
C

主
導

の
も

と
事

業
者

が
共

同
で

開
発

し
た

優
先

番
号

に
よ

る
優

先
接

続
シ

ス
テ

ム
の

G
E

T
S

が
実

用
化

さ
れ

て
い

る
な

ど
、

欧
米

に
お

い
て

も
取

組
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

○
 

米
国

と
同

等
レ

ベ
ル

で
あ

る
。

 

基
礎

 
○

 

非
常

時
マ

ル
チ

シ

ス
テ

ム
ア

ク
セ

ス
の

標
準

化
 

や
や

難
 

2
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）
 

＜
関

連
セ

ン
サ

ー
・

端
末

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
0

0
億

円
 

（
約

2
,0

0
0

自
治

体
×

@
5

0
0

万
円

）
 

 災
害

時
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

制
御

技
術

の

確
立

に
よ

り
、

災
害

時
に

利
用

可
能

な
通

信
回

線
が

確
保

さ
れ

、
迅

速
・

的
確

な
対

応
が

可
能

と
な

る
こ

と
に

よ
り

、
相

当
の

社
会

的
便

益
が

期
待

で
き

る
。

 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
、

民
間

現
在

、
国

及
び

N
IC

T
に

お
い

て
研

究
開

発
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
電

気
通

信

事
業

者
と

の
連

携
を

進
め

て
い

る
。

 

今
後

は
上

記
連

携
を

ベ

ー
ス

に
、

複
数

事
業

者
に

ま

た
が

る
課

題
を

克
服

す
る

こ
と

が
必

要
。

 

 

現
在

は
、

国
内

に
お

い
て

複
数

事
業

者
に

ま
た

が
る

課
題

が
克

服
で

き
て

い
な

い
。

 

海
外

連
携

を
進

め
る

た

め
に

も
、

ま
ず

は
国

内
連

携

を
進

め
る

こ
と

が
必

須
。

 
 

 
○

地
上

／
衛

星
共

用
モ

バ
イ

ル
通

信
技

術
 

全
国

ど
こ

で
も

、
災

害
時

等
に

お

い
て

も
携

帯
電

話
か

ら
通

信
を

行

う
た

め
の

技
術

 

2
0

1
2

年
：

地
上

系
と

の
周

波
数

共
用

技
術

の
開

発
 

（
周

波
数

共
用

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
地

上
/
衛

星
系

周
波

数
協

調
技

術
及

び
衛

星
系

周
波

数

の
割

当
最

適
化

技
術

の
開

発
）

 

2
0

1
5

年
：

大
型

展
開

ア
ン

テ
ナ

搭
載

の
衛

星
通

信
シ

ス
テ

ム
技

術
の

開
発

 

 
 

 
 

 
大

型
反

射
鏡

技
術

の
開

発
 

 
 

 
 

 
超

マ
ル

チ
ビ

ー
ム

デ
ジ

タ
ル

ビ
ー

ム
フ

ォ
ー

ミ
ン

グ
技

術
の

開
発

 

 
 

 
 

 
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
中

継
器

（
通

信
機

）
技

術
の

開
発

 

 
 

 
 

 
高

効
率

デ
バ

イ
ス

・
耐

妨
害

波
高

耐
圧

デ
バ

イ
ス

の
開

発
 

米
国

で
地

上
系

と
の

周
波

数
共

用

化
を

し
た

2
2

m
の

L
バ

ン
ド

展
開

ア

ン
テ

ナ
搭

載
移

動
体

通
信

衛
星

が

2
0

0
9

年
に

打
上

予
定

。
 

○
 

地
上

系
と

の
周

波
数

共
用

技
術

は
米

国
が

リ

ー
ド

し
て

い
る

が
、

他
の

部
分

に
つ

い
て

は
拮

抗

し
て

い
る

。
 

き
く

8
号

（
E

T
S

-
Ⅷ

）

で
1

3
m

展
開

ア
ン

テ
ナ

を
実

現
し

、
世

界
的

な
レ

ベ
ル

を
誇

っ
て

い
る

。

基
礎

 
◎

 

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス

の
標

準
化

が
重

要
 

や
や

難
 

2
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）
 

＜
地

上
／

衛
星

共
用

モ
バ

イ
ル

通
信

市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
.3

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

2
.6

兆
円

 

 

防
災

・
減

災
の

社
会

的
便

益
と

共
に

シ

ー
ム

レ
ス

通
信

等
に

よ
る

地
上

/
衛

星
系

の
既

存
市

場
拡

大
・

新
規

市
場

開
拓

が
期

待
で

き
る

。
 

   

独
法

、
民

間
 

国
 

基
礎

・
基

盤
的

な
技

術
か

ら
製

造
的

な
技

術
ま

で

様
々

な
技

術
が

関
わ

っ
て

い
る

た
め

、
N

IC
T

等
の

公

的
研

究
機

関
と

民
間

企
業

と
の

連
携

が
必

要
で

あ
る

。

こ
の

た
め

、
平

成
1

9
年

6
月

に
設

立
さ

れ
た

「
次

世
代

安

心
・

安
全

IC
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

の
衛

星
通

信
技

術
分

科
会

に
て

地
上

／
衛

星
共

用
携

帯
電

話
シ

ス
テ

ム
の

検
討

を
行

っ
て

い
る

。
今

後
、

更

に
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
活

用
し

た
ユ

ー
ザ

ニ
ー

ズ
等

の
シ

ス
テ

ム
要

件
の

明
確

化
が

必
要

で
あ

る
。

 

研
究

開
発

成
果

の
普

及

促
進

の
た

め
、

ア
ジ

ア
地

域

の
国

と
の

連
携

が
有

効
。

こ

れ
に

よ
り

市
場

拡
大

が
期

待
で

き
る

。
 

具
体

的
に

は
、

自
然

災
害

多
発

地
域

国
に

お
け

る
“

非

常
時

通
信

手
段

”
確

保
の

た

め
の

ツ
ー

ル
と

し
て

の
活

用
等

が
有

望
。
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IC
T

安
心

・
安

全
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

セ
キ

ュ
ア

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
運

用
管

理
技

術
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
安

全
な

利
用

を
実

現
す

る
た

め
の

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
管

理
技

術
と

し
て

の
悪

意
の

あ
る

通
信

を
検

知
・

防
衛

・
回

復
・

予
防

す
る

技
術

お
よ

び
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

す
る

機
能

・
機

器
の

安
全

性
を

高
め

る
技

術
 

 

2
0

1
0

年
：

 

・
サ

イ
バ

ー
攻

撃
を

予
知

す
る

技
術

を
確

立
 

・
経

路
ハ

イ
ジ

ャ
ッ

ク
の

検
知

・
回

復
・

予
防

に
関

す
る

技
術

の
確

立
 

・
情

報
通

信
機

器
の

安
全

性
・

信
頼

性
の

検
証

・
評

価
を

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
及

び

評
価

指
標

の
基

礎
を

確
立

。
 

2
0

1
3

年
：

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

お
け

る
ト

レ
ー

ス
バ

ッ
ク

技
術

の
実

用
化

 

 

 
 

 
 

 
 

関
連

市
場

と
し

て
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

イ
ン

シ
デ

ン
ト

の
検

知
・

オ
防

衛
サ

ー
ビ

ス
市

場
、

IS
P

向
け

エ
ッ

ジ
ル

ー
タ

市
場

、
ハ

イ

エ
ン

ド
ル

ー
タ

市
場

、
情

報
通

信
機

器
市

場

規
模

を
想

定
。

 

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.4

5
兆

円
 

2
0

2
0

年
：

0
.5

8
兆

円
 

2
0

2
5

年
：

0
.7

7
兆

円
 

2
0

3
0

年
：

0
.7

7
兆

円
以

上
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

2
.9

1
兆

円
 

 

2
0

2
0

年
：

4
.4

5
兆

円
 

 

2
0

2
5

年
：

6
.3

兆
円

 
 

2
0

3
0

年
：

6
.3

兆
円

以
上

 

 
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

全
体

に
関

す
る

課

題
で

は
、

民
間

だ
け

で
は

限
界

が
あ

り
、

大
学

や
官

に
よ

る
先

行
的

な
技

術
開

発
や

社
会

へ
の

浸
透

な
ど

に
お

い
て

連
携

が
必

要
で

あ
る

。
 

国
際

間
で

の
攻

撃
に

対
す

る
対

応

策
や

情
報

交
換

お
よ

び
す

ば
や

く
対

応
す

る
た

め
の

技
術

や
情

報
交

換
の

プ
ロ

セ
ス

や
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

標
準

化
を

進
め

て
い

く
。

 

 
 

 
○

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

イ
ン

シ
デ

ン
ト

の
分

析
・

対
策

技
術

 

 
サ

イ
バ

ー
攻

撃
へ

の
対

策
技

術
、

 

暗
号

・
認

証
理

論
技

術
 

2
0

0
8

年
：

仕
掛

け
ら

れ
て

い
る

サ
イ

バ
ー

攻
撃

を
実

時
間

で
分

析
し

、
対

策
に

向
け

た
情

報
を

導
出

す
る

技
術

を
確

認
 

2
0

1
0

年
：

微
細

な
サ

イ
バ

ー
攻

撃
を

検
知

（
感

知
）

し
て

（
予

兆
分

析
）

、
以

後
に

発
生

す
る

本
格

的
な

サ
イ

バ
ー

攻
撃

を
予

知
す

る
技

術
を

確
立

 

 

検
知

に
関

し
て

は
一

部
（

ミ
シ

ガ
ン

大
、

R
E

N
-
IS

A
C

等
）

例
が

あ
る

も
の

の
、

世
界

的
に

未
着

手
。

 

マ
ル

ウ
ェ

ア
解

析
に

関
し

て
は

、
ウ

イ
ル

ス
ベ

ン
ダ

や
大

学
、

研
究

機
関

等

で
実

施
し

て
い

る
が

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

イ
ン

シ
デ

ン
ト

と
の

結
び

つ
け

は
未

着

手
。

 

暗
号

技
術

に
関

し
て

は
、

N
IS

T
が

次

世
代

ハ
ッ

シ
ュ

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

の
コ

ン

ペ
を

開
始

。
 

◎
 

攻
撃

な
ど

の
観

測
と

解
析

の
相

互
分

析
に

お
い

て
世

界
的

に
先

行
。

 

T
e
le

c
o
m

-
IS

A
C

を
中

心
と

し

た
、

組
織

間
で

の
イ

ベ
ン

ト
情

報

の
共

有
（

S
O

C
-
IX

）
は

世
界

的
に

先
行

。
 

基
礎

 
◎

 

イ
ベ

ン
ト

分
析

、
マ

ル

ウ
ェ

ア
解

析
結

果
の

共

有
プ

ロ
セ

ス
の

標
準

化

な
ど

が
重

要
。

エ
ス

ト
ニ

ア
へ

の
サ

イ
バ

ー
攻

撃

（
2

0
0

7
年

）
な

ど
の

政

府
機

能
が

麻
痺

す
る

事

態
を

避
け

る
た

め
に

も

各
国

の
政

府
間

で
の

情

報
共

有
が

必
要

。
 

や
や

難
 

1
0

0
億

円

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）

 

＜
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

検

知
・

オ
防

衛
サ

ー
ビ

ス
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.1

6
兆

円
 

2
0

2
0

年
：

0
.2

兆
円

 

2
0

2
5

年
：

0
.2

4
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.9

6
兆

円
 

2
0

2
0

年
：

1
.2

兆
円

 

2
0

2
5

年
：

1
.4

兆
円

 

 攻
撃

の
準

備
段

階
や

攻
撃

規
模

が
小

規

模
な

段
階

か
ら

検
知

、
分

析
、

対
策

導
出

、

対
策

実
施

を
行

い
、

攻
撃

被
害

の
拡

大
を

未

然
に

防
止

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
イ

ン
フ

ラ
の

崩
壊

を
未

然
に

防
止

す
る

効
果

は
計

り
知

れ
な

い
。

 

ま
た

、
今

後
は

検
知

に
加

え
防

御
の

ニ
ー

ズ
が

増
加

す
る

と
予

想
さ

れ
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

検
知

・
防

御
の

サ
ー

ビ

ス
事

業
の

市
場

は
大

き
く

広
が

る
と

予
想

さ
れ

る
。

 

民
間

、
大

学
、

独
法

 

国
、

民
間

 
N

IC
T

に
お

い
て

先
行

的
に

研
究

開
発

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
継

続
的

に
研

究
開

発
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

多
く

の
事

例
を

参
照

し
て

イ
ン

シ
デ

ン
ト

対
策

を
強

化
す

る
た

め
、

今
後

も
民

間
企

業
、

T
e
le

c
o
m

-
IS

A
C

、
大

学
等

と
連

携

が
不

可
欠

。
 

N
IC

T
の

研
究

開
発

は
国

際
的

に

見
て

も
先

行
。

 

イ
ン

シ
デ

ン
ト

対
策

に
お

い
て

は
、

効
果

を
上

げ
る

た
め

に
は

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

情
報

交
換

、
対

策
プ

ロ
セ

ス
な

ど
で

、
国

際
的

な
連

携
を

図
る

こ
と

が
有

効
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

今
後

も
連

携
を

推
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 
 

 
○

ト
レ

ー
サ

ブ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

 

 
送

出
機

器
の

ア
ド

レ
ス

を
詐

称

し
て

い
る

通
信

で
あ

っ
て

も
、

本
当

の
送

出
機

器
を

探
知

し
う

る
ト

レ

ー
ス

バ
ッ

ク
技

術
 

2
0

0
9

年
：

ト
レ

ー
ス

バ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
相

互
接

続
方

式
の

確
立

 

2
0

0
9

年
：

ト
レ

ー
ス

バ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
方

式
の

確
立

 

2
0

1
3

年
：

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

お
け

る
ト

レ
ー

ス
バ

ッ
ク

技
術

の
実

用
化

 

  

一
部

例
が

あ
る

。
 

A
S

内
の

ト
レ

ー
ス

バ
ッ

ク
方

式
と

し
て

、
 
iT

ra
c
e
方

式
（

IE
T

F
：

標
準

化
推

進
）

,マ
ー

キ
ン

グ
方

式
（

カ
ー

ネ

ギ
ー

メ
ロ

ン
大

学
、

U
C

サ
ン

デ
ィ

エ

ゴ
）

、
H

a
s
h

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

方
式

（
B

B
N

テ
ク

ノ
ロ

ジ
）

な
ど

に
お

い
て

実
施

さ
れ

て
い

る
。

 

 

・
知

財
の

所
有

状
況

米
：

1
5

6
7

件
、

欧
州

：
5

件
、

日
本

：
1

6
0

件
 

 

◎
 

空
間

的
な

ト
レ

ー
ス

バ
ッ

ク
の

技
術

開
発

に
お

い
て

先
行

。
 

わ
が

国
の

研
究

開
発

は
、

A
S

内
の

ト
レ

ー
ス

バ
ッ

ク
方

式
は

諸
外

国

と
拮

抗
し

て
い

る
が

、
A

S
間

で
連

携
す

る
ト

レ
ー

ス
バ

ッ
ク

方
式

と

し
て

は
日

本
が

先
行

し
て

い
る

。

 ・
標

準
化

：
日

本
先

行
技

術
（

上

記
A

S
間

連
携

方
式

）
を

、
IT

U
お

よ
び

IE
T

F
で

の
標

準
化

を
目

指
す

活
動

を
進

め
て

い
る

 

・
特

許
獲

得
動

向
：

左
欄

参
照

 

・
論

文
：

IE
E

E
で

は
日

本
か

ら
8

件
の

論
文

（
全

体
で

は
1

0
0

件
）

・
製

品
化

動
向

：
横

河
電

機
の

P
A

F
F
I 

基
礎

 
◎

 

ト
レ

ー
ス

バ
ッ

ク
の

国
際

連
携

の
た

め
の

情

報
の

交
換

フ
ォ

ー
マ

ッ

ト
の

標
準

化
や

、
各

A
S

間
で

の
パ

ケ
ッ

ト
ト

レ

ー
ス

情
報

交
換

の
た

め

の
プ

ロ
ト

コ
ル

フ
ォ

ー

マ
ッ

ト
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
転

送
方

式
等

イ
ン

タ
フ

ェ

ー
ス

の
標

準
化

が
必

要
。

（
IE

T
F
等

）
 

 ・
標

準
化

の
可

能
性

：
 
有

り
（

現
時

点
で

は
IC

M
P

 

ト
レ

ー
ス

バ
ッ

ク
の

み
）

、
2

0
0

7
 I
-
D

の
提

案
予

定
（

IE
T

F
）

 

・
標

準
化

の
方

策
：

 

IE
T

F
で

の

In
te

rn
e
tD

ra
ft

提
出

。

も
し

く
は

、
実

機
開

発
・

早
期

市
場

投
入

に
よ

る

デ
フ

ァ
ク

ト
ス

タ
ン

ダ

ー
ド

。
 

 

や
や

難
 

5
0

億
円

程
度

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
3

）

＜
IS

P
向

け
エ

ッ
ジ

ル
ー

タ
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.0

5
兆

円
 

2
0

2
0

年
：

0
.0

6
兆

円
 

2
0

2
5

年
：

0
.0

7
兆

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.5

兆
円

 

2
0

2
0

年
：

0
.6

兆
円

 

2
0

2
5

年
：

0
.7

兆
円

 

 

ト
レ

ー
ス

バ
ッ

ク
技

術
の

実
用

化
に

よ

り
、

安
心

し
て

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
利

用
可

能

な
環

境
が

実
現

。
 

  

民
間

大

学
、

独
法

 

国
、

民
間

 
事

業
者

は
ニ

ー
ズ

主
導

で
ト

レ
ー

ス
技

術
導

入
を

進
め

て
お

り
、

事
業

者
の

連
携

に
難

が
あ

る
。

事
業

者
間

、

異
機

種
間

の
連

携
に

つ
い

て
、

N
IC

T

に
よ

っ
て

先
行

的
に

研
究

開
発

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
継

続
的

に
研

究
開

発
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

今
後

も
大

学
等

の
研

究
成

果
を

応

用
・

転
用

し
、

遡
及

能
力

を
高

め
る

技
術

を
N

IC
T

に
お

い
て

開
発

し
、

事
業

者
へ

導
入

を
図

る
、

と
い

う
体

制
で

産
学

官
が

連
携

し
て

取
り

組
む

事
が

有
効

。
 

N
IC

T
の

先
行

的
な

研
究

開
発

成

果
を

国
外

の
研

究
機

関
、

機
器

ベ
ン

ダ
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

事
業

者
に

も
展

開
し

、
知

識
と

経
験

を
共

有
す

る
こ

と
で

、
標

準
化

に
向

け
て

の
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
を

揃
え

る
。

ま
た

個
々

の
要

素
技

術
に

つ
い

て
海

外
の

研
究

機
関

や
、

機
器

ベ
ン

ダ
の

成
果

を
積

極
的

に
活

用
し

、
実

用
化

に
向

け
て

の
リ

ー
ド

タ
イ

ム
短

縮
に

つ
と

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
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○

経
路

ハ
イ

ジ
ャ

ッ
ク

の
検

知
・

回

復
・

予
防

に
関

す
る

技
術

 

経
路

ハ
イ

ジ
ャ

ッ
ク

の
検

知
・

回

復
を

数
分

以
内

で
可

能
と

す
る

技

術
及

び
、

経
路

ハ
イ

ジ
ャ

ッ
ク

の
発

生
を

予
防

可
能

と
す

る
技

術
 

 

2
0

1
0

年
：

経
路

ハ
イ

ジ
ャ

ッ
ク

の
検

知
・

回
復

・
予

防
に

関
す

る
技

術
の

確
立

 

  

世
界

的
に

未
着

手
。

 
◎

 

世
界

的
に

未
着

手
。

 

開
発

 
◎

 

海
外

IS
P

が
経

路
ハ

イ

ジ
ャ

ッ
ク

を
引

き
起

こ

し
て

い
る

事
例

が
多

い

た
め

、
諸

外
国

と
協

力
し

て
経

路
ハ

イ
ジ

ャ
ッ

ク

検
知

・
回

復
・

予
防

技
術

の
標

準
化

が
必

要
。

 

や
や

難
 

1
5

億
円

程
度

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）

＜
ハ

イ
エ

ン
ド

ル
ー

タ
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.1

2
兆

円
 

 

2
0

2
0

年
：

0
.1

6
兆

円
 

 

2
0

2
5

年
：

0
.2

5
兆

円
 

 

2
0

3
0

年
：

0
.3

3
兆

円
 

 
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
.1

5
兆

円
 

2
0

2
0

年
：

1
.4

5
兆

円
 

2
0

2
5

年
：

2
.4

兆
円

 

2
0

3
0

年
：

3
.0

兆
円

 

 ひ
と

た
び

経
路

ハ
イ

ジ
ャ

ッ
ク

が
発

生

す
れ

ば
、

社
会

経
済

生
活

全
般

が
機

能
停

止

に
陥

る
危

険
性

が
あ

り
、

本
研

究
開

発
に

よ

り
そ

の
危

険
性

を
除

去
で

き
る

こ
と

に
よ

る
効

果
は

計
り

知
れ

な
い

。
 

民
間

 
国

、
民

間
 

本
技

術
開

発
は

、
米

国
政

府
主

導

で
開

発
さ

れ
た

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

基
盤

技
術

を
改

良
す

る
も

の
で

あ
る

た
め

、
民

間
企

業
間

の
協

調
が

求
め

ら
れ

、
業

界
全

体
へ

の
展

開
に

向
け

た
取

り
組

み
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
、

官
民

連
携

の
も

と
国

が
中

心
と

な
り

推
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

本
施

策
を

効
率

的
に

推
進

す
る

た

め
、

方
式

の
検

討
や

フ
ィ

ー
ル

ド
で

の
実

証
を

国
内

外
の

関
連

機
関

（
IS

P

や
主

要
IR

R
等

）
と

連
携

し
、

効
果

的

に
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 
 

 
○

情
報

通
信

機
器

の
安

全
性

・
信

頼

性
の

検
証

・
評

価
技

術
 

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

成
す

る
機

能
・

機
器

等
の

安
全

性
検

証
の

確
度

を
高

め
る

技
術

 

2
0

1
0

年
：

情
報

通
信

機
器

の
安

全
性

・
信

頼
性

の
検

証
・

評
価

を
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

及
び

評
価

指
標

の
基

礎
を

確
立

。
 

  

世
界

的
に

未
着

手
。

 
◎

 

世
界

的
に

未
着

手
。

 

基
礎

 
◎

 

安
全

性
・

信
頼

性
を

検

証
・

評
価

す
る

統
一

的
な

指
標

の
確

立
が

必
要

。

や
や

難
 

1
5

億
円

程
度

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

＜
情

報
通

信
機

器
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.1

7
兆

円
 

 

2
0

2
0

年
：

0
.2

2
兆

円
 

 

2
0

2
5

年
：

0
.2

8
兆

円
 

 

2
0

3
0

年
：

0
.3

6
兆

円
 

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

0
.8

兆
円

 
 

2
0

2
0

年
：

1
.8

兆
円

 
 

2
0

2
5

年
：

2
.5

兆
円

 
 

2
0

3
0

年
：

3
.3

兆
円

 
 

 検
証

・
評

価
シ

ス
テ

ム
及

び
指

標
の

確
立

は
、

情
報

通
信

機
器

の
信

頼
性

保
証

の
基

盤

と
な

る
も

の
で

あ
り

、
安

心
し

て
情

報
通

信

機
器

を
利

用
可

能
な

環
境

が
整

備
さ

れ
る

 

独
法

 
国

 
N

IC
T

に
お

い
て

研
究

開
発

を
進

め
て

お
り

、
今

後
は

、
技

術
を

普
及

・

推
進

す
る

た
め

、
国

と
民

間
企

業
に

お
い

て
は

標
準

化
や

制
度

化
に

向
け

て
の

連
携

、
大

学
と

は
技

術
の

継
続

的
な

研
究

等
で

連
携

を
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

日
本

が
先

行
し

て
開

発
を

進
め

て

い
る

こ
と

か
ら

、
日

本
が

リ
ー

ド
し

て
国

際
標

準
、

国
際

的
な

制
度

化
へ

の
実

施
に

向
け

て
国

際
連

携
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
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IC
T

安
心

・
安

全
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

セ
キ

ュ
ア

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
悪

意
あ

る
通

信
遮

断
技

術
 

 
IC

T
に

対
す

る
国

民
生

活
の

依
存

度

が
高

ま
る

中
、

悪
意

を
持

っ
た

攻
撃

の
被

害
最

小
化

を
目

的
と

し
た

，
（

1
）

ボ
ッ

ト
対

策
技

術
、

お
よ

び
（

2
）

情
報

漏
洩

対
策

技
術

 

2
0

1
0

年
：

自
動

転
送

型
フ

ァ
イ

ル
共

有
ソ

フ
ト

に
よ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

通
じ

た
情

報
流

出
の

検
出

及
び

漏
出

情
報

の
自

動
流

通
停

止
の

た
め

の
技

術
の

確
立

 

2
0

1
1

年
：

ボ
ッ

ト
駆

除
の

た
め

の
基

盤
の

構
築

 

 
 

 
 

  

 
関

連
市

場
と

し
て

、
ウ

イ
ル

ス
監

視
サ

ー
ビ

ス
市

場
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

監
視

製
品

市
場

を
想

定
。

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

6
1

0
億

円
 

2
0

2
0

年
：

7
7

0
億

円
 

2
0

2
5

年
：

8
6

0
億

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

3
,8

8
0

億
円

 

2
0

2
0

年
：

4
,9

0
0

億
円

 

2
0

2
5

年
：

5
,4

5
0

億
円

 

 
 

民
間

に
お

い
て

は
限

定
的

な
対

応
に

な
る

た
め

、
国

を
中

心
と

し

て
官

民
連

携
が

必
要

。
す

で
に

ボ

ッ
ト

対
策

に
お

い
て

は
現

在
官

民

連
携

で
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

現
状

ほ
と

ん
ど

連
携

は
と

ら
れ

て

い
な

い
。

悪
意

の
あ

る
通

信
を

減
ら

す
と

い
う

見
地

か
ら

は
、

今
後

国
際

的
な

イ
ン

シ
デ

ン
ト

対
応

組
織

等
と

の
情

報
交

換
を

行
っ

た
り

、
先

進
的

事
例

と
し

て
国

内
の

ボ
ッ

ト
対

策
の

取
り

組
み

を
各

国
に

紹
介

し
て

い
く

な
ど

の
連

携
が

有
効

。
 

 
 

 
○

ボ
ッ

ト
対

策
な

ど
サ

イ
バ

ー
攻

撃
の

停
止

に
向

け
た

枠
組

み
の

構

築
 ボ

ッ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

確
保

及

び
、

実
際

の
感

染
者

に
対

し
確

実
に

駆
除

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

送
り

届
け

る

技
術

 

2
0

1
1

年
 
: 

ボ
ッ

ト
駆

除
の

た
め

の
基

盤
の

構
築

 

 

世
界

的
に

例
の

な
い

取
り

組
み

。
 

◎
 

世
界

的
に

例
の

な
い

取
り

組

み
（

ボ
ッ

ト
収

集
・

分
析

は
韓

国
、

米
国

で
も

実
施

）
で

あ
り

、

日
本

の
研

究
開

発
水

準
は

高

い
。

 

開
発

 
×

 
や

や
難

 

（
日

々
新

し
い

タ

イ
プ

の
ボ

ッ
ト

が

出
現

す
る

現
状

に

お
い

て
、

汎
用

的

な
対

策
技

術
を

確

立
す

る
の

は
困

難

で
あ

る
）

 

1
8

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
1

）

 

＜
ウ

イ
ル

ス
監

視
サ

ー
ビ

ス
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

4
5

0
億

円
 

2
0

2
0

年
：

5
7

0
億

円
 

2
0

2
5

年
：

6
3

0
億

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

3
,0

0
0

億
円

 

2
0

2
0

年
：

3
,8

0
0

億
円

 

2
0

2
5

年
：

4
,2

0
0

億
円

 

 

2
0

0
5

年
度

の
ス

パ
ム

メ
ー

ル
に

よ
る

被
害

は
、

全
世

界
で

5
0

0
億

ド
ル

、
日

本
で

5
0

億
ド

ル
と

推

計
。

本
研

究
に

よ
り

、
こ

れ
ら

の
被

害
を

最
小

に
で

き
る

。
 

民
間

 
国

、
民

間
 

IS
P

、
ウ

イ
ル

ス
対

策
ベ

ン
ダ

ー

の
協

力
の

下
、

国
が

中
心

と
な

っ

て
推

進
。

2
0

1
1

年
度

か
ら

は
民

間
企

業
の

自
主

的
な

取
り

組
み

と

し
て

実
施

。
 

先
進

的
事

例
と

し
て

国
内

の
ボ

ッ

ト
対

策
の

取
り

組
み

を
各

国
に

紹
介

し
て

い
く

な
ど

の
連

携
が

有
効

。
 

 
 

 
○

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

じ
た

情
報

流
出

の
検

知
及

び
漏

出
情

報
の

自

動
流

通
停

止
の

た
め

の
技

術
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

じ
た

情
報

流
出

が
起

こ
っ

て
し

ま
っ

た
際

の

情
報

漏
出

発
生

を
迅

速
に

検
知

し
、

漏
出

情
報

の
無

制
限

な
流

通
・

拡
散

を
防

止
す

る
基

盤
技

術
 

 

2
0

1
0

年
 
: 

自
動

転
送

型
フ

ァ
イ

ル
共

有
ソ

フ
ト

に
よ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

通
じ

た
情

報

流
出

の
検

出
及

び
漏

出
情

報
の

自
動

流
通

停
止

の
た

め
の

技
術

の
確

立
 

 
 

 

世
界

的
に

例
の

な
い

取
り

組
み

 

（
自

動
転

送
型

フ
ァ

イ
ル

共

有
ソ

フ
ト

に
お

け
る

情
報

漏

洩
は

諸
外

国
で

問
題

が
顕

在

化
し

て
き

た
段

階
。

セ
キ

ュ
ア

な
P

2
P

通
信

シ
ス

テ
ム

の
要

求
条

件
・

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
に

つ
い

て
は

、
国

際
的

な
会

議
の

場
で

研
究

者
に

よ
り

議
論

が

な
さ

れ
て

い
る

。
）

 

◎
 

世
界

的
に

例
の

な
い

取
り

組

み
（

自
動

転
送

型
フ

ァ
イ

ル
共

有
ソ

フ
ト

に
お

け
る

情
報

漏
洩

は
諸

外
国

で
問

題
が

顕
在

化
し

て
き

た
段

階
。

セ
キ

ュ
ア

な

P
2

P
通

信
シ

ス
テ

ム
の

要
求

条
件

・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

に
つ

い
て

は
、

国
際

的
な

会
議

の
場

で
研

究
者

に
よ

り
議

論
が

な
さ

れ
て

い
る

。
）

で
あ

り
、

日
本

の
研

究
開

発
水

準
は

高
い

。
 

開
発

 
○

 

セ
キ

ュ
ア

な
P

2
P

通

信
シ

ス
テ

ム
の

要
求

条

件
、

通
信

制
御

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

、
マ

ー
ク

形
式

の
標

準
化

に
つ

い
て

検

討
が

必
要

。
 

や
や

難
 

（
多

種
多

様
な

自

動
転

送
型

フ
ァ

イ

ル
共

有
ソ

フ
ト

が

開
発

さ
れ

て
い

る

現
状

に
お

い
て

、

汎
用

的
な

対
策

技

術
を

確
立

す
る

の

は
困

難
で

あ
る

）

6
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）

＜
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
監

視
製

品
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
6

0
億

円
 

2
0

2
0

年
：

2
0

0
億

円
 

2
0

2
5

年
：

2
3

0
億

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

8
8

0
億

円
 

2
0

2
0

年
：

1
,1

0
0

億
円

 

2
0

2
5

年
：

1
,2

5
0

億
円

 

 

近
年

、
W

in
n

y等
の

自
動

転
送

型
フ

ァ
イ

ル
共

有

ソ
フ

ト
や

組
織

に
お

け
る

職
員

等
に

よ
る

個
人

・
企

業
・

行
政

の
機

密
情

報
の

漏
え

い
事

件
が

多
発

し
て

お
り

、
情

報
漏

出
の

社
会

に
与

え
る

悪
影

響
は

大
き

な
問

題
と

な
っ

て
お

り
、

本
研

究
開

発
に

よ
り

そ
の

危
険

性
を

除
去

で
き

る
こ

と
に

よ
る

効
果

は
計

り
知

れ
な

い
。

個
人

情
報

の
漏

え
い

に
よ

る
2

0
0

6
年

の

想
定

損
害

賠
償

額
は

約
5

,0
0

0
億

円
。

そ
の

う
ち

、

件
数

比
率

で
W

e
b
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
起

因
し

た
も

の
は

約
2

2
％

。
（

「
2

0
0

6
年

情
報

ｾ
ｷ
ｭ
ﾘ
ﾃ
ｨ
ｲ
ﾝ
ｼ
ﾃ
ﾞ
ﾝ

ﾄ
に

関
す

る
調

査
報

告
書

」
（

N
P

O
日

本
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
ｾ
ｷ
ｭ

ﾘ
ﾃ
ｨ
協

会
）

参
考

）
 

民
間

 
国

、
民

間
 

情
報

の
漏

え
い

対
策

は
、

国
民

の
自

助
的

な
対

策
に

加
え

、
電

気

通
信

事
業

者
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ベ

ン
ダ

ー
側

で
の

対
策

が
必

要
と

な

る
が

、
各

々
が

個
別

に
対

処
し

て

お
り

、
極

め
て

限
定

的
な

対
策

し

か
講

じ
ら

れ
て

い
な

い
状

況
。

そ

の
た

め
、

国
が

中
心

と
な

っ
て

官

民
連

携
し

な
が

ら
研

究
開

発
を

推

進
す

る
必

要
あ

り
。

 

国
内

外
の

イ
ン

シ
デ

ン
ト

対
応

組

織
等

の
関

連
組

織
と

連
携

し
な

が

ら
、

自
動

転
送

型
フ

ァ
イ

ル
共

有
ソ

フ
ト

の
動

向
や

情
報

漏
え

い
状

況
に

つ
い

て
把

握
し

、
研

究
開

発
へ

と
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

こ
と

が
有

効
。
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IC
T

安
心

・
安

全
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
産

学
官

の
連

携
 

国
際

連
携

方
策
 

セ
キ

ュ
ア

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
成

り
す

ま
し

防
止

技
術

 

情
報

が
発

信
元

か
ら

正
し

く
送

信
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
こ

と
、

個
人

が
正

し
く

そ
の

本
人

で
あ

る
こ

と
、

及
び

情
報

が
送

信
経

路
上

で
改

ざ
ん

等
さ

れ
て

い
な

い

こ
と

、
な

ど
を

確
認

・
証

明
し

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

で
の

成
り

す
ま

し
を

防
止

す

る
た

め
の

技
術

 

2
0

1
0

年
: 

暗
号

・
認

証
プ

ロ
ト

コ
ル

の
検

証
手

法
の

提
案

・
実

現
①

 

（
既

存
攻

撃
に

対
す

る
安

全
性

の
検

証
手

法
の

確
立

）
 

2
0

1
0

年
: 

証
拠

性
を

確
保

し
た

ロ
グ

保
存

等
の

管
理

基
盤

技
術

の
確

立
②

 
 

2
0

1
0

年
 
漏

洩
電

磁
波

の
評

価
手

法
と

対
策

技
術

の
確

立
③

 

2
0

1
0

年
：

バ
イ

オ
メ

ト
リ

ク
ス

認
証

基
盤

技
術

の
確

立
④

 

2
0

1
0

年
：

バ
イ

オ
メ

ト
リ

ク
ス

認
証

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
評

価
手

法
の

確
立

⑤
 

2
0

1
0

年
：

バ
イ

オ
メ

ト
リ

ク
ス

情
報

保
護

型
認

証
技

術
の

確
立

⑥
 

（
デ

ー
タ

漏
洩

に
よ

る
偽

造
な

り
す

ま
し

脅
威

へ
の

対
策

）
 

2
0

1
5

年
: 

暗
号

・
認

証
プ

ロ
ト

コ
ル

の
検

証
手

法
の

提
案

・
実

現
⑦

 

 
 

 
 

 
 

（
任

意
の

プ
ロ

ト
コ

ル
を

対
象

に
、

安
全

性
証

明
等

検
証

手
法

を
確

立
）

 

 
 

 
 

 

 
 

＜
成

り
す

ま
し

防
止

関
連

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
2

年
：

2
,6

2
4

億
円

 

1
.内

部
攻

撃
防

御
 

9
1

2
億

円
 

2
.個

人
認

証
 

 
 

5
6

9
億

円
 

3
.内

部
漏

洩
防

止
 

6
3

6
億

円
 

4
.ﾊ

ﾞ
ｲ
ｵ
ﾒ
ﾄ
ﾘ
ｸ
ｽ
 

 
 
5

0
7

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
2

年
：

2
2

,3
1

3
億

円
 

1
.内

部
攻

撃
防

御
 
6

,0
8

0
億

円
 

2
.個

人
認

証
 

 
 
3

,7
9

3
億

円
 

3
.内

部
漏

洩
防

止
 
4

,2
4

0
億

円
 

4
.ﾊ

ﾞ
ｲ
ｵ
ﾒ
ﾄ
ﾘ
ｸ
ｽ
 

 
8

,2
0

0
億

円
 

 ※
内

訳
は

以
下

の
と

お
り

 

○
内

部
攻

撃
防

御
 

9
1

2
億

円
 

 
ｳ
ｨ
ﾙ
ｽ
対

策
、

ｽ
ﾊ
ﾟ
ｲ
ｳ
ｪ
ｱ
対

策
、

不
正

侵
入

検
知

、
ﾌ
ｧ
ｲ
ｱ
ｳ
ｫ
ｰ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
ｯ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾞ
 

国
内

市
場

：
9

1
2

億
円

 

世
界

市
場

：
6

,0
8

0
億

円
 

○
個

人
認

証
 

ｱ
ｸ
ｾ
ｽ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
ｯ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾞ
、

ﾜ
ﾝ
ﾀ
ｲ
ﾑ
ﾊ
ﾟ
ｽ
ﾜ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ﾊ
ﾟ
ｯ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾞ
、

P
K

I及
び

電
子

認

証
構

築
関

係
、

S
S

L
ｻ
ｰ
ﾊ
ﾞ
/
ｸ
ﾗ
ｲ
ｱ
ﾝ
ﾄ
証

明
書

、
認

証
系

ﾊ
ﾟ
ｯ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾞ
 

国
内

市
場

：
5

6
9

億
円

 

世
界

市
場

：
3

,7
9

3
億

円
 

○
内

部
漏

洩
防

止
 

暗
号

系
ﾊ
ﾟ
ｯ
ｹ
ｰ
ｼ
ﾞ
、

ﾌ
ｫ
ﾚ
ﾝ
ｼ
ﾞ
ｯ
ｸ
ｽ
 

国
内

市
場

：
6

3
6

億
円

 

世
界

市
場

：
4

,2
4

0
億

円
 

○
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｵ
ﾒ
ﾄ
ﾘ
ｸ
ｽ
 

指
紋

認
証

、
静

脈
認

証
、

虹
彩

認
証

、
網

膜
認

証
、

顔
認

証
、

声
紋

認

証
等

 

国
内

市
場

：
5

0
7

億
円

 

世
界

市
場

：
8

,2
0

0
億

円
 

 参
考

資
料

：
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
h

in
k
it
.c

o
.jp

/
fr

e
e
/
a
rt

ic
le

/
0

6
0

6
/
2

/
2

/
 

（
「

情
報

ｾ
ｷ
ｭ
ﾘ
ﾃ
ｨ
製

品
の

市
場

動
向

」
（

ﾐ
ｯ
ｸ
経

済
研

究
所

、

2
0

0
6

.7
.1

8
）

 

h
tt

p
:/

/w
w

w
.g

ro
u

p
.f
u

ji-
k
e
iz

a
i.c

o
.jp

/p
re

s
s
/p

d
f/

0
4

0
5

2
5

_0
4

0
2

7
.p

d
f 

 

（
2

0
0

4
年

富
士

ｷ
ﾒ
ﾗ
総

研
調

べ
）

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
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k
e
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p
.c

o
.jp

/
s
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2
/
n

a
v
i/

0
3

/
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d
e
x
1

.h
tm

l 

（
米

国
調

査
会

社
In

te
rn

a
ti
o
n

a
l 
B

io
m

e
tr

ic
 G

ro
u

p
（

IB
G

社
）

調

べ
）

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
e
ti
.g

o
.jp

/
p
o
lic

y/
n

e
ts

e
c
u

ri
ty

/
0

6
0

6
2

5
_
s
ijy

o
u

ty
o
u

s
a
_
1

7
F
Y

.p
d
f 

 

（
経

済
省

委
託

調
査

 
H

1
7

年
度

「
情

報
ｾ
ｷ
ｭ
ﾘ
ﾃ
ｨ
市

場
調

査
報

告
書

」
）
 

 

認
証

成
り

す
ま

し
等

の
不

正
ア

ク
セ

ス
行

為
等

に
よ

り
、

フ
ィ

ッ
シ

ン
グ

詐
欺

や
情

報
漏

え
い

等
の

被
害

が
深

刻
化

し
て

い
る

。
 

ネ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
も

増
加

し
て

お
り

、
今

後
認

証
シ

ス
テ

ム
に

対
す

る
攻

撃
は

爆
発

的
に

増
加

し
、

巧
妙

化
す

る
と

予
測

さ
れ

る
。

 

そ
の

よ
う

な
中

、
電

子
政

府
シ

ス
テ

ム
や

一
般

企
業

の
情

報
シ

ス
テ

ム
等

に
お

い
て

本
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

盤
技

術
を

利
活

用
し

て
認

証
成

り

す
ま

し
等

を
防

止
す

る
効

果
は

計
り

知
れ

な
い

。
 

 
 

民
間

企
業

で
の

投
資

イ
ン

セ

ン
テ

ィ
ブ

が
比

較
的

低
い

こ

と
、

技
術

確
立

に
は

多
様

な
業

種
が

関
連

す
る

こ
と

、
電

子
政

府
シ

ス
テ

ム
の

実
現

に
不

可
欠

な
技

術
で

あ
る

こ
と

、
な

ど
を

勘
案

す
る

と
、

国
が

中
心

と
な

り
、

民
間

企
業

、
大

学
等

と
連

携
を

進
め

る
必

要
あ

り
。

 

研
究

開
発

の
多

様
化

・
高

度

化
や

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
犯

罪
被

害
の

国
際

性
な

ど
を

踏
ま

え
、

現
在

で
も

海
外

の
大

学
と

連
携

し
て

い
る

が
、

今
後

も
更

に
国

際
連

携
の

強
化

が
必

要
。

 

 
 

 
○

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

基
盤

技
術

 

情
報

漏
え

い
等

を
防

ぐ
た

め
に

、

高
度

な
暗

号
化

等
の

セ
キ

ュ
リ

テ

ィ
基

盤
技

術
。

 

 

2
0

1
0

年
: 

暗
号

・
認

証
プ

ロ
ト

コ
ル

の
検

証
手

法
の

提
案

・
実

現
①

 

（
既

存
攻

撃
に

対
す

る
安

全
性

の
検

証
手

法
の

確
立

）
 

2
0

1
0

年
: 

証
拠

性
を

確
保

し
た

ロ
グ

保
存

等
の

管
理

基
盤

技
術

の
確

立
②

 

2
0

1
0

年
 
漏

洩
電

磁
波

の
評

価
手

法
と

対
策

技
術

の
確

立
③

 

2
0

1
0

年
：

バ
イ

オ
メ

ト
リ

ク
ス

認
証

基
盤

技
術

の
確

立
④

 

（
従

来
の

記
憶

や
所

有
物

に
因

る
認

証
は

利
用

者
の

管
理

・
運

用
に

安
全

性
が

依

存
す

る
。

こ
れ

に
対

し
、

利
用

者
の

生
体

特
徴

を
利

用
す

る
バ

イ
オ

メ
ト

リ
ク

ス
認

証
で

は
利

用
者

は
管

理
・

運
用

す
る

必
要

が
な

く
、

安
全

で
便

利
な

認
証

方
法

と
考

え
ら

れ
る

。
安

全
・

安
心

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

要
素

技
術

と
し

て
、

ま
ず

、
バ

イ
オ

メ
ト

リ
ク

ス
認

証
プ

ロ
ト

コ
ル

な
ど

を
含

む
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
基

盤
技

術
の

確
立

が
必

要
。

）
 

2
0

1
0

年
：

バ
イ

オ
メ

ト
リ

ク
ス

認
証

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
評

価
手

法
の

確
立

⑤
 

 
 

 
 

 
 

（
バ

イ
オ

メ
ト

リ
ク

ス
認

証
に

つ
い

て
本

人
拒

否
率

や
他

人
受

け
入

れ
率

と
い

っ

た
定

量
的

な
評

価
方

法
は

あ
る

も
の

の
、

取
り

替
え

る
こ

と
が

で
き

な
い

バ
イ

オ
メ

ト
リ

ク
ス

固
有

の
脆

弱
性

を
網

羅
し

た
も

の
で

は
な

い
。

近
年

、
グ

ミ
を

用
い

た
人

工
指

紋
な

ど
の

偽
造

の
報

告
が

さ
れ

て
お

り
、

バ
イ

オ
メ

ト
リ

ク
ス

情
報

漏
洩

に
お

け
る

偽
造

な
り

す
ま

し
脅

威
な

ど
も

考
慮

し
た

評
価

手
法

・
検

証
手

法
を

確
立

す
る

こ
と

が
必

要
。

）
 

2
0

1
0

年
：

バ
イ

オ
メ

ト
リ

ク
ス

情
報

保
護

型
認

証
技

術
の

確
立

⑥
 

（
取

り
替

え
る

こ
と

が
で

き
な

い
バ

イ
オ

メ
ト

リ
ク

ス
情

報
を

利
用

し
た

認
証

に
と

っ
て

、
デ

ー
タ

漏
洩

に
よ

る
偽

造
な

り
す

ま
し

脅
威

へ
の

対
策

が
必

要
。

バ
イ

オ
メ

ト
リ

ク
ス

情
報

保
護

型
認

証
技

術
に

よ
り

、
登

録
情

報
の

管
理

や
交

換
の

リ
ス

ク
低

減
が

可
能

。
）

 

2
0

1
5

年
: 

暗
号

・
認

証
プ

ロ
ト

コ
ル

の
検

証
手

法
の

提
案

・
実

現
⑦

 

 
 

 
 

 
 

（
任

意
の

プ
ロ

ト
コ

ル
を

対
象

に
、

安
全

性
証

明
等

検
証

手
法

を
確

立
）

 

 
 

・
左

記
①

-
③

に
つ

い
て

は
、

学

会
レ

ベ
ル

で
は

い
ず

れ
も

海

外
で

は
研

究
開

発
は

進
め

ら

れ
て

い
る

も
の

の
、

実
現

可
能

と
い

っ
た

レ
ベ

ル
で

は
な

く
、

特
に

①
は

実
現

に
は

か
な

り

遠
い

。
 

・
④

に
つ

い
て

は
、

IS
O

や

IT
U

-
T

に
て

普
及

を
目

的
と

し
た

標
準

化
が

進
ん

で
い

る
。

・
⑤

に
つ

い
て

は
、

IS
O

1
9

7
9

2
に

て
脆

弱
性

を

列
挙

し
た

標
準

化
が

進
ん

で

い
る

が
、

評
価

に
関

し
て

は
、

世
界

的
に

未
着

手
。

 

・
⑥

に
つ

い
て

は
、

学
会

で
問

題
提

起
は

さ
れ

て
い

る
が

，
研

究
着

手
段

階
で

あ
り

実
用

化

に
は

程
遠

い
 

 

○
 

基
本

的
に

は
、
海

外

の
研

究
を

キ
ャ

ッ
チ

ア
ッ

プ
し

な
が

ら
、
大

学
を

中
心

に
、
学

会
レ

ベ
ル

で
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 ①
⑦

日
本

応
用

数
理

学
会
「

数
理

的
技

法
に

よ
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

」
研

究
部

会
 

②
デ

ジ
タ

ル
フ

ォ
レ

ン
ジ

ッ
ク

研
究

会
 

③
電

子
情

報
通

信
学

会
 

電
磁

界
理

論
研

究
専

門
委

員
会

 

④
-
⑥

海
外

と
同

様

基
礎

 

 

◎
 

電
子

政
府

シ
ス

テ
ム

の
た

め
の

推
奨

暗
号

の

制
定

、
電

磁
波

情
報

通
信

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
国

際

標
準

化
が

重
要

 

（
C

R
Y

P
T

R
E

C
活

動

に
関

し
て

は
、

適
切

に
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
す

る
こ

と

が
必

要
）

 

（
IT

U
-
T

 
S

G
1

7
へ

の

提
案

な
ど

を
推

進
）

 

 

や
や

難
 

た
だ

し
、

①
-

⑦
で

レ
ベ

ル
が

異
な

り
、

特
に

①
を

実
用

レ
ベ

ル
と

す
る

の
は

「
難

」
で

あ
る

。

 

7
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

  

民
間

 

（
及

び

大
学

、
独

法
）

 

国
 

（
及

び

民
間

）
 

認
証

成
り

す
ま

し
等

に
つ

い

て
は

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
者

が
直

接
責

任
を

問
わ

れ
な

い
た

め
、

民
間

企
業

で
の

本
技

術
開

発
に

対
す

る
投

資
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

は
低

い
。

ま
た

、
本

技
術

は
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
者

や
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
ベ

ン
ダ

ー
等

の
様

々
な

業
種

が
関

連
す

る
と

と
も

に
、

広
く

社
会

実
装

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、

国
が

中
立

的
な

立
場

か
ら

本
施

策
を

実
施

し
、

基
本

技
術

の
確

立
、

並
び

に
産

官
学

の
連

携
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

電
子

政
府

シ
ス

テ
ム

の
た

め

の
推

奨
暗

号
の

制
定

の
た

め
、

国
が

中
心

と
な

り
、
民

間
企

業
、

大
学

等
と

連
携

を
現

在
行

っ
て

い
る

。
 

       

研
究

開
発

の
多

様
化

・
高

度

化
や

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

の
各

種
犯

罪
が

国
境

を
越

え
て

影

響
・

被
害

を
及

ぼ
す

可
能

性
の

増
大

を
鑑

み
、

技
術

開
発

段
階

か
ら

の
積

極
的

な
国

際
連

携
推

進
が

必
要

。
 

 

現
在

、
①

-
③

に
つ

い
て

は
、

N
IC

T
・

IP
A

等
の

研
究

機
関

が

中
心

と
な

り
、

実
験

を
進

め
つ

つ
現

実
的

な
解

を
検

討
し

て
い

る
。

④
-
⑥

に
つ

い
て

は
、

IS
O

1
9

7
9

2
に

対
応

し
て

国

内
委

員
会

S
C

2
7

,S
C

3
7

を

中
心

に
進

め
ら

れ
て

い
る

。
⑦

に
つ

い
て

は
、

大
学

中
心

の
議

論
レ

ベ
ル

で
あ

り
、

研
究

者
間

の
連

携
に

お
い

て
目

標
の

共
有

及
び

体
系

的
活

動
が

不
十

分
。

今
後

、
①

-
③

に
つ

い
て

は
、

現
在

の
取

組
を

継
続

し
つ

つ
海

外
連

携
を

進
め

て
い

く
べ

き
。

例
え

ば
、

電
子

政
府

シ
ス

テ
ム

等
へ

の
実

装
に

向
け

た
共

通
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
作

成
等

の
取

組
が

考
え

ら
れ

る
。
④

-
⑥

に
つ

い
て

は
、

現
状

活
動

の
継

続
推

進
が

望
ま

し
い

。
⑦

に
つ

い
て

は
、

資
金

的
な

援
助

も
含

め
て

研
究

を
よ

り
活

発
化

し
、

日
本

の
レ

ベ
ル

向
上

が
必

要
。
そ

の
上

で
、

国
際

標
準

化
等

に
お

い
て

、
我

が
国

の
存

在
感

を
出

せ
る

よ
う

推
進

が
必

要
。
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IC
T

安
心

・
安

全
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

セ
キ

ュ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
次

世
代

暗
号

技
術

 

安
心

・
安

全
な

高
度

情
報

化
社

会
を

支

え
る

基
盤

要
素

技
術

と
し

て
、

計
算

機
環

境
等

の
変

化
に

対
応

し
た

、
よ

り
高

度
な

安
全

性
と

高
い

処
理

性
能

を
有

す
る

方
式

を
実

用
化

す
る

。
ま

た
、

安
全

性
が

低
下

し
た

暗
号

を
よ

り
高

い
暗

号
へ

ス
ム

ー
ス

に
切

り
替

え
る

手
法

を
確

立
す

る
こ

と
に

よ
り

、
長

期
に

わ
た

っ
て

安
心

・
安

全
な

シ
ス

テ
ム

と
し

て
運

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

  

 2
0

1
5

年
：

次
世

代
ハ

ッ
シ

ュ
、

次
世

代
公

開
鍵

暗
号

、
ペ

ア
リ

ン
グ

応
用

技
術

の
基

礎
・

開

発
段

階
完

了
 

2
0

2
0

年
：

耐
量

子
計

算
機

公
開

鍵
暗

号
、

長
期

保
存

技
術

の
基

礎
段

階
完

了
 

2
0

2
5

年
以

降
：

次
々

世
代

ハ
ッ

シ
ュ

、
次

々
世

代
共

通
暗

号
、

耐
量

子
計

算
機

公
開

鍵
暗

号
、

長
期

保
存

技
術

、
量

子
暗

号
技

術
の

基
礎

・
開

発
・

実
用

段
階

継
続

 

 

 
 

 
 

 
 

関
連

市
場

と
し

て
、

暗
号

ラ

イ
ブ

ラ
リ

市
場

を
想

定
。

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
0

0
億

円
 

2
0

2
0

年
：

1
2

5
億

円
以

上
 

2
0

2
5

年
：

1
6

0
億

円
以

上
 

2
0

3
0

年
：

2
0

0
億

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
0

0
0

億
円

 

2
0

2
0

年
：

1
2

5
0

億
円

 

2
0

2
5

年
：

1
6

0
0

億
円

 

2
0

3
0

年
：

2
0

0
0

億
円

 

 

た
だ

し
、

暗
号

は
製

品
や

シ

ス
テ

ム
に

組
み

込
ま

れ
、

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

、
市

場
数

値
と

し
て

算
入

さ
れ

な
い

た
め

、
暗

号
そ

の
も

の
で

市
場

を
見

積
も

る
の

は
難

し
い

。
関

連
市

場
は

上
記

よ
り

大
き

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 

 

上
記

で
算

出
し

た
市

場
規

模

に
は

、
そ

の
内

数
と

し
て

「
次

世
代

暗
号

技
術

市
場

」
が

存
在

し
。

こ
れ

は
暗

号
ラ

イ
ブ

ラ
リ

市
場

の
成

長
の

た
め

に
必

要
と

な
る

。
 

そ
の

規
模

は
、

8
1

億
円

（
2

0
1

1
年

国
内

市
場

）
で

あ

る
。

 

 

 
 

技
術

的
な

困
難

や
製

品
化

で
の

リ
ス

ク
が

高
い

領
域

な
の

で
、

基
礎

技
術

の
開

発
、

普
及

の
た

め
の

環
境

投
資

（
認

証
局

の
整

備
な

ど
）

に
、

大
学

や
国

と
の

連
携

が
必

要
。

 

先
行

す
る

海
外

大
学

及
び

研
究

機
関

、

企
業

と
の

連
携

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

IS
O

/
IE

C
な

ど
の

標
準

化
に

お
け

る
連

携
も

重
要

。
 

 
 

 
○

次
世

代
ハ

ッ
シ

ュ
技

術
 

 
暗

号
の

基
盤

技
術

の
1

つ
で

あ

る
ハ

ッ
シ

ュ
関

数
の

評
価

技
術

・

設
計

技
術

 

2
0

0
9

年
：

ハ
ッ

シ
ュ

関
数

の
評

価
技

術
の

開
発

 

2
0

1
1

年
：

次
世

代
ハ

ッ
シ

ュ
関

数
A

H
S

相
当

の
設

計
技

術
の

評
価

検
証

 

2
0

1
3

年
：

特
定

領
域

向
け

の
ハ

ッ
シ

ュ
関

数
の

開
発

、
実

用
化

へ
の

展
開

 

2
0

3
0

年
：

次
々

世
代

ハ
ッ

シ
ュ

関
数

に
係

る
研

究
開

発
の

実
施

 

2
0

3
5

年
：

次
々

世
代

ハ
ッ

シ
ュ

関
数

の
実

用
化

へ
の

展
開

 

 
 

 
 

 
 

※
 
線

表
的

に
、

N
IS

T
が

実
施

す
る

次
世

代
ハ

ッ
シ

ュ
関

数
（

A
H

S
）

公
募

に
は

間
に

合

わ
な

い
と

考
え

ら
れ

ま
す

（
公

募
締

切
2

0
0

8
年

1
0

月
3

1
日

）
。

し
た

が
っ

て
、

今
回

開

発
す

る
次

世
代

ハ
ッ

シ
ュ

関
数

は
、

米
国

政
府

標
準

（
す

な
わ

ち
国

際
標

準
）

と
な

る
A

H
S

や
S

H
A

-
2

と
完

全
に

競
合

す
る

こ
と

を
前

提
に

、
ど

の
よ

う
に

取
り

組
む

か
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

特
に

、
A

H
S

に
対

抗
す

る
国

産
ハ

ッ
シ

ュ
関

数
を

開
発

す
る

の
か

、

A
H

S
の

次
を

目
指

し
て

技
術

蓄
積

す
る

の
か

に
よ

っ
て

研
究

開
発

目
標

は
大

き
く

異
な

り

ま
す

 

  

事
実

上
、

製
品

市
場

を
牽

引
す

る

米
国

N
IS

T
が

2
0

0
8

-
2

0
1

2
年

に

実
施

す
る

F
IP

S
（

米
国

標
準

）
の

A
H

S
公

募
に

向
け

、
企

業
・

公
的

機

関
・

大
学

が
入

り
乱

れ
て

、
研

究
開

発
活

動
が

世
界

中
で

活
発

化
。

A
H

S

を
含

め
、

汎
用

的
な

ハ
ッ

シ
ュ

関
数

は
世

界
中

で
特

許
を

無
償

で
利

用
可

能
。

 

×
 

欧
米

よ
り

も
一

歩
劣

る
の

が

現
状

。
日

本
の

ハ
ッ

シ
ュ

関
数

が
国

際
標

準
等

の
選

定
さ

れ
た

実
績

は
な

い
。

ま
た

、
設

計
論

や
評

価
方

法
等

で
国

際
論

文
が

通
っ

て
い

る
が

、
実

際
の

ハ
ッ

シ
ュ

関
数

ま
で

設
計

を
練

り
上

げ
た

も
の

は
ほ

と
ん

ど
な

い
。

基
礎

 
◎

 

汎
用

目
的

で
開

発
し

た
ハ

ッ
シ

ュ
関

数
で

あ
れ

ば
、

国
際

標
準

化

は
必

須
 

特
定

目
的

で
開

発
し

た
ハ

ッ
シ

ュ
関

数
で

あ
れ

ば
業

界
標

準
化

が
必

要
 

 ※
 
A

H
S

に
競

合
す

る
ハ

ッ
シ

ュ
関

数
が

国
際

標
準

に
な

る
た

め
に

は
、

そ
の

必
要

性

に
つ

い
て

世
界

各
国

を
説

得
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

た
め

、
国

の

全
面

的
か

つ
強

力
な

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

が
必

要
不

可
欠

 

や
や

難
 

1
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

3
5

）

独
法

 

 

国
  

製
品

化
へ

の
リ

ス
ク

が
極

め
て

高

く
、

国
内

企
業

の
開

発
イ

ン
セ

ン
テ

ィ

ブ
が

高
ま

ら
な

い
技

術
分

野
で

あ
る

反
面

、
安

全
性

の
観

点
か

ら
一

定
の

技

術
レ

ベ
ル

の
保

持
が

必
要

な
技

術
分

野
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
国

に
よ

る
研

究

開
発

が
必

要
。

 

先
行

す
る

海
外

大
学

及
び

研
究

機

関
と

の
連

携
が

必
要

で
あ

る
。

 

 
 

 
○

次
々

世
代

共
通

鍵
暗

号
技

術
 

将
来

的
な

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の

進
展

を
考

慮
し

た
、

次
世

代
暗

号
よ

り
も

高
速

か
つ

安
全

な
共

通
鍵

暗
号

技
術

 

2
0

2
0

年
：

次
世

代
共

通
鍵

暗
号

へ
の

解
読

手
法

の
開

発
 

2
0

2
3

年
：

次
々

世
代

暗
号

の
評

価
技

術
の

開
発

 

2
0

2
5

年
：

次
々

世
代

共
通

鍵
暗

号
へ

の
設

計
技

術
の

評
価

検
証

 

2
0

3
0

年
：

次
々

世
代

共
通

鍵
暗

号
の

開
発

 

2
0

3
5

年
：

次
々

世
代

共
通

鍵
暗

号
の

実
用

化
へ

の
展

開
 

す
で

に
次

世
代

共
通

鍵
暗

号
と

し
て

A
E

S
（

米
）

、
C

a
m

e
lli
a
（

日
）

が
標

準
化

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
研

究
動

向

は
設

計
フ

ェ
ー

ズ
か

ら
解

読
フ

ェ
ー

ズ

に
移

行
。

こ
の

よ
う

に
、

共
通

鍵
暗

号

は
次

世
代

暗
号

が
す

で
に

開
発

・
実

用

化
さ

れ
て

お
り

、
研

究
対

象
が

実
装

系

に
シ

フ
ト

し
て

い
る

。
 

 ※
 
共

通
鍵

暗
号

は
、

次
世

代
暗

号
と

し

て
す

で
に

米
国

政
府

標
準

A
E

S
, 

電
子

政
府

推
奨

（
N

T
T

・
三

菱
電

機
）

C
a
m

e
lli
a
, 

韓
国

政
府

標
準

S
E

E
D

の

3
つ

が
多

く
の

国
際

標
準

化
に

採
用

さ

れ
て

い
る

。
現

在
は

、
こ

れ
ら

の
暗

号

の
製

品
化

が
進

展
し

て
お

り
、

新
規

の

次
世

代
暗

号
の

開
発

需
要

は
当

面
低

い
。

 

○
 

世
界

有
数

の
研

究
能

力
が

あ

る
。

た
だ

し
、

実
用

化
と

な
る

と
、

政
府

の
支

援
を

受
け

て
い

る
米

国

政
府

標
準

暗
号

が
圧

倒
的

に
優

位

に
あ

り
、

例
え

世
界

ト
ッ

プ
の

研

究
開

発
成

果
で

あ
っ

て
も

、
世

界

市
場

は
日

本
技

術
を

ほ
と

ん
ど

受

け
入

れ
な

い
と

い
う

構
造

が
あ

る
。

 

基
礎

 
◎

 

汎
用

目
的

で
開

発
す

る
共

通
鍵

暗
号

で
あ

れ

ば
、

国
際

標
準

化
は

必
須

難
 

1
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

3
5

）

大
学

、
民

間
、

独
法

 

国
 

す
ぐ

に
製

品
に

反
映

す
る

可
能

性
が

な
い

た
め

、
企

業
と

し
て

は
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
ほ

と
ん

ど
な

い
反

面
、

安
全

性
の

観
点

か
ら

一
定

レ
ベ

ル
の

技
術

蓄
積

及

び
技

術
継

承
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

国
に

よ
る

研
究

開
発

が
必

要
。

 

欧
米

の
大

学
と

の
個

別
連

携
が

考
え

ら
れ

る
も

の
の

、
各

国
の

暗
号

政
策

に
も

関
連

す
る

研
究

分
野

で
あ

る
た

め
、

方
式

研
究

と
し

て
国

際
連

携
を

す
る

か
ど

う

か
に

は
高

度
な

政
策

的
判

断
が

必
要

。

 
 

 
○

次
世

代
公

開
鍵

暗
号

技
術

 

 
R

S
A

よ
り

も
サ

イ
ズ

が
小

さ
い

高

速
か

つ
安

全
な

公
開

鍵
暗

号
・

デ
ジ

タ
ル

署
名

技
術

 

2
0

1
0

年
：

次
世

代
公

開
鍵

暗
号

の
開

発
 

2
0

1
5

年
：

次
世

代
公

開
鍵

暗
号

の
実

用
化

へ
の

展
開

 

よ
り

高
速

な
暗

号
開

発
が

米
国

を
中

心
に

活
発

化
。

公
開

鍵
暗

号
は

次
世

代

暗
号

の
開

発
・

実
用

化
が

遅
れ

て
い

る
。

技
術

的
に

は
優

れ
た

方
式

も
研

究
さ

れ

て
い

る
が

、
実

用
化

の
た

め
に

は
イ

ン

フ
ラ

基
盤

の
整

備
が

不
可

欠
で

あ
る

た

め
、

イ
ン

フ
ラ

基
盤

が
整

備
さ

れ
て

い

る
R

S
A

以
外

で
は

大
き

な
成

果
を

上
げ

て
い

る
も

の
が

な
い

。
こ

の
た

め
、

方

式
研

究
を

し
て

い
る

企
業

で
は

世
界

で

も
数

社
程

度
で

あ
り

、
ほ

と
ん

ど
が

大

学
・

公
的

機
関

と
連

携
し

て
実

施
し

て

い
る

。
 

○
 

世
界

有
数

の
研

究
能

力
が

あ

る
。

た
だ

し
、

実
用

化
と

な
る

と
、

政
府

の
支

援
を

受
け

て
い

る
米

国

政
府

標
準

暗
号

が
圧

倒
的

に
優

位

に
あ

り
、

例
え

世
界

ト
ッ

プ
の

研

究
開

発
成

果
で

あ
っ

て
も

、
世

界

市
場

は
日

本
技

術
を

ほ
と

ん
ど

受

け
入

れ
な

い
と

い
う

構
造

が
あ

る
。

 

開
発

 
◎

 

汎
用

目
的

で
開

発
す

る
公

開
鍵

暗
号

で
あ

れ

ば
、

国
際

標
準

化
は

必
須

標
準

 
3

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

民
間

、
独

法
 

民
間

 
広

く
利

用
す

る
に

は
認

証
局

等
の

イ

ン
フ

ラ
基

盤
を

整
備

す
る

必
要

が
あ

る

が
、

基
盤

整
備

の
た

め
の

費
用

を
企

業
が

出
す

こ
と

は
難

し
い

た
め

、
国

に
よ

る
支

援
が

必
要

。
 

方
式

研
究

と
し

て
の

連
携

よ
り

も
、

む

し
ろ

イ
ン

フ
ラ

基
盤

整
備

の
た

め
の

国

際
的

調
整

と
し

て
の

連
携

の
ほ

う
が

非

常
に

重
要

。
 

 
 

 
○

耐
量

子
計

算
機

公
開

鍵
暗

号
技

術
 

量
子

計
算

機
が

実
用

化
さ

れ
て

も

安
全

性
が

危
殆

化
し

な
い

暗
号

・
署

2
0

1
5

年
：

量
子

計
算

機
が

実
用

化
さ

れ
て

も
安

全
な

暗
号

の
技

術
を

確
立

 

2
0

2
0

年
：

量
子

計
算

機
が

実
用

化
さ

れ
て

も
安

全
な

署
名

の
技

術
を

確
立

 

2
0

3
0

年
：

実
用

化
へ

の
展

開
 

格
子

系
・

多
変

数
多

項
式

系
技

術
を

利
用

し
た

暗
号

方
式

に
つ

い
て

の
研

究

が
盛

ん
に

行
わ

れ
て

い
る

が
、

そ
れ

ぞ

○
 

世
界

有
数

の
研

究
能

力
が

あ

る
。

た
だ

し
、

実
用

化
と

な
る

と
、

基
礎

 
○

 

長
期

的
に

は
標

準
化

は
必

要
で

あ
る

が
、

現
状

難
 

1
0

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

3
0

）

独
法

、
大

学
 

国
 

 

技
術

的
困

難
性

が
高

い
た

め
、

製
品

化

へ
の

リ
ス

ク
が

極
め

て
高

い
技

術
分

野

で
あ

る
が

、
危

殆
化

対
策

と
し

て
極

め
て

現
状

で
は

こ
の

分
野

の
研

究
者

が
少

な
い

た
め

、
国

際
的

に
広

範
囲

な
体

制
を

組
ん

で
も

効
果

が
薄

い
と

予
想

さ
れ

る
。

31



名
技

術
 

れ
安

全
性

が
疑

問
視

さ
れ

て
い

た
り

、

近
年

解
読

法
が

発
見

さ
れ

た
り

し
て

い

る
な

ど
、

解
読

手
法

の
研

究
が

進
展

し

て
い

る
一

方
、

安
全

な
方

式
の

開
発

手

法
は

ま
だ

見
い

だ
せ

て
い

な
い

状
況

。

政
府

の
支

援
を

受
け

て
い

る
米

国

政
府

標
準

暗
号

が
圧

倒
的

に
優

位

に
あ

り
、

例
え

世
界

ト
ッ

プ
の

研

究
開

発
成

果
で

あ
っ

て
も

、
世

界

市
場

は
日

本
技

術
を

ほ
と

ん
ど

受

け
入

れ
な

い
と

い
う

構
造

が
あ

る
。

 

で
は

ま
だ

量
子

計
算

機

が
実

用
化

さ
れ

て
い

な

い
た

め
、

必
ず

し
も

標
準

方
式

を
決

め
る

要
望

・
必

要
性

が
あ

る
わ

け
で

は

な
い

。
 

需
要

な
た

め
、

国
に

よ
る

研
究

開
発

が
必

要
。

 

研
究

者
の

個
別

つ
な

が
り

で
対

応
可

能
。

 
 

 
○

ペ
ア

リ
ン

グ
応

用
技

術
 

楕
円

曲
線

上
の

ペ
ア

リ
ン

グ
技

術

を
応

用
し

た
従

来
の

方
式

に
な

い
特

徴
を

有
す

る
暗

号
・

署
名

技
術

 

2
0

1
0

年
：

ペ
ア

リ
ン

グ
応

用
技

術
を

確
立

 

2
0

1
2

年
：

ペ
ア

リ
ン

グ
の

実
装

技
術

を
確

立
 

2
0

1
5

年
：

ペ
ア

リ
ン

グ
の

実
用

化
技

術
を

確
立

及
び

実
用

化
へ

の
展

開
 

方
式

に
つ

い
て

は
盛

ん
に

研
究

さ
れ

て
い

る
が

、
ペ

ア
リ

ン
グ

技
術

の
特

徴

を
生

か
し

た
適

切
な

応
用

先
が

明
確

で

な
い

、
処

理
速

度
が

十
分

で
は

な
い

な

ど
、

実
装

技
術

・
実

用
化

技
術

に
関

し

て
は

数
多

く
の

課
題

が
あ

る
。

 

○
 

世
界

有
数

の
研

究
能

力
が

あ

る
。

 

開
発

 
◎

 

汎
用

目
的

で
開

発
す

る
応

用
技

術
で

あ
れ

ば
、

国
際

標
準

化
は

必
須

。

標
準

 
3

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

民
間

、
独

法
、

大
学

 

民
間

 

 

実
装

・
実

用
化

に
関

し
て

は
民

間
主

導

で
開

発
が

可
能

で
あ

る
が

、
ペ

ア
リ

ン
グ

技
術

の
特

徴
を

生
か

せ
る

応
用

先
や

サ

ー
ビ

ス
市

場
が

現
状

で
は

ほ
と

ん
ど

な

く
、

民
間

で
の

開
発

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
は

あ
ま

り
高

く
な

い
。

市
場

立
ち

上
げ

に
向

け
た

応
用

先
や

サ
ー

ビ
ス

イ
メ

ー
ジ

の

明
確

化
に

は
国

に
よ

る
補

助
が

必
要

。

V
o
lt
a
g
e
社

が
有

力
な

技
術

を
保

有

し
て

い
る

た
め

に
、

連
携

が
有

効
で

あ

る
。

ま
た

、
IS

O
/
IE

C
な

ど
で

も
議

論
が

始
ま

っ
て

い
る

。
 

 
 

 
○

長
期

保
存

技
術

 

 
長

期
間

保
存

す
る

署
名

・
暗

号
に

つ
い

て
、

暗
号

方
式

が
危

殆
化

し
て

も
有

効
性

を
維

持
す

る
た

め
の

技
術

 

2
0

2
0

年
：

暗
号

方
式

が
危

殆
化

し
た

際
に

、
有

効
性

を
維

持
し

た
ま

ま
、

新
暗

号
へ

の
移

行

す
る

技
術

の
確

立
及

び
評

価
技

術
の

確
立

 

2
0

2
5

年
：

長
期

保
存

技
術

の
実

用
化

へ
の

展
開

 

世
界

的
に

将
来

の
暗

号
の

危
殆

化
へ

の
問

題
点

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

が
、

長

期
保

存
技

術
で

実
用

化
さ

れ
て

い
る

も

の
は

少
な

い
。

 

○
 

研
究

ベ
ー

ス
で

は
進

ん
で

い

る
。

 

基
礎

 
○

 

長
期

保
存

方
法

は
シ

ス
テ

ム
ご

と
に

要
求

が

異
な

る
可

能
性

が
あ

る

た
め

、
シ

ス
テ

ム
ご

と
の

標
準

化
方

式
に

な
る

可

能
性

が
あ

る
。

 

 

や
や

難
 

6
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
5

）

民
間

、
独

法
 

国
 

製
品

化
へ

の
リ

ス
ク

が
高

く
、

当
面

は

明
確

な
需

要
が

見
込

め
な

い
た

め
、

企
業

と
し

て
は

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
が

小
さ

い

反
面

、
危

殆
化

が
起

き
た

時
に

準
備

が
整

っ
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
た

め
、

国
に

よ
る

研
究

開
発

が
必

要
。

 

現
状

で
は

こ
の

分
野

の
研

究
者

が
少

な
い

た
め

、
国

際
的

に
広

範
囲

な
体

制
を

組
ん

で
も

効
果

が
薄

い
と

予
想

さ
れ

る
。

ま
た

、
実

現
す

べ
き

要
求

項
目

も
各

国
ご

と
に

異
な

る
可

能
性

が
あ

る
。
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IC
T

安
心

・
安

全
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の
 

研
究

段
階
 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）
 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

セ
キ

ュ
ア

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
情

報
漏

え
い

防
止

技
術

 

電
子

・
紙

な
ど

媒
体

種
別

に
依

存
せ

ず
、

組
織

間
を

や
り

取
り

さ
れ

る
情

報
資

産
を

適
正

に
管

理
す

る
た

め
の

技
術

 

 

2
0

1
0

年
: 

 

・
電

子
フ

ァ
イ

ル
、

紙
文

書
な

ど
の

情
報

資
産

、
あ

る
い

は
電

子
フ

ァ
イ

ル
を

格
納

し

た
外

部
記

憶
媒

体
な

ど
を

一
元

管
理

す
る

基
盤

技
術

の
確

立
 

・
組

織
を

ま
た

が
っ

て
流

通
す

る
情

報
資

産
を

管
理

し
て

情
報

漏
え

い
等

を
防

止
す

る

基
盤

技
術

の
確

立
 

・
情

報
資

産
の

重
要

度
を

自
動

評
価

す
る

管
理

基
盤

技
術

の
確

立
 

 

 
 

 
 

 

 
 

＜
内

部
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
製

品
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

6
2

0
億

円
 

2
0

2
0

年
：

8
0

0
億

円
 

2
0

2
5

年
：

1
,0

3
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

2
,3

0
0

億
円

 

2
0

2
0

年
：

3
,0

0
0

億
円

 

2
0

2
5

年
：

3
,8

5
0

億
円

 

 

企
業

内
部

か
ら

の
情

報
漏

え
い

が
多

発

し
て

お
り

、
企

業
で

取
り

扱
う

さ
ま

ざ
ま

な

情
報

資
産

を
管

理
す

る
技

術
・

シ
ス

テ
ム

が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

 

そ
の

よ
う

な
中

、
電

子
政

府
シ

ス
テ

ム
や

一

般
企

業
の

情
報

シ
ス

テ
ム

等
に

お
い

て
本

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

基
盤

技
術

を
活

用
し

て
情

報
漏

え
い

を
防

止
す

る
効

果
は

計
り

知
れ

な
い

。
 

   

民
間

、
大

学
 

 

国
、

民
間

 

 

電
子

・
紙

な
ど

媒
体

種
別

に
依

存

せ
ず

，
異

な
る

組
織

間
を

や
り

取
り

さ
れ

る
情

報
資

産
を

適
正

に
管

理
す

る
技

術
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

は
官

民
問

わ
ず

広
範

囲
に

及
ぶ

が
、

特
定

の
民

間
企

業
で

開
発

す
る

に
は

リ
ス

ク
が

大
き

く
、

国
主

導
の

下
、

産
学

官
連

携
し

て
推

進
す

る
こ

と
が

有
効

。
 

 

     

異
な

る
組

織
間

を
や

り
取

り
さ

れ

る
情

報
資

産
を

適
正

に
管

理
す

る
た

め
に

は
ロ

グ
管

理
基

盤
技

術
の

標
準

化
が

必
要

で
あ

り
、

学
界

や
標

準
化

団
体

等
で

の
活

動
を

通
じ

て
国

内
の

研
究

成
果

を
海

外
へ

と
発

信
し

て
い

く
こ

と
が

有
効

。
 

 
 

 
○

情
報

資
産

管
理

基
盤

技
術

 

情
報

漏
え

い
等

を
防

ぐ
た

め
に

、

さ
ま

ざ
ま

な
企

業
等

に
あ

る
情

報

資
産

を
管

理
す

る
基

盤
技

術
 

2
0

1
0

年
: 

 

・
電

子
フ

ァ
イ

ル
、

紙
文

書
な

ど
の

情
報

資
産

、
あ

る
い

は
電

子
フ

ァ
イ

ル
を

格
納

し

た
外

部
記

憶
媒

体
な

ど
を

一
元

管
理

す
る

基
盤

技
術

の
確

立
－

①
 

・
組

織
を

ま
た

が
っ

て
流

通
す

る
情

報
資

産
を

管
理

し
て

情
報

漏
え

い
等

を
防

止
す

る

基
盤

技
術

の
確

立
－

②
 

・
情

報
資

産
の

重
要

度
を

自
動

評
価

す
る

管
理

基
盤

技
術

の
確

立
－

③
 

 

電
子

・
紙

な
ど

媒
体

種
別

に
依

存
せ

ず
，

組
織

間
を

や
り

取
り

さ
れ

る
情

報

資
産

を
適

正
に

管
理

す
る

た
め

の
技

術

に
つ

い
て

は
世

界
的

に
も

未
着

手
（

部

分
的

な
技

術
要

素
に

関
す

る
研

究
は

行

わ
れ

つ
つ

あ
る

）
。

 

 ・
左

記
①

に
つ

い
て

 

 
電

子
フ

ァ
イ

ル
を

管
理

す
る

技
術

（
D

R
M

、
ロ

グ
収

集
）

は
多

く
知

ら
れ

て
い

る
が

、
紙

文
書

・
外

部
記

憶
媒

体

ま
で

含
め

た
管

理
技

術
は

ま
だ

な
い

。

 ・
②

に
つ

い
て

 

S
O

A
P

な
ど

X
M

L
ベ

ー
ス

で
組

織

を
ま

た
が

っ
て

情
報

を
授

受
す

る
プ

ロ

ト
コ

ル
が

策
定

さ
れ

て
い

る
が

、
情

報

漏
え

い
防

止
の

観
点

で
は

ま
だ

研
究

レ

ベ
ル

で
あ

る
。

 

 

・
③

に
つ

い
て

 

研
究

開
発

が
行

わ
れ

て
お

り
、

部
分

的
に

製
品

化
さ

れ
つ

つ
あ

る
が

、
精

度
・

速
度

の
観

点
か

ら
ま

だ
実

用
レ

ベ

ル
に

は
遠

い
。

 

  

○
 

情
報

漏
え

い
防

止
の

観

点
か

ら
、

電
子

フ
ァ

イ
ル

だ

け
で

な
く

紙
文

書
・

外
部

記

憶
媒

体
ま

で
含

め
た

総
合

的
な

情
報

資
産

管
理

基
盤

技
術

は
、

世
界

的
に

も
実

用

レ
ベ

ル
に

は
未

だ
遠

い
。

日

本
は

D
R

M
技

術
な

ど
世

界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
要

素
技

術
を

有
し

て
い

る
。

 

基
礎

 

 

◎
 

異
な

る
組

織
間

を
や

り
取

り
さ

れ
る

情
報

資

産
を

適
正

に
管

理
す

る

た
め

に
は

ロ
グ

管
理

基

盤
技

術
の

標
準

化
が

必

要
。

 

や
や

難
 

 

2
5

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
0

）

 

民
間

、
大

学
 

 

国
、

民
間
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IC
T

安
心

・
安

全
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

セ
ン

シ
ン

グ
・

ユ
ビ

キ
タ

ス
時

空
基

盤
 

地
球

の
大

気
や

水
の

計
測

・
セ

ン
シ

ン
グ

や
、

宇
宙

環
境

や
電

波
伝

搬
の

監
視

・
予

測
、

衛
星

に
よ

る
測

位
、

時
間

・
周

波
数

基
準

の
発

生
や

供
給

、
電

磁
環

境
保

護
技

術
な

ど
、

IC
T

を
社

会
・

生
活

に
利

活
用

す
る

た
め

の
基

盤
を

確
立

す
る

。
 

2
0

2
0

年
：

4
次

元
時

空
座

標
系

及
び

国
際

環
境

観
測

網
の

実
現

。
 

2
0

2
5

年
：

宇
宙

環
境

評
価

・
中

長
期

予
測

が
可

能
に

な
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
環

境
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

 

 
原

子
・

分
子

レ
ベ

ル
か

ら
宇

宙
空

間
ま

で
の

環
境

情
報

を
ト

ー
タ

ル
に

カ
バ

ー

す
る

世
界

最
高

精
度

の
計

測
・

セ
ン

サ
技

術
、

宇
宙

シ
ス

テ
ム

技
術

 

 

2
0

2
0

年
：

全
地

球
規

模
で

観
測

す
る

環
境

計
測

技
術

の
確

立
 

 
 

 
 

 
 

関
連

市
場

と
し

て
、

主
に

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
波

利

用
市

場
を

想
定

。
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
0

年
：

1
,7

0
0

億
円

 

2
0

1
5

年
：

7
,2

5
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
0

年
：

8
,5

0
0

億
円

 

2
0

1
5

年
：

3
6

,2
5

0
億

円
 

 

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
波

利
用

市
場

の
規

模
が

、
他

の

市
場

規
模

と
比

べ
て

、
非

常
に

大
き

い
た

め
、

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
波

利
用

市
場

の
規

模
で

以
て

代
表

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
○

映
像

レ
ー

ダ
技

術
 

 
航

空
機

搭
載

高
分

解
能

マ
ル

チ

パ
ラ

メ
ー

タ
合

成
開

口
レ

ー
ダ

に

よ
る

地
上

の
自

然
現

象
な

ど
の

観

測
・

監
視

技
術

 

2
0

1
0

年
：

1
m

以
下

の
分

解
能

と
準

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
デ

ー
タ

を
伝

送
で

き
る

機
能

を
持

つ
航

空
機

S
A

R
シ

ス
テ

ム
技

術
を

開
発

 

2
0

1
3

年
：

被
害

マ
ッ

ピ
ン

グ
等

の
応

用
技

術
開

発
 

2
0

1
5

年
：

模
擬

実
験

及
び

実
災

害
時

に
お

け
る

実
証

 

2
0

1
5

年
：

5
0

c
m

以
下

の
分

解
能

と
準

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
デ

ー
タ

を
伝

送
で

き
る

機
能

を

持
つ

航
空

機
S

A
R

シ
ス

テ
ム

技
術

を
開

発
 

 

欧
米

で
も

研
究

が
活

発
化

。
航

空
機

・
衛

星
搭

載
と

も
に

活
発

な
研

究
開

発
。

代
表

的
な

研
究

機
関

と
し

て

米
国

の
N

A
S

A
の

J
P

L
が

あ
る

。
 

◎
 

航
空

機
等

搭
載

高
分

解

能
化

で
は

、
日

本
が

先
行

。

開
発

 
○

 

デ
ー

タ
利

用
、
地

図

利
用

等
で

標
準

化
が

重
要

。
 

難
 

1
6

億
円

 

（
2

0
0

8
～

2
0

1
5

）

災
害

時
の

ニ
ー

ズ
は

国
ま

た
は

地
方

自
治

体
。

地
図

利
用

等
で

民
間

の
市

場
の

可
能

性
あ

り
。

 

独
法

 
国

 
地

図
利

用
の

た
め

の
画

像
補

正

等
の

技
術

に
つ

い
て

は
、

民
間

に

ノ
ウ

ハ
ウ

が
あ

り
、

N
IC

T
が

中
心

と
な

り
、

民
間

と
連

携
し

て
研

究

開
発

を
推

進
す

る
こ

と
が

、
よ

り

効
果

的
で

あ
る

。
 

わ
が

国
で

は
高

度
な

技
術

開
発

が
行

わ
れ

て
お

り
、

防
災

等
に

対

す
る

高
い

ニ
ー

ズ
を

も
つ

ア
ジ

ア

諸
国

等
と

は
、

技
術

移
転

、
観

測

運
用

、
デ

ー
タ

利
用

・
配

布
技

術

の
普

及
等

で
連

携
を

深
め

る
必

要

が
あ

る
。

 

 
 

 
○

C
O

2
計

測
ラ

イ
ダ

ー
 

 
人

工
衛

星
か

ら
の

ラ
イ

ダ
ー

（
レ

ー
ザ

光
の

反
射

光
を

利
用

）
に

よ
る

温
室

効
果

ガ
ス

（
C

O
2

）
の

3
次

元

高
精

度
観

測
技

術
 

2
0

1
0

年
：

高
出

力
2

μ
レ

ー
ザ

 

2
0

1
1

年
：

レ
ー

ザ
モ

ジ
ュ

ー
ル

化
、

航
空

機
搭

載
シ

ス
テ

ム
開

発
 

2
0

1
3

年
：

C
O

2
ラ

イ
ダ

ー
地

上
実

験
 

2
0

1
5

年
：

C
O

2
ラ

イ
ダ

ー
航

空
機

実
証

 

2
0

1
7

年
：

衛
星

搭
載

型
C

O
2

技
術

実
証

 

2
0

2
0

年
：

人
工

衛
星

に
搭

載
 

欧
米

で
も

研
究

が
活

発
化

。
 

◎
 

2
μ

m
帯

大
出

力
、

お
よ

び
1

.6
μ

m
帯

の
レ

ー
ザ

技

術
で

日
本

が
先

行
。

 

基
礎

 
◎

 

環
境

の
精

密
定

量

評
価

の
た

め
、
計

測
技

術
お

よ
び

デ
ー

タ
利

用
技

術
と

し
て

標
準

化
は

重
要

 

京
都

議
定

書
に

基
づ

く
C

O
2
計

測
の

国
際

標
準

化
が

必
要

。
 

難
 

9
0

億
円

 

（
2

0
0

8

～
2

0
1

5
）

C
O

2
排

出
量

取
引

、
監

視
に

利
用

さ
れ

る

（
米

国
外

交
審

議
会

で
は

、
2

0
1

2
年

ま
で

に

2
.3

兆
ド

ル
の

排
出

権
取

引
が

あ
る

と
予

想
）

。
 

C
O

2
排

出
量

／
吸

収
量

の
高

精
度

計
測

は
、

世
界

的
に

喫
緊

の
課

題
で

あ
り

、
全

地
球

規
模

及
び

国
ご

と
、

地
域

ご
と

の
測

定
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
技

術
の

普
及

が
求

め
ら

れ
る

。
温

暖
化

対
策

費
は

今
後

G
D

P
の

5
％

必
要

と
い

わ
れ

て
お

り
、

本
技

術
は

対
策

費
の

適
正

化
の

た
め

に
貢

献
す

る
。

 

独
法

、
 

民
間

、
 

大
学

 

国
 

N
IC

T
は

固
体

レ
ー

ザ
を

は
じ

め
セ

ン
サ

開
発

技
術

を
も

っ
て

い

る
が

、
J
A

X
A

は
衛

星
搭

載
技

術
、

民
間

は
製

造
技

術
、

大
学

は
レ

ー

ザ
基

礎
等

、
学

術
的

な
検

討
に

つ

い
て

秀
で

て
お

り
、

N
IC

T
等

の
研

究
開

発
機

関
が

大
学

、
民

間
と

連

携
し

て
研

究
開

発
を

推
進

す
る

こ

と
が

、
よ

り
効

果
的

で
あ

る
。

 

地
球

温
暖

化
対

策
は

急
ぎ

全
地

球
規

模
に

広
げ

る
必

要
が

あ
る

こ

と
か

ら
、

利
用

促
進

の
た

め
、

 

技
術

開
発

、
技

術
移

転
、

観
測

運

用
、

デ
ー

タ
利

用
に

わ
た

り
、

国

際
的

連
携

が
不

可
欠

で
あ

る
 

特
に

利
用

技
術

の
ア

ジ
ア

へ
の

展

開
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

 

 
 

 
○

全
球

規
模

高
度

環
境

観
測

技
術

 

気
象

・
大

気
成

分
等

の
環

境
デ

ー

タ
を

全
地

球
規

模
（

人
工

衛
星

利
活

用
）

で
計

測
す

る
と

と
も

に
、

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
か

ら
情

報
を

抽
出

し
、

即
時

に
利

用
可

能
と

す
る

技
術

 

 

2
0

1
1

年
：

G
P

M
衛

星
搭

載
降

水
レ

ー
ダ

技
術

お
よ

び
、

E
a
rt

h
C

A
R

E
搭

載
雲

レ
ー

ダ
技

術
の

開
発

（
両

者
と

も
打

ち
上

げ
は

2
0

1
3

年
）

 

2
0

1
7

年
：

C
O

2
等

の
次

世
代

衛
星

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
の

開
発

 

2
0

1
9

年
：

同
上

技
術

の
衛

星
搭

載
 

各
国

に
お

い
て

活
発

な
研

究
開

発
；

国
際

協
力

の
下

で
衛

星
実

現
。

 

◎
 

マ
イ

ク
ロ

波
素

子
お

よ

び
宇

宙
レ

ー
ダ

技
術

で
日

本
が

先
行

。
 

基
礎

 
◎

 

セ
ン

サ
方

式
の

標

準
化

お
よ

び
デ

ー
タ

利
用

に
お

け
る

環
境

評
価

手
法

等
の

標
準

化
は

重
要

。
 

難
 

2
0

0
億

円

（
2

0
0

8
～

2
0

2
0

）

＜
新

気
象

情
報

サ
ー

ビ
ス

市
場

（
現

在
の

気
象

情
報

サ
ー

ビ
ス

の
拡

大
、

発
展

部
分

）
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

8
8

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

2
0

年
：

3
4

2
億

円
 

 

「
都

市
規

模
高

度
環

境
計

測
技

術
」

「
C

O
2
計

測
ラ

イ
ダ

ー
」

の
市

場
は

上
記

に
含

む
も

と
の

す
る

。
 

 

地
球

規
模

の
降

水
量

予
測

に
よ

り
農

業
な

ど

で
の

旱
魃

、
洪

水
の

事
前

対
策

の
可

能
性

あ
り

。

市
場

規
模

は
大

き
く

な
い

が
、

国
際

協
力

の
下

で
、

継
続

的
に

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

温
暖

化
予

測
の

精
度

向
上

や
災

害
被

害
の

軽
減

効
果

を
評

価
す

べ
き

で
あ

る
。

 

独
法

 
国

 
N

IC
T

に
は

セ
ン

サ
技

術
、

J
A

X
A

に
は

衛
星

バ
ス

技
術

、
民

間
に

は
製

造
・

打
上

技
術

が
あ

り
、

N
IC

T
等

研
究

開
発

機
関

が
大

学
、

民
間

と
連

携
し

て
研

究
開

発
を

推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

米
欧

各
国

宇
宙

機
関

等
と

、
そ

れ
ぞ

れ
分

担
、

協
力

に
よ

り
技

術

開
発

及
び

連
携

を
深

め
る

必
要

が

あ
り

、
デ

ー
タ

利
用

技
術

に
関

し

て
は

、
広

く
ア

ジ
ア

諸
国

等
と

密

な
連

携
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

 

 
 

 
○

都
市

規
模

高
度

環
境

計
測

技
術

 

気
象

・
大

気
成

分
等

の
環

境
デ

ー

タ
を

都
市

規
模

で
計

測
す

る
と

と

も
に

、
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

か
ら

情
報

を
抽

出
し

、
即

時
に

利
用

可
能

と
す

る
技

術
 

 

2
0

1
0

年
：

都
市

大
気

計
測

の
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
実

証
、

モ
デ

ル
－

観
測

同
化

試
験

、
実

証
 

2
0

1
3

年
：

災
害

・
危

機
管

理
セ

ン
シ

ン
グ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
情

報
分

析
・

配
信

技
術

の
開

発
 

2
0

1
5

年
：

セ
ン

シ
ン

グ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・

ナ
ウ

キ
ャ

ス
ト

融
合

シ
ス

テ
ム

、
技

術
実

証
 

2
0

1
6

年
：

セ
ン

シ
ン

グ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・

ナ
ウ

キ
ャ

ス
ト

融
合

シ
ス

テ
ム

社
会

実
証

シ
ス

テ
ム

 

都
市

気
象

災
害

、
テ

ロ
対

策
等

、
世

界
で

研
究

開
発

は
活

発
化

。
 

○
 

都
市

の
総

合
的

安
全

保

障
技

術
は

米
国

が
先

行
。

基
礎

 
◎

 

環
境

の
精

密
定

量

評
価

の
た

め
、
標

準
化

は
重

要
。

 

難
 

3
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

2
0

1
5

）

都
市

計
画

へ
の

利
用

や
汚

染
大

気
の

流
れ

る

方
向

を
提

示
で

き
る

。
自

治
体

等
で

の
普

及
の

可
能

性
あ

り
。

 

独
法

 
国

 
N

IC
T

は
セ

ン
サ

技
術

、
デ

ー
タ

処
理

技
術

を
も

っ
て

い
る

が
、

民

間
は

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

、
大

学
は

モ

デ
リ

ン
グ

等
、

学
術

的
な

検
討

に

つ
い

て
秀

で
て

お
り

、
N

IC
T

等
研

究
開

発
機

関
が

大
学

、
民

間
と

連

携
し

て
研

究
開

発
を

推
進

す
る

こ

と
が

、
よ

り
効

果
的

で
あ

る
。

 

テ
ロ

対
策

も
含

む
都

市
の

総
合

的
安

全
保

障
技

術
は

米
国

が
先

行

し
て

い
る

こ
と

か
ら

研
究

促
進

の

た
め

に
国

際
連

携
が

必
要

。
 

ま
た

、
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
面

で
は

、
ア

ジ
ア

諸
国

等
に

技
術

協

力
、

技
術

移
転

が
必

要
な

た
め

、

国
際

連
携

が
必

要
。

 

 
 

 
○

次
世

代
ド

ッ
プ

ラ
ー

レ
ー

ダ
技

術
 突

発
的

局
所

災
害

（
集

中
豪

雨
、

突
風

等
）

の
観

測
を

行
い

、
災

害
発

生
予

測
、

発
生

状
況

を
迅

速
か

つ
的

確
に

収
集

す
る

た
め

の
技

術
 

 

2
0

1
2

年
：

1
0

～
2

0
K

m
四

方
を

分
解

能
数

十
m

で
瞬

時
（

1
0

秒
以

内
）

に
空

間
ス

キ
ャ

ン
を

行
う

こ
と

が
可

能
な

フ
ェ

ー
ズ

ド
・

ア
レ

イ
・

レ
ー

ダ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

を
開

発
 

2
0

1
5

年
：

広
域

高
密

度
空

間
ス

キ
ャ

ン
シ

ス
テ

ム
を

実
現

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
を

開
発

、
災

害
予

測
、

情
報

伝
達

シ
ス

テ
ム

の
開

発
 

≪
米

国
≫

 

次
世

代
型

レ
ー

ダ
の

研
究

開
発

計
画

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 ≪
欧

州
≫

 

未
着

手
。

 

○
 

米
国

と
同

等
レ

ベ
ル

。

基
礎

 
○

 
難

 
6

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

2
0

1
5

）

＜
次

世
代

の
気

象
レ

ー
ダ

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

2
0

年
：

1
5

0
億

円
 

 1
式

2
.5

億
円

の
気

象
レ

ー
ダ

が
、

6
0

式
日

本
全

国
に

配
備

さ
れ

る
と

仮
定

し
て

算
出

。
 

 次
世

代
の

気
象

レ
ー

ダ
と

し
て

の
普

及
が

見

込
ま

れ
る

。
気

象
官

署
だ

け
で

な
く

、
自

治
体

、

交
通

機
関

、
民

間
等

へ
の

普
及

が
期

待
さ

れ
る

。
 

独
法

、
民

間
、

大
学

 

国
 

N
IC

T
は

降
雨

観
測

の
技

術
、

民

間
は

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

、
大

学
は

学

術
的

知
見

を
持

つ
。

 

更
に

実
用

化
の

促
進

に
あ

た
っ

て

は
気

象
・

防
災

機
関

と
の

連
携

促

進
も

必
要

。
 

国
際

的
に

は
、

高
い

技
術

力
と

応
用

技
術

を
持

つ
米

国
等

と
連

携

す
る

。
防

災
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

の

高
い

ア
ジ

ア
諸

国
等

に
対

し
て

は
、

技
術

移
転

、
利

用
技

術
等

で

連
携

を
強

化
す

る
。

 

 
 

 
○

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
波

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
 

 
煙

霧
等

で
見

え
な

い
場

所
に

い

る
人

物
等

の
発

見
を

可
能

と
す

る

小
型

可
搬

な
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

カ
メ

ラ

や
離

れ
た

地
点

か
ら

有
毒

ガ
ス

を

検
知

で
き

る
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

領
域

の

電
磁

波
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

 

 

2
0

1
0

年
：

デ
バ

イ
ス

、
伝

搬
等

の
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

基
盤

技
術

の
開

発
 

2
0

1
5

年
：

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
帯

パ
ッ

シ
ブ

セ
ン

サ
技

術
の

開
発

 

2
0

2
5

年
：

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
帯

ア
ク

テ
ィ

ブ
セ

ン
サ

技
術

の
開

発
 

≪
米

国
）

 

米
国

で
テ

ロ
対

策
等

の
た

め
の

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
が

活
発

。
 

 主
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
以

下
の

通
り

。
 

■
T

IF
T

 
（

T
e
ra

h
e
rt

z
 I
m

a
g
in

g
 

F
o
c
a
l-

p
la

n
e
-
a
rr

a
y 

T
e
c
h

n
o
lo

g
y）

 

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

応
用

の
小

型
高

感
度

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
波

セ
ン

シ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

開
発

。
 

 

■
S

W
IF

T
 
（

S
u

b
m

ill
im

e
te

r 
W

a
v
e
 I
m

a
g
in

g
 

F
P

A
 T

e
c
h

n
o
lo

g
y）

 

◎
 

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
帯

量
子

カ

ス
ケ

ー
ド

レ
ー

ザ
技

術
は

世
界

水
準

、
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

帯

量
子

井
戸

型
検

出
器

技
術

で
日

本
が

先
行

。
他

は
同

等
。

 

 

基
礎

 
◎

 

新
た

な
領

域
で

あ

り
、
標

準
化

は
極

め
て

重
要

。
 

難
 

1
1

0
億

円

（
2

0
0

8
～

2
0

2
5

）

＜
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

波
利

用
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
0

年
：

1
,6

9
4

億
円

 

2
0

1
5

年
：

7
,2

4
7

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
0

年
：

8
,4

7
0

億
円

 

2
0

1
5

年
：

3
6

,2
3

5
億

円
 

 

国
内

市
場

は
、

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー

動
向

調
査

報
告

書
（

（
財

）
テ

レ
コ

ム
先

端
技

術
研

究
支

援
セ

ン
タ

ー
）

を
参

照
し

た
。

内
訳

は
以

下
の

通
り

。
 

独
法

、
民

間
 

大
学

 

国
 

N
IC

T
は

、
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

帯
量

子

カ
ス

ケ
ー

ド
レ

ー
ザ

、
テ

ラ
ヘ

ル

ツ
帯

量
子

井
戸

型
検

出
器

、
大

気

伝
搬

特
性

計
測

と
モ

デ
ル

化
等

の

技
術

を
持

っ
て

い
る

が
、

民
間

は

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

の
技

術
、

大
学

は

共
鳴

ト
ン

ネ
ル

ダ
イ

オ
ー

ド
、

分

光
等

、
学

術
的

な
検

討
に

秀
で

て

お
り

、
N

IC
T

等
研

究
開

発
機

関
が

大
学

、
民

間
と

連
携

し
て

研
究

開

発
を

推
進

す
る

こ
と

が
、

よ
り

効

果
的

で
あ

る
。

 

欧
米

、
中

国
等

で
高

い
技

術
レ

ベ
ル

を
有

し
て

お
り

、
開

発
促

進

の
た

め
、

こ
れ

ら
と

の
研

究
連

携

が
必

要
で

あ
る

。
 

成
果

移
転

、
社

会
応

用
に

お
い

て
は

ア
ジ

ア
、

各
国

と
連

携
が

必

要
。
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セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

、
防

衛
用

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

応
用

の
サ

ブ
ミ

リ
波

F
P

A
に

係
る

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
開

発
。
テ

ラ

ヘ
ル

ツ
自

由
電

子
レ

ー
ザ

開
発

。
 

 ■
ス

ペ
ー

ス
シ

ャ
ト

ル
外

壁
タ

イ
ル

内
部

の
欠

陥
検

査

テ
ラ

ヘ
ル

ツ
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
が

N
A

S
A

で
実

用
。

 

 ■
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

帯
小

型
高

出
力

炭
酸

ガ
ス

レ
ー

ザ
を

開

発
。

環
境

・
天

文
応

用
、

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

開

発
を

展
開

。
 

 ■
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

光
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

分
野

へ
の

応
用

進

行
中

。
 

 ≪
欧

州
≫

 

■
T

E
R

A
V

IS
IO

N
 
（

T
e
ra

h
e
rt

z
 F

re
q
u

e
n

c
y 

Im
a
g
in

g
 S

ys
te

m
s
 f

o
r 

O
p
ti
c
a
lly

 L
a
b
e
le

d
 

S
ig

n
a
ls

）
 

・
英

国
：

2
0

0
0

年
～

2
0

0
3

年
 

・
医

療
応

用
小

型
テ

ラ
ヘ

ル
ツ

パ
ル

ス
イ

メ
ー

ジ
ン

グ

装
置

の
開

発
。

関
連

し
て

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

を
通

じ
た

技
術

の
事

業
化

も
進

展
（

T
e
ra

V
ie

w
社

）
 

①
IT

市
場

 

2
0

1
0

年
：

6
1

9
億

円
 

2
0

1
5

年
：

3
,8

0
0

億
円

 

②
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ー

市
場

 

2
0

1
0

年
：

5
1

9
億

円
 

2
0

1
5

年
：

1
,5

8
3

億
円

 

③
バ

イ
オ

・
メ

デ
ィ

カ
ル

市
場

 

2
0

1
0

年
：

5
8

億
円

 

2
0

1
5

年
：

1
,0

4
4

億
円

 

④
農

業
･
食

品
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
市

場
 

2
0

1
0

年
：

3
8

8
億

円
 

2
0

1
5

年
：

5
9

6
億

円
 

⑤
工

業
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
市

場
 

2
0

1
0

年
：

8
6

億
円

 

2
0

1
5

年
：

1
9

2
億

円
 

⑥
環

境
分

析
市

場
 

2
0

1
0

年
：

8
億

円
 

2
0

1
5

年
：

1
8

億
円

 

⑦
宇

宙
計

測
リ

モ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

市
場

 

2
0

1
0

年
：

1
6

億
円

 

2
0

1
5

年
：

1
6

億
円

 

  

ま
た

、
世

界
市

場
は

、
国

内
市

場
の

5
倍

と

想
定

し
て

算
出

。
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IC
T

安
心

・
安

全
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

セ
ン

シ
ン

グ
・

ユ
ビ

キ
タ

ス
時

空
基

盤
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
電

波
伝

搬
監

視
・

予
測

技
術

 

 
社

会
イ

ン
フ

ラ
や

宇
宙

利
活

用
、

測

位
・

通
信

・
放

送
な

ど
電

波
利

用
に

影
響

を
与

え
る

宇
宙

環
境

変
動

を
リ

ア
ル

タ

イ
ム

に
監

視
・

予
測

し
、

被
害

を
低

減
さ

せ
、

安
定

し
た

利
用

を
実

現
す

る
技

術
 

2
0

2
5

年
：

宇
宙

環
境

評
価

・
中

長
期

予
測

技
術

の
開

発
 

 
 

 
 

 
 

＜
電

波
障

害
予

報
サ

ー
ビ

ス
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
5

年
：

3
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
5

年
：

1
4

0
億

円
 

 

民
間

気
象

予
報

会
社

の
市

場
規

模

3
0

0
億

円
（

1
9

9
5

年
度

～
2

0
0

2
年

度

平
均

）
の

1
0

%
の

規
模

で
電

波
障

害
予

報
サ

ー
ビ

ス
が

普
及

す
る

と
仮

定
し

て

算
出

。
 

 

こ
の

ほ
か

、
以

下
に

示
す

よ
う

な
効

用

も
あ

り
、

上
に

示
し

た
市

場
規

模
以

上
の

大
き

な
効

果
が

あ
る

。
 

 ・
磁

気
嵐

に
よ

る
障

害
（

停
電

。
送

電
シ

ス
テ

ム
、
石

油
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
へ

の
影

響
）
や

、
電

離
層

異
常

に
よ

る
障

害
（

衛

星
通

信
、

衛
星

放
送

、
G

P
S

へ
の

影

響
）

の
予

測
・

予
防

に
利

用
で

き
る

。

（
磁

気
嵐

に
よ

る
1

9
8

9
年

カ
ナ

ダ

発
電

所
の

被
害

額
7

0
0

億
円

相

当
：

h
tt

p
:/

/w
w

w
.s

te
la

b
.n

a
g
o

ya
-
u

.a
c
.jp

/
s
te

-
w

w
w

1
/
p
u

b
/
s

te
-
n

l/
N

e
w

s
le

tt
e
r2

8
.p

d
f）

 

 
 

 
 

 ・
宇

宙
環

境
情

報
利

用
に

よ
り

、
衛

星
障

害
の

回
避

等
で

貢
献

す
る
（

衛
星

障
害

は
1

回
当

た
り

、
数

1
0

0
億

円
規

模
の

損
失

と
な

る
）

。
 

 ・
航

空
機

関
で

は
、

本
シ

ス
テ

ム
を

前
提

と
し

た
管

制
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
つ

つ
あ

り
、

燃
料

節
約

・
飛

行
時

間
軽

減

な
ど

の
メ

リ
ッ

ト
か

ら
1

0
0

億
円

規

模
の

市
場

効
果

が
見

込
ま

れ
る

。
 

 ・
通

信
・

放
送

関
連

機
関

に
は

業
務

の
安

定
性

へ
の

寄
与

に
よ

り
数

億
円

規
模

の
市

場
効

果
が

見
込

ま
れ

る
 

 
 

 
○

宇
宙

環
境

監
視

・
予

測
技

術
 

社
会

イ
ン

フ
ラ

や
宇

宙
の

利
活

用
に

影
響

を
与

え
る

宇
宙

環
境

変

動
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
監

視
・

予
測

し
、

被
害

を
低

減
さ

せ
る

技
術

 

2
0

1
0

年
：

地
上

･
衛

星
観

測
デ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
デ

ー
タ

駆
動

型
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
に

よ
る

磁
気

圏
・

放
射

線
帯

・
電

離
圏

総
合

監
視

技
術

の
開

発
、

地
上

・
衛

星
観

測
デ

ー
タ

を
用

い
た

宇
宙

放
射

線
変

動
速

報
技

術
の

開
発

 

2
0

1
5

年
：

太
陽

及
び

内
部

太
陽

圏
の

観
測

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
お

よ
び

そ
の

融
合

技
術

の
開

発
 

2
0

2
0

年
：

宇
宙

環
境

評
価

・
予

測
技

術
の

開
発

 

2
0

2
5

年
：

太
陽

活
動

サ
イ

ク
ル

の
活

動
レ

ベ
ル

予
測

に
基

づ
く

数
年

レ
ベ

ル
の

中
長

期
予

測
 

 

米
国

、
欧

州
等

で
も

積
極

的

に
推

進
し

て
い

る
。

 

ま
た

、
近

年
中

国
が

本
課

題

の
研

究
開

発
に

力
を

入
れ

始
め

て
い

る
状

況
。

 

○
 

全
体

的
に

は
日

本
と

諸
外

国
は

ほ
ぼ

拮
抗

し

て
い

る
が

、
衛

星
観

測
に

つ
い

て
は

米
国

が
先

行
。

基
礎

 
○

 

宇
宙

環
境

評
価

基
準

の
標

準
化

は
重

要
。

 

や
や

難
 

6
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

2
0

）

独
法

、
大

学
 

国
 

当
該

分
野

に
お

い
て

、
N

IC
T

は
基

礎
か

ら
実

用
へ

の
橋

渡
し

の
研

究
開

発
を

担
っ

て
お

り
、

大
学

は
基

礎
研

究
を

中
心

に
行

っ
て

い
る

た
め

、

N
IC

T
が

中
心

と
な

り
、

大
学

等
と

連

携
し

て
研

究
開

発
を

推
進

す
る

と
よ

り
効

果
的

で
あ

る
。

 

本
研

究
業

務
は

、
国

際
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
の

下
で

、
観

測
の

分
担

等
に

よ
り

緊
密

な
連

携
・

協
力

が
行

わ
れ

て
い

る
。

 

 

 
 

 
○

電
波

伝
搬

障
害

監
視

・
予

測
技

術
 

測
位

・
通

信
・

放
送

な
ど

電
波

利

用
に

影
響

を
与

え
る

現
象

を
監

視
・

予
測

し
、

安
定

し
た

利
用

を
実

現
す

る
技

術
 

2
0

1
0

年
：

電
波

伝
搬

障
害

の
発

生
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
に

よ
る

高
度

予
測

技
術

の
開

発
 

 
 

 
 

（
1

時
間

前
の

擾
乱

予
測

）
 

2
0

1
5

年
：

数
時

間
～

1
日

先
の

電
離

圏
擾

乱
予

測
手

法
の

開
発

 

2
0

2
0

年
：

電
離

圏
リ

ア
ル

タ
イ

ム
ト

モ
グ

ラ
フ

ィ
ー

技
術

の
開

発
 

近
年

、
米

国
・

欧
州

・
中

国

が
相

次
い

で
大

規
模

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
し

て
い

る
。

 

◎
 

日
本

が
先

行
。

 

基
礎

 
○

 

障
害

評
価

基
準

の
標

準
化

は
重

要
。

 

標
準

 
1

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

独
法

、
民

間
、

大
学

 

国
 

N
IC

T
に

は
実

利
用

に
影

響
を

与

え
る

電
離

圏
変

動
の

解
析

評
価

技
術

が
あ

る
が

、
民

間
は

一
般

に
普

及
す

る
測

位
・

通
信

・
放

送
シ

ス
テ

ム
の

開
発

技
術

、
大

学
は

電
離

圏
に

関
す

る
学

術
的

な
検

討
に

秀
で

て
お

り
、

N
IC

T
が

中
心

と
な

り
、

大
学

等
と

連

携
し

て
研

究
開

発
を

推
進

す
る

こ
と

が
、

よ
り

効
果

的
で

あ
る

。
 

高
い

研
究

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
も

つ
欧

米
と

の
連

携
が

必
要

で
あ

り
、

か
つ

新
た

な
観

測
デ

ー
タ

取
得

お
よ

び
技

術
移

転
、

成
果

の
普

及
の

た
め

に
は

、
ア

ジ
ア

各
国

と
の

連
携

が
必

要
で

あ
る

。
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IC
T

安
心

・
安

全
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
産

学
官

の
連

携
 

国
際

連
携

方
策

 

セ
ン

シ
ン

グ
・

ユ
ビ

キ
タ

ス
時

空
基

盤
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
●

高
精

度
衛

星
測

位
基

盤
技

術
 

準
天

頂
衛

星
等

を
活

用
し

た
高

精

度
な

衛
星

測
位

基
盤

技
術

 

2
0

0
8

年
：

静
止

衛
星

・
地

上
局

間
の

双
方

向
時

刻
・

周
波

数
比

較
技

術
の

確
立

。
E

T
S

-
Ⅷ

に
よ

る
要

素
技

術
開

発
 

2
0

1
2

年
：

非
静

止
衛

星
・

地
上

局
間

の
双

方
向

時
刻

・
周

波
数

比
較

技
術

の
確

立
。

衛
星

搭
載

原
子

時
計

同
士

の
時

刻
・

周
波

数
比

較
技

術
の

確
立

。
準

天
頂

衛
星

初
号

機
に

よ
る

実
証

試
験

 

  

米
国

、
ロ

シ
ア

、
中

国
、

欧
州

で
シ

ス
テ

ム
全

体

の
研

究
開

発
が

行
わ

れ
て

い
る

。
特

に
衛

星
測

位
の

基
幹

技
術

で
あ

る
搭

載
原

子
時

計
に

つ
い

て
は

欧
米

等
で

以
下

の
開

発
・

改
良

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 ≪
米

国
≫

 

R
b
型

搭
載

原
子

時
計

に
対

す
る

さ
ら

な
る

改
善

と

新
型

の
C

s
型

搭
載

原
子

時
計

の
開

発
が

並
行

し
て

実

施
さ

れ
て

い
る

。
 

 ≪
欧

州
≫

 

R
b
型

搭
載

原
子

時
計

を
完

成
・

宇
宙

実
証

済
み

で
、

2
0

0
8

年
に

は
受

動
型

水
素

メ
ー

ザ
原

子
時

計
を

搭

載
し

た
宇

宙
実

証
試

験
が

行
わ

れ
る

予
定

。
 

○
 

静
止

衛
星

を
用

い
た

実

験
を

実
施

中
。

ま
た

現
在

準

天
頂

衛
星

の
研

究
開

発
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

 

開
発

 
◎

 

高
精

度
な

衛
星

測

位
の

実
現

に
は

、

G
P

S
等

と
の

相
互

運

用
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

。
 

や
や

難
 

1
8

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
2

）

＜
歩

行
者

ナ
ビ

等
関

連
サ

ー
ビ

ス
及

び
携

帯
端

末
等

関
連

端
末

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
0

年
：

5
5

0
億

円
 

2
0

1
5

年
：

1
5

0
0

億
円

 

2
0

2
0

年
：

2
0

0
0

億
円

 

  
準

天
頂

衛
星

シ
ス

テ
ム

サ
ー

ビ
ス

に
よ

る
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

の
市

場

規
模

を
想

定
し

て
い

る
た

め
、

国
内

市
場

の
み

算
出

。
 

 

独
法

 
国

 
基

盤
的

な
技

術
か

ら
製

造
的

な
技

術
ま

で
様

々
な

技
術

が
関

わ
っ

て
い

る
た

め
 

N
IC

T
等

の
公

的
研

究
機

関
と

民
間

企
業

と
の

連
携

が
有

効
。

米
国

が
運

用
す

る
G

P
S

と

の
相

互
運

用
性

確
保

が
重

要
で

あ
り

、
継

続
的

に
米

国
と

連
携

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
。
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IC
T

安
心

・
安

全
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に
必

要
な

資
金

（
概

算
）

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携

 
国

際
連

携
方

策
 

セ
ン

シ
ン

グ
・

ユ
ビ

キ
タ

ス
時

空
基

盤
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
●

高
精

度
時

刻
・

周
波

数
標

準

技
術

 

 
高

精
度

な
周

波
数

標
準

器

の
構

築
と

、
標

準
電

波
に

よ
る

時
刻

情
報

の
供

給
、

な
ら

び
に

 

時
空

間
情

報
の

精
密

計
測

技

術
 

2
0

0
9

年
：

２
台

目
の

C
s
原

子
泉

型
一

次
周

波
数

標
準

器
の

完
成

。

搬
送

波
位

相
を

利
用

し
た

衛
星

（
G

E
O

）
双

方
向

時
刻

比
較

技
術

の
実

証
。

 

2
0

1
1

年
：

S
r原

子
の

光
領

域
遷

移
周

波
数

を
C

s
原

子
周

波
数

標
準

と
同

等
の

精
度

で
測

定
。

精
度

1
0

^(
-
1

2
)以

内
の

周
波

数
情

報
と

1
0

μ
s
以

内
の

精
度

の
時

刻
情

報
を

標
準

電

波
で

供
給

。
 

2
0

1
6

年
：

イ
オ

ン
や

中
性

原
子

の
光

領
域

の
遷

移
周

波
数

の
精

度
を

C
s
原

子
周

波
数

標
以

上
に

向
上

。
 

高
精

度
時

刻
比

較
技

術
の

実
現

。
 

４
次

元
時

空
座

標
系

及
び

国
際

観
測

網
の

確
立

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
○

高
精

度
時

間
・

周
波

数

標
準

の
発

生
技

術
 

新
た

な
秒

の
定

義
と

な
り

得
る

光
周

波
数

標
準

器
C

s
一

次
周

波
数

標
準

器
及

び
、

多
数

の
商

用
原

子
時

計
と

一
次

周
波

数
標

準
器

を
組

み
合

わ
せ

た
時

系
構

築
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

開
発

 

2
0

0
9

年
：

2
台

目
の

C
s
原

子
泉

型
一

次
周

波
数

標
準

器
を

完
成

さ
せ

て
、

N
IC

T
-
C

s
F
1

と
の

周
波

数
比

較
を

行
な

う
と

共
に

C
a

+
イ

オ
ン

の
光

領
域

遷
移

周
波

数
を

C
s
原

子
周

波
数

標

準
と

同
等

の
精

度
で

測
定

 
 

2
0

1
1

年
：

S
r原

子
の

光
領

域
遷

移
周

波
数

を
C

s
原

子
周

波
数

標
準

と
同

等
の

精
度

で
測

定
 

2
0

1
6

年
：

イ
オ

ン
や

中
性

原
子

の
光

領
域

の
遷

移
周

波
数

の
精

度
を

C
s
原

子
周

波
数

標
以

上
に

向
上

。
そ

の
上

で
複

数
の

遷
移

周
波

数
の

高
精

度
比

較
よ

り
基

礎
物

理
定

数
の

時
間

的
変

化
を

観
測

や
超

高
安

定
周

波
数

光
源

に
よ

る
通

信
技

術
の

発
展

に
貢

献
 

・
S

Y
R

T
E

(仏
)、

N
IS

T
(米

)で
は

原
子

泉
型

C
s
一

次
周

波
数

標
準

器
の

確
度

は
1

6
桁

に
達

し
て

い
る

。
 

・
ト

ラ
ッ

プ
さ

れ
た

イ
オ

ン
の

光
領

域
の

遷
移

周
波

数
の

確
度

は

N
IS

T
(米

)で
1

6
桁

に
突

入
し

て
い

る
ほ

か
、

P
T

B
(独

)や

N
P

L
(英

)で
も

1
5

桁
前

半
に

達
し

て
い

る
。

 

・
中

性
原

子
の

光
領

域
遷

移
周

波
数

安
定

度
は

J
IL

A
（

米
）

で
1

6

桁
に

到
達

し
て

い
る

上
に

、
S

Y
R

T
E

(仏
)に

お
け

る
測

定
結

果

と
1

6
桁

の
精

度
で

一
致

し
て

い
る

。
 

○
 

N
IC

T
で

は
原

子
泉

型
C

s
一

次

周
波

数
標

準
器

N
IC

T
-
C

s
F
1

を

開
発

し
、

2
x
1

0
-
1

5
の

周
波

数
確

度
を

得
て

い
る

。
ま

た
、

C
a

+
イ

オ

ン
の

時
計

遷
移

が
2

0
-
3

0
 k

H
z

の
線

幅
で

観
測

さ
れ

て
い

る
。

 

S
r中

性
原

子
を

用
い

た
光

格
子

時
計

は
東

大
―

産
総

研
の

共
同

研

究
で

開
発

さ
れ

、
1

5
桁

の
周

波
数

確
度

を
得

て
い

る
。

 

開
発

 
◎

 

時
間

、
周

波
数

の
精

密
測

定
は

基
礎

物
理

や
通

信
技

術
の

発
展

に
欠

か
す

こ
と

が
で

き
な

い
も

の
で

あ
り

、

国
際

的
に

共
通

な
ひ

と
つ

の
基

準
を

設
け

る
こ

と
が

絶
対

不
可

欠
で

あ
る

。
 

難
 

1
6

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
6

）

時
間

と
位

置
は

あ
ら

ゆ
る

事
象

の

根
源

的
な

イ
ン

デ
ク

ス
で

あ
り

、
基

盤
で

あ
る

た
め

、
単

純
に

市
場

規
模

で
は

表
せ

な
い

。
 

独
法

 
国

 
市

場
規

模
が

明
確

に
表

せ
な

い
事

か

ら
民

間
企

業
が

主
体

と
な

り
づ

ら
く

、

N
IC

T
が

研
究

開
発

の
主

体
と

な
り

、
そ

の
成

果
を

応
用

す
る

出
口

面
で

官
と

連

携
し

、
大

学
や

産
業

界
へ

の
技

術
移

転
を

行
い

、
活

用
を

図
っ

て
行

く
。

 

時
刻

・
周

波
数

標
準

の
発

生
技

術
は

、
国

際
的

な
相

互
比

較
に

よ
る

承
認

を
得

る
こ

と
が

必
須

で
あ

り
、

国
際

度
量

衡
局

（
B

IP
M

）
や

世
界

各
国

の
標

準
機

関
と

の

連
携

が
不

可
欠

に
な

る
。

こ
の

た
め

B
IP

M

や
ア

ジ
ア

太
平

洋
計

量
計

画
（

A
P

M
P

）
の

会
合

へ
の

参
加

、
貢

献
を

行
な

い
、

主
導

的

立
場

を
確

立
す

る
。

ま
た

国
内

外
の

大
学

や

企
業

と
も

技
術

協
力

を
行

う
。

 

 
 

 
○

時
間

・
周

波
数

標
準

の

供
給

・
利

活
用

基
盤

技
術

 

 
長

波
標

準
電

波
に

よ
り

時
間

周
波

数
標

準
供

給
技

術
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

電
話

回
線

な
ど

を
用

い
た

有
線

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
時

間
周

波
数

供
給

技
術

及
び

衛
星

測
位

技
術

に
よ

る
高

精
度

時
間

周
波

数
供

給
技

術
 

2
0

1
1

年
：

精
度

1
0

^(
-
1

2
)以

内
の

周
波

数
情

報
と

1
0

μ
s
以

内
の

精
度

の
時

刻
情

報
を

標
準

電
波

で
供

給
す

る
と

と
も

に
、

IS
O

1
7

0
2

5
に

基
づ

い
て

、
精

度
5

×
1

0
^(

-
1

4
)の

高

品
質

な
周

波
数

較
正

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
。
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

を
通

じ
て

簡
便

に
正

確
な

時
刻

情
報

を
認

証
す

る
こ

と

の
で

き
る

ユ
ビ

キ
タ

ス
時

刻
認

証
シ

ス
テ

ム
の

実
用

化

・
長

波
に

よ
る

時
刻

配
信

は
我

が
国

の
ほ

か
に

ド
イ

ツ
及

び
米

国
で

実
用

化
さ

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

高
精

度
な

時
刻

情
報

を
得

る
に

は
、

G
P

S
な

ど
の

測
位

衛
星

に
よ

る
方

法
が

あ
り

、
こ

の
分

野

で
は

米
国

が
先

行
し

、
ほ

か
に

欧
州

の
G

a
lil
e
o
計

画
が

追
随

し

て
い

る
。

 

○
 

日
本

は
、

ド
イ

ツ
、

米
国

と
並

ん
で

長
波

に
よ

る
標

準
電

波
供

給

を
実

現
し

て
い

る
ア

ジ
ア

唯
一

の

国
で

あ
り

、
研

究
開

発
水

準
は

国

際
的

に
も

先
端

的
と

言
え

る
。

測

位
衛

星
に

よ
る

高
精

度
な

時
刻

情

報
供

給
に

つ
い

て
は

、
準

天
頂

衛

星
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

研
究

開
発

が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

開
発

 
◎

 

時
間

・
周

波
数

標
準

は
世

界
各

国
共

通
の

基
盤

で
あ

り
、

国
際

協
力

の
下

で
実

現

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

の
で

、

国
際

標
準

化
は

重
要

で
あ

る
。

 

や
や

難
 

６
億

円
 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
1

）

＜
タ

イ
ム

ビ
ジ

ネ
ス

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

0
5

年
：

1
,4

8
1

億
円

（
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

調
べ

）
 

独
法

 
国

 
N

IC
T

が
主

体
と

な
り

、
関

連
す

る
産

学
官

と
連

携
を

と
り

つ
つ

研
究

開
発

を

進
め

る
。

 

国
際

組
織

に
お

け
る

標
準

の
構

築
と

配

信
の

標
準

化
が

必
須

で
あ

り
、

標
準

化
に

積

極
的

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

ア
ジ

ア
諸

国

に
お

け
る

時
刻

供
給

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

お
い

て
、

日
本

が
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮

す
る

。
 

 
 

 
○

時
間

・
空

間
情

報
の

精

密
計

測
技

術
 

 
G

P
S

、
通

信
衛

星
な

ど

を
用

い
た

高
精

度
時

刻
比

較
技

術
及

び
V

L
B

I、

G
P

S
な

ど
を

用
い

た
高

精
度

測
位

、
位

置
計

測
技

術
 

2
0

0
9

年
：

搬
送

波
位

相
を

利
用

し
た

衛
星

（
G

E
O

）
双

方
向

時
刻

比
較

技
術

の
実

証
 

2
0

1
1

年
：

正
確

で
信

頼
で

き
る

時
間

と
空

間
的

な
位

置
の

基
準

を
統

合
し

た
時

空
統

合
標

準
技

術
を

構
築

 

2
0

1
6

年
：

複
数

の
衛

星
測

位
シ

ス
テ

ム
（

G
P

S
等

）
を

利
用

し
た

高
精

度
時

刻
比

較
技

術
の

実
現

。
国

際
的

な
時

刻
比

較
網

（
B

IP
M

）
と

IV
S

な
ど

の
宇

宙
測

地
技

術
の

国
際

機
関

を
連

携
・

統
合

し
、

国
際

的
に

時
間

と
空

間
基

準
座

標
系

と
が

統
合

し
た

４
次

元
時

空
座

標
系

及
び

国
際

観
測

網

の
確

立
 

・
衛

星
双

方
向

時
刻

比
較

の
モ

デ
ム

に
つ

い
て

は
、

日
本

と
ド

イ
ツ

（
民

間
企

業
）

が
リ

ー
ド

。
解

析
技

術
に

つ
い

て
は

日
米

欧
各

国

で
研

究
。

 

・
国

際
的

な
時

刻
比

較
網

が
国

際
協

力
の

も
と

で
組

織
化

さ
れ

、
高

精
度

な
国

際
原

子
時

が
実

現
し

て
い

る
。

ま
た

、
宇

宙
測

地
技

術

を
統

合
し

、
空

間
位

置
の

基
準

と
な

る
国

際
基

準
座

標
系

が
構

築

さ
れ

、
定

常
的

に
モ

ニ
タ

ー
す

る
体

制
が

整
え

ら
れ

て
い

る
。

・
日

米
欧

の
研

究
機

関
が

中
心

と
な

り
、

よ
り

確
度

の
高

い
時

間
と

空
間

の
精

密
計

測
技

術
の

研
究

開
発

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

○
 

搬
送

波
位

相
を

利
用

し
た

衛
星

双
方

向
時

刻
比

較
技

術
の

実
証

が

進
ん

で
い

る
。

 

国
際

時
刻

比
較

網
や

国
際

基
準

座
標

系
の

維
持

・
構

築
は

世
界

各

国
の

相
互

協
力

の
も

と
で

進
め

ら

れ
て

い
る

が
、

日
本

は
ア

ジ
ア

地

域
に

お
け

る
国

際
時

刻
比

較
網

の

ハ
ブ

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

て

お
り

、
ま

た
宇

宙
測

地
技

術
の

研

究
開

発
で

も
国

際
的

に
先

進
的

な

研
究

開
発

を
進

め
て

い
る

。
 

開
発

 
◎

 

時
刻

・
周

波
数

の
国

際
精

密
比

較
や

、
宇

宙
測

地
技

術

の
観

測
お

よ
び

デ
ー

タ
解

析
で

は
、

参
加

す
る

研
究

機

関
が

使
用

す
る

装
置

・
解

析

方
法

の
標

準
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
 

難
 

1
６

億
円

 

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
6

）

時
間

と
位

置
は

あ
ら

ゆ
る

事
象

の

根
源

的
な

イ
ン

デ
ク

ス
で

あ
り

、
基

盤
で

あ
る

た
め

、
単

純
に

市
場

規
模

で
は

表
せ

な
い

。
 

独
法

 
国

 
市

場
規

模
が

明
確

に
表

せ
な

い
事

か

ら
民

間
企

業
が

主
体

と
な

り
づ

ら
く

、

N
IC

T
が

研
究

開
発

の
主

体
と

な
り

、
そ

の
成

果
を

応
用

す
る

出
口

面
で

官
と

連

携
し

、
大

学
や

産
業

界
へ

の
技

術
移

転
を

行
い

、
活

用
を

図
っ

て
行

く
。

 

時
刻

・
周

波
数

の
精

密
比

較
お

よ
び

国
際

空
間

基
準

座
標

系
の

構
築

の
た

め
に

は
、

国

際
的

に
装

置
・

解
析

方
法

の
標

準
化

を
図

る

必
要

が
あ

り
、

B
IP

M
、

C
C

T
F
、

IT
U

-
R

、

IE
R

S
等

の
国

際
組

織
の

も
と

、
参

加
す

る
世

界
各

国
の

研
究

機
関

の
間

で
協

力
を

行
う

。
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IC
T

安
心

・
安

全
 

研
究

開
発

分
野
 

主
な

研
究

開
発

課
題

と
技

術
要

素
 

及
び

そ
の

概
要
 

研
究

開
発

目
標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準
 

現
在

の

研
究

段
階

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度
 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的
 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）
 

推
進

主
体
 

推
進

方
策

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
 

産
学

官
の

連
携
 

国
際

連
携

方
策
 

セ
ン

シ
ン

グ
・

ユ
ビ

キ
タ

ス
時

空
基

盤
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
電

磁
環

境
保

護
技

術
 

 
あ

ら
ゆ

る
機

器
・

シ
ス

テ
ム

を
電

磁
干

渉
や

生
体

影
響

の
な

い
状

態
で

使
用

可

能
と

す
る

た
め

に
必

要
な

E
M

C
（

電
磁

適
合

性
）

に
関

す
る

計
測

・
評

価
・

対
策

技
術

 

 

2
0

1
5

年
：

準
ミ

リ
波

帯
ま

で
を

カ
バ

ー
す

る
総

合
的

広
帯

域
電

磁
環

境
技

術
の

確
立

 

2
0

2
5

年
：

ミ
リ

波
帯

ま
で

を
カ

バ
ー

す
る

総
合

的
超

広
帯

域
電

磁
環

境
技

術
の

確
立

 

 
 

 
 

 
 

関
連

市
場

と
し

て
、

ノ
イ

ズ
対

策
部

品
及

び
計

測
器

市
場

等
を

想
定

。
 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
0

年
：

7
,7

1
0

億
円

 

 
 

 
 

 
 

 
○

通
信

E
M

C
基

準
評

価
技

術
 

電
子

・
電

気
機

器
か

ら
発

生
す

る

電
磁

妨
害

波
（

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

）
が

、

通
信

シ
ス

テ
ム

に
障

害
を

与
え

な

い
レ

ベ
ル

／
通

信
シ

ス
テ

ム
の

電

磁
波

が
各

種
機

器
に

影
響

を
与

え

な
い

（
イ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
）

レ
ベ

ル
の

確
立

 

2
0

1
6

年
：

第
4

世
代

携
帯

等
、

新
た

な
無

線
通

信
シ

ス
テ

ム
に

対
応

し
た

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・

イ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

基
準

策
定

 

2
0

2
5

年
：

新
た

な
無

線
通

信
シ

ス
テ

ム
に

対
応

し
た

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
イ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
基

準
策

定
 

 

電
磁

雑
音

に
よ

る
通

信

へ
の

影
響

を
体

系
的

に
研

究
し

て
い

る
機

関
は

大
学

，

国
立

研
究

機
関

と
も

世
界

的
に

少
な

い
。

 

 

◎
 

A
P

D
測

定
法

開
発

を
先

導
。

 

基
礎

／
開

発

  

◎
 

C
IS

P
R

規
格

へ
の

導

入
後

に
国

内
規

格
化

。

や
や

難
 

6
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

2
0

2
5

）

 

測
定

器
等

へ
の

応
用

が
広

が
り

つ
つ

あ

る
。

 

（
参

考
市

場
：

世
界

の
4

G
市

場
は

2
0

2
0

年
頃

に
2

,5
0

0
M

加
入

に
拡

大

（
h

tt
p
:/

/
ja

p
a
n

.r
e
s
e
a
rc

h
o
n

a
s
ia

.c
o

m
/
re

p
o
rt

/
re

p
o
rt

_
n

a
m

e
.h

tm
l?

n
u

m
=
2

2
6

）
）

 

独
立

行

政
法

人
、

大
学

、
民

間
企

業
 

国
及

び

民
間

企

業
 

情
報

通
信

技
術

の
研

究
開

発
を

進
め

る
に

当
た

っ
て

、
新

た
な

情
報

通
信

機
器

と
他

の
機

器
間

の
電

磁
干

渉
を

避
け

る
た

め
に

通

信
E

M
C

技
術

が
必

要
で

あ
る

。
 

こ
の

た
め

、
1

9
8

7
年

に
産

学
官

に
よ

る
不

要
問

題
対

策
協

議
会

（
現

電
磁

環
境

協
議

会
）

を
設

立
し

、
不

要
電

波
に

よ
る

障
害

に

対
応

す
る

通
信

E
M

C
技

術
の

検
討

を
行

っ
て

き
て

い
る

。
 

ま
た

新
た

な
通

信
方

式
に

対
応

し
て

い
く

た
め

に
は

、
産

学
官

の
連

携
を

行
っ

て
電

磁
干

渉
の

抑
制

の
た

め
の

研
究

開
発

を
行

う

と
と

も
に

規
格

等
を

作
成

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

通
信

E
M

C
に

関
し

て
、

国
際

標
準

化
等

に
よ

る
技

術
の

普
及

を
測

る
た

め
に

、
日

本
と

同
等

の
技

術
レ

ベ
ル

を
有

す
る

独
、

米
国

等
と

連
携

を
進

め
て

行
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

 
 

 
○

通
信

・
電

磁
環

境
相

互
影

響
評

価

技
術

 

都
市

雑
音

等
の

電
磁

環
境

の
測

定
法

を
確

立
す

る
と

と
も

に
デ

ー

タ
ベ

ー
ス

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

通
信

シ
ス

テ
ム

設
計

の
た

め
の

影

響
評

価
技

術
を

確
立

す
る

。
 

2
0

1
3

年
：

第
4

世
代

携
帯

等
、

新
た

な
無

線
通

信
シ

ス
テ

ム
へ

の
影

響
評

価
法

確
立

 

2
0

1
5

年
：

IT
U

-
R

の
都

市
雑

音
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

勧
告

の
改

訂
版

を
構

築
 

2
0

2
0

年
：

新
た

な
無

線
通

信
シ

ス
テ

ム
へ

の
影

響
評

価
法

確
立

 

2
0

2
5

年
：

IT
U

-
R

の
都

市
雑

音
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

勧
告

の
再

改
訂

版
を

構
築

 

電
磁

雑
音

に
よ

る
通

信

へ
の

影
響

を
体

系
的

に
研

究
し

て
い

る
機

関
は

大
学

，

国
立

研
究

機
関

と
も

世
界

的
に

少
な

い
。

 

 

○
 

予
備

検
討

の
段

階
。

基
礎

 
◎

 

定
義

・
測

定
法

を
統

一

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

難
 

9
0

億
円

 

（
2

0
0

8
～

2
0

2
5

）

 

公
共

的
利

用
面

を
重

視
す

る
。

 
独

法
、

大

学
、

民
間

 

国
、

民
間

 

 
 

 
○

電
波

防
護

基
準

適
合

性
評

価
技

術
 無

線
局

が
電

波
防

護
基

準
を

満

足
し

て
い

る
か

を
判

定
す

る
た

め

の
評

価
技

術
（

測
定

、
計

算
を

含
む

）
 2

0
1

0
年

：
IE

C
/
T

C
1

0
6

の
S

A
R

測
定

法
を

改
訂

 

2
0

1
5

年
：

防
護

指
針

適
合

性
評

価
法

の
妥

当
性

確
認

 

2
0

2
5

年
：

生
体

内
IC

T
の

ば
く

露
評

価
法

の
確

立
 

電
磁

波
に

よ
る

生
体

へ

の
影

響
を

体
系

的
に

研
究

し
て

い
る

機
関

は
大

学
，
国

立
研

究
機

関
と

も
世

界
的

に
少

な
い

。
 

英
国

H
P

A
, 

米
国

F
D

A
，

ユ
タ

大
学

等
が

有
名

。
 

◎
 

液
剤

開
発

や
不

確

か
さ

評
価

に
実

績
。

 

 

基
礎

／
開

発

  

◎
 

通
信

機
器

の
国

際
流

通
の

た
め

に
は

国
際

的

な
統

一
が

重
要

。
 

  

や
や

難
 

1
3

5
億

円

（
2

0
0

8
～

2
0

2
5

）

  

無
線

の
利

活
用

の
進

展
に

よ
り

周
囲

に

電
磁

波
が

充
満

す
る

環
境

に
な

る
。

加
え

て
、

医
療

分
野

で
の

無
線

の
活

用
が

予
想

さ

れ
る

。
 

行
政

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
た

め
の

技
術

開

発
；

測
定

技
術

等
の

応
用

の
可

能
性

あ
り

。

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
、

民
間

 
生

体
電

磁
環

境
技

術
は

、
人

体
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

、

国
内

に
お

い
て

は
総

務
省

を
中

心
に

研
究

開
発

の
実

施
・

支
援

を

継
続

的
に

行
う

必
要

が
あ

る
。

 

こ
の

た
め

、
平

成
9

年
度

か
ら

1
8

年
度

ま
で

の
1

0
年

間
、

生

体
電

磁
環

境
研

究
推

進
委

員
会

を
設

置
し

、
研

究
を

推
進

し
て

き

て
お

り
、

そ
の

結
果

を
受

け
、

1
9

年
度

以
降

も
研

究
を

継
続

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
一

方
、

産
業

会
に

お
い

て
も

、
業

界
団

体

が
協

力
し

、
別

途
、

研
究

を
推

進
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

 

今
後

も
、

更
な

る
安

心
安

全
な

情
報

通
信

社
会

を
目

指
し

、
産

学
官

連
携

に
よ

る
研

究
を

促
進

し
、

継
続

的
に

実
施

し
て

い
く

こ

と
が

非
常

に
重

要
で

あ
る

。
 

生
体

電
磁

環
境

技
術

は
、

国
際

規

格
等

の
制

定
や

国
際

比
較

等
が

重
要

で
あ

り
、

日
本

と
同

等
の

研
究

開
発

を
行

っ
て

い
る

各
国

と
の

連
携

を
行

う
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

 
 

 
○

電
磁

波
生

体
影

響
評

価
技

術
 

電
波

防
護

基
準

の
基

礎
・

妥
当

性
を

確
認

す
る

た
め

の
生

物
実

験
・

疫
学

評
価

技
術

等
 

2
0

1
0

年
：

防
護

指
針

の
妥

当
性

確
認

 

2
0

1
5

年
：

防
護

指
針

の
妥

当
性

再
確

認
 

2
0

2
5

年
：

最
新

の
研

究
結

果
等

を
踏

ま
え

た
防

護
指

針
の

妥
当

性
再

々
確

認
 

◎
 

高
精

度
曝

露
評

価

に
基

づ
く

生
物

実
験

結
果

を
発

信
、
疫

学
調

査
に

も
寄

与
。

 

基
礎

 
◎

 

基
礎

指
針

値
は

、
国

際

的
な

統
一

が
重

要
。

 

難
 

3
6

0
億

円

（
2

0
0

8
～

2
0

2
5

）

 

無
線

機
器

の
安

全
・

安
心

を
担

保
す

る
こ

と
に

よ
り

、
無

線
機

市
場

の
拡

大
を

支
え

る
。

 

 

以
上

の
4

項
目

は
主

と
し

て
携

帯
電

話

の
端

末
市

場
向

け
の

技
術

と
し

て
適

応
さ

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
市

場
規

模
は

携

帯
電

話
端

末
の

世
界

市
場

（
2

0
1

0
年

）

1
6

兆
円

の
1

％
と

し
て

、
1

,6
0

0
億

円

（
2

0
1

0
年

）
と

考
え

ら
れ

る
。

 

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
、

民
間

 

 
 

 
○

電
磁

波
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
技

術
 漏

洩
電

磁
波

の
受

信
に

よ
る

情

報
の

漏
洩

、
強

い
電

磁
波

に
よ

る
通

信
シ

ス
テ

ム
へ

の
侵

入
・

障
害

を
防

ぐ
た

め
の

基
準

及
び

対
策

技
術

 

2
0

1
0

年
：

フ
ィ

ル
タ

測
定

法
の

標
準

化
策

定
（

C
IS

P
R

1
7

）
 

2
0

1
2

年
：

電
磁

波
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

準
策

定
（

IT
U

-
T

）
 

2
0

1
5

年
：

電
磁

波
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

準
対

応
機

器
の

製
品

化
 

2
0

2
5

年
：

新
た

な
情

報
漏

え
い

に
対

応
す

る
電

磁
波

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

基
準

の
見

直
し

 

米
国

で
防

衛
の

た
め

に

検
討

が
進

ん
で

い
る

（
が

、

一
般

に
は

開
示

さ
れ

て
い

な
い

）
。

 

○
 

測
定

・
評

価
技

術
の

検
討

段
階

。
 

基
礎

／
開

発

  

◎
 

防
御

レ
ベ

ル
ご

と
に

標
準

化
す

る
必

要
が

あ

る
。

 

難
 

1
2

0
億

円

（
2

0
0

8
～

2
0

2
5

）

 

ノ
イ

ズ
対

策
市

場
は

、
世

界
規

模
で

約
1

兆
円

と
考

え
ら

れ
る

が
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対

策
は

、
そ

の
う

ち
1

0
％

程
度

の
1

,0
0

0

億
円

（
2

0
1

0
年

）
と

思
わ

れ
る

。
 

 

独
法

人
、

大
学

、
民

間
 

国
、

民
間

 
新

た
な

情
報

通
信

機
器

の
研

究
開

発
を

進
め

る
に

当
た

っ
て

、

情
報

通
信

機
器

か
ら

意
図

し
な

い
電

磁
波

の
漏

え
い

に
よ

り
回

路

間
の

干
渉

及
び

情
報

漏
え

い
を

抑
え

る
た

め
回

路
／

デ
バ

イ
ス

E
M

C
技

術
が

必
要

で
あ

る
。

 

こ
れ

ま
で

は
、

情
報

通
信

機
器

か
ら

の
意

図
し

な
い

電
磁

波
の

漏
え

い
に

対
し

、
産

学
が

そ
れ

ぞ
れ

独
自

に
研

究
開

発
を

行
っ

て

き
て

い
る

。
今

後
は

、
情

報
通

信
機

器
か

ら
意

図
し

な
い

電
磁

波

の
漏

え
い

に
よ

り
回

路
間

の
干

渉
及

び
情

報
漏

え
い

の
抑

制
が

情

報
通

信
機

器
の

小
型

化
及

び
情

報
漏

え
い

防
止

を
阻

害
す

る
こ

と

か
ら

、
国

内
に

お
い

て
は

、
産

学
官

の
連

携
に

よ
る

研
究

開
発

の

実
施

が
必

要
で

あ
る

。
 

米
国

の
防

衛
技

術
が

先
行

し
て

お

り
、

米
国

と
の

連
携

が
非

常
に

重
要

。

 
 

 
○

情
報

通
信

機
器

内
E

M
C

対
策

技

術
 

携
帯

電
話

等
の

小
型

・
高

密
度

・
多

機
能

化
に

伴
う

機
器

内
の

電
磁

干

渉
を

低
減

す
る

た
め

の
設

計
・

対
策

技
術

 

2
0

1
0

年
：

マ
イ

ク
ロ

波
帯

の
雑

音
抑

制
技

術
の

確
立

 

2
0

1
0

年
：

低
ノ

イ
ズ

半
導

体
設

計
技

術
の

確
立

 

2
0

1
6

年
：

雑
音

抑
制

技
術

対
応

機
器

の
製

品
化

 

2
0

2
5

年
：

高
周

波
化

、
高

密
度

実
測

へ
の

対
応

 

 

日
本

の
他

、
米

国
、

独
等

で
開

発
が

進
ん

で
い

る
。

○
 

抑
制

材
料

・
小

型
化

が
課

題
。

 

基
礎

／
開

発

 

○
 

抑
制

材
料

評
価

技
術

の
統

一
が

課
題

。
 

や
や

難
 

1
8

0
億

円

（
2

0
0

8
～

2
0

2
5

）

 

ノ
イ

ズ
対

策
市

場
の

1
兆

円
の

う
ち

、
本

項
目

の
1

0
0

M
H

z
以

上
の

ノ
イ

ズ
対

策
部

品
と

計
測

器
の

市
場

は
約

半
分

の
5

,0
0

0

億
円

（
2

0
1

0
年

）
と

考
え

ら
れ

る
。

 

独
立

行

政
法

人
、

大
学

、
民

間
企

業
 

国
、

民
間

 

 
 

 
○

E
M

C
／

無
線

計
測

技
術

 

新
た

な
通

信
シ

ス
テ

ム
開

発
に

必

要
な

基
盤

的
測

定
技

術
、

通
信

シ
ス

テ
ム

の
管

理
に

必
要

な
測

定
技

術
 

2
0

1
0

年
：

F
A

R
活

用
に

よ
る

効
率

的
な

計
測

手
法

の
確

立
 

2
0

1
2

年
：

F
A

R
活

用
に

よ
る

効
率

的
な

計
測

手
法

の
国

際
標

準
化

 

2
0

1
3

年
：

広
帯

域
、

高
速

、
高

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

レ
ン

ジ
測

定
技

術
の

確
立

 

2
0

2
5

年
：

新
た

な
情

報
通

信
機

器
に

対
応

し
た

E
M

C
／

通
信

計
測

技
術

の
確

立
 

 

英
国

N
P

L
、

オ
ー

ス
ト

リ
ア

A
R

S
等

の
国

家
標

準

機
関

・
公

的
機

関
に

検
討

さ

れ
て

い
る

。
 

○
 

提
案

手
法

の
評

価

に
留

ま
っ

て
い

る
。

 

開
発

 
◎

 

国
際

貿
易

の
障

壁
と

な
ら

ぬ
よ

う
に

標
準

化

す
る

必
要

が
あ

る
。

関
連

産
業

へ
の

影
響

大
。

 

標
準

 
9

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

2
0

2
5

）

 

ノ
イ

ズ
対

策
市

場
の

1
兆

円
の

う
ち

、
計

測
器

市
場

は
5

％
の

5
0

0
億

円
と

思
わ

れ
、

そ
の

う
ち

本
項

目
は

1
0

0
億

円
（

2
0

1
0

年
）

と
考

え
ら

れ
る

。
 

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
、

民
間

 
情

報
通

信
技

術
の

研
究

開
発

を
進

め
る

に
当

た
っ

て
、

情
報

通

信
の

性
能

の
確

認
の

た
め

E
M

C
／

無
線

計
測

技
術

が
必

要
で

あ

る
。

 

こ
れ

ま
で

は
、

産
学

が
そ

れ
ぞ

れ
独

自
に

研
究

開
発

を
行

っ
て

き
て

い
る

。
 

今
後

は
情

報
通

信
の

確
保

の
た

め
に

測
定

器
の

基
盤

技
術

の
確

保
・

測
定

の
不

確
か

さ
の

評
価

を
行

う
た

め
国

及
び

N
IC

T
が

研
究

開
発

を
継

続
的

に
実

施
・

支
援

し
、

必
要

な
技

術
レ

ベ
ル

を
産

学

官
連

携
の

も
と

に
確

保
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

測
定

器
技

術
の

技
術

基
盤

を
国

際

的
な

レ
ベ

ル
に

維
持

す
る

こ
と

は
、

わ
が

国
の

情
報

通
信

技
術

の
国

際
的

展
開

に
不

可
欠

で
あ

り
、

同
等

の
技

術
を

有
す

る
独

、
米

国
等

と
連

携
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
 

 
 

 
○

測
定

器
・

ア
ン

テ
ナ

較
正

技
術

 

シ
ス

テ
ム

の
管

理
・

品
質

維
持

に

必
要

な
測

定
器

・
ア

ン
テ

ナ
等

の
測

定
精

度
向

上
の

た
め

の
標

準
お

よ

び
較

正
方

法
の

確
立

 

  

2
0

1
0

年
：

1
1

0
G

H
z
ま

で
の

電
力

・
ア

ン
テ

ナ
測

定
技

術
の

確
立

 

2
0

1
5

年
：

1
1

0
G

H
z
ま

で
の

ス
ペ

ア
ナ

・
大

型
ア

ン
テ

ナ
較

正
技

術
の

確
立

 

2
0

2
5

年
：

2
7

5
G

H
z
ま

で
の

測
定

・
較

正
技

術
 

英
国

N
P

L
、

オ
ー

ス
ト

リ
ア

A
R

S
、

米
国

N
IS

T
等

の
国

家
標

準
機

関
で

精
力

的
に

検
討

さ
れ

て
い

る
。

○
 

4
0

 
G

H
z

程
度

ま

で
に

留
ま

っ
て

い
る

。

 

基
礎

 

 

○
 

較
正

（
校

正
）

法
は

い

く
つ

も
あ

っ
て

良
い

が
、

不
確

か
さ

の
項

目
（

評
価

法
）

は
統

一
す

る
必

要
が

あ
る

（
同

じ
尺

度
で

比
較

す
る

た
め

）
。

 

標
準

 
6

0
億

円
 

（
2

0
0

8
～

2
0

2
5

）

 

ス
ペ

ク
ト

ル
ア

ナ
ラ

イ
ザ

ー
（

1
0

0
G

z

以
上

）
の

世
界

市
場

規
模

は
約

1
0

億
円

程

度
（

2
0

1
0

年
）

で
あ

る
。

 

独
法

、
大

学
、

民
間

 

国
、

民
間

 
わ

が
国

の
技

術
レ

ベ
ル

の
維

持
、

国
際

比
較

等
を

行
う

た
め

に
、

各
国

の
標

準
機

関
と

の
連

携
（

相
互

比
較

）

が
重

要
。
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IC
T

安
心

・
安

全
 

研
究

開
発

分
野

 
主

な
研

究
開

発
課

題
と

技
術

要
素
 

及
び

そ
の

概
要

 
研

究
開

発
目

標
 

海
外

の
研

究
動

向
 

日
本

の
 

研
究

開
発

水
準

 

現
在

の
 

研
究

段
階

 

国
際

標
準

化
 

の
重

要
度

 

研
究

開
発

要
素

の
技

術
的

 

難
易

度
 

研
究

開
発

に

必
要

な
資

金

（
概

算
）

 

将
来

の
市

場
規

模
 

（
予

測
）

 

推
進

主
体

 
推

進
方

策
 

研
究

開

発
主

体
 

資
金

提

供
主

体
産

学
官

の
連

携
 

国
際

連
携

方
策

 

ユ
ビ

キ
タ

ス
＆

ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
タ

ウ

ン
 

セ
ン

サ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
ロ

ボ
ッ

ト
等

に

よ
り

、
高

齢
者

・
障

害
者

を
は

じ
め

人
に

優
し

く
地

球
に

優
し

い
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ
ッ

ト
環

境
を

実
現

す
る

。
 

2
0

1
7

年
：

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
や

環
境

配
慮

型
情

報
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
な

ど
の

異
種

技
術

の
連

携
 

2
0

2
0

年
：

状
況

認
識

が
で

き
る

ロ
ボ

ッ
ト

と
の

対
話

に
基

づ
く

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
 

2
0

2
5

年
：

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

上
の

リ
ス

ク
や

環
境

負
荷

を
低

減
す

る
工

夫
を

具
備

し
た

生
活

サ
ポ

ー
ト

向
け

環
境

の
実

現
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
 

 
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

技
術

と

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

を
融

合
し

て
、

単
体

ロ
ボ

ッ
ト

で
は

で
き

な
か

っ
た

、
ロ

ボ
ッ

ト
が

協
調

・
連

携
し

た
サ

ー
ビ

ス
を

実
現

す
る

た
め

の
技

術
 

2
0

1
0

年
：

遠
隔

対
話

制
御

を
併

用
し

て
人

と
ロ

ボ
ッ

ト
の

間
で

自
然

な
対

話
と

ジ
ェ

ス
チ

ャ
の

実
現

 

2
0

1
5

年
：

人
の

嗜
好

・
意

図
・

コ
ン

テ
キ

ス
ト

を
反

映
し

た
対

話
と

ジ
ェ

ス
チ

ャ
の

実
現

 

 

 
 

 
 

 
 

関
連

市
場

と
し

て
、

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

全
体

の
市

場
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ロ
ボ

ッ
ト

特
有

の
バ

ー
チ

ャ
ル

型
ロ

ボ
ッ

ト
端

末
機

器
（

携
帯

電
話

）
市

場
及

び

と
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

型
ロ

ボ
ッ

ト
（

監
視

カ
メ

ラ
）

の
市

場
を

想
定

。
 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
0

年
：

3
.3

兆
円

 

2
0

1
5

年
：

5
.3

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
0

年
：

2
0

.9
兆

円
 

2
0

1
5

年
：

2
6

.3
兆

円
 

  ＜
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
全

体
の

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

0
5

年
：

7
,6

0
1

億
円

 

2
0

1
0

年
：

2
.3

兆
円

 

2
0

1
5

年
：

4
.3

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
0

年
：

6
.2

兆
円

 

2
0

1
5

年
：

1
1

.6
兆

円
 

 （
国

内
市

場
規

模
は

、
平

成
1

9
年

3
月

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合

開
発

機
構

：
平

成
1

8
年

度
『

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

戦
略

マ
ッ

プ
』

の
ロ

ー
リ

ン

グ
に

関
す

る
調

査
研

究
成

果
報

告
書

、
お

よ
び

、
平

成
1

9
年

8
月

「
ロ

ボ

ッ
ト

分
野

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

マ
ッ

プ
お

よ
び

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

戦
略

マ
ッ

プ

2
0

0
7

」
報

告
会

―
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
（

R
T

）
の

中
長

期
的

な
ビ

ジ
ョ

ン
マ

ッ
チ

ン
グ

ー
よ

り
、

世
界

市
場

規
模

は
，

下
記

の
2

0
0

5
年

ワ
ー

ル
ド

ワ
イ

ド
F
A

ロ
ボ

ッ
ト

市
場

の
規

模
を

参
照

し
、

世
界

市
場

規
模

は
日

本
の

市
場

規
模

の
約

2
.7

倍
と

し
て

算
出

）
 

日
本

：
1

,6
6

9
億

円
 

ア
ジ

ア
：

1
,1

5
0

億
円

 

北
米

南
米

：
1

,0
7

6
億

円
 

欧
州

：
6

4
9

億
円

 

そ
の

他
：

1
億

円
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

世
界

市
場

：
4

,5
4

5
億

円
）

 

  ＜
バ

ー
チ

ャ
ル

型
ロ

ボ
ッ

ト
端

末
機

器
（

携
帯

電
話

）
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

0
7

年
：

9
,4

0
0

億
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

0
7

年
：

1
4

兆
円

 

（
電

子
情

報
技

術
産

業
協

会
（

J
E

IT
A

）
に

よ
る

需
要

予
測

等
か

ら
2

0
0

7

年
携

帯
電

話
端

末
の

国
内

販
売

数
は

4
7

0
0

万
台

、
世

界
販

売
数

は
7

億

台
、

平
均

端
末

価
格

を
2

万
円

と
仮

定
し

て
算

出
）

 

 ＜
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

型
ロ

ボ
ッ

ト
（

監
視

カ
メ

ラ
）

市
場

＞
 

■
国

内
市

場
 

2
0

0
5

年
：

5
8

0
億

円
 

■
世

界
市

場
 

2
0

0
5

年
：

7
,0

0
0

億
円

 

（
富

士
経

済
調

査
よ

り
2

0
0

5
年

の
監

視
カ

メ
ラ

国
内

市
場

は
5

8
万

台
、

世
界

市
場

は
7

0
0

万
台

、
平

均
価

格
を

1
0

万
円

と
仮

定
し

て
算

出
）

 

  

な
お

、
初

め
に

示
し

た
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
全

体
の

市
場

に
は

、
以

下
に

示
す

ロ
ボ

ッ
ト

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

市
場

及
び

ア
ン

コ
ン

シ
ャ

ス
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

に
よ

る
社

会
経

済
損

失
低

減
効

果
を

含
ん

で
い

る
。

 

 ＜
ロ

ボ
ッ

ト
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
市

場
＞

 

■
国

内
市

場
 

2
0

1
0

年
：

8
4

5
0

億
円

 

2
0

1
5

年
：

1
.2

5
4

兆
円

 

■
世

界
市

場
 

2
0

1
0

年
：

2
.2

8
兆

円
 

 
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ロ
ボ

ッ
ト

技

術
は

、
A

T
R
（

国
際

電
気

通
信

基
礎

技
術

研
究

所
）

な
ど

を
中

心
に

研
究

が
行

わ
れ

て
い

る
。

2
0

0
3

年
9

月
に

、
大

学
、

電
気

通
信

事
業

者
、

メ
ー

カ
、

研
究

機
関

、
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ロ

ボ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
発

足
し

、
産

学
官

が
連

携
し

て
標

準
化

の
推

進
等

を
進

め
て

い
る

。
 

同
フ

ォ
ー

ラ
ム

は
ユ

ビ
キ

タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
U

N
F
）

と
M

O
U

を

2
0

0
5

年
9

月
に

締
結

。
両

技

術
を

橋
渡

し
す

る
標

準
化

に
向

け
て

共
同

検
討

。
C

E
A

T
E

C
な

ど
を

通
じ

て
、

ユ
ビ

キ
タ

ス
デ

バ
イ

ス
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ロ
ボ

ッ
ト

の
相

互
乗

り
入

れ
実

験
も

成
功

。
 

ロ
ボ

ッ
ト

単
体

で
の

市
場

創

出
が

難
し

い
こ

と
を

企
業

が
認

識
し

始
め

て
お

り
、

今
後

、
高

度
化

す
る

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
環

境
と

連
携

し
た

ロ
ボ

ッ
ト

の
ア

ク
チ

ュ
エ

ー
シ

ョ
ン

（
モ

ノ
を

運
ぶ

、
人

の
誘

導
な

ど
）

サ
ー

ビ
ス

が
市

場
創

出
に

不
可

欠
で

あ
る

。
今

後
は

両
技

術
を

複
合

し
た

サ
ー

ビ
ス

発

見
、

検
索

、
利

用
が

重
要

課
題

。

大
阪

市
は

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

ロ
ボ

ッ
ト

な
ど

の
実

証
実

験
を

資
金

、
実

験
場

所
提

供
で

支
援

。

市
外

郭
団

体
が

運
営

す
る

ロ
ボ

ッ
ト

ラ
ボ

ラ
ト

リ
ー

で
は

3
2

0
社

を
超

え
る

全
国

の
中

小
企

業
が

会
員

と
な

り
、

ロ
ボ

ッ
ト

、
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
IT

を
連

携
し

た
新

ビ
ジ

ネ
ス

創
出

を
目

的
に

産
学

連
携

で
実

施
中

。
人

材
育

成
事

業
も

強
化

。
 

け
い

は
ん

な
地

区
で

も
け

い

は
ん

な
生

活
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
実

証
実

験
推

進
協

議
会

が
2

0
0

7

年
7

月
に

発
足

し
、

産
学

自
治

体
が

連
携

し
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ロ
ボ

ッ
ト

実
験

を
2

0
0

7
年

7
7

-
8

月
に

実
施

。
 

市
場

創
出

に
は

、
ユ

ビ
キ

タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
技

術
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

の
両

方
が

利
用

で
き

る
実

験
場

所
を

設
置

す
る

の
が

有
効

。
そ

の
場

合
に

B
2

B
2

C
,す

な
わ

ち
、

地
元

産
業

（
企

業
）

と
住

民
（

自
治

体
）

と
の

実
験

協
力

体
制

を
組

め
る

か
が

鍵
。

 

 

 
 

 
○

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ロ
ボ

ッ
ト

共
通

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
技

術
 

ユ
ビ

キ
タ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
や

環
境

情
報

構
造

化
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ

ー
ム

な
ど

の
異

種
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

環
境

携
 

 

2
0

0
9

年
：

ロ
ボ

ッ
ト

間
協

調
・

連
携

技
術

の
確

立
 

2
0

1
0

年
：

 

・
ロ

ボ
ッ

ト
の

サ
ー

ビ
ス

の
識

別
・

検
索

・
利

用
手

法
の

確
立

 

・
ロ

ボ
ッ

ト
が

情
報

家
電

等
の

異
種

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

と
連

携
し

、
サ

ー
ビ

ス
を

行

う
技

術
の

確
立

 

2
0

1
3

年
：

 

・
ロ

ボ
ッ

ト
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

等
と

連
携

し
た

総
合

的
な

実
証

実
験

を
実

施
 

・
複

数
の

ロ
ボ

ッ
ト

が
機

能
拡

充
・

連
携

可
能

で
、

屋
外

で
も

自
在

に
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

と
接

続
し

多
用

途
で

の
利

用
を

可
能

と
す

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
技

術
の

確
立

 

≪
米

国
≫

 

米
国

防
衛

高
等

研
究

企
画

庁
（

D
A

R
P

A
）

の
分

散
ロ

ボ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

（
2

0
0

3
-
）

に
て

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
利

用
型

再
設

定
可

能
ロ

ボ
ッ

ト
な

ど
に

つ
い

て
研

究
開

発
 

2
6

8
億

円
の

一
部

 

 ≪
欧

州
≫

 

F
P

6
の

下
で

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ロ

ボ
ッ

ト
関

係
の

研
究

開
発

が
行

わ
れ

て
い

る
。

・
期

間
：

2
0

0
2

-
2

0
0

6

・
予

算
：

5
7

億
円

 

 ■
U

b
iq

u
it
o
u

s
 

N
e
tw

o
rk

in
g
 R

o
b
o
ti
c
s
 

in
 U

rb
a
n

 S
e
tt

in
g
s

（
U

R
U

S
）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

都
会

で
使

わ
れ

る
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

ロ
ボ

ッ
ト

シ
ス

テ
ム

に
必

要
と

な
る

基
本

機
能

を
統

合
す

る
適

応
可

能
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
を

開
発

す
る

こ
と

を
目

標
。

（
2

0
0

6
年

-
）

 

 ■
D

u
s
tb

o
tプ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 ゴ

ミ
処

理
専

用
車

の
進

入
が

難
し

い
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
タ

ウ
ン

に
お

い
て

ロ
ボ

ッ
ト

に
よ

る
清

掃
・

ご
み

収

集
の

フ
ィ

ー
ル

ド
実

験
を

行
い

、
人

手
に

よ
る

サ
ー

ビ

ス
と

の
比

較
を

実
施

。
 

（
2

0
0

6
年

開
始

、
2

0
0

8

年
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
開

発
、

2
0

0
9

年
よ

り
実

験
開

始

予
定

）
 

 ≪
ア

ジ
ア

≫
 

韓
国

版
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ロ

ボ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

（
U

R
C

）
を

開
始

。
 

（
2

0
0

4
年

-
）

 

2
0

0
4

年
予

算
 

2
0

億
円

 

◎
 

 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

ロ
ボ

ッ
ト

連
携

は
日

本
初

の
ア

イ
デ

ア
。

 

ビ
ジ

ブ
ル

・
ア

ン
コ

ン
シ

ャ

ス
・

バ
ー

チ
ャ

ル
の

3
タ

イ
プ

の
ロ

ボ
ッ

ト
を

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
介

し
て

連
携

さ
せ

る
コ

ン
セ

プ
ト

は
日

本
発

。
 

U
R

C
、

U
R

U
S

は
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク

ロ
ボ

ッ
ト

の
コ

ン
セ

プ
ト

を
踏

襲
し

て
実

施
計

画
を

立
案

し
て

お
り

、
実

施
に

む
け

て
は

同
一

線
上

に
あ

る
。

 

 

開
発

 
◎

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

間
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
ロ

ボ
ッ

ト
間

イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

の

標
準

化
が

必
要

。

サ
ー

ビ
ス

の
特

徴
に

つ
い

て
の

標

準
化

が
必

要
。

 

IT
U

-
T

に
て

ロ

ボ
ッ

ト
を

通
信

機

器
の

1
つ

と
見

な

し
、

接
続

技
術

を

標
準

化
す

る
動

き

が
あ

る
。

 

や
や

難
 

5
0

億
円

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
5

）

民
間

、
大

学
 

国
、

民
間

我
が

国
が

世
界

に
先

駆

け
て

開
始

し
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

の
研

究
開

発
の

流
れ

が
、

現
在

、

ア
ジ

ア
、

米
国

、
E

U
へ

と

拡
大

し
て

い
る

状
況

。
今

後
、

標
準

化
を

進
め

る
た

め

に
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ロ
ボ

ッ

ト
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
を

通
じ

て
海

外
の

研
究

機
関

等
と

連
携

を
更

に
進

め
て

い
く

方
針

。
 

     

 
 

 
○

ロ
ボ

ッ
ト

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
（

ヒ
ュ

ー
マ

ン
イ

ン
タ

ー

フ
ェ

ー
ス

等
を

含
む

）
 

 
視

覚
や

触
覚

等
の

感
覚

情
報

に

基
づ

い
て

、
音

声
や

表
情

や
ジ

ェ

ス
チ

ャ
を

交
え

て
対

話
行

動
で

き

る
人

に
優

し
い

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ロ

ボ
ッ

ト
技

術
 

 

2
0

0
9

年
：

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

（
身

振
り

手
振

り
等

の
基

本
動

作
な

ど
）

の
高

度
化

 

2
0

1
0

年
：

 

・
遠

隔
対

話
制

御
を

併
用

し
て

人
と

ロ
ボ

ッ
ト

の
間

で
自

然
な

対
話

を
実

現
 

・
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
と

連
携

し
た

人
の

行
動

・
状

況
認

識
に

基
づ

く

対
話

行
動

の
改

良
 

2
0

1
3

年
：

ア
ン

コ
ン

シ
ャ

ス
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

と
の

連
携

に
よ

る
，

人
の

嗜
好

・
意

図
・

コ
ン

テ
キ

ス
ト

を
反

映
し

た
対

話
行

動
の

実
現

 

◎
 

ア
ン

コ
ン

シ
ャ

ス
セ

ン
シ

ン

グ
技

術
と

連
携

さ
せ

る
こ

と

で
、

高
度

対
話

行
動

技
術

が
確

立
 ロ

ボ
ッ

ト
-
人

の
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

人
-
人

の
コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

近
づ

け
る

た
め

の
研

究
、

特
に

集
団

対
話

制
御

や
遠

隔
対

話
制

御
な

ど
の

高
度

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
に

関
し

て
は

日
本

が
先

導
し

て
米

国
が

追
従

し
て

い
る

状

況
。

今
後

も
国

際
的

な
主

導
権

を
維

持
す

る
た

め
に

は
、

高
い

優
先

度
で

の
研

究
開

発
が

不
可

欠
。

 

開
発

 
○

 

共
通

的
な

対
話

行
動

パ
タ

ー
ン

等

の
標

準
化

に
よ

り

ロ
ボ

ッ
ト

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の

高
度

化
が

可
能

。

 

難
 

 

2
0

0
億

円

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
3

）

民
間

、
大

学
 

国
、

民
間

 

ロ
ボ

ッ
ト

関
連

の
二

大

国
際

会
議

IR
O

S
及

び

IC
R

A
で

，
日

本
（

A
T

R
）

・

韓
国

・
E

U
（

U
R

U
S

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ロ
ボ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
・

米
国

IE
E

E
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
委

員
会

が
協

力
し

て
、

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ロ

ボ
ッ

ト
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

2
0

0
7

年
1

0
月

ま
で

に
6

回
開

催
。

国
内

外
の

相
互

接

続
実

験
、

標
準

化
課

題
検

討

を
日

本
（

A
T

R
）

主
導

で
推

進
。

 

E
U

の
U

R
U

S
等

の
海

外

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

共
同

実
験

等
を

通
じ

て
海

外
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
標

準
化

に
む

け
た

働
き

か
け

を
加

速
。

 

伊
ピ

サ
・

ペ
ッ

チ
ョ

リ
市

と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ロ
ボ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ラ

ム
が

2
0

0
7

年
9

月
に

M
O

U
締

結
。

 

 IR
O

S
: 
IE

E
E

/
R

S
J
 

In
te

rn
a
ti
o
n

a
l 

C
o
n

fe
re

n
c
e
 o

n
 

In
te

lli
g
e
n

t 
R

o
b
o
ts

 

a
n

d
 S

ys
te

m
s
. 

IC
R

A
: 
IE

E
E

 

In
te

rn
a
ti
o
n

a
l 

C
o
n

fe
re

n
c
e
 o

n
 

R
o
b
o
ti
c
s
 a

n
d
 

A
u

to
m

a
ti
o
n

. 

 
○

ア
ン

コ
ン

シ
ャ

ス
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

 

 
ロ

ボ
ッ

ト
や

環
境

に
埋

め
込

ま

れ
た

セ
ン

サ
等

を
用

い
て

、
人

の

行
動

や
状

況
を

認
識

す
る

こ
と

で
、

ロ
ボ

ッ
ト

が
環

境
や

状
況

に

応
じ

た
サ

ー
ビ

ス
を

行
う

技
術

 

 

2
0

1
0

年
：

 

・
行

動
履

歴
か

ら
の

嗜
好

抽
出

技
術

の
確

立
 

・
人

の
位

置
、

軌
跡

、
行

動
パ

タ
ー

ン
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
確

認
・

理
解

で
き

る
技

術

の
確

立
 

2
0

1
3

年
：

 

・
人

の
行

動
・

状
況

認
識

に
基

づ
く

状
況

予
測

技
術

の
確

立
 

・
数

億
個

の
セ

ン
サ

か
ら

リ
ア

ル
タ

イ
ム

マ
イ

ニ
ン

グ
に

よ
り

、
ユ

ー
ザ

ー
の

状
況

に

適
合

し
た

最
適

な
情

報
を

提
供

す
る

技
術

の
確

立
 

・
自

動
車

の
予

防
安

全
の

た
め

の
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

と
し

て
，

従
来

の
警

報
に

代
わ

っ

て
，

ド
ラ

イ
バ

ー
に

適
切

な
情

報
提

示
を

行
う

R
T

シ
ス

テ
ム

に
よ

っ
て

，
思

い
込

み
運

転
か

ら
ド

ラ
イ

バ
ー

を
保

護
す

る
技

術
の

確
立

．
 

○
 

屋
内

で
数

人
程

度
の

人
の

正

確
な

位
置

や
動

き
を

計
測

可
能

で
あ

り
、

日
本

の
研

究
開

発
水

準
は

欧
州

よ
り

先
行

し
て

い
る

が
、

米
国

と
拮

抗
し

て
い

る
 

視
線

を
計

測
し

て
個

人
の

よ

り
詳

細
な

行
動

を
推

定
す

る
技

術
の

研
究

開
発

に
関

し
て

は
、

自
動

車
運

転
時

の
安

全
確

保
等

の
ニ

ー
ズ

と
相

ま
っ

て
世

界
で

研
究

開
発

が
進

め
ら

れ
て

お

り
、

人
の

身
体

に
装

着
せ

ず
計

測
で

き
る

技
術

に
つ

い
て

は
日

本
も

ト
ッ

プ
ラ

ン
ナ

ー
の

一
翼

を
担

っ
て

い
る

。
 

開
発

 
◎

 

O
M

G
で

位
置

情
報

イ
ン

タ
フ

ェ

ー
ス

の
標

準
化

を

進
め

て
い

る
。

今

後
は

、
位

置
情

報

か
ら

抽
出

さ
れ

る

意
味

情
報

に
つ

い

て
も

検
討

が
必

要
。

 

難
 

1
5

0
億

円

（
2

0
0

8
～

 

2
0

1
3

）

民
間

、
大

学
 

国
、

民
間

 
 

 
○

ロ
ボ

ッ
ト

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

認
証

技
術

 

 
安

全
性

を
保

ち
つ

つ
シ

ー
ム

レ

ス
な

認
証

を
可

能
に

す
る

と
と

も

に
通

信
ロ

ボ
ッ

ト
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
間

を
自

動
的

に
暗

号
化

し
プ

ラ

イ
バ

シ
ー

を
保

護
す

る
技

術
 

2
0

1
0

年
：

 

・
家

庭
内

な
ど

の
限

定
さ

れ
た

環
境

で
の

認
証

技
術

の
確

立
 

・
ロ

ボ
ッ

ト
へ

の
制

御
命

令
を

安
全

に
同

報
で

き
る

技
術

の
確

立
 

2
0

1
5

年
：

 

・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

正
当

性
を

保
証

す
る

技
術

の
確

立
 

・
セ

ン
サ

な
ど

か
ら

収
集

さ
れ

る
情

報
に

つ
い

て
情

報
流

通
経

路
を

確
認

す
る

技
術

の

確
立

 

○
 

単
独

の
生

体
認

証
以

外
に

、

音
声

・
顔

・
網

膜
な

ど
の

生
体

情
報

を
組

み
合

わ
せ

た
信

頼
性

の
高

い
個

人
認

証
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

開
発

 
◎

 

個
人

認
証

、
ロ

ボ
ッ

ト
認

証
は

一

般
的

な
標

準
化

技

術
の

適
用

が
可

能

で
あ

る
が

、
プ

ラ

イ
バ

シ
ー

や
デ

ー

や
や

難
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0

億
円

（
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0
0
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2
0

1
5

）

民
間

、
大

学
 

国
、

民
間
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ワ

イ
ヤ

レ
ス

で
ロ

ボ
ッ

ト
の

制

御
を

行
う

際
に

伝
送

信
号

の
セ

キ

ュ
リ

テ
ィ

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

周
囲

電
子

機
械

と
の

電
磁

干

渉
を

防
ぐ

技
術

 

 

・
収

集
し

た
情

報
な

ど
の

内
容

を
解

析
し

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

情
報

と
そ

の
重

要
性

を
判

断

し
、

情
報

漏
洩

を
防

止
す

る
技

術
の

確
立

 

タ
漏

え
い

に
関

し

て
は

ロ
ボ

ッ
ト

固

有
の

課
題

が
あ

る

た
め

、
今

後
検

討

を
進

め
る

こ
と

が

必
要

。
 

2
0

1
5

年
：

3
.3

8
兆

円
 

 ＜
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
に

よ
る

自
動

車
事

故
防

止
効

果
＞

 

■
国

内
損

失
低

減
規

模
 

7
4

0
～

8
9

0
億

円
 

（
2

0
1

0
年

度
か

ら
半

減
と

仮
定

し
た

と
き

の
損

失
低

減
額

）
 

 ＜
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
に

よ
る

火
災

防
止

効
果

＞
 

■
国

内
損

失
低

減
規

模
 

3
6

～
1

4
0

億
円

 

（
2

0
0

5
年

度
か

ら
死

者
数

が
5

～
2

0
％

減
少

す
る

と
仮

定
し

た
と

き
の

損
失

低
減

額
）

 

 
 

 
○

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
安

全
性

確
保

技
術

 

 
人

と
の

衝
突

回
避

や
、

フ
ェ

イ

ル
セ

イ
フ

機
構

、
転

倒
防

止
や

転

倒
し

た
場

合
の

復
帰

機
構

に
関

す

る
技

術
 

 
ロ

ボ
ッ

ト
単

独
で

長
時

間
動

作

を
可

能
に

す
る

た
め

の
バ

ッ
テ

リ

技
術

及
び

短
時

間
で

エ
ネ

ル
ギ

ー

供
給

を
可

能
に

す
る

技
術

 

 

2
0

1
0

年
：

 

・
対

人
の

安
全

を
確

保
で

き
る

最
適

設
計

手
法

の
確

立
 

・
転

倒
防

止
。

転
倒

か
ら

の
復

帰
技

術
の

確
立

。
 

・
人

と
の

対
話

時
の

柔
ら

か
い

制
御

技
術

の
確

立
 

・
高

密
度

・
軽

量
の

新
型

バ
ッ

テ
リ

の
実

現
 

2
0

1
5

年
：

 

・
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
複

合
的

な
障

害
に

対
す

る
安

全
保

障
を

実
 

 
 

現
 

・
ど

ん
な

姿
勢

で
転

倒
し

て
も

復
帰

で
き

る
技

術
の

確
立

 

・
高

効
率

燃
料

電
池

を
使

用
し

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

シ
ス

テ
ム

の
実

現
 

○
 

ロ
ボ

ッ
ト

個
別

の
安

全
性

及

び
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

技
術

に
つ

い
て

は
、

研
究

開
発

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

平
成

1
9

年
4

月
に

経
済

産

業
省

の
主

導
で

、
稼

働
領

域
を

人
間

の
存

在
領

域
と

共
有

す
る

ロ
ボ

ッ
ト
（

次
世

代
ロ

ボ
ッ

ト
）

を
対

象
と

し
、

こ
れ

ら
ロ

ボ
ッ

ト
の

安
全

性
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

次
世

代
ロ

ボ
ッ

ト
安

全
性

確
保

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
制

定
。

 

開
発

 
○

 

ロ
ボ

ッ
ト

の
安

全
性

に
つ

い
て

は
、
IS

O
に

て
産

業

用
ロ

ボ
ッ

ト
を

中

心
に

検
討

中
。

 

今
後

、
介

護
用

ロ
ボ

ッ
ト

な
ど

、

人
と

接
す

る
ロ

ボ

ッ
ト

に
関

し
て

も

検
討

が
重

要
課

題
。
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5
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億
円

（
2

0
0
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